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美 術 部

黒 田清輝 竿

「ブレハの海岸」

1892年
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黒 田清輝 写生帖

1891年 ご ろ
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芸 能 部
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公開講座6の 実演 金春安明氏による 「翁」
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実演記録 桂吉朝氏の上方落語 「蛸芝居」



保存科学部

撒 詳糸川
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タイ国スコータイの大仏中の体積含水率分布計算の
ための有限要素法メッシュ
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タイ国スコータイの大仏中の体積含水率分布計算結果

(表面の棲水処理前の状態)
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中国山東省平度県、東岳石文化遺跡(紀 元前2000年 頃)

可搬型蛍光X線 分析装置による仏像の

表面彩色の測定

二酸化炭素による文化財の殺虫試験

((財)元 興寺文化財研究所、液化炭酸(株)と の共同研究)
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情報資料部

第21回 国際研究集会 「今、 日本の美術 史学 をふりかえる」の概 要 を報告 す るページ。発表者 の要 旨 と3つ の セッション

報告の ほか、英文ペー ジには、英語発表者 のフルペ ーパ ーも掲載 している。

幽 二」

」上1

情 報資料 部 では、研究所 のホームペ ージ を押当 している、新たに作成 した クレー紀行のペ ージでは、黒田iNl.{;が フ ラン

ス滞在中に制作 を行 った グレー村の現在の よ うすと黒田作品 との関わ りを紹介 している
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国際シンポジウム 「文化の多様性と文化遺産」 (82頁 参 照)
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カンボジア ・ア ンコール遺跡群の調査(40頁 参 照)

龍門石窟研究所保護研究室 ・馬朝龍研究員の研修
(48頁参照)
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1.組 織 図

東京国立文化財研究所

TOKYONATIONALRESEARCHINSTITUTEOFCULTURALPROPERTIES

庶 務 係

GeneralAffairsSection譲'嫌務課

総磁1賦瓢NTOFGENERALAFFAIRS. 会 計 係

AccountingSection

第 一 研 究 室

AncientJapaneseandOriental

ArtSection
噛

塾術部
DEPARTMENTOFFINEARTS、1 第 二 研 究 室

Modern/ContemporaryJapanese

ArtSection

演劇研究室
DramaSection
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音 楽 舞 踊 研 究 室

Music/DanceSection
、 ・'・'".{isi¥鱈 豊 蹴

民俗 芸 能 研 究 室

FolkPerformanceSection

化学 研 究 室

ChemistrySection

'襯 学科撃部 揖 難

萎
DEPARTMENTOF

CONSERVAT1ON5CTFN'CE
姑

、
繊罐"
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物 理 研 究 室

PhysicsSection

生物 研 究 室

BiologySection

第一修復技術研究室
Wood/UrushiSection

A

修復技術部
DEPARTMENTOFRESTORATION

T£CHNIQUES
、

第 二 修 復 技 術 研 究 室

Paper/TextileSection

第三修復技術研究室
Metal/StoneSection

文献 資料研究室
DocumentSection阿

情報資料部
DEPARTMENTOFARCHIVES

写 真 資 料 研 究 室

PhotographSection

企 画 室

PlanningOffice

国際文化財保葎修復協力センター

JAPANCENTERFORINTk:RNATIONAi,
COOPERATIQNINCQNSIaRVATION,

環 境 解 析 研 究 指 導 室

ResearchandProgramOffice

保 存 計 画 研 究 指 導 室

ConservationAdvisoryOffice
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2.組 織の概要 と職員

所 長 渡 邊 明 義(美 術史)

(1)庶 務 課

課 長

課 長 補 佐

庶 務 係 長

庶 務 主 任

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

明

一

志

一

子

子

子

国

洋

仁

健

滋

恵

祐

井

川

関

田

戸

川

岡

谷

臼

長

小

森

岩

古

竹

会 計 係 長 庄

会 計 係 員 坂

事務補佐員 堀

事務補佐員 工

事務補佐員 堀

事務補佐員 田

ホ

則

宏

子

幸

美

子紀

義

信

祐

朋

由

司

巻

江

藤

内

島

*平 成12年6月30日 辞職

② 美 術 部

日本 ・東洋の古美術、ならびに日本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連する西洋美術について基礎的な調査研究をす

すめ、その成果の公表 を行 っている。

第一研究室 江戸時代 までの日本美術および東アジア地域の美術に関する調査研究、ならびに資料収集、成果の公表

を行っている。

第二研究室 明治以降の日本近代美術 とこれに関連する西洋美術および日本近世の洋風美術の調査研究、

代美術の動向に関する資料の収集 と調査をすすめ、その成果の公表を行っている。

美術部長(事 務取扱)

主任研究官

主任研究官

第一研究室長

第二研究室長

同 研究員

調 査 員

邊

梨

田

野

中

谷

木

渡

山

岡

中

田

塩

青

明 義(美 術史)

絵美子(日 本近代絵画史)

健(東 洋彫刻史)

照 男(東 洋絵画史)

淳(日 本近代絵画史)

純(日 本近代絵画史)

茂(日 本近代絵画史)

ならびに現

(3)芸 能 部

伝統芸能を対象に、諸芸能の史的展開 ・理念 ・構造 ・技法 ・演出に関する実際的な調査研究 をすすめ、 その成果を

公表 している。

演劇研究室 歌舞伎 ・浄瑠璃など古典演劇の演技演出について、歴史的な考察と現在の伝承への提言のための基礎的

な調査研究 をすすめている。

音楽舞踊研究室 古典音楽 ・舞踊 ・能 ・狂言の技法、演出について伝承 と文献の両面か ら調査研究をすすめている。

-2一
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民俗芸能研究室 民俗芸能 ・民俗行事を実地に調査し、それらの芸能史的位1づ けや保存伝承に資するための基礎的

な研究を行っている。

芸 能 部 長 星 野

主任研究官 高 桑

演劇研究室長 鎌 倉

演劇研究室員 児 玉

民俗芸能室長 宮 田

調 査 員 小 田

調 査 員 野 川

調 査 員 小野寺

紘(民 俗芸能)

いつみ(日 本音楽史)

恵 子(日 本近世演劇)

竜 一一(口 本近世演劇)

繁 幸(民 俗芸能)

幸f(日 本中世演劇)

美穂子(日 本音楽史)

節 子(民 俗音楽)

(4)保 存科学部

文化財の材質 ・構造やそれを取 り巻 く環境 を様 々な科学的方法で調べて、保存の現場や美術史、考古学など歴史研

究に役立つ研究 とその成果の公表を行っている。

化学研究室 青銅や鉄な ど金属製文化財を中心に、各種のX線 分析装置や鉛同位体比分析装置などを用いて、材料 ・

錆の化学組成や原料産地などを明らかにする研究を行っている。

物理研究室 温湿度、空気汚染などを測定 して文化財公開施設における保存環境 を評価 し、文化財の劣化を防止する

ための研究 と、X線 、赤外線などを用いた非接触調査手法の開発 を行 っている。

生物研究室 生物が原因 となった文化財の劣化の機構 を調べ、防除する研究を行 っている。現在は特に、環境に被害

を与 えることの少ない防除法の開発に力を入れている。

保存科学部長

主任研究官

主任研究官

主任研究官

化学研究室長

物理研究室長

生物研究室長事務取扱

調 査 員

客員研究員

三 浦 定 俊(物 理計測)

佐 野 千 絵(光 化学)

木 川 り か(生 物化学)

早 川 泰 弘(分 析化学)

平 尾 良 光(無 機化学)

石 崎 武 志(地 球科学)

三 浦 定 俊(物 理計測)

山 野 勝 次(応 用昆虫学)

藤 村 貞 夫(計 測工学)

(5)修 復技術部

文化財の修復材料 ・技法に関する調査研究 と新たな要求に対する修復材料 ・技術の開発を行っている。また、近代

の文化遺産の保存修復に必要な材料 ・技術の調査研究を[ftl内外の研究者 ・機関 と協力 しながら行っている。国際協力

の分野では、各国からの要請に応えて現地指導や日本における指導、国際研修、在外 日本Il羨 術品の保存修復協力な

どの業務を行っている。

第一修復技術研究室

行っている。

木材や漆などを素材 とする文化財の伝統的な修復技術の調査研究 と新たな修復技術 の開発 を

M

」



第二修復技術研究室 紙、布などを素材 とする文化財の伝統的な修復技術の調査研究と新たな修復技術の開発、およ

び合成樹脂を用いる修復技術の開発を行 っている。

第三修復技術研究室 金属、石材およびその他の無機材質か らなる文化財の修復技術の研究を行っている。

修復技術部長

第一修復技術研究室長

第二修復技術研究室長

技術補佐員

第三修復技術研究室長

研 究 員

技術補佐員

客員研究員

勝

智

千

繁

典

信

史

田

藤

邊

口

橋

木

川

森

田

野

増

加

川

井

高

青

早

大

松

彦(装 こう技術)

寛(漆 芸技 法)

渉(高 分子 化学)

(2000.4.1.5.31)

恵(2000.6.1～)

夫(考 古学)

子(有 機化 学)

宏(1999.5.15～)

朗(腐 食 工学)

(6)情 報資料部

文化財に関する研究資料の作成 ・収集 ・保管 ・閲覧等の業務 を行い、さらに当研究所各部所掌の研究資料 に関する

情報の統合化をはかっている。

文献資料研究室 文化財 に関する図書 ・雑誌、調査研究活動によって収集された研究資料各種の整理 ・保管 ・閲覧を

行っている。また、日本 ・東洋古美術関係の文献 目録の作成 とともに文献データベースの開発を行っている。

写真資料研究室 研究川写真資料の作成 ・収集 ・整理 ・保管 ・閲覧を行 うとともに、各研究者の調査活動に協力 して

研究資料を撮影 し、資料の充実に努めている。 また、美術史研究への画像処理技術の応用および画像情報のデータ

ベースに関する研究を行っている。

情報資料部長

主任研究官

主任研究官

文献資料研究室長

事務補佐員

写真資料研究室長

研 究 員

専 門 職 員

調 査 員

客員研究員

倉

罫

木

木

村

尾

田

野

川

川

谷

輿

米

井

勝

鈴

中

島

津

城

長

伊

辿 夫(日 本中世絵1由i史)

誠之輔(東 洋絵画史)

言一郎(東 洋絵画史)

廣 之(日 本近 世絵画史)

節 子

新(日 本1桝lt絵画史)

徹 英(日 本彫刻史)

誠 治(美 術写真)

稔r(日 本仏教〕庭術史)

光/1¥(情 報i:学)

(7)国 際文化財保存修復協力センター

世界の文化財の保存 ・修復に関する国際的な研究交流、保存肇業への協力、専門家の養成、情報の収集 と活用など

を実施 し、文化財保護における国際的な責務 を果たしている。

企 画 室 国際協力事業の企画 ・運営、諸外国や関係機関 との連絡、調整 などの事務 を行っている。

4



環境解析研究指導室 世界の文化財の保存 ・修復 に関する調査研究を進め、また国際協力事業の技術的内容について

の調査 ・指導 を行っている。

保存計画研究指導室 国際協力の相手国の伝統材料 ・技術 を生かした形での保存 ・修復計画の立案に寄与するため、

経済 ・社会 ・文化など、文化財を取 り巻 くさまざまな環境や、人材養成のあり方な どについて、幅広い視点からの

調査 ・研究 を行っている。

センター長

主任研究官

企 画 室 長

企 画 係 長

(併任)

調 査 員

環境解析研究指導室長

保存計画研究指導室長

研 究 員

研究補佐員

客員研究員

客員研究員

藤

津

原

岸

野

原

浦

本

神

川

口

田

田

斎

朽

河

山

吉

松

西

松

二

宇

野

宗

英 俊(建 築史)

信 明(地 質学)

脩

智 幸

貴 子

美智子

忠 輝(材 質改良学)

修 自(建 築史)

葉 子(考 古科学)

滋 正寧

英 雄(国 際協力)

好 史(都 市保存学)

*平 成12年9月1日 採用
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繋 購 鷲購 麟 灘撚 蹴 鱗 蹴糟

2。 研 究 活 動

1.各 部 の研 究活動

美 術 部

美術部では、日本及び東アジアの古美術、な らびに日本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連する西洋美術 について基

礎資料の収集、調査研究、研究成果の公表等を行っている。

(1)美 術作晶の実証的研究

美術部の研究調査は各時代の絵画、彫刻、工芸の各分野の作品について、作品そのものと文献資料の両面から実証

的な研究を進めている。本年度は、「日本における外来の美術の受容についての研究」(5年 計画3年 次)、 「美術 に関

する基礎資料の研究 一中国日本拓本資料 ・室町時代水墨画資料 ・未公開仏教美術原典史料 ・指定関係文書一」(5年

計画3年 次 ・2年 次 ・2年 次 ・1年 次)、 「木彫仏像の調査研究」(5年 計画2年 次)、 「昭和期の美術団体、内外博覧会

に出品された作品及び作家の研究」(4年 計画1年 次)の4テ ーマを研究の中心に据え、関連領域の作品を含めて、精

力的に調査、研究 を行った。調査 にあたっては、光学機器等 を利用 した科学的調査法を積極的に活用 している。また、

近年におけるコンピュター技術の進展、普及にともない、新たなデジタル画像処理技術をとりいれ、 これ まで行 って

きた光学的作品分析の精度 を高める努力をしている。また、美術部では、情報資料部 と共同で研究会や研究協議会等

を開催 し、当研究所が これまでに蓄積 してきた研究資料の活用を基盤 とした研究者間のネッ トワークづ くりをすすめ、

日本における新たな美術史研究の方向性を示唆できるようにつ とめている。

② 美術史学の今 日的な課題に関わる研究

美術部ではまた、美術作品および美術に関わ る諸現象 を社会的な文脈の中で問い直すことによって、美術 に関わる

さまざまな問題を解 き明かす研究を行 っている。「日本 における美術史学の成立 と展開」(4年 計画4年 次)で は、明

治20年 代以降、国家の制度や機構 と密接な関係 を維持しながら、日本の文化的ナショナルアイデンテ ィティの構築に

寄与 してきた美術史学の歴史を、建築、工芸、書道、考古学など関連領域 をも視野に入れつつ、ふ りかえることによっ

て、美術史学の今 日的課題 と今後の展望を明確にした。

(3)基 礎資料の収集と集成

美術部は、情報資料部 との緊密な協力の もとに、さまざまな作品のデータや研究情報を収集し、今後の研究に資す

べき高度な研究資料 として整理 している。上記、美術作 品の実証的研究の遂行に伴って、美術史研究 に不可欠な上質

な研究資料の収集を積極的にすすめているが、その他に「日本近代美術の発展に関する調査・研究」(4年 計画1年 次)

では、昭和期を中心 に各美術団体の展覧会出品 目録 を収 集調査し、 これ をもとに同時代の美術界の動向を総合的に分

析、研究 している。 この研究に関連 して、「林忠正宛書簡集」(フ ランス語)、r大 正期美術展覧会出品 目録』(仮 称)の

刊行を準備 した。

(4)研 究成果の公表

調査研究の結果は、機関誌r美 術研究」(昭 和7年 創刊)や その他の学会誌に発表 し、研究報告聾 も随時刊行 してい

る。また現代美術の動向に関する資料の収集 と研究の成果は、毎年、「日本美術年鑑」(昭 和11年 創刊)と して刊行 し

ている。さらに、情報資料部 と共同で、毎年1回 、公開学術講座 を開催 し、研究成果の一部を一般に公開 している。

(5)所 蔵作品ならびに研究情報の公開

美術部は黒田清輝の遺産 に基づいて創立 された美術研究所 を前身 としてお り、現在 も黒田清輝の作品やその他関連
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資料 を保管 して、毎週一回(木 曜午後)、 黒田記念室(黒 田記念館二階)に おいてそれらを公開 している。 さらに昭和

52年 以降、毎年一回、他美術館等 との共催で、巡回展 「近代 日本洋画の巨匠 黒田清輝展」を開催 している。また、

インター ネッ ト上の当研究所のホームページに 「黒田清輝記念室」を設け、彼の芸術への理解が深められるように、

黒田に関する研究情報の公開を積極的にすすめている。

芸 能 部

芸能部では、日本の伝統芸能 を対象に、実証的な研究 を進めている。研究目標 としては、諸芸能の史的展開、理念、

構造、技法、演出などに関する基礎研究 を行 うと同時に、無形文化財 ・無形民俗文化財の指定、選択などの行政に対

応すべ く、諸芸能の現状を把握 し、保存 と継承のあるべ き姿を追求するよう努 めている。

(1)芸 能の実証的研究

○文献資料に関する研究

芸能部では、能の基礎的文献資料 として各家に伝わる型付(舞 踊譜)や 手付(楽 譜)、 伝書、また歌舞伎の基礎的文

献資料 として、歌舞伎番付や下座附帳などの複写 ・収集に基づ く総合的な分析 ・研究を行ってきた。現在では、所蔵

している江戸後期の上方を中心 とする歌舞伎番付について、関連所蔵機関 とネ ットワークを作 りながら整理 ・公開の

ための調査 ・研究をすすめている。

○中長期計画 「『翁』の技法集成」(7年 計画7年 次)

芸能部では、文献資料 に偏 りがちな芸能研究へ一石 を投じるため、実際に行われている芸能の技法や上演実態の記

録 を行ってきた。その記録をもとに技法の分析を行い、演技の変遷 をたどろうとしたのが本研究である。「翁」に関 し

ては過去6年 間に実技者による記録を行い、技法の比較や江戸期の伝書 との比較を行って 『芸能の科学』に発表 した。

平成12年 度は、民俗芸能 との比較 を行っている。

○中長期計画 「日本伝統楽器の変遷研究」(6年 計画1年 次)

演 じた瞬間に消え去ってしまう芸能を記録にとどめ、上演の実態を把握することは難 しい。 そこで芸能部では、上

演に際して用いられる大道具や小道具、楽器を通 して伝承の一端 を解明する調査研究を平成5年 度より行 ってきた。

これ ら芸能用具に関 しては未調査部分が多 く、新 しい芸能資料 として今後注目される可能性が大きい。現時点では楽

器に焦点を当て、各地に残 る楽器の形態変化か ら、音楽の変遷 を跡づける試みを行 っている。

(2)芸 能の現状に関わる研究

芸能部では古典芸能 ・民俗芸能の現状に関わ る、さまざまな問題をめぐる研究および検証 を行っている。

○民俗芸能研究協議会

民俗芸能研究協議会は、各地の保存団体関係者、各地教育委員会等の共能行政担当者及び民俗芸能研究者 らの参加

をえて、民俗芸能の伝承 と今日的課題 を検討 しあい、情報交換の場を設けることを目的 として、平成10年 度に発足し

た。

第3回 は 「芸能用具の保存 ・修復 ・新調 ・活用」をテーマに、事例報告がなされた。

O無 形文化財の伝承に関する研究

前年度に引 き続いて、上方歌舞伎の伝承に関する聞 き取 り調査を行った。

(3)芸 能の上演に関わる基礎資料の収集 と集成

芸能部では占典芸能 ・民俗芸能のr.演 に関わる、基礎資料 を収集 ・整理 して公開 している。
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ぐ⊃一芸能の上演記録の収集 と集成

国立劇場 におけるすべての芸能公演の上演記録 と資料のほか、能楽関係の上演記録 を継続的に収集・整理 している。

また各県の民俗芸能調査報告llを 収集 し、今後のL演 研究に資すべき研究資料 として整理 をすすめている。

○映像 ・音声資料の収集 と集成

演 じた瞬間に消え去るのが宿命である芸能では、映像 ・音声による記録が きわめて貴重 となる。芸能部では、義太

夫節 レコー ドの一大 コレクションとして知 られる「安原仙三コレクション」をはじめ とするSP・LPレ コー ドの数々を、

収集 ・整理 している。

これまでに 『音盤 目録』1～Vを 刊行 し、各種の複製 ・復刻による芸能記録の普及に貢献 している。同時に、劣化

が懸念 されるオープンリールその他に納められた貴重な記録の、媒体変換による保存をすすめている。

O写 真資料の収集 と集成

所蔵する明治期歌舞伎写真資料の整理の準備 をすすめたほか、石井雅子氏撮影による昭和30～50年 代の舞台写真を

収集 ・整理 し、研究者の活用への方途 を検討 している。

(4)技 法の記録

芸能部では各種芸能の技法を、録i・r.fi・録画 ・スチール写真などの形で記録 することを重要な業務 としてきた。現地

での実況記録ばか りでな く、実技 者を研究所内の舞台に招 き、特別に演技や演奏を依頼して行った記録 も多い。 これ

らの記録はきわめて貴重で、研究資料 として部員および所外の研究者の利用にも共 している。 さらに、求めに応 じて

轡籍、視聴覚メディアな ど、各種 門行物 に掲載され、あるいは収録 された記録 もある。とくに東大寺修二会の調査 を

初め とする寺事(寺 院行事 ・寺院芙能)の 研究は、芸能部が先鞭を付けた分野であり、その成果の一部 であるレコー

ド 「東大寺修二会観音悔過(お 水取 り)jは 、1971年 度芸術祭優秀賞 を受賞 している。

今年度は中長期計画 「無形文化財 ・無形民俗文化財の伝承に関する研究」の一環 としてロシア ・ハンティ族の 「熊

送 り」、桂吉朝氏による上方落語の記録作成 を行った。

(5)研 究成果の公表

調査研究の成果は、機関誌 『芸能の科学』やその他の学会L.tvに発表 している。また毎年1回 、一般を対象 とした公

開学術講座、大学院生 を対象 とした夏期学術講座を開催し、成果の一部 を広 く公開 している。

保存科学部

保存科学部は文化財の材質 ・構造 ・技法及び劣化機構 に関する研究を行 うとともに、文化財のおかれている保存環

境の研究 も行っている。 またそれ らの研究を基に、文化財保存の現場に生かせる技術開発を行っている。すなわち文

化財の産地推定 など自然科学的r法 による歴史的研究と文化財保存のための科学的研究を軸 としている。化学研究室

は青銅や鉄などの金属製文化財を中心に、各種の分析装置を川いて材料 ・錆の組成や原料産地などを明 らかにする研

究を行い、物理研究室は温湿度 ・空気汚染などを測定 して、文化財公開施設における保存環境を評価し、文化財の劣

化 を防止する研究 と、X線 ・赤外線などを川いた非破壊検査r法 の開発を行 っている。また生物研究室は生物が原因

となった文化財の劣化機構 を調べ、防除のための研究を行っている、,

研究テーマの設定に当たっては、L行 政施策面からの必要性、2.学 問分野における先端性 と発展性、3博 物館など

保存現場からの要望などを考慮 し、化学、物理、ノ}_物の研究室ごとに中長期の研究テーマを設定 して研究 を進めてい

る。

○中長期研究計画 「文化財施投の保存(収 蔵展示)環 境の研究」

行政施策 と保存現場からの強い要菓に基づいた研究 として、物理研究室を中心 とした 「文化財施設の保存(収 蔵展

示)環 境の研究」がある。この研究は国指定文化財の公開(文 化財保護法第53条)に 関わる研究 として文化庁美術学
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芸課 と密接な連絡 を取 りながら進めているもので、これまでに室内汚染物質の問題、美術館用免震装置の問題、ハロ

ンに代わる消火剤の問題などを取 り上げてきた。今年度からは山車などの大 きな民俗資料の保存を念頭 に置いて、大

空間での資料の保存 と展示の問題を取 り上げている。当初は一般研究費を利用 して研究を行っていたが、1995年 度(平

成7年 度)か ら特別研究 として予算措置 された。

O中 長期研究計画 「無公害な文化財生物劣化防除法の研究」

オゾン層破壊防 止のために行政上の緊急性 を持 って実施 されている中長期研究が、生物研究室を中心にした 「無公

害な文化財生物劣化防除法の研究」である。1997年 のモントリオール議定書締約国会議で、2005年 に先進国では臭化

メチルの使用を全廃す ることになり、2001年1月 からは使用量の50%削 減が始 まった。臭化メチルは文化財の殺虫煉

蒸に広 く利用 されている薬剤であるため、文化財 の保存に関する研究部を持った唯一の国立研究機関 として、臭化メ

チルに代わる薬剤や代替法 を文化財材質や人間の健康への影響 も考慮 し、関係機関 と連絡を取 りなが ら研究が行われ

ている。 この研究 も当初は一般研究費を用いて行っていたが、1997年 度(平 成9年 度)か ら特別研究 として措置され

た。 さらに1998年 度か らは関連 した研究が文部省科学研究費補助金 を用いて実施されている。

○中長期研究詩画 「東アジア地域における金属文化財の自然科学的研究」

自然科学的な手法を用いて、 日本文化を東アジア地域の中で とらえることを目的 として進められている中長期研究

が、化学研究室を中心にした 「東アジア地域 における金属文化財の自然科学的研究」である。 この研究では国内の青

銅資料に関する研究だけでなく、韓国の湖厳美術館や東京国立博物館の協力を得て、朝鮮半島、中国か らの資料に関

する研究 も進めている。

○その他

この他、中長期研究計画に上がっていない重要な研究 として 「文化財保護に関す る日独学術交流」に基づいた ドイ

ツとの共同研究をあげることができる。 日独学術交流は平成10年 度 まで、文部省科学研究費補助金(国 際学術)に よ

り 「漆 ・ニス等伝統的天然樹脂塗膜の劣化 と保存 に関する研究」(1993～95年 度)、 「文化財の微量試料分析法の開発」

(1996～98年 度)と 、主に輸出漆器の保存 に関する研究 を行 ってきた。平成12年3月11～13日 には、ICOMOSド イツ国

内委員会などと国際シンポジウムを共催 したが、平成12年 度 にはその論文集をバイエルン州立文化財研究所 と共に、
"EastAsianandEuropeanLacquerTechniques"と して出版 した

。平成11年 度か らは 「彩色文化財の材料 と技法に

関す る科学的研究」(基 盤研究(A×2)、平成11～13年 度)を 行っている。

修復技術部

修復技術部は、文化財の修復に関する科学的調査・研究 とともに、文化財修復技術 ・材料に関する調査 ・研究 を行 っ

ている。文化財修復の過程 は、その対象 となる文化財を取 り巻 く環境の調査、材料の選定、材料の使用方法の決定等

を経て行われるが、こうした過程の中で生 じる様々な問題点に関わ り、現場に直結 した対応、応用 を主目的 として研

究テーマを設定している。

実際の文化財修復においては、伝統的な材料 ・技法 と新材料や新技術を応用 した方法 とが併用されてお り、伝統的

なものについてはその科学的解明や応用方法の検討、新材料や新技術については環境測定方法や材料選定 も含めたあ

らたな手法の開発などを研究 している。

また、修復を必要とする文化財自体 も、近代の文化遺産のように、従来の文化財の概念には含まれなかった素材や

構造 を持つ大規模文化財までを対象 として広がってきており、これ らに対する研究 も大 きな課題 となっている。

平成12年 度では以 トの中長期計画を中心に研究をすすめた。

O中 長期研究計画 「文化財における環境汚染の影響と保存修復法の開発研究」

周辺環境の悪化による文化財への影響や、過酷な条件下にある文化財の周辺環境か らの影響を観測 ・評価 し、その

影響 を軽減するための材料 と技法を開発することをめざしている。臼杵の磨崖仏群での次期修復事業のための調査研
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究、厳島神社における各種材料の耐候性向上の試み、日光社寺群 における環境調査 とその評価などを行い、その結果

の公表を行 っている。

○中長期研究計画 「近代の文化遺産の修複に関する調査研究」

近代の文化遺産の保存修復を行 う上で必要とされる材料 と技術 について調査研究を行 っている。重要文化財旧下野

煉化製造会社煉瓦窯を例 として大型煉瓦構造物の劣化機構の究明 とその修復方法立案を行った。 また、国内外の研究

者 と研究交流を行い、航空機、船舶など大型器械類の修復保存上の問題点 とその解決方法を調査研究 している。今年

度は、船舶の保存修復 に関する研究会を行った。

○中長期研究計画 「漆の加熱硬化メカニズムに関する調査研究」

焼付漆の技法は、古 くか ら建築金具や金属工芸品の防錆あるいは下地作 りとして行われてきた。現在伝承 されてい

る焼付漆技法の実態を明らかにし、文化財修復技術の観点から、技法 を確立す ることを目的 としてい る。

平成10年 度は、焼付漆を文化財 に活用 している3工 房で、漆塗 りおよび焼付方法 などの調査を行い、条件 によって

の相違点を検討 した。 さらに、漆の種類や焼付温度の違いによって生 じる、物性の変化についての検討 を行 った。平

成11年 度は、120℃で2時 間 といった低温焼 き付けを含む焼付漆の耐久性について実験 を行い、結果について検討 した。

平成12年 度は、前年までの研究結 果をふまえて、18世 紀後半の輸出漆器である蒔絵 プラークをもとに、銅板への焼付

漆の耐候性や蒔絵、螺銀などの伝統的装飾への影響を製作工程 を追って復原を行い、本研究のまとめ とした。

○中長期研究計画 「近世輸出工芸品の実証的研究」

海外所在の日本工芸品に対する関心の高まりの中で、海外美術館などから、所蔵工芸品に関する問い合わせが出始

めている。 しかし、従来この分野の研究は国内で も十分に行われておらず、詳 しい調査 もで きていない。輸出されて

から百数十年を経過して、損傷が顕著になってきた ことから在外 日本古美術品修復協力事業の対象として、近世工芸

品が日本に来る機会を捉えて調査 を行 うものである。

平成12年 度は、ヨーロッパ ・ギメ美術館1件 、アメリカ ・メトロポ リタン美術館から43件 の刀剣類 を輸入 して修復

事業を行った。さらにアシュモ リアン美術館 より1801年製作の 「風景蒔絵ナイフボックス」1基 とハ ンブル グ工芸美

術館所蔵の 「逢來蒔絵手箱」1合 が新たに修復作業に加わった。

情報資料部

情報資料部は、前身 となる美術部資料室が行ってきた美術 に関する研究資料の作成 ・収集 ・保管 ・閲覧な どの業務

を継承 し発展させ るとともに、本研究所の5部 ・センターが取 り扱う研究資料 に関する情報の統合化 を進めている。

これらの研究資料は内外の研究者に広 く利用 され、当部は文化財 に関する研究資料センター としての役割 を果たして

いる。

近年では学術情報が著しく増大 し多様化 しているが、 このような状況に対応できるよう、当部ではいち早 くコン

ピュータを導入 して研究用資料のデータ化を進めるなど、データの生産 ・蓄積 ・活用の効率化に努めてきた。 また、

所内にローカル ・エ リア ・ネットワークを構築して情報の一元化 をはかり、コンピュータ ・システムの整備 と運営の

中心 となって活動 を行って きた。最近では、各種の情報 をインターネット上で公開する研究所ホームページを開設 し、

その運営にも当たっている。

本年度は、まず、長期研究計画 「美術情報処理 システムの研究 データの共有化を中心 として一」(1989～2000)の

最終年度にあたる。その研究成果は、新館におけるコンピュータ ・システムの再構築に反映 され、所内ではイントラ

ネットシステムによる所蔵資料の検索システム、外部へはホームページを通して、順次、生産 ・蓄積 されたデータを

公開している。 また、前年度3月 に新館へ移ったため、 システムの再構築にあわせて、4月 より図書 ・雑誌 ・展覧会

図録 ・写真などの所蔵資料の総点検 を実施するとともに、平成11年11月 より休止していた資料の閲覧業務を9月 から

新館2階 の資料閲覧室で再開 した。資料閲覧室では、所蔵資料の検索システムを通 して、利用者のいっそうの便宜が

はかられることになった。さらに、次年度に本研究所が独立行政法人に移行するのにともない、当部 の改変が予定 さ

一10一



「

れているので、その準備を進めた。

また当部では、長期研究計画 と並行 して2つ の中期研究計画を行 うとともに、彩色文化財に関する特別研究 を保存

科学部 と共同で実施している。文献資料研究室を中心 とする「文化財 に関する研究文献情報の活川」(1999～2004)と 、

写真資料研究室をrl!心とする「デジタル画像情報の多垂化に関する研究1(1999～2004)、 「国宝源氏物語絵巻の調査研

究」がそれだが、本年度の研究成果については、「3.中長期研究計画」の当該ページを参照願いたい。

国際文化財保存修復協力センター

世界各地に所在する文化財は、それが所在する国を超えて人類共有の財産としての側面を持ち、多 くの人々がその

価値 を享受する権利 とともに、国際協力の下 にそれ らを守 る義務をも課せられている。この意味において、多 くの文

化財を有 し、文化財保護のための体制が整い、研究 ・技術の進んでいる我が国の果たすべき役割は大きく、また、世

界各国からの協力要請 も年々増加 している。

日本が文化財の分野における国際協力に本格的に取 り組みだ したのは、比較的近年のことである。そのなかにあっ

て、東京国立文化財研究所では 「文化財の保存に関する国際研究集会」や 「敦煙莫高窟の保護に関する共同研究」な

ど、 この分野で先駆的役割を果たしてきた。 また、1990年 に 「アジア文化財保存研究室」を設置し、3年 後 にはこれ

を 「国際文化財保存修復協力室」と改称 し、さらに1995年 に至 り、「国際文化財保存修復協力センター」に改組 し、国

際協力に積極的に対応するための体制を整えた。

国際文化財保存修復協力センターでは、研究所の国際関係活動全般の企画 ・調整や外部機関 との連絡業務 などの他

に、保存科学や修復の専門家を配 した2つ の研究指導室においては、世界の文化財の保存環境や保存計画 についての

調査研究や情報収集な ども行っている。

研究所が行っている国際関係の活動 としては、諸外国の専門機関 ・専門家 との共同研究や研究交流、専門家を招聰

しての研修事業、諸外国の文化財に関する保存修復協力事業、文化財に関する国際情報の収集 と解析 とその成果の公

表などがある。

これらのうち、敦煙莫高窟に関する共同研究や紙や漆の研修事業、在外日本古美術品保存修復協力事業 など、活動

の主体が他の部で行われているもの もあるが、セ ンターにおいても、タイ国政府芸術総局 との 「文化財の保存を目的

としたレンガの劣化現象 と保存対策に関する調査研究」、日独科学技術協定に基づ く歴史的建造物の分野における共同

研究、アジア諸国の専門家 を招聰 しての「アジア文化財保存セ ミナー」、外国の文化財の調査研究や保存修復に関わっ

ている国内の専門家 ・研究者 を招いての 「国際文化財保存修復研究会」などの諸活動 を継続的 に行っている。なお、

これらに加えて、2000年 度からは、中国 ・龍門石窟 とパナマの歴史地区カスコ ・アンティグオの保存修復協力事業 を

あらたに開始するなど、積極的に活動の範囲を広げ、内外か らの期待に応えている。
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2.研 究 一 覧

中長期研究計画一覧

当研究所における研究活動は、中長期研究計1由iに基づいて進められている。 これは組織 としての研究活動の方向性

を示すもので、毎年春に、研究に関わる部、センターによって策定 されている。本年度における当研究所の中長期研

究計画は下記一覧の通 りである。

日本における美術史学の成立 と展開

日本における外来の美術の受容についての研究

美術に関する基礎資料の研究

一中国日本拓本資料 ・室町時代水墨画資料 ・未公開仏教美術原典史料 ・指定関係文書

14

15

木彫仏像の調査研究

昭和期の美術団体、内外博覧会に出品 された作品及び作家の研究

―翁」の技法集成

日本伝統楽器の変遷研究

無形文化財 ・無形民俗文化財の伝承に関する研究

文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究

無公害な文化財生物劣化防除法の研究

人型資料の保存

東アジア地域における金属文化財 のr撚 科学的研究

文化財における環境汚染の影響と保存修復法の開発研究

近代の文化遺産の修復に関する調査研究

漆の加熱硬化のメカニズムに関する調査研究

17

1H

19

21

2'L

2;i

24

26

27

2H

29

近世輸出工芸品の実証的研究

30

敦煙莫高窟壁画の保存修復に関する日中共同研究

:i1

美術情報システムの研究一データの共有化を中心 として

32

文化財に関する研究文献情報の活川

3:i

デジタル画像情報の多重化に関する研究

;i5

国宝 「源氏物語絵巻」の調査研究

36

世界、特にアジア諸国における文化財保存に関する情報の収集

37

屋外石造(レ ンガ造)文 化財の劣化と保存修復に関する調査研究 【国内 】

屋外石造(レ ンガ造)文 化財の劣化と保存修復に関する調査研究 【海外1

文化財の保存を目的とした レンガの劣化現象と保存対策に関する調査研究

38

39

40

41

受 託 研 究 一 覧

茨城県新治村武者塚古墳出土金属製品の修復研究

装漬材料の物性研究

42

43

文化財保存修復に関する国際交流促進事業一覧

ベル ン歴史博物館およびエル ミタージュ美術館所蔵の日本美術品に関する調査

スミソニアン研究機構 との国際研究交流

44

45
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文化財保護に関するU独 学術交流

文化財の保存修復技術に関する国際共同研究 屋外遺跡の保存修復に関する日タイ共同研究一

龍門石窟の保存修復に関する調査研究一中国文化財保存修復に関する調査研究一

パナマ歴史地区保存修復協力事業(中 南米諸国文化財保存協力事業)

46

47

48

49

文部省科学研究費補助金による研究一覧

研究種 目 研 究 課 題

基 盤 研 究(A)日 本における美術史学の成立 と展開

世界の文化財の保存一わが国による国際協力体制構築のための調査 ・研究一

彩色文化財の材料と技法に関する科学的研究

早期中国青銅器の原料産地に関する研究

文化財の新たな総合的虫菌害防除対策(IPM)の システム構築に関する研究

基 盤 研 究 ⑧ タイ国アユタヤ遺跡の保存修復に関する研究

基 盤 研 究(C)

古代口本の動物遺体のDNA解 析および免疫学的分析

石造文化財の劣化機構と保存対策手法の研究

屋外環境下での遺跡、石造文化財の保存対策手法の開発

極楽浄土 を表象するモチーフ としての迦陵頻伽の諸相 とその文化的特質

一鳥 と人からなる動物 を通 してみた東西文化の交流とその中国的受容一

新史料翻刻 による花祭 りの芸能史的位置づけ一大神楽から花祭 りへ一

50

51

52

53

54

55

56

57

58

石造、レンガ建造物の劣化にかかわる材料物性の研究

宋元時代の江南仏教世界 と舶載仏画

壁画顔料の現地非破壊分析法に関する研究

奨 励 研 究 ㈲ 菊池容斎についての基礎的研究

可搬型分析機器を用いた未調査文化財の材質調査に関する研究

59

60

61

62

63

64

65

凡 例

課題名 ・目的 ・成果 ・研究組織の順 に配列 した。

研究代表者には○印をつけた。

必要に応じて備考をつけた。
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3.中 長期研究計画

日本 における美術史学の成立 と展開

(5年 計画の第4年 次)

目 的

西洋近代の学を範 として明治20年 前後にはじまった日本の美術史学は、近代国家 として西洋に認知 されようとする

国情 を背景 として、国家的制度や機構 と密接な関係を維持 し、口本の文化的ナショナルアイデンティティの構築に寄

与 してきた。今日、一般的に用いられる美術史の言葉や思考が、こうした美術史学の歴史のなかで形成 されてきたこ

とは、美術史研究者が広 く認識すべき問題 となっている。

本研究はこのような問題意識にたち、明治以来の美術史学の歴史を振 り返 ることを通 じて、美術史学の今口的な課

題 と可能性 を問い直すことを目的 とする。

成 果

本研究は美術に関する言説の歴史を振 り返ることにもつながるため、基礎 となる資料の収集 とその整理が必要 とな

る。今年度は昨年度に引き続き、 日本において 「美術」という外来の概念の確立以前に制作された物品が、「美術」と

して位置づけられる過程を明 らかにするため、明治期博覧会等に出品 された 「古美術品」の出品 目録 に注 目し、東北

地方で開催 された明治期博覧会についての現地調査を行った。

本研究に関わる研究会 としては、美術 ・美術史学の制度をめぐる問題についてより多角的に検討すべ く、とくに考

古学の分野 をめぐって研究者を招へいし、研究会 と総合討議 を行 った。

研究組織

○田中 淳、中野 照男、山梨絵美子、岡田 健 、塩谷 純(以 ヒ、美術部)

米倉 迫夫、鈴木 廣之、島尾 新、井手誠之輔、勝木!一 郎、津田 徹英(以 上、情報資料部)
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日本 における外来の美術の受容 についての研究

(5年 計画の第3年 次)

目 的

日本には、長い歴史の中でもたらされた中国や朝鮮、欧米の美術品が数多くあるが、一・部の作品を除いては、日本

にもたらされた経緯など、具体的な状況 について明らかにされていないことが多い。 またそれらが 日本で どのように

受け入れ られてきたかを時代 を追って跡づける作業も不足 している。本研究は、そのような中国 ・朝鮮 ・欧米の美術

の請来 と日本 での受容の様相 を具体的に把握 し、文化的な背景 を含めて研究しようとするものである。 日本に所在す

る中国・朝鮮 ・欧米の美術が本来 どのような人々によって、いかなる動機で日本にもた らされたかを具体的に把握 し、

さらに日本における収蔵、流通、鑑賞の歴史を明らかにするとともに、従来不十分であった作品の伝来に関する基礎

デー タを整備する。

成 果

本年度は、基本的な資料 を収集するとともに、研究会の開催 を通 じてテーマの共有化 をはかった。

(1)研 究会の開催

4月26日

5月24日

6月21日

6月28日

10月18日

11月8日

12月20日

2月28日

3月14日

田中淳(美 術部)「 『近代 日本美術史』研究における 『受容』の諸問題」

山梨絵美子(美 術部)「 黒田清輝 とラファエル ・コラン」

岡田健(美 術部)「 二つの仏陀イメージー優填王像 と阿育王像」

研究計画についての討議

勝木言一郎(情 報資料部)「 中央 アジア探検隊 と敦煙学」

岡田健(美 術部)「 龍門石窟研究史」

松村茂樹(大 妻女子大学)「 六朝書道の日本への受容について」

研究計画についての討議

井手誠之輔(情 報資料部)「 宋風受容に関する言説 をめ ぐって」

江川佳秀(徳 島県立近代美術館)「 美術家 とパ トロン 福島繁太郎 と薩摩治郎八一パ リで開かれたふ

たつの日本人展」

ミニシンポジウム 「水陸画の受容」

井手誠之輔(情 報資料部)「 東銭湖の四時水陸道場 と大徳寺伝来の五百羅漢図」

中野照男(美 術部)「 元末 ・明の水陸画 毘盧寺 と宝寧寺の画題一」

山本泰一(徳 川美術館)「 愛知県の水陸画と考えられる作品」

鷹巣純(愛 知教育大学)「 日本に請来された水陸画」

総合討議 司会:津 田徹英(情 報資料部)

(2)基 礎資料の収集

中世における日中交流の実態を明 らかにする第一段階 として、『禅林墨蹟』『続禅林暴蹟』に掲載された墨蹟をはじ

め、常盤山文庫、正木美術館、根津美術館所蔵の暴蹟資料について、画像 と基礎 データのデータベースを作成 した。

(井手、島尾)

また、当所に保管 されている林忠正宛轡簡772通 の読み起 こしを完了 し、データベース化 を行 い、年譜、解説、索引

を伴 った 『林忠正宛書簡集』の編集 に着手 した。(山 梨)

継続的に行っている黒田清輝に関する調査研究の一環 として、フランス留学中の制作地のひ とつである、ブルター

ニュ半島のブレア島を平成12年11月 に現地調査し、当地の資料 を収集するとともに、画家の足どりを調査 した。(田中)

中世における日中交流についての調査研究の一環として、多 くの日本僧が訪れた中国漸江省杭州 ・西湖の寺院 ・仏

教遺跡等の現地調査を行った。(島 尾)
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(3)成 果 の発表

井 手誠之輔 『日本の宋 元仏 画』(日 本の 〕庭術N().418至 文 堂2001.3)

山 梨絵 美子 「明 治期 の洋画 界にお ける林忠 正の位置 づけ をめ ぐって 」「ふた つの 『林 忠 正蒐集 西洋絵 画図録 』にっ

いて」(『林忠正 コレクシ ョン』 別冊 ゆ まにiii/1;2000 .g)

研究組織

O中 野 照男、田中

米倉 迫夫、鈴木

淳、 山梨絵 竣1-.、岡 川 健 、塩 谷 純(以}一 、美術部)、

廣 之、島尾 新 、井1三誠之輔 、勝 木言…郎 、津 田 徹 英(以 上 、情 報資料 部)

備 考

一一部調査研究等特別推進経費

気・
●㌔劇1

臨

ブレア島の街並み

H^、 磁 、、
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し蝋oo随

陥 ・… 戸箔〃卿,

rりg岬e17
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で

灘 齢
働

際、認磁》

弓靴羅
菰

燕

勲 ㎎帰あ〃
翫隔 剛.

繋
林忠正宛書簡

1885年12月3日 ア ー レ ン ス 商 会 よ り 1893年12月2日 マ リー ・メ イ ヤ ー よ り
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美術に関する基礎資料の研究

一中国II本 拓本資料 ・窒町時代水墨画資料 ・未公開仏教美術原典史料 ・指定関係文書一

(5年 計画の第3年 次)

目 的

(1)中 国 ・日本拓本資料の整理 ・研究、研究所所有の中国拓本資料約3,000枚 について点検 ・整理と目録化を行 う。

(2)室 町水墨画に関する基礎資料の調査研究

(3)仏 教美術史に関連する文献資料の原典史料 の調査研究

(4)国 宝重文指定関係等文書の整理

成 果

(1)拓 本資料の点検整理

東京国立文化財研究所 には、明治 ・大正期の美術史家 らが収集 した中国 ・朝鮮 ・日本の金石文 ・工芸品等に関する

拓本(一 部模写)が 所蔵 されている。 これらはこれまでにも数次の点検作業を経て約550袋 分が整理されていたが、今

回は全拓本についての調査カードを作成 し、費煎な美術資料 として活用するための方法を検討 している。

本年度 までの調査によって、730袋 についての整理作業が完rし た。その内訳 は、龍門石窟造像銘約2,000枚 、その

他の資料が約3,000枚 にのぼる。

龍門石窟造像銘2,000枚 については、『龍門石窟の研究』(東 方文化研究所、1941年)お よび『龍門石窟碑刻題記彙録』

(龍門石窟研究所編、1998年)所 載の銘文に関するデータ、『龍門石窟総録』(龍 門石窟研究所編、1999年)の 内容 と

の照合作業に着手 し、『龍門石窟碑刻題記彙録』との照合が完了 した。 この作業によって、龍門石窟研究の基本データ

が整備され るもの と考える。

(2)室 町時代水墨画資料

本年度は、拙宗等揚筆 「山水図」雪舟筆 「天橋立図」(京都国立博物館)、拙宗等揚筆 「山水図」(正 木美術館)、 雪

舟筆 「倣高克恭山水図巻」「倣李唐牧牛図」(山口県 吃美術館)、 雪舟筆 「山水長巻」伝雲谷等顔筆 「山水長巻模本」(毛

利博物館)、 伝雪舟筆 「山水図」狩野古信筆 「山水長巻模本」(東 京国立博物館)等 の調査 を行い、雪舟画に関する基

礎 データを収集した。

(3)仏 教美術史に関連する文献資料の原典史料の調査研究

未翻刻の仏教美術史料、ならびに、活字化 されてはいるが内容的に改めて原本 との照合が必要 と思われる重要史料

について、本年度 は以下の内容で調査を行った。

東灘 繍 聖灘
,,ざ 辮掌 翁 糠 畦 灘聾

勅 棚 院/猷 虚空灘r勧 進帳』,、 〆一蓋_論 叢灘 、

『禅榊 請来目録1ヨ 灘 噸 齢蕊 融 邸 ご繊 顛 。.'

雪舟軍 倣高見恭山水図巻 山口県立臭術館

(4)国 宝 重文指定関係等文書の整理

情報資料部に保管 されている人il:7年 から昭

和38年 までの国'1ご、特別保護建造物、屯要文化

財の指定関係及び修理関係の文淋類合計366件

の獲理 を行い、完了した。

糠蝿
職 聯冒樹戸

糠灘繊_
吻

狩野古信筆

穐 冷 僧

誕"ぜ

炉

山水長巻模写 東京国立博物館

研 究組織

O岡 田 健(IX3×4)(美 術 部)、 島尾 新(2)、 井 手誠 之輔(2)、 津 田 徹英(3)(以 上 、情報 資料部)
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木彫仏像の調査研究

(5年 計画の第2年 次)

目 的

木 を用いた仏像は、良質の木材を産 した日本の風土 とも調和 して、多彩な発展をとげた。木彫仏像に関する研究は

すでに多年の蓄積によって大きな成果 をあげているが、なお重要作品の多 くについて、その詳細な調査研究が課題 と

して残されている。同時に、飛鳥時代以来およそ鎌倉時代に至るまでの間、日本へ もた らされ、日本の木彫 に多大な

影響 を与えた中国の木彫像 についての系統的な研究も進められるべきである。とくに初期の作品においては、日本製・

中国製の判別に課題を残すものさえある。本研究 はそれ らの中国木彫仏像および平安時代の重要作品に焦点 を当て、

日本 における木彫仏像発展の状況を把握 しようとするものである。

成 果

本年度は以下の作品の調査 ・撮影を行った、,

(1)京 都 ・福田寺伝釈迦如来、71象

(2)京 都 ・福田寺地蔵菩薩立像

(3)京 都 ・大将軍八神社神像群

(4)京 都 ・行住院宝冠阿弥陀如来坐像

(5)京 都国立博物館(東 寺旧蔵)十 二天面

研 究組織

○岡田 健(美 術部)、 津田 徹 英(情 報資料部)

騰難
ノ'

京都・福田寺 伝釈迦如来立像 京都 ・福田寺 地蔵菩薩立像
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(4年 計画の第1年 次)

目 的

U本 近代美術史研究は学会、美術館等を中心に拡大し、かつ多様化 してきており、実証的調査研究に基づ く作家、

作品の史的位置づけの再検討が求められている。本研究は個々の作家、作品について調査研究を行 うとともに、美術

団体 ・展覧会活動 ・美術雑誌等の基礎資料の収集、データベース構築を口的 とし、前記の状況に寄与 しようとするも

のである。

成 果

本研究は、昨年度 までの研究計画 としてあげていた 「明治後期から昭和前期の美術団体、内外博覧会に出品された

作品およびその作家の研究」を継続 し、またその成果のとりまとめとともに、「昭和期」に時代を設定 した研究をおこ

なった。そのため、本年度は、下記の5項 目にわたる研究 とその成果をあげることがで きた。

(1)研 究所が保管する、明治期 に日仏間で活動 した美術商林忠正宛のi81簡(フ ランス語、772通)の 読みおこし作業

が、小山ブリジッ ト(武蔵大学)、 馬渕明子(日 本女子大学)の 研究協力をあおぎ、完了 した。その成果報告を『林

忠正宛書簡集』 として、次年度6月 の刊行 をめざして、編集作業をすすめた。

(2)平 成11年 度に第1回 をおこなった 「大正期美術展覧会等の基礎資料集成のための研究協議会」の第2回 を下記

の専門家をまじえて、平成13年2月23日 にお こなった。そこで、これ まで収集し、データ化 した資料の検討 とそ

の成果報告である 『大正期美術展覧会出品目録』の内容 と構成 について、最終的なとりまとめと今後の課題につ

いて協議をおこなった。

他機関か らの出席者:

尾崎正明(東 京国立近代美術館)

島田康寛(京 都国立近代美術館)

三木哲夫(国 立国際美術館)

菊屋吉生(山 口大学教育学部)

前川公秀(佐 倉市立美術館)

(3)大 正期から昭和期にかけて、多岐 にわた り活動 した美術家木村荘八の未公刊の 「日記」が発見 され(小 杉放庵

記念 日光美術館所蔵)、 美術ばか りでなく、文学、芸能、演劇、風俗にわたる記録 として資料的に価値 の高いもの

であることから、下記にあげる各分野の研究者の参加をあおぎ、「木村荘八 「日記」研究協議会」を発足させ、今

年度は7月5日 、平成13年1月23日 の2回 にわた りおこなった。

出席者:

福島さとみ(調 布市立武者小路実篤記念館 日本近代文学)

伊藤 陽子(同)

横山 泰子(法 政大学 芸能史)

児玉 竜一(芸 能部研究員)

田中 正史(小 杉放庵記念 日光美術館)

森 登(中 央公論美術出版)

青木 茂(美 術部調査員)

(4)個 人で収集 し、研究者への公開をつづけられてこられた笹木繁男氏1{宰 「現代美術資料センター」所蔵資料の

寄贈 をうけ、その資料の整理 と寄贈仮目録の編集作業をすすめた。寄贈資料の内訳は、展覧会カタログ約3,100冊 、

作家 ・画廊等のファイル825件 、単行図書、雑誌約1,000冊 であ り、当研究所が所蔵する資料の補完作業 もあわせ

てすすめた。

(5)黒 田清輝の作品と黒田記念室 をもつ研究所 として、 より深い研究情報を提供することを目的に、インターネッ

ト・ホームページ上で、「黒田記念館」を設け、公開 しているが、今年度は、黒田のフランス留学中に滞在 したグ
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レー ・シュル ・ロワ ン市で0)現 地調 査の報告 として 「グ レー紀行1を 作 成 し、公開 した。

研究組織

○田中 淳、山梨絵Xjく 、塩 谷 純(以 ヒ、X術 部)

勉這弱
會覧展衛美凹六第

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

算

五

號

で工8十三りよ臼二月兀穿C1む鵬"倉

餓黙撲窮索茱 舩 野蝋 東 嬬含

出

副

目

銀

構造社第六回蔓術展覧会パンフレット 第二回旺玄社展出品目録
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「翁」の技法集成

(7年 計画の第7年 次)

目 的

1翁1は 、現 在、能 楽師 が伝承 し ヒ演 置」る演 目の 中で最 もllゴい芸態 を残 してい る,,し か し従 来、秘 事 と して扱われ た

ため譜 は公 開 され グ、流儀 芹 も人 きいの で技 法の 全容 を とらえた研究 は行われ て いない、,本研究 では、全役籍 全流儀

の譜 を収 集 し、比較総 合して 「翁1の 全体 像 を把握1る こ とを目的 と3る 、,

成 果

今年度 は、 兵庫 県 ヒ鴨 川ll三吉神 社 に伝 え られ る民俗.,能 の 「翁舞 」U)調 査を行 い、能 楽の 「翁 」 とは異 な る語 りに

つ いて 号察 した、,また、能 の 中の異式演 出につ いての歴 史的 なJも 行 った。成 果 は第31回 芸能 部公 開学術講座 で発

表 した。

研 究 組織

()高 桑いつみ 、中村 茂 」先、小 川 彰r(以L、 芸能部)

繊

おセ 　

瓠

金春流の異式演出

十二月往来の上演風景

上鴨川住吉神社の神事舞

公開学術講座での上演風景
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日本伝統楽器の変遷研究

(6年 計画の第1年 次)

目 的

日本 で は縄 文時 代か ら多数の楽器が造 られ 『ごきた、,その う ちのか な りの数が各地 の博物 館や有力 な 、畳f社に所蔵 され

て い るが、その全貌 が正確 に把榔 され ている とはいいが た く、 一部 の楽器 をの ぞいて は精密 な調査 も1」われ ていない。

本研 究で は博物館 での所蔵状 況に つし、rIケ1ヒ をお こな い、 そのなかの}{要 な楽器 について時代 に ∫こり、 表た ジャ

ンル に よって形態 が どの ように変化 」るか、調 査研究 をお こな う、,

成 果

春 口大社 若宮 の御神宝0)中 か ら、 止倉院蔵 の和琴 に.1[い 形態 を有 し、平安時代 後期の作 と目され る和 琴が 発 見され

た。 この和 琴の製 作年代 や特性 をilll確`・:」るため、 各地 の博物 館 に所 蔵 され る和琴 の調f1:を お こな い、現在 に至 る和

琴の形態 が南北朝 時代 までillり う るごとを解 日lj[た(1成 果 は東洋 音楽 学会定fタll酬究 会 にお いて、 シ ンポ ジウノ、形式 で

発表 した。

研究組織

O高 桑いつみ、野川美穂r、 高輪 遮都(京 都 巾 、1!二.}マ術 大学 日 本 伝 統 音 楽 セ ン ク…)

和琴の尾部の変遷

ダ 欄蜘 一 、一 く
幽

一一躍'・ 」吻 ぐ

零

1春 日大社蔵和琴の屋部(切 れ込みのない古い形態) 2鳥 羽離官後より出土された楽舘の尾部

爵

隔襲

曳

3彦 根城博物館蔵和琴 「葵」(南北時代)の尾部(切れ込みのある現行の形態)

zz

4男 袋三郎絵巻(鎌 倉時代)

に描かれた和琴の絵

(切れ込みの形が現行と異なる)



無形文化財 ・無形民俗文化財の伝承に関する研究

(5年 計画の第3年 次)

目 的

古典芸能や民俗芸能については、伝承の困難 さが指摘されているところであるが、個々の芸能の変遷の歴史や現状

などにっいての調査研究、資料作成を通 じて、伝統芸能の継承のあり方を号察する。

成 果

(1)民 俗芸能の伝承に関する研究(星 野、中村)

1)前 年に引き続き盆踊 り、念仏踊りの上演場所について、徳島県美馬郡貞光町の 「木.i}堂」と 「川見堂」の現

地調査を行 った。 また、お堂や神社拝殿の板敷 きの床の上で踊る貴重な盆踊 り、念仏踊 りの伝承に関する資料

を、徳島県、岡山県、鳥取県、京都府、岐阜県分について収集 し、整理分析を行 った。成果は、『芸能の科学』

第29号 に公表の予定である。

2)愛 知県北設楽軍 に伝承される霜月神楽の一つ、花祭 りに伝承する疫病神駆逐祈願 と芸能構成、芸能の相互関

係 について調査研究を行った。成果は 『芸能の科学』第29号 に公表の予定である。

3)民 俗芸能用具の保存 ・修復 ・新調 ・活用の問題は、全国各地の伝承地が当面 している課題である。その現状

と問題点について、第3回 目の民俗芸能研究協議会 を催 して研究討論を行い、成果を調査報告再 として とりま

とめた。

(2)上 方芸能の調査

1)近 世芸能研究の一環 として、芸能部記録作成室において、上方落語の記録作成を行なった。上方落語には、

「はめ物」 とよばれる下座の鳴物をふんだんに用いた演題が多 くあり、歌舞伎・浄瑠璃などとの関係がきわめて

深い。今回は、桂吉朝氏による 「軽業」「蛸芝居」の二席を撮影 した。「軽業」は、小屋掛 けの軽業見世物の様

子を描 き、今では失われた芸態を知る手がか りともなる演目である。「蛸芝居」は、幕末期の上方歌舞伎 のお家

騒動劇で描かれる様々な局面を、戯画化 した芝居噺である。通常は見ることが出来ない、下座の演奏の様子 も、

あわせて撮影 を行 った。

2)上 方歌舞伎の製作に一貫して携わった中川芳三氏の聞取 り調査を行い、戦後、壊滅の危機に瀕 した上方歌舞

伎の状況を、裏方、下座音楽専従者 らの現状 とともに調査 ・研究を行った。 また関係する私家版の文献等の調

査によって、上方歌舞伎周辺の関係者の動向を研究 した。

研究組織

(り星野 紘、鎌倉 恵子、中村 茂子、児玉 竜一(以 上、芸能部)

備 考
一・部調査研究等特別推進経費
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文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究一大型資料の保存

(6年 計画の第1年 次)

目 的

社寺仏閣に納められた文化財や移築民家などで公開されている資料は、博物館 ・美術館など文化財の公開を目的 と

して建設 ・運営 されている単独の施設 とは異なる状況で保管 ・管理されている。 このように公開活用の状況が異なっ

たり、また施設設備が不十分なため外界の影響を受けやすい環境下で保存 されている文化財に対 して適切な保存対策

を講 じるためには、その保存環境 を的確に評価 できる計測手法を確立する必要がある。

本研究では、従来保存科学部が行ってきた博物館等文化財公開施設の環境調査手法の研究成果を基に、より厳 しい

条件下での保存環境調査手法の確 、アのための研究を行 う。また、文化財の劣化状況を的確に評価するため文化財材料

の物性調査手法の研究を行い、併せて、適切な保存対策の構築に資する。

成 果

(1)文 化財の劣化状況および環境調査法の研究

イ 温湿度変動評価の限界の検証

山車や鉾、曳山のように、年に一度の祭礼の際には市内を練 り歩 き、それ以外の時期は博物館や山倉などに

納められ保管される資料がある。公開活用 としてもっとも条件の厳 しい、保存の難 しい資料の一 つであるが、

条件の大 きく異なる空間 ・使用条件を行 き来する資料の保存環境を把握 し評価するため、研究対象 として選定

した。本年度 は長浜市曳山博物館収蔵庫、大阪市住 まいの ミュージアム展示室および山倉の保管環境 を比較す

るための温湿度分布を計測 した。

ロ 凍害調査手法の確立

寒冷地など厳しい環境条件の下では、材料の凍結状況、水分分布、水分移動の把握が保存対策構築のために

重要である。本年度は北海道開拓記念館の歴史的建造物など寒冷地の文化財 を研究対象として調査を行った。

その結果、特 に、漆喰壁でも石壁で も南面のノ1が北面よりも顕 菩な劣化の見られることが明 らかになった。 ま

た、モデル実験 により、土壁の凍結劣化が生 じる温度条件、水分条件を明 らかにすることがで きた。

ハ 空気環境調査法の限界の検証

変色試験紙 は、新設博物館内の空気環境湘lliに川いられてきたものであるが、既存の施設や外界の影響の大

きな空間に対して有効であるか、検討する必}+iがある、,そのため今年度は、変色試験紙の各種室内汚染ガスに

対する吸着特性 を検討 した。その結果、アンモ∴アガスに対 しては吸着速度がい くらか遅 く、また十分な吸i

量があることがわかったが、酢酸ガスに対しては吸着速度が速 くすぐに飽和することがわかった。また新たに、

大気汚染ガスである窒素酸化物 に対 しても、微lltではあるが放置時間に対 してリニアな吸若特性を持 っている

ことがわかった。

(2)研 究 会の開催

平成13年3月28日(水)「 壁画 および ヒ壁0)保 存 に関 する{び眈 会 」

(3)ま とめ

本年度の成果か ら、特に曳山や船など高 さのある大型木製資料の保存に、従来の研究r法 をその ままあてはめられ

ないことが明らか となった。そのため次年度より本テーマを組み替えて、大空間における人型資料の保存を主題に研

究を進めることとした。

研究組織

〇三浦 定俊、石崎 武志、佐野 千絵、平尾 良光、早川 泰弘、木川 りか(以 ヒ、保存科学部)、

小林 幸雄(北 海道開拓記念館)、 秀平 文忠(長 浜市曳山博物館)

一24



郵構1
職 一'レ 僑v}レ 喝

噸繕鍛
讐纏 誌

s

襟鍵 鞭受 き

磯

北海道開拓記念館(開 拓の村)の 旧小樽新聞社の建物

,`
響

尊 ・8＼ 。,
,・ 刷 ■■嘲1顧鱒醸

壕㍉ 濁ほ 　

◎櫛 鳶,

1
,燗b

x

触,
1

鍵 埴{

,篇 門酵 ・、 舗

住 ま いの ミュ ー ジ ア ム で の 曳 舟 の 展 示

奪鰺`聾 撒
、,轟 謬 藪 轡

驚驚藩轟
讐 灘 、鷺 、 ・

ア

醸
ズ
、
/

講
論

蟻

欝懸
灘
鯉藩

難難響
嘉∫響 糠 灘
同 石壁南面の凍害による剥離と剥落

欝鷺 評
藩 震、

{騰

覇
難 雛灘

25



無公害な文化財生物劣化防除法の研究

(5年 計画の第4年 次)

目 的

オゾン層の保護のため、かねてより文化財煉蒸ガスとして広範に用いられてきた臭化メチルの全廃時期が2004年 末

に前倒 しとなることが決 まり、 これに変わる方法が以前にも増 して緊急に求められている。本研究では、化学物質を

主とする従来の方法 に変わ り、文化財材質にも影響が少な く環境や人体への影響 も考慮 した文化財生物劣化防除法の

検討 ・開発 を目指 し、具体的な対処法の確立を目指す ものである。

成 果

(1)新 たな虫害防除法に関する基礎研究

低酸素濃度殺虫法、二酸化炭素による殺虫法について、11.体的な処理仕様案をさらに充実 させ、学会等においてそ

の成果を発表した。 また、特に二酸化炭素による殺虫法については、(財)元 興寺文化財研究所等 との共同研究 により

現場で処理を行い、共同で処理仕様を策定 した。さらに、欧米 ・東南アジアなどで書籍などの収蔵品の殺虫法 として

採用されている低温処理法についても、日本の文化財への適川の 可能性 を探るため、各種の文化財材質に及ぶ物理的

な影響にっいて もさらに実験 を進め、その成果を学会等で発表した。 また、新たな防虫剤、防徽剤などの化学物質が

文化財材質に与 える影響 についても評価試験 を継続 しているU

(2)臭 化メチル燃蒸の代替法の整理

低酸素濃度処理、二酸化炭素処理、温度処理、新規fl剤 や防虫 ・防徽剤などについて、各方法のおお まかな使 い

分けを一覧 として整理 し、資料 として「文化財の生物被害防ILに 関する日常管理の手引き」(文 化庁文化財部、平成13

年3月)を はじめ、各種の機関誌などに提供 した、,IPMの ゾログラムを策定するうえでの基礎資料 として活用できる

よう、今後 もデータの更新を行うrで ある。

(3)研 究会の開催

本年度は 『寺社 ・歴史的建造物における生物被害対策』、『文化財展示収蔵施設における害虫モ∴タリングの実践 と

応用』を主題に2回 の研究会を行い、各研究者と成果交流 し情報の普及に努めた。(各 回参加者約40名 、約20名)

研究組織

〇三浦 定俊 、木川 りか、山野 勝次、佐野r絵 、イ1崎 武志(以 ヒ、保存科学部)、 増田 勝彦(修 復技術部)

備 考
一部調査研究等特別推進経費

〃
二酸化炭素による文化財の殺虫試験

(㈲元興寺文化財研究所、液化炭酸株式会社との共同研究)
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東アジア地域における金属文化財の自然科学的研究

(3年 計画の第1年 次)

目 的

日本文化を東アジア地域の中で とらえ、中国、朝鮮半島、日本 という文化の流れとして、考古学的資料、仏教関係

資料などのなかで金属材料の変遷 という側面から自然科学的な手法 を用いて解析する。

成 果

(1)日 本の資料 弥生時代資料 を主 として約300点 を測定 した。

(2)朝 鮮半島資料 湖巌美術館等の協力を得て、約50点 の資料 を測定 した。

(3)中 国資料 東京国立博物館所蔵品など約60点 を測定 した。

科学研究費補助金の中の出版助成金を得て、今 までに集めた東アジア地域における青銅製品の科学的測定値(化 学

組成・鉛同位体比)に 関して 『古代東アジアにおける青銅の流通』(P350頁 、図版150以 上 鶴山堂)と いう公刊本 と

してまとめた。

なお、本研究は前年からの研究を引 き継 ぎ、日本の古墳時代資料、奈良時代の仏教関係資料 を集めることに努力 し

た。幾つかの資料を集めることができたので、来年度に測定 とまとめを行 う予定である。

研究組織

○平尾 良光、早川 泰弘(以 上、保存科学部)、金 正耀(中 国社会科学院世界宗教研究所)、

楊 秀麗(中 国香港中文大学)、李 午悪(韓 国湖巌美術館保存修復研究所)

備 考

本研究の一部には科学研究費補助金基盤研究一般 『早期中国青銅器の原料産地に関する研究』を含む。

一
謙な

山形県三崎山で発見された縄文時代後期の青銅製刀子

鉛同位体比測定から、股櫨出土資料と類似の値を示した。
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文化財における環境汚染の影響と保存修復法の開発研究

(5年 計画の第5年 次)

目 的

近年の酸性雨の発生など周辺環境の悪化によ ・て文化財は様々な影響を受けている。 また、海浜など過酷な条件 ド

において周辺環境からの影響が文化財に及ぼ 」効果は無視できない。 そのため、屋外の文化財周辺の環境 を観測 ・評

価 し、その影響を軽減するための材料 と技法を開発,)る ことをめざしている。

成 果

臼杵磨崖仏群、厳島神社、日光社 芋群の3地 域において環境観測 と種々の修復材料、技法の開発 ・試験 を行 ってい

る。

臼杵磨崖仏群においては、前年度に引 き続 き、温度 ・湿度 ・雨lll:・湧水;1い 日射 量・亀裂変化 ・生物観測などを継

続 し、次の修復事業の基礎データの収集をしている,、kた 、岩イ1表面の改質や生物制御のために、岩体に種々の材料

を塗布することによってその効果を評価 している。

厳島神社 においては、漆を川いた建造物0)耐 候性を向 ヒさせるために、漆を原料 とする耐候性の高い塗料の開発や

塗装方法の研究を行い、現地暴鋸実験 を行ってきた、,今年度は、高舞台の修復においてこの材料を実際に使川 し、今

後、経過観察を継続する。また、木造建造物の彩色に川いられた)'1一が、海水 と日光の影響によって変色することが明

らかになった。 この変色を防止するために月塗り彩色炎面の改質な どによる変色防止方法の開発を行っている。今年

度は、そのうちのいくつかの仕様について、厳島神社西【111廊の塗装を川いて実験中である。

日光地区では、漆塗膜上に発生する変色の原因究明を行 った。胡粉彩色 ヒの徽発生と環境 との関連調査 を行い、環

境制御による対策 、7案の基礎資料を得た。温度、湿度、雨lllなどの通年観測を行い、継続的な環境観測システムの構

築に向けた基礎資料を得ることがで きた。また、日光市内50カ 所の窒素酸化物を測定 し、自動車排出ガス測定局のデー

タと比較 して日光市内広域の大気汚染状況を推定 した。

研 究組織

○川野邊 渉 、加藤 寛、早Jli典1'、 月二lI智r、 高橋

朽津 信明(国 際文化財保存 修復 協力セ ン ター)

「・恵(以 ヒ、 修復技術 部)、

策.

繋、1・ 蒸 ・ 騙一 くe

l-,パ,で 藁 ∴ 一バ ヴ　 ヒ ハノ

讐馨捲議
臼杵麿崖仏古園地区でのデジタルデータの収錬

溺

レ

、 ▼

感 、

、

_即 、

'"a

＼

、

、

日光本官裏気象観測ステーション

2H



近代の文化遺産の修復に関する調査研究

(5年 計画の第2年 次)

目 的

近代の 文化遺産は、従来の文化財 とは、その規模、材質、製造ノJ法な どに人 きな違いがあるために、保存修復方法

や材料に大きな違いがある,,近代の文化遺産の保存修復を行 う一1:で必要とされる材料 と技術について調査研究を行う。

具体的には、人型煉瓦構造物の劣化機構の究明 とその修復ノ∫法 、7:案、航空機、船舶な ど大型機械類の修復保存上の問

題点 とその解決方法の究明などを目指 している、,

成 果

大型の煉瓦構造物の劣化状況調査と劣化原因究明及びその修復材料と方法の提案の具体的な事例 として取 り上げて

きた重要文化財旧下野煉化製造会社ホフマン窯は、今年度 ・部の修復事業が実施 されることとなり、全体の微少変異

測定を除 きすべての観測項 目を終了した。観測開始時 に ア沼llされたような地盤の不当沈下による変形は観測されず、

その劣化原因は、主に、窯本体に川いられた材料に含まれる硫酸 イオンと、煉瓦焼成時に燃料の石炭から発生 し、窯

本体に吸収された硫酸イオンの移動と塩類の析f;の 原因となった雨水の浸入であると推測 された。その対策 として、

水分移動経路の異なるそれぞれの壁面において個 々の樹脂処理試験 を行い、塩類析出の軽減が観察されている。今回

の一一部修復事業によって、雨水対策が行われ、今 まで　+1i確でなかった内部構造 とその材料が明 らかにされることで今

後の保存修復作業に大きな資料 となることが期待 される。

大型の機械類の保存修復に関する調査研究では、航空機の整備 と保存対策について、航空自衛隊入間基地、靖国神

社や 日本航空整備工場 などに保存 されている機体の修復材料 ・方法などの調査 と保存環境の測定を行った。また、船

舶の保存修復に関 しては、みちの く北方漁船博物館をはじめいくつかの博物館を調査した。 さらに国内外6名 の研究

者を招き、船舶の保存 に関する研究会を行った。

研究組織

O川 野邊 渉、加藤 寛、早川 典子、井IJ智 子、高橋 千恵(以 上、修復技術部)、

朽津 信明(国 際文化財保存修復協力センター)

筏贈
卿

1 、吻"
ヒ え ヘノし

ゴ冷 暫 ㌧
青森県みちのく北方漁船博物館
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漆の加熱硬化のメカニズムに関す る調査研 究

(3年 計画の第3年 次)

目 的

指定建造物修理報告書に記載 されている、建築金物に対する漆の焼付方法には数種類の仕様が見られ る。漆の焼付

技法は、いまだ具体的な調査が行われておらず、その効果や物性 についても未知な分野 といえる。すなわち、金属表

面 と漆膜 との密着性や表面硬度な どを高めるために行 うか、 または急速乾燥 をさせるための利用であったかなど判然

としないのが現状である。今年度は、3年 計画の最終年 として18世 紀後半に輸出用 として大量に作られた蒔絵プラー

ク(壁 掛け)の 復原を行い、銅板 と漆塗装の実践的研究 を行った。

成 果

1998(平 成10)年 度は、焼付漆を文化財に活用 している3工 房で、漆塗 りおよび焼付方法などの調査を行い、条件

によっての相違点を検討 した。各工房での調査結果から、焼付手板 を作成 し、塗膜 の硬度 ・光沢 ・色な どの物性 を試

験 した。さらに、漆の種類や焼付温度の違いによって生 じる、物性の変化 についての検討を行 った。漆の硬化速度は、

焼付温度が高いほど短か くなる相関を持つ。例 えば、120℃ では2時 間を要する最高硬度が、270℃ では10分 に短縮さ

れ る。文献上の焼付温度は120℃ から記載があるが工房での調査では、表面温度が240～300℃ であった。また、生漆 と

素黒 目漆を鉄板に塗布 し、付着性の試験 をおこなった。その結果は、常温硬化(20℃)と 高温硬化(240～300℃)で

作成 した手板では、生漆を270℃ で焼 き付けた塗膜が もっとも良好 と評価 した。

1999(平 成11)年 度は、120℃ で4時 間 といった低温焼 き付けを含む焼付漆の耐久性について実験を行い、結果 につ

いて検討した。伝統的技法としての漆の焼 き付けの理由は 「常温乾燥では金属 に対 しては付着性が悪 く、膜が剥がれ

てしまうため」であったが、実験の結果、耐久性試験では常温乾燥 も含めたすべての焼き付け条件で剥離は起こらな

かった。伝統的な焼き付け法は、炭火を使用していたために低温焼 き付 けを行 えなかったが、焼付漆の耐候性に関す

る物性の状態は120°C4時間の焼 き付けが最もふさわ しい結果であった。これら実験で作成 した手板は暴露実験を行い、

検討材料とする。

2000(平 成12)年 は、前年までの研究結果をふまえて、18世 紀後半の輸出漆器である蒔絵プラークをもとに、銅板

への焼付漆の耐候性や蒔絵、螺釦1などの伝統的装飾への影響 を製作工程 を追って復原を行い、暴露実験の成果ととも

に本研究の まとめとした。 また、成果である蒔絵 プラークの復原についての報告は、平成13年 度 「保存科学」並びに

「日本の美術」(至 文堂)の 誌 上に掲載する。

研究組織

○加藤 寛(修 復技術部)、 宮田 聖子(漆 芸修復家)
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美術情報システムの研究

一 デー タの共有化 を中心 として一

(12年 計画の第12年 次)

目 的

人文科学研究における学術データベースの構築例の増大 と、パーソナルコンピュータの普及にともなう研究者個人

によるデータ生産の日常化 とが近年顕 著である。_fl、 多様な目的 ・種類に有効利川できるデータベースの利用環境

が充分に整備 されているとは言い難 く、データの生産 ・利用に関する具体的システム像を多角的かつ総合的に検討す

ることが強 く求められている。本研究は、 こうした視野に立ち、美術史の基礎資料のデータベース化 と、広範な研究

者による相互利 用システムの確立 を通 じ、資料の共有化 と研究支援環境の整備を具体化することを目的 とする。

成 果

12年計画の最終年度における本年度の研究成果は、共有データの坐産 ・蓄積については、これ まで と同様、新たな

データの追加を行ったほか、パイロッ トシステムの構築については、新営庁舎における新 システムの構築 ・運用にこ

れまでの成果が広く反映されている。

(1)共 有 データの生産 ・蓄積

先年度 までの研究をふ まえ、美術史研究において共有化の望 まれるデータの生産 ・蓄積 を継続 した。

1)文 献 ・図書 データ

定期刊行物所載の文献 と所蔵図書データの入力を継続。また新営建物への移転にともない、図書台帳 と現有

図書の照合作業を行った(約19,000冊)。 新たに保存 ・修復技術および芸能関係の図書を書庫に一括 して収蔵す

ることになったため、その受け入れ準備 を開始 し、図書データの入力作業 を進めた。

2)美 術史研究資料

『日本美術年鑑』のデータ化を継続 し、5年 分5冊(昭 和39年 ～昭和43年 分)を 完了 した。

3)近 現代美術基礎資料の所在調査ならびに収集

博覧会関係資料、美術団体出品目録、美術雑誌 について、大阪府立中之島図書館、大阪府立図書館、奈良国

立博物館、京都国立博物館 において調査 ・収集 を行った。

4)貴 重雑誌 ・資料等のCD化

パ リ万国博覧会、セントルイス万国博覧会、ウィーン万国博覧会資料のほか、雑誌 『ア トリエ』をCD化 した。

5)マ イクロフィルムの複製

資料の保全をはかるため、所蔵マイクロフィルムの原本ポジのクリーニ ングを行 うとともに、クリーニング

済ポジから新規ネガを作成 した。(180本)

6)博 覧会 ・展覧会データベースの作成

明治期の地方博覧会関係出品目録、および大正期美術展覧会出品目録をデータ化 した。

(2)パ イ ロッ トシステムの構築

1)デ ー タベー スの運 用 ・評価

定 期刊 行物所 載文献 デー タベ ースお よび所蔵 図書 デー タベ ースを継続 的に運用 中であ る。 なお、所 内イ ン ト

ラネッ トシス テム上 にSQLサ ー バー に よる検 索 システ ムを構築 し、前記 データベ ース につ い て、所 内 ネ ッ ト

ワー ク上 の各端 末か らブラ ウザ で検 索 でき るように した。

2)ロ ー カルエ リア ・ネ ッ トワー ク ・システムの整備 ・運 用 ・評価

新 庁舎 において1ギ ガ ビッ ト光 ケー ブル 幹線 による高速 ネ ッ トワーク システム を構 築 し、運 用中で あ る。所

内の情報化 を強化す るため、所 内ス ケジュール管理 ・文 書管理 ・メー リングシステム を統括 す るソフ ト(サ イ

ボー ズ)を 導 入 した。
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3)画 像データベース構築のための基礎実験

所内における画像管理検索システム導入のための基礎条件 を検討中である。今後 は、デジタル撮影の増加が

見込まれ、画像の撮影から処理 ・管理 までを一貫 して行 うルーチーンを再検討 している。

4)イ ンターネ ット環境におけるホームページの運用 ・評価

情報資料部は、研究所全体 に関わるページと黒田記念館のページを担当している。本年度は、英文ページの

充実を図るため、美術部 ・情報資料部の国際シンポジウムを報告するページを作成 し、黒田記念館のページに

新たにグレー紀行を追加 した(口 絵参照)。 なお、各部のページは自主的に更新 されている。一 日平均で約700

件のアクセスがあった。

(3)「 共有化」環境の検討

1)「 共有化」環境をめ ぐる諸問題についての研究会の開催

昭和初年の美術研究所創設時期に収集された朝鮮 ・満洲の文化財研究関係資料について、その整理 ・共有化

の方法等をめ ぐり考古学史 ・建築史関係の研究者5名 を招聰 し、協議会を開催 した。

2)文 化庁を中心 とす る文化財情報ネットワークシステムへの対応

ホームページを通 じて、所蔵資料の公開を行っている。

3)デ ータベースの有効活用

学術情報センター、国文学研究資料館など学術利用を目的 とする各種データベースの利用を通 じて将来のイ

ンターネット環境における所蔵データベース公開に向けた基礎条件を検討するとともに、所内イン トラネ ット

システム上にSQLサ ーバーを設けて所蔵資料の検索システムを試験的に運用 している。インターネット上にお

けるデータベース公開に伴 う技術的な問題はすでに解決されており、今後は、著作権等の諸問題 について、所

内のコンセンサスを形成する協議 を重ねてい く必要がある。

研究組織

○米倉 迫夫、鈴木 廣之、島尾 新、井手誠之輔、勝木言一郎、津田 徹英、中村 節子(以 上、情報資料部)、

田中 淳(美 術部)、伊与田光宏(客 員研究員)

資料閲覧室では所蔵資料のうち、蔓術関係の和漠書 ・最覧会カタログ ・売立目録をブラウザで検索することができる。
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文化財に関する研究文献情報の活用

(5年 計画の第2年 次)

目 的

過去IO年 ほどの間に、文化財に対する関心は筈しく多様化 した。現在では、人文科学 ・自然科学 といった多分野の

研究対象 となり、n本 に とどまらない地域的な広がりをもつようになった。文化財に関する研究を活性化 し、関心の

多様化に対応するためには 「文献」という形で蓄積 されてきた膨大な過去の成果物をいかに適切に活用できるかが第
一に問われ るが、従来型の分野縦割 りの体制ではこれに対応できない。この研究では、美術工芸の分野 を中心に、文

献 にっいての的確な情報を資料化 し、多様な形態で流通をはかり、これによって、現状の課題に応 えることを目的に

している。

成 果

本研究の第2年 次にあたる本年度は、文献についての的確な情報を資料化するための基礎作業を前年度に引 き続 き

行 った。

(1)収 集文献のデータ化作業を行 うためのジャンル等の入力コー ドの改訂を昨年度に実施 し、文献分類 と検索の効

率化を図ったが、今年度 はその一環 として現有図書 ・雑誌類の原本照合を進め、約19,000冊 の作業を完了 した。

(2)ま た、近現代美術展覧会カタログついてはこれ まで一切、データ化を行っていなかったが、本年度は美術部第

二研究室の協力を得て、 これらカタログ類の基本的な書誌データの入力に着手 した。

(3)前 年度に引 き続 き研究文献のCD化 を行い、今年度 は万国博覧会資料を中心にCD10枚(1,219コ マ)を 作成 した。

なお、次年度に実施 される本研究所の独立行政法人への移行に際し、情報資料部の改変が予定されているが、

それにともない本研究は美術部 に継承 されることになっている。

研究組織

○鈴木 廣之、米倉 迫夫、島尾 新、井手誠之輔、勝木言一郎、津田 徹英、中村 節子(以 上、情報資料部)、

中野 照男(美 術部)

一35一



デジタル画像情報の多重化に関する研究

(5年 計画の第2年 次)

目 的

文化財から得られるX線 写真、赤外写真、顕微鏡写真などの画像には、それぞれ質の異なる多様な情報が含まれて

いる。従来、それらを総合して分析する作業、例えば顔料の推定などは、多 くの部分 を目視に頼ってきた。 しかし、

デジタル画像処理技術の進歩によって、個々の画像の もつ情報を重ね合わせて表示・解析するシステムを実現する基礎

が整ってきた。本研究では、この技術 を基礎に文化財から得られ る情報を多重化 して表示・解析する基礎的な条件にっ

いて、いくつかの作品をサンプル として具体的に考察する。

成 果

本年度は、前年度に引き続 き「源氏物語絵巻」等の作品について蛍光撮影・赤外線撮影等による、また画像処理を加

えての画像形成 を行った。 また本格的なデジタル撮影の時代を迎 えるにあたって、 これに対応するシステムを一部整

備するとともに、デジタルカメラによる画像形成技術についての研究を行った。

(1)デ ジタル画像形成 システムの研究

デジタルカメラを川いての通常撮影・蛍光撮影・赤外線撮影等の実験を行い、十分に実用可能であ ることを確認

し、またパーソナルコンピt.一 タを接続 しての現地での画像確認等、調査 システムの変更についての検討 とシミュ

レーションを行った。

(2)作 品分析 と特殊画像の形成

今年度は、五島美術館蔵の 「源氏物語絵巻」四面について、各種の画像を形成 し、特に 「御法」では画像復原

のシミュレーションを行った。また知恩院藏 「阿弥陀浄土図」、鏡神社藏 「楊柳観音像」、法華寺藏 「阿弥陀 ・二

童子像」などの日本 ・中国 ・朝鮮の仏画 について、有機色料の分布 と鉱物性顔料 との分離 を示せるような画像形

成 を目指 して研究を行った。これ らの過程で、約430件 の特殊i由i1象を形成 した。

(3)シ ステム整備

上記の研究 を遂行するために、光学解像度5,600×14,000dpiの 言篭性能 フラッ トベ ッドスキャナ、600万画素の

ワンショットタイプ ・デジタルカメラ、制御用パーソナル コンピュータ等を導入 し、通常の研究レヴェルでの使

用 に耐え得る入力・出力システムを整備した。

(4)四 ツ切ガラス乾板のデータベース化

所蔵する四ツ切ガラス乾板のデジタル化 と活用のための前段 として、撮影対象等の基礎データをデータベース

化 した。

研究組織

○島尾 新、米倉 辿夫、鈴木 廣之、井手誠之輔、勝木、ξ一郎、津田 徹英、城野 誠治(以上、情報資料部)、

吉村 稔子(調 査員)
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国宝 「源氏物賠絵巻」の調査研究

目 的

徳川美術館 ・五島美術館が所藏する 「源氏物語絵巻」19面 について、各種の光学的手法による調査 ・分析 を行い、

使用 されている色料を明 らかにすることを通 じて、作画技法 ・作画過程 また歴史的研究を行 うための基礎データを形

成する。

成 果

本年度は、主 として五島美術館蔵の4面 について、通常撮影 ・透過X線 撮影 ・赤外線撮影 ・蛍光撮影 ・蛍光X線 分

析など、5回 延べ8日 間の調査を行 った。その結果、顔等に用いられ る白色顔料に、鉛 ・水銀を主成分 とするもの、
ヒ

また組成不明の三種類の顔料があることが判明した。特に 「夕霧」では鉛と水銀を主成分 とする白色顔料が混在し、

「鈴虫(二)」 では画風が非常に近い とされている 「柏木(三)」 などとは異なる顔料が用いられていることが明 らか と

なった。 また 「御法」では、現在ではほとんど目視不可能な秋草の図様がかな り復原で き、有機色料をまじえた複雑

な表現がなされていることが明 らかとなった。

これらの成果については、五島美術館に於けるシンポジウム 「科学の目で見る国宝源氏物語絵巻II」(五 島美術館・

徳川美術館 ・東京国立文化財研究所共催、11月11日)に おいて中間報告を行った。内容 は下記の通 り。

米倉 迫夫(情 報資料部)

早川 泰弘(保 存科学部)

城野 誠治(情 報資料部)

島尾 新(情 報資料部)

四辻 秀紀(徳 川美術館)

名児耶 明(五 島美術館)

「私たちは何 を知 りたいのかP」

「蛍光X線 分析による顔料の同定」

「特殊撮影による画像再現 と可能性」

「絵作 りのパターン」

「水銀を含む白色顔料について」

「今回の分析結果からみた鈴虫 と御法」

研究組織

○米倉 迫夫、島尾

三浦 定俊、早川

新、津田 徹英、城野 誠治(以 上、情報資料部)、

泰弘(以 上、保存科学部)
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世界、特 にアジア諸国における文化財保存に関す る情報の収集

(10年 計画の第10年 次)

目 的

世界の貴重な文化財の恒久的保存のため、世界の国々に対 しその保存に協力する際には、各国の文化財の状況につ

いて調査 し理解すべきであることは言 うまでもないが、同時に、各国における文化財保護体制を把握 し理解すること

が重要である。

本研究は、世界、特にアジア諸国の文化財の保存状態および文化財保護に関わる組織 ・機構 ・活動状況について、

情報 を収集 し、さらにその問題点を検討することにより、より有効かつ円滑な文化財保存協力の実施へ貢献すること

を目的とする。

成 果

国内専門家か らの情報収集

昨年度に引 き続 き、国際文化財保存修復研究会の参加者を中心 とした専門家を対象にアンケー ト調査を行い、保存

修復国際協力事業の相手国の実状について調査を行っている。また、文化財保存人材データベース(非 公開)の デー

タ収集、整理 を行 ってデータの充実・虹新をはかるとともに、情報交換のための人的ネットワーク作 りを行っている。

海外の専門家からの情報収集

・アジア文化財保存セ ミナーにおける調査

昨年度に引き続 き、アジア文化財保存セ ミナーのプレプ リン トを順次整理 し、国際文化財保存修復協力センターの

ホームページ上で公開 している。

・海外での現地調査

中国、タイ、パキスタン、ベ トナム、カンボジア、 ドイツなどにおいて遺跡や建造物、町並みなどの現地調査 を行

うとともに、専門家 との協議を通 じて、当該[;h1の文化財保存に関する現状や問題点に関する情報 を収集 している。

また、ユネスコ、イクロムにおいて、世界各国の文化財保存に関わる法律の資料を収集 した。

その他

インターネ ットを利用して、世界各国の文化財保存に関わる機関や文化財関連の情報を掲載 したホームページの情

報を収集 している。収集 ・整理 した結果の一部は、国際文化財保存修復協力センターのホームページにおいて 「文化

財保存関連情報 リンク集」 として公開している。

研究組織

○斎藤 英俊、西浦 忠輝、松本 修自、朽津 信明、河原 脩、:神 葉子、野口 英雄、宗田 好史

(以上、国際文化財保存修復協力センター)
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屋外石造(レ ンガ造)文 化財の劣化 と保存修復 に関す る調査研究[国 内]

(1{D年計画の第1(D年次)

目 的

屋外の石造(レ ンガ造)文 化財の保存は壌要な、深題の つ である、,本研究は、屋外の石、レンガおよび関連材質造

文化財の劣化原因、過程 を地質学、岩石学、鉱物学的に検討するとともに、気象環境 と劣化原因 との因果関係を考察

し、 さらには実際の保存修復処IlfLについての実験 ならびに応川研究を行って、保存修復対策にっいての基礎的データ

を築積し、石やレンガ等の文化財の保存技術 を向 ヒさせることによって、文化財保存に貢献することを目的とする。

成 果

洞窟、磨崖仏等の調査研究を行 っているが、北海道、史跡・フゴッペ洞窟において特に詳細な調査を行った。フゴッ

ペ洞窟では,藍 藻をはじめとする生物の繁茂が問題 となっており、これに対する対策を検討 している。壁画面で観察

された生物を用いて、与 える光をさまざまに変えて室内実験 を行い、その成長に関する照明の影響を検討したところ、

以 ドの性質を持つ ことが明らかにされた。

1.照 度 と照射時間 を同様 にした場合には、波長を制御することにより、成長を抑制できる。

2.同 様の光源を用い、照射時間が同様であれば、照度が低ければ低いほど成長は抑制できる。

3.照 射時間を十分に短 くすれば(例 えば一・日あた り一・時間の照射 とする)、照度に関わらず成長はほぼ抑制で きる。

以上の ことか ら、今後の公開環境に関 しては、照射時間がなるべ く短 くなるようにし(一 日あた り4時 間以内が目

安)、 照度をなるべ く低 く抑 え(20ル クス以下が目安)、 それでも問題がある場合には波長制御光を用いるという方向

で対応す ることが好 ましいと考察 された。

長崎県、重文 ・幸橋は、1702年 に平戸湾近 くの河口に構築 された石造単アーチ橋で、1980～83年 に全面解体修理が

行われた。この際、海水の影響による塩類風化により劣化 したアーチ リングス トーン(迫 石)を 、擾水性 シリコーン

樹脂の浸漬含浸により強化、防水処理し、再使用 した。樹脂処理後約20年 が経過 した2000年3月 に、石材の状態にっ

いての詳細な調査を行 った。その結 果、新たな変化は認められず、20年 前の処理直後の状態を維持 していることが確

認 された。塩水の河口に架けられた石橋の石材を、完全浸漬法で樹脂含浸処理 して再用した というのは、幸橋が唯一一

の例である。石材の樹脂処理効果を検討、 考察する}一で、長期にわたって調査 を続けるべき貴重な事例である。

研 究組織

○西浦 忠輝、朽津 信明(以L、 国際文化財保存修復協力センター)、石崎 武志(保 存科学部)、

渡辺 邦夫、尾崎 哲二(以L、 埼玉大学)、::E11直 樹(地 質調査所)、 大石不二夫(神 奈川大学)
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屋外石造(レ ンガ造)文 化財の劣化 と保存修復に関す る調査研究[海 外]

(10年 計画 の第IO年 次)

目 的

屋外石造(レ ンガ造)文 化財は建造物、遺跡等世界の主要な文化財であるが、その多 くが現在崩壊の危機 に瀕 して

お り、保存対策の策定が急務である。本研究は、海外の屋外石造、レンガ造文化財の劣化原因、過程を地質学、岩石

学、鉱物学的に検討す るとともに、気娘環境 と劣化原因 との因果関係を考察し、さらには実際の保存修復処置 にっい

ての実験ならびに応用研究 を行って、保存修復対策についての基礎的データを集積 し、石造ならびにレンガ造文化財

の保存技術を向上させることによって、fir界の文化財保 存協力にTl献 することを目的 とする。

成 果

早稲田大学古代エジプ ト調査隊(隊 長:占 村作治教授)に より1991年 か ら発掘調査が行われているアブ ・シール南

丘陵頂部遺跡では、第19王 朝 ラメセスの.1{rカ エムソセ ト(BC13世 紀)に 所属する石造建造物遺構が発掘 され、また

第18王 朝に遡る日乾煉瓦遺構が発掘 された,,こ れ らの建造物遺構の保存修復計画策定に協力するための現地調査 を

行った。石灰岩からなる石造建造物遺構は、丘陵頂部という地理的条件と気象条件等により、現状保存は困難 と判断

された。遺構の崩壊 を阻止 し保存するためには、何 らかの補填、補強が必要であ り、発掘 された当初石材 を利用する

ノJ法、新石材を用いる方法、石灰若以外の材料(焼 成煉瓦等)を 応用する方法などが考えられる。全体的な基礎調査

を行 うとともに、自然環境条件 を把握 するため、無電源(電 池稼動)自 動環境計測システムを設置 し、計測を行って

いる。

ユネスコ日本信託基金による 「ガンダーラ仏教遺跡の保存修復事業」は本年度 より第2期 に入 り、4年 計画でのラ

ニガ ト遺跡の本格的な保存修復事業が開始 された,,この国際協力事業に対 しては、第1期 より技術協力 を行っている。

保存修復事業の対象となるラニガ ト遺跡は、パキスタン ・北西辺境州ブネール県にあ り、ガンダーラ地域 でも屈指の

規模 を持つ仏教寺院遺跡で、年代はAI).1～6世 紀中頃 とされている。第1期 では、粘土 を応用 した防水保存処理

(キャッピング)の 現地実験 と試験施iを 行い、人きな成果を得た。本年度 は、ス トゥッコ像の処置、キャッピング

を行いつつ、遺跡全体の保存 ・修復 ・整備の11.体的な方法についての詳細 な調査を行った。現地 に無電源(電 池稼動)

自動環境計測システムを設置 し、温度、湿度、風向、風速、1・i撮の計測を行っている。なお、本研究成果 の一部 を、

シドニー(オ ース トラ リア)で 開催 されたIICql・際 文化財保存学会)大 会で発表した。

カンボジア国アンコール遺跡群の環境 と劣化現象ならびに保存修復対策に関する調査を行 った。 また、今後の研究

協力に向けての協議を、カンボジア側のカウンターパー トであるカンボジア政府アンコール地域保存維持管理機構

(APSARA)と の間で行った。その結果、現地での共同調査研究を通 してAPSARAの 若い研究者を育てるとの方向

性で合意 した。 また、 シェム リアップで開催 された第5回 バイヨンシンポジウムに参加 し、講演と討議を行った。

研究組織

○西浦 忠輝 、斎藤 英俊、朽津 信 明、二神 葉子、野 日 英雄(以 ヒ、国際 文化財保存 修復協力セ ンター)、

石崎 武志(保 存 科学部)、 増 井il:哉(奈 良 女r大',,,,t-)、中 田 英 史(文 化財保 存計画 協会)
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文化財の保存 を目的 と した レンガの劣化現象 と保存対策 に関す る調査研究

目 的

近年急速に劣化が進んでいる国内外に所在するレンガ造文化財の保存、修復に資す るため、 レンガの劣化現象 と保

存対策についての調査、研究により、有効な保存対策 を開発 し、国内外のレンガ造文化財の保存技術の向上 に貢献 す

るこ とを目的 とする。

」

成 果

レンガの劣化の大 きな要因である塩類風化 を軽減す る方法を検討している。 これまでに、栃木県の重要文化財 ・旧

下野煉化 窯などにおける観察から、塩類風化 は、周りの環境変動に伴って、冬場の乾燥期に析出した塩類が、春から

の湿潤期 に潮解することによって引き起 こされることを明 らかにした。従ってその対策 としては、環境変動 を制御 し

て、 このサイクルを引き起 こさないことが有効と考えられる。塩類では、周 りの環境がそれ以上の湿度 になるとその

塩類 が潮解 してしまう値である「平衡相対湿度」という概念が存在 し、例えば旧下野煉化窯で塩類風化の主要因となっ

てい るエプソマイ トでは、相対湿度90%以 上 にな ると潮解することが知 られている。従って、それ以上の湿度 を保て

ば、理論 的にはエプソマイ トは少な くとも析出で きないことになる。試みにデシケータ内にエプソマイ トの飽和溶液

を入 れ(す なわち、中の湿度は平衡相対湿度である90%で 一定 になる)、 そこに塩類 を多量に含んだ旧下野煉化窯のレ

ンガ片を入れて実験 してみたところ、塩類は全 く析出 しなかった(下 図A)。 同じ試料 を、塩化カルシウムの飽和溶液

を入れたデシケータ(湿 度は平衡相対湿度である33%)に 入れた ところ、多量の塩類(エ プソマイ ト)を 析出 した(下

図B)こ とから、環境の制御によって、塩類の析出を、すなわち塩類風化をある程度制御できることが示唆された。

海外においては、タイ国のアユタヤ遺跡を中心に調査、研究を行っている。アユタヤ遺跡の中心であるマハター ト

寺院 にお けるレンガの著しい塩類風化には、地下水よりも雨水の影響が大きいと判断されたため、それに対する具体

的な対策 を検討している。実際の遺跡の近傍に、実際 の構造物の縮小模型をレンガで2つ 作成 し、片方の上面に嬢水

処理 を施 し、もう片方はその ままにして、その後 の経過を観察 している。これまでの観察によれば、無処理の部分の

表面 には既に生物の付着が見 られ、色が黒ずんでいるの対 し、処理 した面には全 くそのような変化は見 られないこと

から、穣水処理は有効に機能 していることが確認 され る。従って、今後の調査で処理の有無による塩類の析出状況の

違いや、劣化状況の違いなどが観察 されれば、この保存対策の有効性が確認されたことになり、実際の遺跡保存にも

応用可能 となるであろう。

研 究組織

⊂り西浦 忠輝、朽津 信明、斎藤 英俊、二神 葉子(以 上、国際文化財保存修復協力センター)、

石崎 武志(保 存科学部)、 渡辺 邦夫、尾崎 哲二(以 上、埼玉大学)、 三田 直樹(地 質調査所)
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4.受 託 研 究

茨城県新治村武者塚古墳出土金属製品の修復研究

目 的

武者塚古墳 は、7世 紀の 円墳 であ る。 この 占墳Cは 〔、髪や刀の鞘 な どのイ1物 が よ く保 存され て いた。 これ らは保

存科学部 の指 導 で、保 存環境 を制御 す る加 ノ、で保 存を!lっ て きたが、刀が腐食 した り、鞘 の木材が 腐朽 し、漆膜 が 暴

れた りして環境 制御 だ けで は保存 づ るこ とが イ・ll∫能 に なって いた。 この ような ことか ら3ヵ 年計画 で修 復研究 を'寿施

す る ことにな り、本 年度 は最終 年度 で ある,,

成 果

本 年度 は大刀 の修復 を行 った。 この 大刀は鞘の漆膜 力{よ く残 ってい る。刀 身につ いてはY4'1の木 質 は、 ほ とん ど残 っ

ていなか った が、鞘 に塗 られた漆膜 は比 　'・Jよく残 っ(い 裁,そ の漆膜 は、新 し く制作 した鞘 に移 植 され た。 漆膜 の

接着 はホ ッ トメル ト樹脂 を使用 した,、刀 身は脱塩 処」τll後気化性防 錆斉1」を使川 して錆 を防ll.¢ る処置 を行 った。

研究組織

O青 木 繁夫(修 復技術部)

備 考

当研究は茨城県新治村より依頼された。一
(処置 前)

N　:.

(処置 後)

「出土鉄剣の保存処置」
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装潰材料の物性研究

ート

目 的

古糊は、装漬の際に用い られてきた伝統的修復材料 の一つであ り、小麦粉デンプンを数年以上、一定の状態で保存

する ことにより得 られる。伝統的な古糊の製法は、大寒の時期 に炊かれた糊 を原料 とし、陶器の瓶等に入れた後、表

面に汲みおき水を張って保存 という過程 を経 る。保存場所は地 ドの土蔵であることが多い。保存期間は各工房により

異なるが、一般的には10年 前後で古糊 として用い られ るようになる。保存中の古糊は、多少の差異はあるものの、表

面に微生物による膜層が形成 される。糊 を瓶 に入れた保存中、毎年大寒の時期に表面の形成膜を除去して汲みおいた

水を張る 「水替え」の作業を行 う工房 もある。

古糊の特性 としては、生麩糊 よりも粘度が低い こと、接着強度が弱いこと等が挙げられ、 このような物性を要求 さ

れる場面 において、伝統的に用いられてきている。しかし一方で、pH値 の低下や微生物の関与など、文化財への影響

が不透明な部分 も存在 している。

この古糊は、化学的な組成や特徴的な物性 を与 えている要因についてはほとんど解明 されてきていないまま、装漬

文化財の修復 に数多く用い られているのが現状で ある。本研究 は、従来研究 されてこなかった古糊の化学組成や物性

に焦点を当てて行って きており、今までにも生麩糊に比べて著 しく分子量が小 さいこと、粘度が低いことが明 らかに

されている。

本研究 における、生麩糊および古糊などの試料 は株式会社岡墨光堂より提供 を受けた。

成 果

古糊の保存状態 は、表面に膜状の微生物層が形成されるという共通点はあるものの、各瓶において色や膜の形態 は

大きく異 なっている。加えて、生成された古糊自体の状態 も、各々のばらつきが大 きい。従 って、生成 された古糊が

どれ も同様な物質であるとは推定されに くかった。

そ こで、古糊のサンプル を複数採取 し比較することで、古糊の個体差が どの程度 あるのかを調査 した。個体差が想

定される分子量分布 を測定するために、ゲルパー ミエ ーションクロマ トグラフィーにより測定を行 った。

測定の結果、状態の異なる複数の古糊において も、 ほぼ同様なクロマ トグラムが得られた。これは、状態の異なる

古糊でも、化学組成が類似あるいは同様であるこ とを示唆 してお り、状態が異なっても材料 としては一様の生成過程

を経ている可能性が示された。

研究組織

○川野邊 渉、早川 典子(以 上、修復技術部)、 木川 りか(保 存科学部)

備 考

当受託研究は株式会社岡墨光堂よb依 頼された。
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5.文 化財保存修復に関する国際交流促進事業

ベルン歴史博物館 およびエル ミタージュ美術館所蔵の

日本美術品 に関す る調査

目 的

近年、日本美術品 を所蔵する外国のX術 館・博物館から、さまざまなルー トを通 じて、作品の調査 と評価、展示 コー

ナーの開設あるいは充実、さらには保存修復処置、保存修復担当者の養成など、多岐にわたる内容での協力要請が寄

せられている。本調査は、その要請にこたえ、所蔵作品の悉皆的調査を実施 して、修復や展示に関する有効なア ドバ

イスを行い、各国の人々の日本美術、日本文化理解にit献 することを目的 とする。

成 果

ベルン歴史博物館

スイス連邦の首都ベルンにあるベルン歴史博物館は、1881年 に創立 されたスイス第2番 目の展示規模 を有する博物

館であるが、同館 には約6.OOO点 にのぼる日本美術品が所蔵されている。これは主に19世 紀中頃から20世紀初頭にかけ

て訪日したスイス人によって収集 され、同館へ寄贈 されたものである。内容は漆器、陶磁器、版画、武具、 日本画、

仏像等多岐にわたる。 これ らは収蔵以来すでに長年月を経て保存状態の悪いものも少なか らずあるが、同館には日本

美術の専門家がいないため、作品についての調査、脇理、修復の作業はほとん ど行われていなかった。今回の調査で

は、対象を美術工芸品に絞 り、のべ10日 間の調査 を通 じて、①仏像および仮面の彫刻作品47点 、②漆工、牙彫、金工

による印篭、根付、道具類等の工芸作品203件 、③屏風、掛け軸、巻物、版画等の絵画作品468点 にっいて、調書作成、

写真撮影、データベース(日 本語)の 作成を行った。 これによって作品の評価を行 うとともに、保存力法、修理の考

え方な どについて、提言を行った。

同博物館の作品調査は、金工品 と絵画作品を中心に2001年 度 も継続 して実施 され、担当学芸員との緊密な連絡 をと

りつつ、将来の日本美術展示 コーナー開設に向けて、長期にわたるパー トナーシップを構築 しようとしている。

ブ

～

エル ミタージュ業術館

エル ミタージュ美術館からの希望が 「日本1由i、ri重捲 文,剰 について 「ロシア側修復家が自助努力により修復およ

び保存を行 うことを駐点とする」 という主旨であることを受け、今回の調査は、同館の日本絵画 コレクションの量と

内容、およびどのような修復・保存ノ∫法の指導が必要であ るかを明 らかにすることを目的とした。こうした作業は作品

の基礎台帳 となる所蔵品総 目録をもとに行うのが通ritであるが、同美術館が所蔵する日本 美術品の法疑、材質、技法

などのデータを伴 う総 口録は作成 されていない。そのため、先の目的を達成する基礎作業 として、 日本絵画にっいて

作品基礎台帳の作成作業(名称σ)確定、法甲:測定、時 代推 定、材質確認、保存状況の確認)を 行い、265点 の調書作成、

写真撮影、データベース構築を行って、日本絵画ほぼ/鳶点の調査を終了 した。作成 した調il源 本、写嚢(ネ ガフィル

ム、焼 き付けとも)、 データ(フ ロッピーディスク)は エル ミタージュ美術館に渡し、東京国 、7二文化財研 究所側がそれ

ぞれにつき一部副本を持 ち帰った。修復・保存ノ∫法の助、「についても、具体的な見通 しを得ることがで きた。

こうした成果を、エル ミタージュ美術館館長、副館長を交えての成果報告会議において報告し、今後の作業につい

て協議 した。

2001年 には、同美術館所蔵日本美術品調査が継続 して行われるf定 であり、所期の目的の達成に向けて、相互の協

力関係が築かれつつある。

研究組織

○中野 照男、山梨絵美子、岡田 健、塩谷 純(以 上、美術部)、増田 勝彦、加藤 寛(以 上、修復技術

部)、 津田 徹英(情 報資料部)

備 考

当調査は、外務省文化交流部より依頼 され、国際交流基金の助成により実施 された。
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ス ミソニア ン研 究機構 との国際研 究交流

目 的

ア メリカの ス ミソニ アン研究機 構 は、 ソ リア ・サ ックラーX術 館 のよ うに東洋の 美術 品 を集めた 美術館 や文化財 の

科学 的研 究 をf」ってい る保存分析研 究所 な ど様 々な博物館 、X術 館 、研 究所 を持 つ、 世界最 人の文化財研 究機関 であ

る、、その研 究 音と文化庁の博物 館 ・研究所 の研1LIが 、 文化財保存 に関 す る共【・il研究 を行 うことを目的 とす る。

成 果

本研究の始ま りには次のような経緯がある、,昭和63{卜(1988{1り5月 に文化庁の大崎仁長官 とスミソニアン研究機

構のアダム ス長官(い ずれも"ill・'t)が、文化財の保存技術について日米が提携することで合意 し、奈良国立文化財研

究所、東京国立博物館、国、ン1歴史民俗博物館等の協力を得て、東京国立文化財研究所 を中心に共同研究を開始 した。

'}%.成12年度は近代の文化遺産の保存に関連 して、スミソニアン研究機構の中の国 立航空宇宙博物館などと航空機の保

存について情報交換を行 った。

なお本研究は当初より科研費(国 際学術研究)を 川いてi{要 な研究を行ってきたが、研究代表者であった西川杏太

郎所長(当 時)が'「 成7年3月 に退官したため、代表者を沢田正昭奈良国3ア文化財研究所埋蔵文化財センター長に交

替 した。'r成8～10年 度 「陶磁器文化の交流に関する科学的1りF究」に引き続き、平成ll年 度からは 「アジア地域にお

ける陶磁器の流通に関する自然科学的研究」を行っている。

研 究組織

○ ∫三浦 定俊(保 存 科学部)、 町田 章 、沢 田 正 昭、 西村 康 、 巽 淳一 郎、村上 隆(以 上、奈 良国

、笠文化 財研究所)、 齋藤 孝 正(文 化庁)、 二 宮 修 治(東 京学芸 大学)、LV.ツ ェル ス ト、R.L.ビ シ ョップ、PB.

ヴ ァ ンディバ ー、LA.コ ー ト、P.R.ジ ェ ッ ト(以 上、 ス ミソニ アン研究機構)

畿毎 ・',、 ∫㌦

残 壽
愛知M6A1「 晴嵐」を修復するための補助翼の分解

8餅

等濁/' .叢
簸 嘩

「晴嵐」の複製発電機、下は参考にした日本製爆撃機のもの
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文化財保護に関する日独学術交流

目 的

日本 とドイツ両国は、古い歴史と多くの文化財を持 っている点だけでな く、第二次世界大戦の惨禍から急速に復興

し高度に産業化 された社会を作 りヒげたが、その反面、占来の文化や文化財が衰退や破壊の危機 に晒 されている点も

共通 している。本研究は互いの国のX化 財保護に喋!する知識や経験を交換 し、それぞれの国の文化財保護に資するこ

とを目的 としている。

本研究の背景には次のような経緯がある、,日本 とドイツとの間では、昭和49年(1974年)に 科学技術に関する学術

交流のための協定書が調印され、医学 ・物理学などをrll心に日独学術交流が行われてきたが、平成2年(1990年)の

第13回 日独科学技術合同交流委員会において ドイツ側か ら[文 化財保護に関する日独学術交流」の提案があり、'{4成

4年(1992年)か ら交流が開始 された,,日 本側では東京国 、読文化財研究所が、 ドイツ側ではミュンヘンのバイエルン

州立文化財研究所が、それぞれ事務局 となって共同研究を行 っている。 また建造物の保護に関する学術交流は、 ドイ

ツ側ではヘ ッセン州文化財保護局が中心 となっている。

成 果

1999年3月11～13日 にICOMOSド イツ国内委 員会 な ど と共催 した、IKi際 シ ンポ ジ ウム 「iiア ジア と ヨー ロ ッパ の

ラ ッカー技術 」 の論 文集 を まとめ、バ イエル ン州"五文化財{ぴ院 所 か ら出版 した。 この論文集 に は、輸 出漆 器について

竹内奈美子 、 日本 の漆器 について宮腰 哲夫 、岡川 文男、{浦 定俊 、室瀬和 美の 日本側研究者 が執筆 してい る。 また ド

イツ連邦政 府 の担 当者 も含 めて、バ イエル ン州 ウニ文化財イリ1究所 と今後の共 同研 究の進 め方につ いて協議 し、併 せて ド

イツの彩 色技法 につ いて資料 を収 集 した。 この他、 目本 の彩色 文化財 に関 する論文の翻訳 を行 った。

研 究組 織

〇三 浦 定俊 、石崎 武 志、佐 野r絵 、II　'川 泰弘(以 ヒ、保存科学 部)、 渡邊 明義(所 長)、 岡田 健(美

術部)、 加藤 寛(修 復技術 部)、 津 田 徹 英(梢 報資料titx.15)、斉藤 英俊 、松本 修 自(以 ヒ、国際 文化財 保存

修復 協力 セ ンター)、 沢 田Il:fl(奈 良 国 ㍍文イヒ財研 究所)、 宮腰 哲知(明 治大',,,,j.、北 村 昭斎(漆 芸家)、

M.キ ュ ーレ ンタール 、M,ペ ツ ・ッ ト、K.ヴ ァル ヒ(以i、 バ イ」:ル ン州"!1文 化 財研究所)

E.エ マ ー リン(ミ ュンヘ ン1:科 大学)、G,⊥ ン デルス(ヘ ッセン州X化 財保、護局)
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共同研究の進め方に関するドイツ側関係機関との肘議

日独共同編集による国際シンポジウム

「東アジアとヨーロッパのラッカー技術」の論文集
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文化財の保存修復技術に関する国際共同研究

一屋外遺跡の保存修復に関する日タイ共同研究一

目 的

本国際共同研究は、屋外遺跡の保存修復技術について、この分野の東南アジアの中心的存在であるタイ国の芸術総

局 との共同研究である。本研究は、タイ国のみならずカンボジア、ラオス、ベ トナム等東南アジア諸国の遺跡の保存

技術の向上をめ ざし、もって世界の文化遺産の保存に頁献することを目的とする。

成 果

ス コー タイ遺跡 の ス リチ ュム寺院大 仏 は、1998年3月 に保 存修復処理 を行 った。 その後、詳細 な経過観 察 と含水率

測定 を続 けてい る。処理 後3年 が経過 し、処理 直後の純 白に近 い状態 と較べ る と、確か に灰色 化 してきてい る。 これ

は、 埃等が堆積 した部分 で ご く表面 的 に藻類等 が繁殖 したため と考 え られ る。大仏 の表面層 の含水 率が 、年間 を通 し

て、 また雨 の前 後で 、ほ とん ど変化 せず、総体 的 に徐 々に減少 してい る、 とい う測定結果 か ら判 断 して、 この生物 の

繁殖 は部 分的 な もの であ って、今 後活発化 して大 き く増殖 す る ことは ない と考えて いる。 しか し、 いずれに しろ、今

後 の保存 を考 え ると、何 らか の形 での覆屋 を検 討せ ざ るを得な い。 この場合、下 記の こ とを考 える必要 があ る。

・大 仏が納 め られ ている本堂 には、 も とも と木 造瓦葺 きの屋根が あ ったこ とは間違 いない。 しか し、その形、様式が

不 明で あ る以 上、 その復元 は適 当で ない。

・金属、 ガラス、 プ ラスチ ック等の新材料 に よる覆屋 の架設 は、遺跡 と調和せ ず不 自然 であ る。

・外 の通常 の位 置か らは見 えない形で、新材料 による覆屋 を付設 す るの は一 つの方法で あ るが、 この場 合 は密閉式 と

な らざる を得 ず、 明 るさを考 えて透明性 の材料 を用 い る と、温室効 果 による堂 内温度 の上昇 の影響 が懸念 され る。

また、清掃 、洗浄 等の充分 な メンテナンスが要求 され る。

か くして、メ ンテナ ンスが容 易で、安価 であ り、遺跡 の雰囲気 も損 なわ ない もの として、草 葺 き簡易 屋根が提案 さ

れた。 そ こで、 この草葺 き屋根 が実際 に どの程度有効 であ るか を試験 す るために、 ス リチ ュム 寺院 の敷 地内 に、 モデ

ル構築物 を設置 し、 実験 を開始 した。4本 の レンガ造 漆喰塗 りの柱 を立 て、 その内の2本 を草 葺 き屋根 で覆 った。今

後、柱へ の生物 の付 着等 に よる外観変化 の観察、含水 率の測定 を続 ける予定 であ る。

1999年3月 にバ ンコクで開催 した第lI・1日 タイ共 同研 究セ ミナー(FirstSeminaronThai-JapaneseCooperation

inConservationofMonumentsinThailand)の 成 果 を まとめた英 文の報告轡(ConservationofMonumentsin

Thailand[1])を 編 集 、印刷 、刊行 し、500部 を国 内外の関係機 関、個人 に配布 した。

本 書に収 められて いる 日本側 研究者 によ る論文 は下 記の5編 であ る。

N.Miyamoto;RemarksontheConservationMethodologybetweenThailandandJapan.

T.Nishiura,Z'.Ishizaki,ChirapornA.,Kitcha.Y.;ConservationTreatmentfortheGiantBuddhaofWatSri

ChuminSukhothai,Thailand.

N.Kuchitsu,"t.Ishizaki,"1'.Nishiura;SaltWeathering;oftheBrickMonumentsinAyutthaya,Thailand.

T.Ishizaki,N.Kuchitsu,T.Nishiuraeta1;NumericalAnalysisoftheWaterRegimeinHistoricalBrick

BuildingsandM°numentsin'Thailand.

Z'.Nishiuraetal;ConservationofExcavatedMonumentinSyria;r,:..,....二..癬 轟 弊

ConservationProjectofAinDaraTemple(BCI・)7虞:劉 転:戴 鱗

研 究組織 。_

(り西浦 忠輝、斎藤 英俊、二神 葉子、朽津 信明、 騨

野口 英雄(以 ヒ、国際文化財保存修復協力センター)、 轟.

石崎 武志(保 存科学部)、 大石不二夫(神 奈川大学)イ 唯

スコータイ遺跡 ・スリチュム寺院に

設置 した実験用モデル構築物
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龍門石窟の保存修復に関する調査研究

一中国文化財保存修復に関する調査研究一

目 的

龍門石窟は河南省洛陽市の南13km、 伊水の東西1而岸に対峙する石灰岩の岩山に開かれた仏教石窟寺院である。北魏

の孝文帝による洛陽遷都(494年)に 前後する頃に最初の造仏が行われ、6世 紀初頭に盛期 を迎 えた。さらに7世 紀半

ば頃から8世 紀にかけて、奉先寺大仏に代表される唐代造像の展開を見た。北魏から宋時代 までに2千 余の大小仏命

が開かれ、仏像の数は10万 体にのぼるといわれ る,,また造像銘記約2,800が 現存 してお り書法芸術の宝庫 としても知ら

れている。 しか し、この岩山はもともと無数の断層が走 り、石質も場所によって精粗の差 があり、永年の風雪、断層

を通って洞窟内へ滲出 してして くる水などの厳 しい自然環境によって、さまざまな傷みが生じている。加 えて近年は、

酸性雨の発生によって風化の進行は一層深刻な問題 となっている。

当研究所は、すでに数年来龍門石窟研究所から保存修復担当者の養成についての協力要請を受 けていたが、それと

は別に、2001年 度から日本政府の信託基金をもとにしたユネスコによる龍門石窟保存修復事業が始められることにな

り、そのア ドバ イザーとしての役割が求められることになった。 このような状況のもと、龍門石窟研究所 との緊密な

パー トナーシップを構築 し、龍門石窟の現状 を詳細に調査 し、保存修復の方法についての研究開発 と具体的な処置、

人材の養成など、多角的で実効的な成果をあげようとするのが、本研究の目的である。

成 果

人材養成

2000年1月23日 から1月29日 の口程で実施 した現地r備 調査をもとに、龍門石窟研究所保護研究室の若手研究員養

成のためのプログラムを作成 した。このための財源 として、文化財保護振興財団に対 して資金援助 を要請した ことろ、

2000年 度においては1名/10カ 月間の助成が認められ、ll月 から馬朝龍氏が来 日して研修 に入った。これに関連 して、

当研究所、龍門石窟研究所、文化財保護振興財団は2000年m月 に洛陽市において協議 し、3者 による 「龍門石窟保護

のための研究 ・修復プロジェク トに関する議定,桐 に調印 し、①人材養成、②専門家派遣、③設備配置、④指定洞窺

での徹底調査 と保全指針探求、⑤研究集会の開催 を1{な 内容として、共同で事業を推進す ることに合意 した。

ユネスコ文化遺産保存{巨1託基金

日本政府からのユネスコ文化遺産保存信託基金として、2001年 度か ら5力 年間の予定で、龍門石窟保存修復事業が

開始されることとなり、2000年9月 に外務省、ユネスコ北京Il写務所、中国側専門家、日本側専門家による事業形成 ミッ

ションが現地を訪れ、龍門石窟研究所、洛陽rfi文物局、河南省文物管理局等の担当者とともに調査および協議を行 っ

た。当研究所か らは、斎藤英俊センター長以 ド5名(外 部1名 を含む)が ア ドバイザーとして参加 した。帰国後、そ

の内容 をもとに、ユネスコ北京事務所と共同で5力 年間のfl体 的な作r'pl画 を作成 した、,5力 年間の本 ミッションに

おいては、当研究所 とユネスコとがコンサルタント契約を結び、ll`業を推進 していくことになっている。

研究組織

○斎藤 英俊、西浦 忠輝、朽津 イ、}明、:神 葉f(以 」'、国際文化財保存修復協力センター)、

石崎 武志(保 存科学部)、 岡田 健(X術 部)、 中川 英史(文 化財保存計画協会)
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パナマ歴史地区保存修復協力事業(中 南米諸国文化財保存協力事業)

目 的

八 ノ ・'共和国の 首都 、八 ノマ巾 は、城壁 に川 長れたIIliii街jtllを中 心 に発」望して きたO半 島状 に海 に突 き出たその形

状か ら、 この地 は 「占い兜(ノ 以'・ ア ンfグ わ1と 呼 びな らわ されて さたが 、城壁 とその外 を巡 る濠 は、現 在破

ノ、IL＼れ てほ と/、.ど跡 を とどめない、,都lbの 建 設 は171iil紀 末期 に さかのぼ り、城 壁 の規模 は 東西約600メ ー トル、南 北約

・川}ズ トル ぐ、9(1メ トルお きに配 さオ1た:本0)東 西 道路 を軸 に、lll盤目状 に街区が形成 され、lg世 紀初期 の独 立以

前の もの を含めた、数 百の伝統的 建築 に 、kって埋 め尽 くされてい る、,建物 の材Ilrl`はほ とん どが レンガ造 ・漆喰塗 で あ

るが 、旧城 壁の西側 に発遠 した街区 には、か な りの割 合で 木造 の建築 も建 ち並 び、全体 と して多様 な 中に も統一一感の

あ る、す ぐれ た街 並み 景観 力ご形成 され てい る,,

1997{r、 この地 区 は、地 区内の。己念的建 造物 であ るサロ ン ・ボ リバール とと もに世界 文化遺産 として登録 され、大

統領府 ・文化 省 ・住宅省 ・パナマ 市σ)傘 ドにある カスコ ・ア ンテ ィグオ保 存 事務所が 中心 となって、 このパ ナマ を代

表する遺産 地 区の保 存 に乗 り出 した、,しか しなが ら、地区 内全体 に住民 が密集 して居 住 し、不 法占拠 によるスラム化

が 蔓延 して いる一・方で、空家 とな 一・て荒廃 した建 物 も目 、71ち、修 復 と整備 には困難 な課題 が 山積 して いる。1998年 に

バ ノ'マ政府 か ら発せ られ た旧市街地復 興、,hili皮援 の 要請 に応 え て、的 年度1,1礎 調 査のための専 門家 を派遣 し、 また今

年度 は協力 事業 の 具体的対 象 と方法 を策定 するための調 査を行 な った。

今後0)よ りよい協力関係 を作 りiげ 、修 復 の 具体 的な成 果を挙 げるこ とが最終的 な 目的 となる。

成 果

調査の結果、旧城壁の西に隣接する街区にある2棟 の木造建築と、17世 紀の建物が移築 されたと推定されるメルセ

デス教会の石造 ファサー ドとが、修復協力 事業の対象としてふ さわしいとの結論に達 し、保存事務所 とも合意を得た。

また、これに関連 した研究交流の内容についても意見交換を行ない、次年度からの開始に向けての準備を整えた。今

後は事業実現のために、何 らかの財源を求めることが課題である。

研 究組織

()斎 藤 英俊、 西浦 忠輝 、松本 修 自、野lI英 雄、宗 田 好 史(以 上 、国際 文化 財保存修復 協力 センター)、

苅谷 勇雅(文 化li:)
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6.文 部省科学研究費補助金 による研究

日本における美術史学の成立 と展開

(4年 計画の第4年 次)

目 的

西洋近代の学を範 として明治20年 前後にはじまった日本の美術史学は、近代国家 として西洋に認知され ようとする

国情を背景 として、国家的制度や機構 と密接な関係を維持 し、日本の文化的ナショナルアイデンティテ ィの構築に寄

与 してきた。今日、一般的に用いられる美術史の言葉や思itJが、 こうした美術史学の歴史のなかで形成 されてきたこ

とは、美術史研究者が広 く認識すべき問題 となっている。

本研究 はこのような問題意識にたち、日本における美術 史学成立期以来の資料 を収集するとともに、1)美 術行政 ・

美術教育 と美術史学、2)【 作品」概念の成立 とその社会的機能、3)日 本におけるアジア美術研究、4)美 術史家の美術

批評 と創作、5)近 代の言説 と日本美術史観の形成 という5つ の観点から美術史学の歴史に分析 を加え、美術史学の今

日的な課題 と可能性 を問い直すことを目的 とする。

成 果

(1)デ ータ化

東北地方で開催 された明治期博覧会についての現地調査を行い

書館、秋田県公文轡館)、 関連資料を収集、データ化を行った。

(東北大学付属図書館、宮城県図再館、秋田県立図

(2)分 析 ・報告

前年度 に引き続 き 『51ぐ都日の出新聞』(明 治27年 ～28年21」)の 美術及び文化財関連記事 を収i,、 冊子化 したほか、

各分担者の専門分野 にしたが って個々の美術史言説が形成 される背 景を分析 した。各テーマは以下の通 り。

米倉迫夫 「美術史の場1、 中野照男 「クム トラ出上塑像頭部再 刎 、鈴木廣之・小林純子 「明治期府県博覧会」、島尾

新 「『雪舟研究史』雑感」、田中淳 「『近代 日本美術』史の成 、ンニを号えるためのノー ト」、岡田健 「展覧会 と作品評価」、

山梨絵美子「大正後期の洋画壇におけるii洋的傾向についての ・号察」、井手誠之輔「宋風受容の 、ぞ説をめぐる一断章」、

勝木言一郎 「濫膓期 に{Jけ る敦煙学の位相」、津田徹英 「日本彫刻史研究における仏像の法最計測をめ ぐって」、塩谷

純 「『日本画』の10年 」、金 」'一一夫「近代日本美術史 と近代 日X術 教f史 」、宮島新一「美術 史の成立と日本画の成立」、

玉轟敏子 「『古画備考』の原本 と1:1」本 をめ ぐる諸問題1、 北澤憲ll召i術 史研究のアポ リアとしての 『アヴァンギャル

ド』」、佐藤道信 「目的 と方法論」、高木博志 「平安文化論の成 、γ」、長岡龍作 「仏像を描 く」、古田亮 「『知情意』論を

めぐるノオ ト」

(3)研 究会の開催(平 成12年7月26日 於東京国立文化財研究所)

美術 ・美術史学の制度をめぐる問題についてより多角的に検討すべ く、今年度はとくに考古学の分野から研究者を

招聰 し、研究会 と総合討議を行 った。発表者 ・発表内容は以 ドの通 り。

広瀬繁明 「明治期 における 〈文化財〉保護行政の展開 美術史から廼築史そして考古学」、内田好昭 「日本考古学の

形成」

研究組織

○米倉 迫夫(情 報資料部)、 渡邊 明義(所 長)、 中野 照男、田中 淳、山梨絵美子、岡田 健、塩谷 純

(以上、美術部)、鈴木 廣之、島尾 新、井手誠之輔、勝木言一郎、津田 徹英(以上、情報資料部)、宮島 新

一(東 京国立博物館)、三輪 英夫(九 州大学)、 金子 一夫(茨 城大学)、北澤 憲昭(跡 見女子大学)、 玉轟 敏

子(静 嘉堂文庫美術館)、 佐藤 道信(東 京芸術大学)、安達 直哉(東 京国立博物館)、 高木 博志(京 都大学)、

長岡 龍作(東 北大学)、 横溝 廣子(東 京芸術大学)、 古田 亮(東 京国立近代美術館)、 小林 純子(沖 縄県

立芸術大学)
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世界の文化財の保存

一わが国による国際協力体制構築のための調査 ・研究一

(4年 計画の第3年 次)

目 的

人類共通の遺産である文化財の保存に対 し、この分野で進んだ技術を有するわが国の役割 は大 きく、諸外国か らの

協力依頼 も数多 く寄せられている。 このような背最の ド、かなりの数の国際協力事業が行われている。 しか し文化財

の種類、材質は多様であり、保存修復に携わ る研究者の専門分野 も広範囲にわた り所属学会 も異なるなどの理由から、

意見交換の場が得難 く、情報交換や人的ネッ トワークづ くりが遅れてお り、事業 を実施する中で得 られたノウハウが

他の事業 に有効に生かされていない現状がある。 また、専門家、実務者からも事業についての情報を得たいという要

請が多く出されていた。

本研究では、日本が行った、 また現在行っている文化財保存国際協力事業の実態を総合的に調査、研究 し、問題点

を明 らかにして、解決方法を検討、考察する。また、事業を行っている(ま たは行 った)研 究者間の情報交換のため

のネットワークを構築する。 このことによ り、文化財保存国際協力肇業が適切かつ効率的に行 えるようにな り、人類

共通の貴重な文化遺産の保存に寄与すると同時に、わが国の文化面での国際貢献 に役立てることが本研究の目的であ

る。

成 果

海外における調査

タイ、パキスタン、カンボジアにおいて、現地専門家 との協議や現地での調査 を通じて、文化財保存修復事業につ

いての現状や問題点のレビューを行 った。

国際文化財保存修復研究会の実施および成果の刊行

「国際文化財保存修復研究会」を平成12年11月 、平成13年2月 の計2回 実施 した。研究会には文化財保存修復国際協

力事業 に積極的に携わっている日本国内の専門家、実務家が多数参加 し、専門家による国際協力事業の事例紹介 と、

発表に関する質疑応答 ・討議 という形 で進められた。文化財の保存修復 に関する技術的問題にっいての議論はもちろ

ん、事業の運営上、財政上の問題 を含めた総合的な議論が行われた。 また、研究会 における報告 ・討議内容 をまとめ

た 「国際文化財保存修復研究会報告:書」を2回 刊行 した。 さらに、 これまでの研究会の場で提起 された、事業に関す

る問題点やその解決の事例を整理 し、「我が国による文化遺産保存国際協力事業の現状 と問題点(II)一 国際文化財保

存修復研究会か らの知見(2)一」 を 『保存科学』40号 に発表 した。

データベースの構築、データ収集

文化財保存修復に携わる主 として国内の専門家 ・技術者について、昨年度来作成 しているMicrosoftAccessに よる

データベースの更新を行った。また、日本の専門家が行った文化財保存修復国際協力事業に関するデータを収集 した。

さらに、GIS(地 理情報システム)を 利用 した地図情報 と組み合わせたデータベース構築のために、現地調査を行 って

いるタイ、カンボジアの遺跡の情報、特にGpSに よる位置情報のデータを収集した。

研究組織

O西 浦 忠輝、斎藤 英俊、松本 修自、朽津 信明、二神 葉子(以L、 国際文化財保存修復協力センター)、

松本 健(国 士舘大学イラク古代文化研究所)、 井 卜 洋一(東 京国㍍博物館)
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彩色文化財の材料と技法に関する科学的研究

(6年 計両の第2年 次)

目 的

伝統的な絵画、彫刻、建造物などのx化 財に川いられている彩色文化財の技法 と材料について、美術 史など歴 史研

究者、伝統的彩色技術者、白然科学 音が共同 して科学的層位分析を行い、その保存 と修復に貢献することを目的 とす

る。特に、多 くの彩色文化財は後世補修を受 けているので、文化財の保存修復においてはそのオーセンティシティを

考えるために、当初の彩色だけでな く後世の補彩についても材料 と技法を明 らかにすることも重要な課題 とした。

成 果

平成12年 度 は、 まず 日本側 だけで)'備 的 。こポー タブル蛍 光X線 装置 を川 いて、 三重県の四 日市立博物館 と東京 芸術

大学 で彩色彫 刻の顔料 分析 を行 い、装置の性能 に つい て実地 試験 を行 った。 その上 で8月 に南 ドイ ツ(バ イエル ン地

方)を 訪れ、中 世彩色 木造彫 刻を ドイツ側{ヲ1究者 と共 に調 査 した、,調査 を行 った の はニ ュル ンベ ル グの聖 ローレンス

教会 、アンスバ ッハの マル グ レー ゾ辺境 侯の館 、ロー テンゾル グの聖 ヤ1ゾ 教 会、ネル トリンゲ ンの聖 ゲ オルグ教会、

そのほかバイアバ ッハ 教会、 聖ア ン ノ教 会、 ノ'ルトミ」 ンスター教J:、 イッ トー ボ イレン教会 な どであ る。 それ ぞれ

彩色木彫像 の修 復現場 を訪れ て、 ドfツ の修 復技 術 者 と材料 や技法 について討議 と調査 を行 った。 またバ イエル ン州

吃文化財研 究所 の修復L房 で、顕微 鏡 ろ利 川 した試料 のサ ンゾ リン グと クロ スセ クションの作成 な ど、科学 的調査 方

法の実際 について 、修復 中の彩 色彫 刻 を川い て意iii.と技 術 交換 をr1>〉 た,,ま た最終年度 の報告君 の作成 につ いて、 ど

の ような内容 と形式 にす るか打 ち合わUた 、,ド イツ側研 究 者は10月 か ら11月 にか けて来 口し、神奈川 県立 金沢文庫 、

永勝寺 、鎌 倉国1r}y館、 静嘉堂 文庫X術 館 、京 都国"!二博物 館、琵琶 湖 文化館 、石山 芋な どの彩 色文化財 を、 ポLタ プル

蛍光X線 装椴 や ドイツか ら持 参 した;i一 タプル顕微鏡 を川 いて調 査した、,併せて東京 の明珍修 復1二房 を訪問 し、 日本

の修復技術 者 と共 に討、;義を行 った。研 究成 果 を各種論 文誌 に発表 ゆ1ると共に、12月 には科学 的調 査法に関す る研 究会

を開催 した。

研 究組織

()渡 邊 明 義(所 長) 、{浦 定 俊、 石崎 武志、佐野 「・絵 、㌦1川 泰'〃、(以 ヒ、保 存科学部)、 加藤 寛(修

復技術 部)、 岡 田 健 僕 術 部)、 津田 徹 英(情 報資料研究 ドli9、斎藤 災俊 、松 本 修 自(1'.1上 、 国際文化財

保 存修復協 力 セン ター)、 沢 田IE昭 、 木村 勉(以 卜、 奈良 国 ウ.K化 財研 究所)、 田渕 俊 夫、長澤 市郎(以

上、東京 芸術 大学)、 神庭 信 幸(東 京国"!:博 物 館)、 後藤 文1吹(宮 城 県〕創1∫館)、 宮腰 哲雄(明 治大学) 、

氏1.キ コ・ レンタ・一ル、
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東京芸術大学における技芸天像の調査
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F

早期中国青銅器の原料産地に関する研究

(3年 計画の第2年 次)

目 的

中国における金属器文化の発展 は東アジア地域 における文化の発展0川 櫻 な足跡の一つである。中国における青銅
1}1{'-
f111k化の発展を理解すること1よ中国 文化および日本文化の本質に迫る重要な研究である。 占代中国青銅器に関する研

究は従 斗(は号占学の分野で行われてきたが、本研究では自然科学的な方法およびその結果を歴史の理解に加えようと

している,,そ して、今まで とは異なった自然科学的な峯見野を号占学へ導入 し、歴史の流れをより深 く理解 しようとし

ている。

成 果

本年度 は中国山東省の青島および斉南地域および北京の文物研究所、香港の中文大学などと連携 して研究で きるよ

うに中国側 と折衝をすすめた。 また実際の資料に関 しては東京国立博物館の東洋課が所蔵する資料に関して、 また中

国新彊地域 における初期1'f銅器時代の資*こ}採取および鉛同位体比 と化学糸証1成の測定 をすすめた。

中国から研究者を招請し、鉛同位体比測定および㌧糊 刺1く情 銅器の発展に関 して、討議を行 った。中国側研究者 と

測定および討議を続 けることができたことは日本 と中国の学術交流として有意義であった。

日本の研究 音が山東省の18f島 ・斉南 ・北京を訪れ、各所の研究グループと交流 また遺跡の見学 を行った。山東半島

を嘩で縦断 し、 この地域における鉱物産地、あるいは稲作状況に関 して見学し、出土青銅器の展示および修復現場 を

見学 した。普通には見せて もらえない所蔵品および修理現場 を見学できたことは今後の研究に大 きな成果であった。

青州博物館における石像物の塗料に関して、研究の可能性 に関 して討議 した。

研究組織

O平 尾 良光、早川 泰弘(以L、 保存科学部)、 森田 稔(文 化庁美術学芸課)、 三輪 嘉六(日 本大学文理学

部)、 金 正耀(中 国社会科学院世界宗教研究所)、 鄭 光(中 国社会科学院考古研究所)

西周時代瑠璃河遣跡から出土 した伯矩婿
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斉南市郊外における黄河の流れ
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文化財の新たな総合的虫菌害防除対策(IPM)の システム構築に関す る研究

(4力 年計画の第3年 次)

目 的

文化財の虫や徽などによる生物被害は全国いずれの場所においても起 こり、 またその進行 は著 しく速いため、生物

被害の防除は極めて重要な問題である。 しかしオゾン層保護のため、かねてより文化財燃蒸ガスとして用いられてき

た臭化メチル全廃が2004年 末に前倒 しになり、これに替わる方法の導入が現場から強 く要請されている。 その状況の

なかで、虫 ・徽などの生物被害 を単独で考えずに、資料保存環境計画の一環の中の問題 ととらえ、害虫 とエコロジー

に対する知識 を総合的に活用してきめの細かい対応を行おうという総合防除対策(IPM(IntegratedPestManage-

ment))に 対する関心が、欧米などを中心 として高まっている。本研究はこのIPMの 観点を生か し、臭化メチル燃蒸 に

文化財の害虫対策を全面的に頼ってきた我が国の従来の体制か ら、環境や人体への影響 も考慮した総合的な資料保存

体制への移行 を目指 し、具体的な対処法を検討・開発する。そのために現場 のスタッフとともに、収蔵庫のデザイン、

掃除の仕方、被害のモニタリングの方法、被害作品の隔離スペースの設置など具体的な項 目について検討を行い、シ

ステムのモデル作 りを行う。

成 果

(1)文 化財害虫事典の製作

IPMの 一環 として、現場で学芸員が被害の もととなった害虫を同定 し、被害に対 して的確に対処することは大変重

要である。その助 けとなる「文化財害虫事典」製作 を計画 し作業を進めてきたが、本年度さらに掲載内容を充実させ、

また全編の構成 を決定 した。加害材質一覧、各晋虫の特徴のほか、日常管理の方法、防除法について も掲載すること

とした。

(2)生 物被害防止のための日常管理法の策定

これまでの研究成果 を活かして、IPMを 基軸 とした文化財の生物被害防止のための日常管理法に関する草案を作成

した。 これを元に研究者 ・専門学芸員等 と論議 し、現場 に即 したより具体的な対処法を著 した。この成果は 「文化財

の生物劣化防除に関する調査研究協力者会議」(平 成12年 度、文化庁文化財部)に 生かされ、最終的に、「文化財の生

物被害防止 に関する日常管理の手引き」(文 化庁文化財部、平成13年3月)と いう形で公開された。

(3)現 場 におけるIPMプ ログラムの実践

害虫駆除および害虫予防の計画を現場のスタッフと協力 して作成し、2カ 所の現場において、プログラムを試行 し

ている。今後 も引き続き、モニタ リング等の活動を通して、具体的なIPMプ ログラムのあり方を探る予定である。

研究組織

〇三浦 定俊、木川 りか、山野 勝次、佐野 千絵、石崎 武志(以 上、東京国立文化財研究所)、青木 睦(国

文学研究資料館・史料館)、 長谷川孝徳(石 川県立歴史博物館)(以 上、研究分担者)、 岡部 央(群馬県教育庁)、

長屋菜津子(愛 知県美術館)(以 上、研究協力者)

モニタリングにおける

室内塵の調査で分離

された昆虫片の一例

電気掃除機によって集

塵 した室内塵に存在する

昆虫種を、定性的に調査

することもできる。

図の中にはシバンムシ

と思われる昆虫の破片が

混じっている。

スケールは1mm
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タイ国アユ タヤ遺跡の保存修復に関する研究

(3年 計画の第3年 次)

目 的

人類共通の遺産である文化財0)保 存のための国際協力を行うについては、 卜分な調査、研究と当事国との緊密な連

携が必要不可欠である。本研究は、世界を代表するレンガ造遺跡であ り、ユネスコo)世 界文化遺産に登録されている

アユタヤ遺跡の保存修復 について、日 ・タイ共同で研究し、そ0)恒 久的な保存のための国際協力事業の推進に資する

ことを目的 とするものである。

成 果

・ラチャブラナ寺院に設置 した無電源(電 池稼働)自 動環境計測 システムにより環境条件(大 気温度、大気湿度、雨

量、日照強度、レンガ表面温度、レンガ内部温度)の 計測を継続的に進めてお り、西暦2000年 のデータの解析処理

を行った。1998年 、1999年 のデータと比較 してみると、1年 中最高気温が30°Cを超 えること、雨量は雨季 と乾季で

人きく異なることなどは共通 しているが、月毎の平均気温や雨1藍tは、年によってかなり異なることなどが明 らかと

なった。

・マハター ト寺院の一角の特にレンガの劣化の激 しい部分において、詳細な観察 と含有水分の変化についての測定 を

継続的に行 っており、この部分における水分の動 きについて、コンピュータによるモデル解析の結果、部分的に水

分量が高まることが確認された。これを防止するために上層部分を嬢水処理すること検討 され、その効果を確認す

るための実験用 レンガ構築物に水分センサーを取 り付 けての測定を行っている。今 までに、卜層部の擾水処理によっ

て、含有水分量が大幅 に低下することが確認 されている。

・マエナンプルエム寺院の修復パイロッ ト事業を開始 した。屋根部分の修復による雨水対策が最 も重要であ り、まず、

屋根の修復 を先行 して行っている。

・アユタヤ遺跡において今までに行われた保存修復対策 についての資料収集 と追跡調査を行った。1960年 代 に多 く用

いられたセメン トが、すでに劣化 し始めている点が大 きな問題 となっている。

・関連調査として、スコータイ遺跡の劣化 と保存修復 についての調査ならびに関連の文献資料等の収集 も行ってきた。

アユタヤとスコータイの遺跡 はかなり類似 しているが、個々にはかな り異なる例 もあり、あらためての調査、研究

が必要と考えられ る。

研究組織

O西 浦 忠輝、斎藤 英俊、朽津 信明、二神 葉子、松本 修自(以 上、国際文化財保存修復協力センター)、

石崎 武志(保 存科学部)、 今津 節生(奈 良県立桜原考占学研究所)、

チラポン ・アラニャナク、シリチャイ ・ワンチャレオン トラクル(以 ヒ、タイ国、7:博物館)
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マハター ト寺院に設置 したモデル構築物での計測 マエナムブルエム寺院
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古代 日本の動物遺体のDNA解 析および免疫学的分析

(4力 年計画の第2年 次)

目 的

本研究では、古代 日本の動物遺体の遺伝子DNAを 調べることによって、家畜等の伝播経路等について有力なデータ

を得 るために基礎的な系をつくることを口的 としている。古代試料のDNA分 析においては、DNAの 保存状態が非常に

悪いこと、細菌やカビ、人間を含めた現世の生物 のコンタミネーションを避けられないことなどの制約がある。そこ

で、本研究では、古代試料中に多量に含まれる細 菌やカビなどの汚染微生物の遺伝子の中か ら、目的の生物種の遺伝

子を単離するための基礎的研究を行い、実際の試料に応川することを目的とする。また、DNA分 析を補完する意味で

免疫学的分析を併用 し、より信懇性の高い分析系を作ることを目的としている。

成 果

研 究代表者らは、これまでの研究において、占代試料中に含まれる細菌やカビなどの汚染微生物の遺伝子の中から、

目的の生物種の遺伝子 を単離するための方法の磁泣 に取 り組んできた。その結果、個々の生物の遺伝子 に特徴的な遺

伝子配列 を利用することにより、一部 の古代試料からその生物種の判別に有効なデータが得 られる場合があることが

わかってきた。解析する1)NA領 域 をうまく設定すれば、さらにはその生物の地域的な分布等についても知見を得 られ

るものと推測される。

そこで、本年度は現tltの試料 を解析 し、種内の判別に適切なDNA領 域を設定したのち、ある古代試料からDNA増 幅

を試み、地域的な分布等についても知 見を得ようと試みた。しか し、その試料か らDNA抽 出を行 う過程で、試料 にも

ともと含 まれる色素がDNAと ともに共沈 し、これがPCRに よるDNA増 幅 を阻害することが判明 した。検討により、

この色素によるDNA増 幅の阻害を緩和する条件がわかったが、現在の ところ、この古代試料より有意なDNA増 幅がみ

られていない。そこで、プライマーの設計 を梅検討 したが、これでも良好な増幅がみられなかったので、今回の古代

試料 のDNAが 非常に少なかった ものと思われる。今後は、chi代試料のDNA量 を評価する系 も必要と思われる。

研究組織

○木川 りか(保 存科学部)
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石造文化財の劣化機構 と保存対策手法の研究

(3年 計画の2年 次)

目 的

世界遺産に登録 されているタイのアユタヤ、 スコー タイのレンガ建造物や、日本の磨崖仏などの石造文化財の材料

は、多孔質体 と呼ばれる空隙のある材料からなっている,,そ のため、タ イなどの雨季乾季のある地方では、表面か ら

の燕発に伴う表面からの塩類の析出などの原因による塩類風化が生ずる。 また、寒冷地においては、材料中の水分の

凍結 、融解による凍結劣化などが大きな問題 となっている。 これらの文化財に対 して適切な保存対策手法を構築する

ためには、材料中の年間を通 した水分分布、水分移動状況をd{し く把握する必 要がある。本研究では、 これら文化財

中の水分分布、水分移動に関するコンピューター によるシ ミュレーション手法 を開発 し、これを個々の現場に適用す

ることにより適切な保存対策手法をたてることをi{な 目的 としている。

成 果

本 年度 は、タイ、スコー タイの ワッ トス リチ」ム 芋院人仏 中の水分分布 、水分移動 等 を有限 要素法 を用 いて計算 し、

計算結果 とTDR水 分 測 定装躍 を川 いた、現場 調 査の結果 の比 較 を行 った。計算 に川 いた有 限要素法 のメ ッシュを図1

に 、計算 によ り求 めた体積含水 率の分布 を図2に 示す。 計算結 果 と測定結果 には、良 い対応 が見 られた。本解析 手法

に関 して は、 イ ン ドネシアのバ ン ドンで開催 され た国 際会議TheSecondAsia/PacificConferenceonDurabilityof

BuildingSystemsHarmonizedStandardsandEvaluationと 韓 国の デジュ ン(大 田)で 開催 された国際会議New

MillenniumInternationalForumonConservationofCulturalPropertiesで 研 究発 表 を行 った。

本研究 課題 に関 して、AnalysisofWaterandSaltFlowinPorousMaterialanditsMeasuringMethodと い うセ

ミナ ーを開催 した。研究分担者 の、独 国、 ドレス デン工科大学 のプラーゲ助教授 は、TDR法 と定常法 を統 合 した水分

移 動 、塩 分移動 の同時測定 に関 す る研究発表 を行 った。 また、 同大学 の グル ネワル ド研 究員 は、保 存対策 手法 を構築

す る1一で重 要で あ る、建 築材料 中の水 分、熱 移動 に関 するシ ミュレー シ ョンプ ログラムの開発 について講 演 を行 った。

本 セ ミナーで は、研 究者間 で活発 な討論 を行 い、報告書 を作成 した。

研 究組 織

C⊃石崎 武志、 三浦 定俊(以 上 、保 存科 学部)、 朽津 信明(国 際文化財保存修 復協力 セ ンター)、 溝 口 勝(東

京大 学)、 登尾 浩助(岩 手大学)、 マル チヌ ス・バ ンゲニ ヒテ ン、ユ ッカ・シム ネ ック(以 上 、米国塩類研 究所)、

ピー ター ・ハ ウプル、 ジ ョン ・グル ネワル ド、ル ドル フ ・プラーゲ(以 上 、 ドイ ツ ・ドレスデ ン工科大 学)

図1タ イの大仏中の水分分布計算のための有限嬰素法メッシュ

0.000.030.100.130.200.230300.350.41EO.45

図2大 仏中の体積含水率分布の測定結果
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屋外環境下での遺跡、石造文化財の保存対策手法の開発

(3年 計画の2年 次)

目 的

寒冷地では、北海道開拓記念館の明治時代の歴史的建造物の漆喰壁が、冬季の凍結、融解により剥離 した り、Ili

県志波城跡の築地塀の表面が劣化するなど、屋外の環境で公開 されている遺跡や石造文化財などは、様々な影響 を受

け、劣化する。本研究では、これ らの環境条件 と劣化過程のメカニズムに関する研究 を進めると共に、その保存対策

手法の開発を目的 とする。

成 果

北海道開拓の村の歴史的建造物の漆喰壁が、春先に崩れ落ちるとい う事例があった。 この漆喰壁の剥離の原因は、

土壁の凍結、融解による劣化が原因であると考えられたため、日本壁の凍結実験 を行った。日本壁 の代表的な構造は、

表層か ら、漆喰の上津 り、粘性 上にすさと砂分を混ぜた中塗 り、粘性土 とすさを混ぜた荒壁か らなっている。この中

塗 り土 と荒壁土の様々な含水比条件 ドでの凍結温度、凍1'特 性、凍結融解による劣化状況 を調べ る試験 を行 った、,こ

の実験 に加えて、それぞれの土の水分特性 を測定するために、サイクロメータを用いて、土試料の水分ポテンシャル

測定 を行った。実験結果から、上は、6%程 度の含水比があれば凍結するが、凍上現象が起 こり氷晶の析出によりク

ラックが入るためには、20%程 度の含水率が必要なことが分か った。また、平衡状態では、中塗 り一上の含水比が、荒

壁土の含水比の半分程度になること、 また、中塗 り土の方が荒壁土より凍上性が低 いことなどが分かった。 これらの

理由により、 日本壁の構造 は、乾燥に強いだけではなく、凍結にも強い理にかなった ものになっていることが分かっ

た。また、土壁中の含水比がある臨界値 より大きくなると急激に凍 ヒ現象による劣化が進むことが分かった。

本研究課題に関 して、「寒冷地の石造文化財、歴史的建造物の劣化 と保存」というタイ トルで、北海道開拓の村にお

いて研究会を開催 した。本研究会では、寒冷地における漆喰壁の劣化、史跡志波城での熱 と水分1塵tの経時変化測定、

北海道開拓の村の石造建造物、帯広のレンガ造 りザイロの含水比、比抵抗、温度分布などの研究発表があ り、本研究

課題 に関 しての活発な討論を行った,,

研究組織

○石崎 武志、三浦 定俊、㌧りll泰 弘(以 ヒ、保存科学部)、i'i木 繁夫、川野邊 渉(以 ヒ、修復技術部)、

朽津 信明(国 際文化財保存修復協力センター)、小林 ・診雄、小林 孝二(以L、 北海道開拓記念館)、

土谷富士夫(帯 広畜産人学)、 登尾 浩助(岩r人 学)、 武川 失(鴻 池組技術研究所)、

高見 雅三(北 海道 立地質研究所)

土の凍結劣化特性を測定するための一方向凍結実験装置の模式図

獄◎

凍結面 氷層析出

ii

吻 ジψ騨㌧ 、訟

土試料の中に氷層の析出が見られる
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極楽浄土 を表象するモチー フと しての迦陵頻伽の諸相 とその文化的特質

一烏 と人からなる動物 を通 してみたV4文 化の交流とその中国的受容一

(3年Bl『 画の第3年 次)

目 的

迦陵頻伽 とは、人の頭をもち、鳥の脚や翅を有する想像 ヒの動物である。その形態はインドのキンナラや中国の鳳

r,4にも類似する。それらは極楽浄Lの 世界に棲んでお り、ときにXし い,:J,.で仏法を説き、 ときに楽器を演奏すると考

えられてきた。 この想像 ヒの動物が絵画の分野ではisに阿弥iタピ浄土変相や観経変相 の中の図像 として、工芸の分野で

は1群遷 などの図柄 として、建築の分野では斗キョウ飾 りとして、そ して音楽や芸能の分野では雅楽の曲目や舞踊 とし

て取 り入れ られてきた。

なぜ迦陵頻伽が これほどまで多方面にわたって芸術 の領域に取 り入れ られたのであろうか。 この間に対する答えは

いまだに十分でない。 その原因は迦陵頻伽に対する研究が美術史やil芸 史において も音楽 ・芸能史 においても必ずし

も多 くないことに由来する。

そこで、本研究は迦陵頻伽 をメディアとした東西文化の交流や中国側の受容形態を明らかにすることを目的 とする。

そして迦陵頻伽が極楽のイメージやムー ドを構成するモチーフとしてはたしてきた役割や文化的特質について検討を

試みたい。

成 果

1.迦 陵頻伽の造形の研究

勝木が、中国の美術 ・工芸 ・建築などに取材 し、迦陵頻伽、共命鳥そして金翅鳥(ガ ルダ)の 図像にっいて研究を

すすめた。まず迦陵頻伽 に関 し、福建省泉州開元寺の建築意匠に取材 し、図像学的な考察 をすすめた。つぎに共命鳥

の図像的研究については、 まず庸代以前の中国における共命鳥の概念形成を明 らかにした。さらに金翅鳥の図像にっ

いてはクチャ地方の石窟壁画に取材し、「猛禽類」型と 「カラス天狗」型に分類 し、それ らに対する図像解釈および窟

内構成中の位置づけを試みた。最後に 「人面鳥」・「有翼人」 というキーワードから考察を行い、その研究の展望を総

括した。

2.迦 陵頻伽の持物 としての楽器および迦陵頻伽をめぐる音楽 ・芸能の研究

樋口が、中国の石窟壁画に描かれた楽器の図像に取材し、当時、演奏に用いられた楽器の形態について考察した。

さらに舞楽 「迦陵頻」の曲目に着眼し、そのti'Y.E1楽様式 について研究を行った結果、今 日知るところの舞楽 「迦陵頻」

の 「舞」 と 「音楽」に 『明治撰定譜』以前の楽rと の関連が認められた。

3.迦 陵頻伽をめ ぐる に芸意匠の研究

服 部が、西北インド・ガンダーラの化粧皿 をもとに楽園と饗宴のイメージを、センをもとに飛天のイメージを、そ

してア ッシロ ウラル トゥのK座 をもとに有翼鳥獣のイメージをそれぞれ 号察 した。 これ らの考察を通 じ、西アジア

から イン ドにかけて広がる有翼像のイメージとその特質 を明らかにした。

研 究組織

()勝 木 言一郎(情 報資料 部)、 樋 口 昭(埼1ミ 大学)、

服部 等作(広 島 市 、/.人学)

敦燈莫高窟第98窟南壁中央西側

観経変相 五代 迦陵頻伽による舞楽段
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新史料翻刻による花祭 りの芸能史的位置づけ

一大神楽か ら花祭 りへ一

(3年 計両の第3年 次)

目 的

花祭 りを伝承する7集 落(愛 知県北設楽郡豊根村4・ 東栄町3)所 蔵の新史料 を翻刻 し、内容分析 を通 して、それ

らの文書の位置付けを行 った。それによって、江戸時代末期 に中断 した数集落集合の式年祭である大神楽か ら、各集

落の祭 りである花祭 りへ定着 した過程 を明 らかにし、花祭 りの芸能史的位置づけを行う。

成 果

最終年度の今年度 は、武井正弘氏の協力を得て、3年 間に収集 した史料、花祭 りの現地調査、伝承者、有識者から

の聞き取 り調査によって収集 した資料の全てを整理、分析 し、それ らを参考資料 として、以下のような3本 の論考 を

含む報告書を作成 した。

論 考

1「 民俗芸能に見る祈願の形 一花祭 りの疫神駆逐祈願を中心に一」

花祭 り伝承地各地に残 る 「牛頭天王祭文」「牛頭天王法」が、神事や芸能面で どのように用いられ、疫病駆逐祈願 と

して どの ように機能 したかを考察 した。

2「 花祭 りの鬼 一成立過程 に関する研究一」

現行花祭 りの鬼の成立過程を大神楽の鬼 と比較しなが ら考察 した。

3「 霜月祭 りにみる翁猿楽の影響 一花祭 りの 「しずめ」を中心に」

現行花祭 りにおいて、最 も神聖視 されている 「しずめ」について、その儀礼的所作や装束つけに翁猿楽の影響が考

えられること、また、大神楽のへんばいが 「土公神祭文」 と並行 して行われていたことを指摘 しなが ら、伝播経路に

ついて考察した。

参考史料(翻 刻 ・解題 ・注釈 武井正弘)

1「 花太夫祭文集」(御 園)

2「 金山祭文 ・金山拝詞 ・天津祝詞」(御 園)

3「 大土公祭文 ・土公神法大'1`護身法 ・宝数え」(御 園 ・大入)

研究組織

○中村 茂子(芸 能部)
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石造、 レンガ建造物の劣化 にかかわ る材料物性の研究

(2年 計画の2年 次)

目 的

イ1造文化財や歴史的 レンガ建造物の構成材料である多孔質な石材やレンガ材料は、寒冷地では凍結、融解による劣

化、タイ、パキスタンなどの気温の高い地域では塩類風化による劣化が顕著である。これ らの劣化過程 を調べ ると、

多孔質中の熱、水分、塩分移動が重要な役割を演 じている。 この水分移動速度は材料中の不飽和透水係数、水分特性

曲線 などの材料の物性値 に大 きく依存 している。そのため、この塩類風化や凍結劣化のプロセスを定量的 にシミュレー

ションなどによって評価するためには、 これらの物性値 を精度良 く求めることが必要である。本研究では、特に多孔

質材料の不飽和透水係数、水分特性曲線を精度良 く求める手法について研究を行 う。

成 果

本年度は、石造文化財、レンガ建造物、 日本壁など土構造物の劣化に係わる多孔質材料の物性で特に重要な、粒度

分布、間隙径分布、比表面積等の測定を行 った。 また、水分特性曲線 に関 しては、昨年行った加圧板法、乾燥 してい

く過程での水分ポテンシャル、水分量を継続測定することによる乾燥法に加えて、水の凝結温度を求めることにより、

土中水 と平衡状態にある空気の相対湿度を測定 するサイクロメータ法により、より乾燥した領域での多孔質材料の水

分特性曲線 を求めた。これらの研究成果は、口本文化財科学会で発表 した。

寒冷地の石造文化財、 レンガ建造物や日本壁のなどを構成する多孔質材料の劣化には、凍結 ・融解による凍上現象

が大 きく影響 している。そこで、多孔質材料の凍上性 を評価するための凍上試験装置を作成 した。実験 に於いては、

様々な上載荷重、温度条件のもとで凍結実験 を行った。現在、凍上試験法 として、主として日本で用いられている、

試料上面温度を凍結温度(0℃)に 保ち、下面温度を一定速度で降下 させ る方法 と、主 として海外で用いられている

両端面温度 を一定速度で降下 させる試験方法の比較試験 を行った。実験結果から、双方の実験で、凍結面への吸水速

度は、凍土中の温度勾配 と線形関係にあり、凍結条件によらないことが分かった。 このことから、凍土中の温度勾配

を把握 しなが ら、数回に実験 を行 うことにより、多孔質材料の凍上性 を評価できることが分かった。本研究成果は、

保存科学40号 で報告 した。図1に 水分特性曲線 を求めるための測定装置、図2に 凍上試験装置の写真を示す。

研究組織

○石崎 武志(保 存科学部)、 朽津 信明(国 際文化財保存修復協力センター)、 溝口 勝(東 京大学)、

登尾 浩助(岩 手大学)

e:x+

登
、 ・

'・.亭
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灘

癖¢

wva賦 ㌧

図1多 孔質体の水分特性を測定するための測定装置
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宋元時代の江南仏教世界 と舶載仏画

(3年 計画の第1年 次)

目 的

日本には、中世以来、数多 くの宋元時代に制作 された仏画が舶載され伝来している。 これらの宋元仏画は、日本へ

の影響の側面が重視 され、等価な一群 として語られることが多いが、個々の作品が、元来、中国のいかなるを文化的・

社会的文脈のなかで成立したのかについては等閑視されてきた。舶載 された宋元仏画は、中国における宮廷・士大夫・

庶民の信仰心を反映 し、その表現 ・内容は多種多様である。各仏画に反映する仏教信仰の宗派性 も、禅宗から天台 ・

華厳 ・律 ・浄土教団の広がりがあり、その制作地 も日中交渉の窓口であった寧波ばか りでな く江南地方の他地域に及

んでいた。本研究 は、このような問題意識に、重∠ち、中国文化の中心地であ り、仏教が栄えた杭州や寧波などの江南地

方における有力寺院や有力教団の宗教活動に注目しながら、舶載仏画の個々の作品が、 どのような場のどのような信

仰や儀礼 と関係 し、またどのような階層の人々の関与の もとで制作 されたかを明らかにし、宋元絵画史の語 りを、複

層的 ・地域的な視点から、より豊かに肉づけるとともに、高麗や日本 などの東アジア世界における宋元仏画の受容の

実際を、 より具体的に検証 していきたい。

成 果

日本には、中世以来、数多 くの宋元時代 に制作 された仏画が舶載されている。一方、戦後の研究のなかで朝鮮半島

の高麗時代 に制作 された と認知されてきた仏画に も、 じつは、中国製 とみとめてよい作例 も含 まれている。

本年度 は、 まず、高麗仏画 と宋元仏画の違いを明確にすることにつとめるために、一部、高麗仏画の有力な作品の

調査 をふ くめて研究を行った。 また今後2年 間の調査研究を遂行するためには、宋元仏画の多様性の大枠を提示する

必要があるため、南宋仏画における杭州と寧波地域 との差異と共通を、天台宗関係の画像を中心に分析 した。さらに、

南宋仏画 と元仏画 との違いが、仏教 と道教 との習合の過程と密接な関係をもつ点に求め られ ることを考えた。 いずれ

も、井手誠之輔 『日本の宋元仏画』に、その成果を発表 している。

日本に舶載 された宋元仏画の所在情報は、研究分担 者との協議をとおして、すでにデータベース化 を完成 しており、

次年度以降の調査、および写真撮影の指針 を、γ案することができた。

論文発表等

・井手誠之輔 「叡福寺蔵 浬薬変相図lr国'醐126:3}}2001年2月

・井手誠之輔 『日本の宋元仏画」日本のX術41x4,'一 至文堂2001年3月

・井手誠之輔 「高麗仏画の世界一宮廷周辺における願1こと信仰 」『日本の宋元仏画』所収 日本の美術第418号

至文堂2001年3月

研究組織

○井手誠之輔(情 報資料部)、 宮崎 法r(実 践 女子大学)、 板倉 聖哲(東 京大学)
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壁画顔料の現地非破壊分析法に関する研究

(2年 計画の第1年 次)

目 的

壁画顔料の分析は、美術史的研究 としての側面だけでなく、文化財の保存修復 を考える上でも必要不可欠であるが、

その分析のために試料を採取することは通常は許 されない。そこで本研究では、壁画の現場に装置を持ち込んで、対

象に対して完全 に非破壊 ・非接触で顔料調査が行 える方法 を確立することを目的 とする。対象に非接触の状態で元素

分析 を行う方法 は既にこれまでにも試みられているが、壁画のように実験室に持ち込むことが不可能 な文化財では、

スペースや電源環境 など、測定にはさまざまな制約が考えられる。そこで本研究では、既存の非破壊分析法をもとに

しなが ら、軽量で、 しかもバ ッテリーで駆動できる方法を確立することにより、文化財の現地調査に寄与することを

目的 とす るものである。

成 果

従来から行われていた、低 レベル放射線 を用いた元素分析法をもとにしなが ら、それをバ ッテ リー装置で稼働する

ことを可能 とし、これにより全体 として4kgに 満たないカメラバ ッグーつに収 まる大きさの装置で、対象に触れ ること

なく元素分析を行えるに至った。これは使用場所や使用方法に関わる法律上の規制 もないため、気軽に一人の人間が

十分 に持 ち運びながら、自由に任意の場所で現地調査 を行うことができることを意味する。また、線源として従来か

ら用いられていたアメリシウム241に 加え、鉄55線 源によりスタンダー ドを測定することにより、従来 に比べて低元素

(カ リウムや硫黄な ど)の 計測感度 を上げることに成功 したため、壁画顔料を推定する上で、精度的な向上 も実現さ

れた。この装置 を用いることにより、函館市におけるアイヌ絵の顔料調査、出雲地方の壁画顔料の調査、そして九州

装飾古墳における顔料調査などを行い、成果の一部 は既に学術論文や学会発表の形で報告している。

研究組織

○朽津 信明(国 際文化財保存修復協力センター)、 下山 進(デ ンマテリアル)

測 定 風 景
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菊池容斎についての基礎的研究

(2年of両 の第2年 次)

目 的

幕末から明治初年にかけて活躍 した画家 ・菊池容斎については、幕末の俗気を帯びた画家、もしくは忠孝 ・擾夷思

想を鼓舞 した勤王画家 という両極の評価が災いし、とくに戦後 は研究対象として疎んじられる傾向にあった。 しか し

近年、明治期に洋画 ・日本画を問わず流行 した歴史画の先駆者であるという位置づけが定着 しつつあ り、新出作品の

紹介などもあってその注 目度を高めている。そうした動向をふ まえなが ら、本研究では容斎についての基礎的研究で

あることを旨とし、作品調査を中心にその実像に迫 ることを目的とする。

成 果

(1)作 品調査

米国 ・ボス トン美術館にある菊池容斎の作品6点 、および弟子の渡辺省亭の作品4点 を調査 した。 うち菊池容斎の

《地蔵 ・閻魔 ・脱衣婆図》《九相図》1.kそれぞれ弘化2年(1845)、 嘉永元年(1848)の 年記をもち、幕末期の容斎の

画風 を知る上で重要な作例。 また明治4年(1871)0)年 言己を有する渡辺省亭の 《弁慶牛若》は現在確認 される限 りで

省亭の最初期の画であ り、のちに独自の花鳥画を開拓する省亭だが、この作品には歴史画家である師の作風が未だ色

濃 くみとめられ る。

国内では個人が所蔵する菊池容斎の人物写生図を調査。前年度に調査 を行った東京国立博物館所蔵の資料同様、容

斎の描 く歴史人物画が人体モデルの写生に基づいていることを裏付けるものであった。

(2)『 前賢故実』の分析

菊池容斎が口本歴史上の賢人を絵画化 した人物画伝 『前賢故実』の人物図は、上記のように多 く人体写生に基づい

ている。 しかしながら中には過去の肖像画をほぼ踏襲 したものもあ り、その摘出を行いつつ 『集古十種』等にみられ

る当時の古器旧物研究との関わ りを考察した。

(3)デ ータ化

東京国立文化財研究所が所蔵する筆記録 「災後要録」抜記のデータ化を行 った。これは戦前に菊池容斎作品を多 く

有していた東京 ・神田の所蔵家の手記を抜粋 したものであり、東京都下にその作品の所在が集中 していたがゆえに震

災 ・戦争によって大半が失われて しまった今日、それらをうかがう資料 として貴IRで ある。

研究組織

○塩谷 純(美 術部)
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可搬型分析機器を用いた未調査文化財の材質調査に関する研究

(2年 計画の第1年 次)

目 的

近{r、 博物館 ・美術館で所1歳し(い る資料 や、各地の遺跡か ら出Lし た遺物 に対して様'/な 分析 ・解析が行われる

ようになって きた。 しか し、実際に測定が行われているのは、資料そのもの麦)るいはその一・部を実験室や測定室 に持

ち込むことができるものだけであ り、移動が困難な文化貝イについては、ほ とんど自然科学的な測定が行われていない

のが実状である。

そこで本研究では、'i城11{卜度に東京国"!:文化財研究所 を中心 として開発された.,J搬型の蛍光X線 分析装置 を大 い

に活川 し、 これ まで未調査であった移動 不可能な多 くの文化財資料の材質調査を行 うことを目的 とした。材料の化学

組成を中心に、顔料や鍍金銀など表面装飾の厚みの、;1°測をその場で行 うとともに、材料の劣化状況や周辺環境の調査

を同時に行い、文化財のその場分析法を確"∠することを狙い としている。

成 果

'iえ成12年 度は本研究課題の初年度 として、絵画や障壁【由1といった平面的な資料の'頚料分析 を中心に行い、さらに適

川範囲の拡大を狙い として、木彫像の表面彩色の分析など、 、7:体的で複雑 な形状の資料について も分析 を試みた。以

ドに、'iえ成12年 度に測定を行 った代表的な資料 と得られた結果の概要を示す。

(1)名 古屋城本丸御殿天井画 ・障壁画の顔料分析

名古屋城本丸御殿の天井画および障壁画の復元模写の過程 において、用いられている彩色材料や顔料の特定を目的

に調査を実施 した。名古屋城小天守閣において測定を実施 し、剥落 ・変色 などで材料が不明だった顔料の特定を行 う

ことができた。

(2)四 日市市立博物館での銅造仏の組成調査および木彫像の彩色材料調査

三重県内で近年出土 した銅造仏および木彫彩色像について、四日市市立博物館で調査 を実施 した。彩色層の有無を

確認するとともに木彫像表面の金箔厚みを評価 した。

(3)神 奈川県 ・称名寺本尊の彩色材料調査

称名寺において本尊弥勒菩薩立像表面の彩色材料調査を行 った。台座部分に特徴 のある緑色顔料が存在 しているこ

とを見出 した。

研究組織

O早 川 泰弘(保 存科学部)
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個人の研究業績
錐'1

瓢 側

轟 名

嚢{1}公 刊図書等
難{2}報 街欝

難{3)論 文

1{4}鳳 撚 等馨 《5)学 会多逢表

き

藝{6)講 演会・研究会晃表

青 木 繁 夫AOKIShigeo(修 復技術部)

(1)(論 文)博 物館科学 「新版博物館講座」1pp.162-167雄 山閣出版00.4

(4)(解 説)材 料から見た鎌倉大仏(松 田、青木)r週 刊朝 日百科 日本の国宝別冊 国宝 と歴史の旅」7pp.31-32

11

(4)(解 説)日 韓 国際共 同研究 一文化財 におけ る環境汚 染の影響 と修 復技術 の開発研 究(青 木、姜)「 文化 庁月報」

382pp.17-1800.7

(4)(解 説)酸 性 化 による文化 財被害 とその対 策r資 源環境対 策」36-11pp.37-4000.9

(5)(発 表)DevelopmentofImage-basedInformationSystemforRestorationofCulturalHeritage(Hongo,

Matsuoka,Fujiwara,MasudaandAoki)IAPRS,VolXXXIII,AmsterdamOO.7

(5)(発 表)遺 跡 の保存 韓国保存学会研究大 会特別講 演00.5.26

青 木 茂AOKIShigeru(美 術 部)

(3)(論 文)「 幻 の」山岡 コレクシ ョン 日本近代 洋画へ の道展図録 笠 間 日動 美術館01.3

(4)(評 論)よ ろず手控 帖(八)r近 代 画説」9pp.176-17900.12

石 崎 武 志ISHIZAKITakeshi(保 存 科 学 部)

(2)(報 告 書)平 成11、12年 度 科 学 研 究 費 補 助 金(基 盤 研 究(CX2))r石 造 、 レ ン ガ 建 造 物 の 劣 化 に 関 わ る 材 料 物 性 の

研 究 』01.3

(3)(論 文)Deteriorationofhistoricalstonemonumentsandbrickbuildingsandtheirprotectivemeasures.

(lshizaki,SimunekandvanGenuchten)Proc.ofthesecondAsia/PacificConferenceondurabilityofbuilding

systemsharmonizedstandardsandevaluation,pp.1-14,00.7

(3)(論 文)Frostdeteriorationofhistoricalstonemonumentsandbrickbuildingsanditsprotectivemeasures.

Proc.ontheInternationalSymposiumonGroundFreezingandFrostActioninSoils2000,pp.79-84,00.9

(3)(論 文)RoleofwaterindeteriorationofhistoricalstonemonumentsandbrickbuildingsinAsia,Proc.of

NewMillenniumInternationalForumonConservationofCulturalProperty,pp.69-83,00.12

(3)(論 文)Conservingcompactedearthwallsinacoldregion.(Noborio,IshizakiandTakeda)Proc.ofNew

MillenniumInternationalForumonConservationofCulturalProperty,pp.192-203,00.12

(3)

(3)

(3)

(3)

(論文)ガ ラス多孔質体中 のアイス レンズの観 察(武 藤 、渡 辺、石崎 、溝 口)r雪 氷」63-1pp.3-901.1

(論文)土 の凍上 性評価手法 に関す る研 究 「保存科 学」40pp.22-3401.3

(論文)東 京 国立 文化財研究所新 営収蔵庫 の環境調査r保 存科学 」40pp.120-12701.3

(論 文)展 示公 開施 設 の館 内環境 調査 報 告一平成11年 度一(石 崎 、佐 野 、三浦)r保 存科 学 」40pp.120-127

01.3

(論 文)EvaluationofPhysicalEffectsofThermalMethodsonMaterialsofArtifacts,Proc.Integrated

estManagementinAsiaforMeetingtheMontrealProtocol,23rdInternationalSymposiumonthe
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ConservationandRestorationofCulturalPropertyHeldby'TokyoNationalResearchInstituteofCultural

Properties.pp.99-10801.3

(5)(学 会 発 表)日 本 の伝統的文 化財材料 に対す る低 温処理 法の物理的影 響(石 崎、福村)文 化財保存修復 学会第

22回 大会00.6.10-11

(5)(学 会 発 表)土 の凍結膨張率 に対 する温度勾配 、凍結速度 の影響(石 崎、伊 豆田、赤 川)第35回 地 盤工 学研究

発表 会00.6.1214

(5)(学 会 発 表)現 場 凍結膨張予 測 における未凍土温度 勾配 の影響評価(伊 ～ノ:田、石崎)第35回 地 盤工学研 究発表

会00.6.12-14

(5)(学 会 発表)蒸 発 法 に よる遺跡 レンガ の水分 特 性推 定(登 尾、佐 々木 、石 崎)口 本文 化財 科学 会 第17回 大 会

00.7.29-30

(6)(研 究 会)文 化財 を構 成す る多孔質体 材料 の劣化事例 セ ミナー 「多孔質体中 の水 分、塩分移 動解析 とその測定

法 」00.12.15

(6)(研 究 会)中 国山西省 寺院の土壁 の構 造 と劣化 平成12年 度保存 科学部研究会 「壁画 お よび土壁 の保存 に関す る

研 究会 」01.3.28

(6)(研 究 会)土 壁 の凍 結劣化 に関す る研究(石 崎、瀧 野沢)平 成12年 度 保存 科学部研 究会 「壁 画お よび土壁 の保

存 に関 する研 究会」01.3.28

井 手 誠 之輔IDESeinosuke(情 報 資料部)

(1)(著 書)『 日本 の宋元仏 画』(日 本の美術 第418号)至 文堂01.3

(3)(論 文)高 麗仏画 の領 分 菊竹 淳一 ・鄭干 澤編 『高麗 時代 の仏 画』(日 本語版)pp.368-376時 空 社00.4

(3)(論 文)南 宋 の道釈絵 画 嶋 田英誠 ・中澤 富士雄編 『世 界美術大 全集東洋編6南 宋 ・金』pp.123-140小 学 館

00.4

(3)(論 文)叡 福 寺蔵L変 相 図 『国華』1263pp.41-4601.2

(3)(論 文)高 麗 仏画 の世 界一宮廷 周辺 にお け る願 主 と信 仰 『日本 の宋元 仏画』(日 本 の美術 第418号)pp.88-98

至 文 堂01.3

(3)(論 文)宋 風 受容 の言説 をめ ぐる一 断章 『文 部省科学研 究費 ・基 盤研究(A×2)日 本 にお ける美術史学 の成立 と展

開』報 告書pp.420-43201.3

(3)(報 告)研 究会報告 一 日本美術 史学 の内 と外 一 『文部省科学研 究費 ・基盤研 究(AX2)日 本 にお ける美術史学 の

成立 と展開』報 告書pp.12-1501.3

(3)(報 告)討 論一 一建築 史学 と美術史学 『文部 省科学研 究費 ・基盤研究(AX2)日 本 におけ る美術史学 の成立 と展開』

報 告書pp.52-7601.3

(4)(解 説)高 麗仏画解 説7点 菊竹 淳一 ・鄭干 澤編 『高麗 時代の仏画』(日 本語版)時 空社00.4

(4)(解 説)南 宋絵画解 説19点 嶋 田英 誠 ・中澤 富士雄編 『世 界美術大全集東 洋編6南 宋 ・金』 小学館00.4

(4)(自 著 紹 介)ブ ック レビュー 井手 誠之 輔 『口本 の宋 元仏画』(日 本の美術 第418号 至 文 堂)『 デ アルデ』17

01.3

(5)(学 会 発表)"lnandAroundtheKoryoRoyalFamily;1)atronageandProductionofBuddhistImages",the

proceedingofInternationalWorkshoponPatrons&ArtinKorea,CenterforKoreanStudies&Department

ofArtandArchaeology,SchoolofOrientalandAfricanStudies,UniversityofLondon,00.7.14

(5)(学 会 発表)"Be】iefsintheAfterlifeasRepresentedinBuddhistPそillti11父softheLateKoryoPeriod",in

thepanelofExaminingReligiousBeliefswithintheColltextofKory(FしincraryPractices,the53rdAnnual

MeetingoftheAssociationforAsianStudies,theChicagoSheraton,01.;3.24

(6)(研 究 会)南 宋 の浬 繋変相図 をめ ぐって 所 内総 合研究会OO.6.13

(6)(研 究 会)宋 風 受容 の言説 をめ ぐって 美術部 ・情 報資料 部研 究会01.2.28

(6)(研 究 会)東 鐘湖 の四時水陸道場 と大徳 寺伝 来 の五百羅漢 図 美術 部 ・情 報資料 部研究会Ol.3.5
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岡 田 健OKADAKen(美 術部)

(1)(著 書)興 福寺監修 『阿修羅を極める』(共 著)小 学館01.1

(1)(監 修)『 世界美術大全集東洋編3三 国 ・南北朝』(曽 布川寛 と共同監修)小 学館00.11

(3)(論 文)中 国仏教彫塑史研究の回顧 と展望 日本・韓国における中国仏教彫塑研究の意味 『美術史論壇』10韓

国美術研究所00.8

(3)(論 文)南 北朝後期仏教美術の諸相 『iis:界美術大全集東洋編3三 国 ・南北朝』小学館00.11

(3)(論 文)展 覧会 と作品評価一青州龍興tf-hl:出土石仏研究 をめぐって一 『文部省科学研究費 ・基盤研究(AX2)日

本における美術史学の成立 と展開』報告1璽lpp.237-24701.3

(4)(随 筆)彫 刻 にこめられる思い 舟越桂の木彫 と仏像 『現代の眼』526東 京国立近代美術館01.2

小 田 幸 子ODASachiko(芸 能 部)

(3)(論 文)『 恋重荷 』演出 とその歴 史 『観 世』9月 号00.9

(3)(論 文)『 甘陣 剛 演出 とその歴史 『観 世』3月 号01.3

(3)(論 文)金 春流 と 『道 成寺』(1,2)『 金 春月報』2月 号 ・3月 号01.2,3

(4)(台 本 作成 ・監修)『 碇潜』 国立能楽堂 主催公演OO.4.5

(4)(台 本 作成)『 鐘 巻』 第6回 大槻文蔵 の会OO.12.13

小 野 寺 節 子ONODERASetsuko(,r7.能 部)

(2)(報 告)絵 馬講 の解散 『東松 山上岡観ir.t3の絵 馬 市の習俗』pp.41-42東 松 山市教 育委 員会01.3

(2)(報 告)現 在 の縁 日 『東松 山上 岡観 音の絵馬 市の習俗 」pp.107-117東 松 山市教育委 員会01.3

(2)(報 告)芸 事 の習得 と発表 の機会 『新宿 の民俗(5)牛 込 地区編』pp.30-31新 宿 歴史博物 館01.3

(2)(報 告)芸 の世 界 『新宿の民俗(5)牛 込 地 区編 」pp.3651新 宿 歴 史博物館01.3

(2)(報 告)芸 能 『後屋敷の民俗』pp.237270山 梨 市史編 さん委員 会01.3

(2)(報 告 書)『 いたば し民謡調査報 告』 編集 板橋 区民謡 等調査団01.3

(3)(論 文)埼 玉 県の作 成 に関わ って 特 集 目民 謡記録 ビデオ」作成 の諸問題 」 『民俗fir.E1楽研 究』25pp.12-16日

本 民俗 音楽学会00.7

(3)(論 文)多 摩 と関東 の祝い歌 『くに た ち郷 ヒ館研究紀 要』3pp.536301.3

(3)(論 文)声 と音(特 論)『 青森県 史民俗編 資料 南部』1¥森 県pp.479-51801。3

(4)(解 説)い たば しの歌 一実 演 と収録 板 橋民謡調 査公開事 業 板橋 民謡 調査会 ・板 橋区教育委員会 板橋 区立

郷土芸能伝 承館00.4.27

(4)(解 説)日 本 民謡大観 と松戸 …家 「時代 を紡 ぐ571『 広 報 いたば し』148400.8

(4)(解 説)郷 土 芸能 のひ ろば 板 橋区民 まつ り 板橋 区教 育委員会OO.10.17

(4)(解 説)説 経 浄瑠璃鑑 賞会 板 橋区教 育委 員会 成 増 ア ク トホールOl.1.13

(4)(採 譜)「 早物語 」譜例作成 『i'i'森県 史民俗編 資 料南音剛 青森県Ol.3

(4)(監 修 ・解説)ビ デオCD『 いた ば しの歌』 板橋 区教 育委 員会01.3

(5)(学 会 発表)豊 島区の 「長崎獅子 舞1と 板橋 区 の ―徳 丸四 ツ竹踊 り」の場合 フ リーデ ィスカッシ ョン 「民俗音

1第2回 民俗i'r.1!楽研 究会 日本1俗.'r.ti楽学 会OO.H.20

(講演)小 野寺 節子先 生 と歌 う わ らべ うたのつ どい 」'1て 倶楽 部す う いん ぐ・よむ 浦和 市領家南箇 公民館

楽 の継 承 を考 え る一地域 ・学校 ・行政

(s>

00.7.12

(6)(講 演)こ ころの うた 中央かがや き学 園教 養 コー ス

(6)(講 演)「 広 田の ささ ら」 と獅r舞 芸能'r成12年 度 第

00.9.23

1越市中央公民館 川越市中央公民館OO.9.6

回歴史セミナー 川里村教育委員会 川里村立図淋館

勝 木 言 一郎KATSUKIGen'ichiro(情 報 資料 部)

(3)(論 文)唐 代以 前 の中国にお ける共命鳥 の概 念形成 『古代 文化 』52-12pp.3-1300.12

(3)(論 文)濫 膓期 におけ る敦 煙学の位相 『文部 省科学研究費 ・基 盤研 究(酬2)日 本 における美術 史学の成立 と展
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(4)(解 説)表 紙 を語 る 四川料理 で もてなす 『アジア遊学 』2100.11

(4)(解 説)人 面 鳥 と有 翼人 「古代 文化 」52-1100.11

(4)(解 説)迦 陵頻 伽研 究の展望 『古代文 化』52-1200.12

(6)(口 頭 発表)中 央 アジア探検隊 と敦煙学 美術部 ・情 報資料部研 究会00.10.18

(6)(講 演)中 央 アジア ・シル ク ロー ド探検 とその コレクシ ョンにつ いて 多摩 交流 セ ンター01.1.28

(6)(口 頭 発表)キ ジル石窟 ・クム トラ石窟 にお け るガル ダ ・イメー ジの展開 とその解 釈 をめ ぐって 一「金翅鳥 」

か ら 「迦楼羅 」への造形推 移 を中心 に一 内陸ア ジア出土 古文献研 究会01.3.17

加 藤 寛KATOHiroshi(修 復技術部)

(3)(論 文)海 外での輸出漆器の保管状況 『近世輸出工芸品の保存 と修復』 東京国立文化財研究所00.7

(3)(論 文)中 国の螺鋼 『漆工史』23pp.84-9200.11

(3)(論 文)輸 出漆器の技法的復元研究(1)『 保存科学』40pp.84-9201.3

(3)(論 文)一 橋徳川家伝来白糸威絨胴丸具足に於 ける錺金具緑青除去の研究 『保存科学』40pp.106-11201.3

(3)(解 説)在 外 日本古美術修復作品について 報告再 『在外 日本古美術品保存修復協力事業 工芸品/絵 画』 東

京国立文化財研究所01.3

(5)(講 演)献 茶 と法隆寺献納宝物 日本煎茶堂協会 自民党会館00.7.22

(5)(学 会発表)漆 一不思議な樹液一 漆工史学会 林原美術館00.11.11

川野邊 渉KAWANOBEWataru(修 復技術部)

(3)(論 文)焼 損文化財の保存処置に関する研究一焼損木材の現状維持に関する研究一(沓名、川野邊)『 保存科学』

40pp.47-5101.3

(3)(論 文)臼 杵磨崖仏群における紫外線 を用いた生物制御の試み(川 野邊、朽津、早川)『保存科学』40pp.64-68

01.3

(3)(論 文)臼 杵磨崖仏における表面樹脂処理試験(早 川、川野邊)『 保存科学』40pp.69-7401.3

(3)(解 説)紫 外線を当てて国宝の石仏 を守る 『ナショナルジオグラフィック』71p.1701.2

(6)(講 演)環 境が文化財に及ぼす影響 文化財建造物主任技術者研修会 上中里文化財建造物保存技術協会研修

センター00.9.14

木 川 り かKIGAWARika(保 存 科学部)

(3)(論 文)低 酸 素濃度 お よび二酸化炭 素 によ る殺虫 法 一 日本 の文化 財害虫 につ いて の実用的処 理条 件 の策定 一

(木川、宮澤 、山野、三浦 、後出、木村 、富 田)『 文化財保 存修復学 会誌』45pp.73-8601.3

(3)(論 文)東 大 寺法華堂 ・戒壇堂 にお けるアナバチ類の被 害 とピレスロイ ド樹 脂蒸散 剤 による防除対策(山 野、木

川、三浦)『 文化財保存修復 学会誌』45pp.99-10501.3

(3)(論 文)LowOxygenAtmosphereandCarbonDioxideTreatmentsforEradicationofInsectPestsinJapan

(Kigawa,Yamano,Miura,Zippo,Miyazawa,Maekawa,Nochide,Kimura,andTomita)IntegratedPest

ManagementinAsiaforMeetingtheMontrealProtocol,Proceedingsofthe23rdInternationalSymposium

ontheConservationandRestorationofCulturalPropertyHeldbyTokyoNationalResearchInstituteof

CulturalPropertiespp.87-9701.3

(4)(解 説)今 後の文化財 の虫害対策(木 川、 山野 、三浦)『 文化財 の虫菌害』40pp.31400.12

(4)(解 説)第11章 文 化財保 存 とオ ゾン層破壊 臭化 メチル殺 虫煉 蒸 に代わ る方法 はP(富 永、木 川)馬 淵、 富

永編 『考古学 と化学 をむすぶ』pp.271-29ri東 京 大学 出版会00.7

(4)(解 説)美 術 工芸品 の防虫(一 部協 力執筆)、 掛軸装 の技術 の合理性 と科学(渡 邊)『 茶 の湯 と科学』茶 道学体

系第8巻pp.277-278淡 交 社00.9

(4)(解 説)臭 化 メチル代替 法 をめ ぐる新 しい保存技術 『記録 と史料』11pp.13-3001.3

(5)(学 会 発表)低 酸素濃度 お よび二酸化炭素 による殺虫 一 日本の文化財 害虫 について の実用化(2)一(木 川、実宝、
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宮澤、山野、三浦、後出、木村、富田)文 化財保存修復学会第22回 大会00.6.10-11

⑥(講 演)臭 化メチル燥蒸の代替策について 第22回 文化財(書 籍・古文書等を含む)の 虫菌害保存対策研修会 側)

文化財虫菌研究所00.6.30

(6)(講 演)今 後の文化財の虫害対策 第20回 文化財防虫防菌処理実務講習会 働文化財虫菌研究所00.10.26

(6)(講 演)2005年 臭化メチル全廃問題 と害虫対策(青 木、木川)第26回 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会全

国大会研修会00.10.31

(6)(講 演)2005年 臭化メチル全廃問題 と害虫対策 埼玉県地域史料保存活用連絡協議会平成12年 度実務研究会 特

別講演01.2.22

(6)(講 演)図 書館・文書館の環境管理 一IPM(総 合的害虫防除計画)を 中心に一 国立国会図書館 第14回 保存

フォーラム01.2.26

朽 津 信 明KUCHITSUNobuaki(国 際 文化 財保 存修復協 力 セ ンター)

(3)(論 文)平 沢屏 山作 『オム シャ図」 とr熊 送 り図」 の彩色 につい て 『Museum』566pp.22-2500.6

(3)(論 文)Processofsaltweatheringobservedatabrickbuilding,ShimorenKiln,CentralJapan・Transac-

tions,J.G.U.,21,pp.261-27600.7

(3)(論 文)函 館市 に残 る幕末 ・明治絵画 の顔 料調査(朽 津、 ド山)『 市立 函館博物館研 究紀要』11pp.1-2001.3

(3)(論 文)フ ゴ ッペ洞 窟 の赤色顔 料に ついて 『余市水産博 物館研 究報告14pp.45-4801.3

(3)(論 文)加 曽利 貝塚 にお け る遺 構保 存 を目的 とした環 境 調 査(朽 津 、青木)『 貝塚 博物 館紀 要』28pp.1-10

01.3

(3)(論 文)臼 杵磨 崖仏で観 察 され る彩色表現 につ いて 『保存 科学』40pp.52-6301.3

(3)(論 文)文 化財 の保存 を目的 と して煉 瓦の樹脂処理効果 に関 す る研 究(朽 津 、早川)『 保存 科学』40pp.35-46

01.3

(3)(論 文)臼 杵磨 崖仏群 にお ける紫外線 を用 いた生物制御 の試 み(川 野邊 、朽 津、早川)『 保 存科学』40pp.64-68

01.3

(5)(学 会 発 表)大 分 県下の石仏 の彩色につ いて(朽 津 、 山田)文 化 財保 存修復 学会第22回 大 会00.6.10

(5)(学 会 発 表)非 破壊 ・非接触 に よるア イヌ絵 の顔 料調査(朽 津、 ド山)日 本文化財科学会第17回 大会00.7.29,

30

(5)(学 会 発表)鉱 物 か ら見た出雲大 社境 内遺跡 の赤色顔料(朽 津 、4;1111、松 尾、松本)口 本地質 学会第107年 学 術

大会00.9.30

(5)(学 会 発表)国 宝 ・臼杵 石仏の保存 に関わ る応用地質学 的調査(Y'報)日 本応用地質学 会平成12年 度研 究発表

会00.11.1

(6)(講 演)建 築彩色 の分 析 につ いて 平成12年 度文化 財建 造物 主任 技術 者講 習会(上 級 コー ス)00.9.7

児 玉 竜 一KODAMARyuichi(:r1:能 部)

(2)(報 告 書)五 代 目中村歌右衛 門展図録(共 編)p.72早 稲 田大学演劇博物館00.9

(4)(解 説)戦 中戦後歌 舞伎 日録1940～1950-『 歌 舞伎 研 究 と批評 』25pp.42-8300.6

(4)(解 説)雑 誌細 目 『文楽』 『歌舞伎 研究 と批 評』25pp.ll611700.6

(4)(コ ラ ム)上 方歌舞伎 とい う文化 「f方 芸能』137pp.82-8300.8

(4)(解 説)五 代 目中村歌 右衛門展関連 企画 「中村芝翫家所 蔵 フ ィルムlfii一 稲 田大学演劇博物 館

(4)(解 説)片 岡我 当氏 に聞 く 『教育 芸術社 シ リー ズ ・イ ンタビュー」700.12

(4)(解 説)歌 舞伎編年 資料篇一九八 六～二〇〇〇 『歌舞伎 の20世 紀』pp.1;i2165演 劇 出版 社

(4)(コ ラ ム)近 代歌 舞伎新奇列伝 『春秋』1月 号pp.71001.1

(4)(解 説)山 本順 之氏 に聞 く 『教育芸術 者 シ リーズ ・イ ンタビュー」801.2

(4)(コ ラム)今 尾哲 也先生 の こと 『武 蔵野 日本文学 』10pp.82-8301.3

(5)(シ ン ポジウム)猿 之助歌舞伎 の検証 歌 舞伎 学会 フ ォー ラム00.7

(5)(学 会 発表)中 村芝翫家所蔵 フィル ムにつ いて 歌舞伎学 会秋季大会00.12
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(6)(講 演)五 代 目中村歌右衛門展関連企画 「山の手の歌舞伎 五代目歌右衛門の時代」 早稲田大学演劇博物館

00.10.8

(6)(講 演)近 代における歌舞伎俳優 と能 武蔵野女子大学能楽資料センター公開講座00.12。14

斎 藤 英 俊SAITOIIidetoshi(国 際文化財保存修復協力センター)

(3)(論 文)近 世宮廷文化サロンの文芸 と遊興の場 『茶室 ・露地』 茶道学大系第6巻pp.35-63淡 交社OU.4

(3)(論 文)建 築の再生 桂離宮御殿群の修理工事から 『木の建築』Pp.915木 造建築研究フォーラム00.,7

(3)(論 文)文 化遺産保存の国際協カーその意義 と東京国立文化財研究所の活動 『文部時報』pp.34-3700.11

(3)(論 文)文 化の多様性へのまなざし 『建築雑誌』1465p.27日 本建築学会Ol.1

(3)(論 文)歴 史地区における修景の理念 と方法 日独の事例 を比較 して一 『白川郷合掌造 り集落 の景観』pp.

89-95財 団法人世界遺産自川郷合掌造 り保存財団01.2

(3)(論 文)文 化 と文化遺産の多様性 一一人類の貴重な財産 として 『月刊文化財』449pp.6-701.2

(3)(論 文)近 世諸藩の建築指図の所在調査報告(後藤、山口、斎藤、吉田、伊東)『 生活環境科学研究所研究報告』

pp.23-83宮 城学院女子大学01.3

(6)(講 演)中 世・近世住宅の食空間「食 と住 を通 してみた日本文化」 宮城学院女子大学公開 シンポジウム00.4.22

(6)(講 演)建 築の再生一桂離宮御殿群 の修理工事か ら 「老化 と再活性」 木造建築研究 フォーラム総会講演会

00.5.22

(6)(講 演)歴 史的景観保存の手法 「白川村荻町伝統的建造物群保存地区の景観評価に関する調査・研究報告会」 財

団法人世界遺産白川郷合掌造 り保存財団OO.7.14

(6)(講 演)文 化財保存における国際協力 「ベ トナム ・ホイアン世界遺産への歩み」 昭和女子大国際文化研 究所

00.10.13

(6)(講 演)桂 離宮御殿群の構造補強 「日独共同研究:歴 史的建造物の耐震診断 と構造補強」 奈良国立文化財研究

所研究会00.10.20

(6)(講 演)近 世宮廷文化サロンと御茶屋 財団法人常陽藝文センター講演会00.10.24

(6)(講 演)ド イツ ・ルール地方の旧産業施設の活用一異なる3つ の事例か ら 「ドイツに学ぶ近代化遺産のつかい

方 ・活か し方」 建築修復学会研究会00.11.19

(6)(講 演)文 化 と文化遺産の多様性一人類 の貴重な財産 として 「国際シンポジウム:文 化 の多様性 と文化遺産」

東京国立文化財研究所 ・文化庁00.12.18

(6)(講 演)文 化遺産に関する国際社会の動向 「世界の文化遺産 を護る」 第15回 「大学 と科学」公開 シンポジウム

01.1.28

(6)(講 演)文 化的景観の概念について 白川村伝統的建造物群保存地区保存審議会景観分科会01.2.9

(6)(講 演)桂 離宮の意匠 と技法 社団法人金沢職人大学校01.2.9

(6)(講 演)桂 離宮の建築様式と文化的背景 「炬燵を囲んで建築史」 昭和の くらし博物館講演会01.3.3

(6)(講 演)国 際社会における文化遺産の保存 日本建築セ ミナー講演会Ol.3.31

佐 野 千 絵SANOChie(保 存 科 学 部)

(2)(報 告)展 示 公 開 施 設 の 館 内 環 境 調 査 報 告 一一平 成11年 度(石 崎 、 佐 野 、 三 浦)『 保 存 科 学 』40pp.136-140

01.3

(3)(論 文)DegradationandColorFadingofCott()nFabricsDyedwithNaturalI)yesandMordants(Kohara,

Sano,Ikuno,Magoshi,Becker,Yatagai,Saito)"Historic"Textiles,Papers,andPolymersinMuseums"

EditedbyJeanetteM.Cardamone&MaryZ'.Becker,AmericanChemicalSocietypU.74-85(2001)

(3)(論 文)DegradationandColorFadingofSilkFabricsDyedwithNaturalI)yesandMordants(Kohara,

Sand,Ikuno,Magoshi,Becker,Yatagai,Saito)"historicTextiles,Papers,andPolymersinMuseums"

EditedbyJeanetteM.Cardamone&Mary"t.Becker,AmericanChemicalSocietypp.H6-97(2001)

(3)(論 文)変 色 試 験 紙 上 に 捕 捉 さ れ た 化 学 種(II)一 室 内 空 気 汚 染 物 質 最 の 暴 露 時 間 依 存 性 『保 存 科 学 』40

pp.14-2101.3
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(3)(論 文)東 京 国立文化財研究所新 営庁舎収 蔵施設 の空気環境 『保存 科学』40pp.113-11901.3

(3)(論 文)電 子線 劣化 な ど各種 劣化促進処理 され た補修 用絹 の劣化機構 に関す る考 察(佐 野、米 山、川野邊 、増

田、三浦 、馬淵)『 保存科学』40pp.1-1301.3

(3)(論 文)漆 ・漆 類似物質 の判別 『国立歴 史民俗博 物館研 究報告』86pp.271-30801.3

(3)(報 告)ChemicalEffectsofVariousInsecticidesandFungicidesonMuseumMaterials:KeviewsandCase

StudiestoJapaneseAntiques(SANG)"lntegratedPestManagementinAsiaforMeetingtheMontreal

Protocol",Proceedingsofthe23rdInternationalSymposiumontheConservationandRestorationof

CulturalPropertypp.11112401.3

(4)(解 説)漆 の文 化財 に関す る科学 的研究 宮腰 哲雄 ・永瀬喜助 ・吉田孝編 『漆化学 の進歩 一バ イオポ リマー漆

の魅 カー』pp.367-396㈱ ア イ ピー シー00.5

(4)(解 説)歴 史的 な漆工芸品の分析(佐 野、 宮腰)宮 腰 哲雄 ・永瀬喜助 ・吉 田孝編 『漆化学 の進歩一バ イオポ リ

マー漆 の魅 カー』pp.397-410㈱ ア イ ピー シー00 .5

(4)(解 説)美 術館 ・博 物館の空気質 の現状 と望 ましい レベ ル ・対策 『空気 清浄』38-1pp.20-2600 .5

(5)(発 表)変 色 試験紙上 に吸着 され た室 内空気汚染物 質 リモー トモ ニタ リングの可能性 第22回 文化財保存修復

学会 大会 別府00.6.10-11

(5)(発 表)変 色 試験 紙 ヒに吸着 された室 内空気汚染物 質 一パ ッシ ブサ ンプ リング とアクテ ィブサ ンプ リング 第41

回大 気環境学 会年会 さいた まOO.9.2628

(5)(発 表)展 示 ケース 内にお ける 日本 画顔 料へ の ギ酸 ・酢酸 の吸 着 と変色2000年 度 室 内 環境 学 会 年 会 東京

00.12.19-20

(6)(講 演)DeteriorationofSilkbyElectronIrradiation(Sano)ConsultantMeetingon"TheUseof

RadiationforConservationofArchaeologicalArtifacts"InternationalAtomicEnergyAgencyウ ィー ン

00.6.14-16

(6)(講 演)イ ンキによ る文字 の伝達一 その特性1)JIエ グ ゼ クテ ィブセ ミナ ー7「 文字 の伝 達 一インキの世界 一」

国際資料研 究所01.3.9

塩 谷 純SHIOYAJun(美 術 部)

(3)(論 文)「 口本 画」 の10年 一制度 の内か ら 『文 部省科学研 究費・基盤研 究(酬2)日 本 におけるX術 史学 の成 立 と

展開』報 告轡pp.351-36701.3

(3)(報 告)討 論ニ ー工 芸 と美術 史学 『文部省科学研 究費 ・基盤研究(AX2)日 本 におけ るX術 史学 の成立 と展 開』

報告書pp.IO2-12301.3

(4)(解 説)下 村観 山 《木の間の秋》、菱 田春 草 《落 葉》、速水御 舟 《炎舞》、前1珊lf邨 《洞窟 の頼 朝》、小林 古径 《髪 》、

小倉遊亀 《浴 女(そ の1)》 、横 山操 《溶鉱 炉》、杉 山寧 《灼》、奥村土牛 《占野》 『2(1世紀 の美 日本 の絵画100選 』

日本経 済新聞社00.10

(4)(論 説)「 菊池容 斎」 と明治 のX術 『東 美』33pp.516201.1

(4)(論 説)歴 史画 のつ くりかた 菊池容斎 の 『前 賢故実』ris』85pp.646801.:3

(6)(講 演)菊 池容斎 と明治の 美術t京 美術llf年 会講 演会OO.6.14

島 尾 新SHIMAOArata(情 報 資料 部)

(1)(著 書)禅 と天神t:t7川 弘 文館OO.11

(3)(論 文)破 墨山水図 の画 と詩 『天開図画』:iPI).324fiOl.3

(3)(論 文)「 雪舟研 究 史」雑感 『文部省科学研 究費 ・,、毎盤{ヲ1究(AX2)日 本 にお ける 美術 史学の成1:と 展 開』 報告

書pp.410-41901.3

(3)(報 告)討 論 三一一講 と美術 史学 『文部 省科学 研究 費 ・基盤 研究(AX2)日 本 にお ける美術 史学の成 、玩と展開』報

告書pp.144-15801.3

(4)(解 説)『 皇室 の至宝 東山御文庫御物 』4毎 日新聞社OO.4

(4)(解 説)『 皇室 の至宝 東山御文庫御物 』5毎 日新聞社OO.9

-72



(5)(論 説)ト トウテンジンの画像 『本郷』3201.3

(5)(論 説)禅 宗美術の諸問題 『花園史学』2101.3

(6)(発 表)特 殊撮影による絵画の分析について 一「源氏物語絵巻」調査の中間報告を兼ねて一 美術部 ・情報資料

部研究会OO.6.28

(6)(発 表)絵 作 りのパ ター ン 「科学の目で見る国宝源氏物語絵巻II」 シンポジウム 五島美術館00.11.11

(6)(講 演)禅 宗美術の諸問題 花園大学歴史博物館開館記念 シンポジウム 花園大学00.ll.25

(6)(発 表)美 術史研究 と光学的手法 第30回 文化財保存修復研究協議会 「光学的方法の明日」 東京国立文化財研

究所00.12.15

(6)(:1メ ント)美 術館 と観衆 美術 史学会全国大会 シンポジウム00.5.27

城 野 誠 治SIIIRONOSeiji(情 報資料部)

(6)(発 表)特 殊撮影による画像再現 と可能性一蛍光撮影を中心に一 「科学の目で見る国宝源氏物語絵巻II」 シン

ポジウム 五島美術館00.11.11

(6)(発 表)ポ リライ トを用いた蛍光画像の調査 第30回 文化財保存修復研究協議会 「光学的方法の明日」 東京国

立文化財研究所00.12.15

鈴 木 廣 之SUZUKIHiroyuki(情 報 資料 部)

(2)(報 告)〈 研究 報告〉明 治期府県博 覧会一附 ・明治期府 県博覧会 調査資料 目録 、明治期博 覧会一覧(稿)一(小 林

純子 と共 著)『 文部省科学研 究費 ・基盤 研究(A)(2)日 本 にお ける美術史学 の成立 と展 開』報告 書pp.1-401.3

(2)(報 告)明 治期府 県博覧会 調査資料 目録 『文部省科学研 究費 ・基盤研究(A)(2)日 本 にお ける美術 史学の成 立 と展

開』報 告書pp.5-3901.3

(3)(論 文)「 風俗 画」 とい うイ デオ ロギー一佐藤康 宏著 「高雄観楓 図論」(『美術 史論叢』 一六)へ の異論 として一

『美術 史論叢』17pp.39-5101.2

(5)(発 表)明 治 期 にお け る ミュゼ オ ロジー一 ゲ ッテ ィ研 究 所 の 紹 介 をか ね て一 美術 部 ・情 報 資 料 部 研 究 会

99.12.22(前 年 度 業績追記)

(6)(講 演)"HistoricalSurveyofJapaneseArt,"LecturefortheJapanesePaperConservatonCourseat

TNRICP,November28,2000.

高 桑 いつ みTAKAKUWAIzumi(芸 能 部)

(3)(論 文)鼓 胴 の形態 変化 『東洋音楽研 究』65pp.1-1200.8

(3)(博 士 論 文)能 楽嘘 子の歴史的研 究一楽器形態 ・技法 ・演 出 をめ ぐって一 〇1.2

(3)(書:評)藤 田隆則 「能 の多人数合 唱」 「楽劇学 』8pp.205-20901.3

(4)(対 談)能 楽対談440回 「笛 の魅力 を伝 えた い」 『能 楽 タイムズ』58100.8

(4)(解 説)鼓 の ひび きNHKラ ジオ00.8.20,27

(5)(学 会 発表)楽 器 史への試 み 一春 口大社和琴 をめ ぐって一一 第436回 東 洋音楽学 会定例研 究会01.2.10

(6)(講 演)講 座 「能 の演技 一一愚 く ・狂 う一」鋏仙 会公開講座 第3回 物 に狂 うOO.4.25

(6)(講 演)能 の翁;舞 の異式演 出 第31回 東京 国立文化財研 究所芸能部公 開講 座 「『翁』 の技 法一舞 う翁 ・語 る翁

」矢来能楽堂00.10.31

田 中 淳TANAKAAtsushi(美 術 部)

(3)(論 文)「 基礎 」の人 一久米桂 一郎 の生涯 と芸術 久米 美術 館所蔵 品 目録 久米 美術館00.5

(3)(論 文)黒 田清輝 と萬鉄五郎 黒 田清輝 と萬鉄五 郎展図録 萬鉄五郎 記念 美術館pp.81500.7

(3)(報 告)「 近代U本 美術 」史 の成 立 を考 えるための ノー トー「名作 」 とい う評価 と 「移植 」 とい う言葉 『文部省

科学研 究費 ・基 盤研究(AX2)口 本 におけ る美術史学 の成立 と展開』 報告書pp.335…35001.3

(4)(評 論)近 代 美術 アー カイヴ とダ ンボール箱 『現代 の眼 』523pp.3-4東 京 国立近代 美術館00.8

(4)(評 論)〔 展覧 会評〕危機 の時代 と絵画一 九三〇一一 九四五 『美術 フ ォーラム21』3pp.145-14600.11
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(4)(評 論)〔 書評〕 「田中恭 吉展」 カタ ログ 『美術 史』150pp.251-25501.3

(6)(発 表)「 近代 日本美術史」研究 における 「受容 」の諸問題 美術部 ・情 報資料部 研究会00.4.26

(6)(講 演)日 本 近代美術 にお ける 「受 容」史研 究の課題 京都工芸繊 維大学00.7.21

(6)(講 演)黒 田清輝 と萬鉄五郎 萬鉄 五郎記 念美術館00.8.6

(6)(講 演)1912年 ・東京 ・美術 一木村荘八 の 「口記 」 を とお して 国立東 洋言語文化 研究所 ・パ リ大学00.11.22

(6)(発 表)夏 目漱石 の美術批評一 「個」 のあ り方 と批評す る眼 国立東洋 言語研 究所 ・パ リ大学00.11.29

津 田 徹 英TSUDATetsuei(情 報資料部)

(3)(論 文)書 写山円教寺根本堂伝来 滋賀・舎那院蔵 薬師如来坐像 をめ ぐって 『佛教藝術』250pp.53-9200.5

(3)(論 文)ポ ータブル蛍光X線 分析法による木彫像の彩色材料調査(三 浦、早川、津田)『 保存科学』40pp.

75-8301.3

(3)(論 文)醍 醐寺霊宝館所在 五大明モ像考 『佛教藝術』255pp.13-6501.3

(3)(論 文)潔 斎する女神一横浜 ・瀬戸神社像の周辺 『系累にもとつ く神像彫刻の総合研究(課 題番号9610062)

平成9・10・11年 度科学研究費補助(基 盤研究(C)1)研 究成果報告書』pp.36-4201.3

(3)(論 文)日 本彫刻史研究における仏像の法駅計測をめぐって 『文部省科学研究費 ・基盤研究(AX2)日 本におけ

る美術史学の成立 と展開』報告轡pp.38440901.3

(5)(学 会発表)滋 賀・錦織寺天安堂毘沙門天像の造 伍と天台系所伝 「北方毘沙門天王随軍護法真言」の周辺 日本

宗教文化史学会第四回大会研究発表 京大会館00.11.25

(6)(講 演)中 世の童子形 と神 第34回 美術部 ・情報資料部公開学術講座 東京都美術館00.10.25

(6)(講 演)蒙 古襲来 と神仏 神奈川オープンカレッジ 神奈川県立金沢文庫OO.10.28

中 野 照 男NAKANOTeruo(美 術 部)

(1)(著 書)仏 画の見 かた 描 かれ た仏 た ち 『歴 史文化 ライブラ リー110』 吉 川弘文館01.1

(3)(論 文)ク ム トラ出土塑 像頭部再考 『文 部省科学研 究費 ・基盤 研究(AX2)日 本 にお ける美術史学 の成立 と展開』

報 告書pp.455-46501.3

(3)(報 告)討 論四一考 古学 と美術史学 『文部省科学研 究費 ・基盤 研究(A×2)Il本 に お ける美術 史学 の成立 と展開』

報 告書pp.193-21201.3

(4)(書 評)書 評 菊竹 淳一 ・鄭'f澤 責任編集1高 腕時代 の仏画」 『デアル テ』17pp.102-lO401.3

(6)(発 表)ク ム トラ石 窟の現状 と問題 点 東洋文庫内 陸ア ジア出 上占文献 研究会00.7.8

(6)(発 表)中 国新彊 キ ジル石窟壁 画の仏伏 図の諸問題 第34回 美術部 ・情 報資料 部公開学術講座00.10.25

(6)(発 表)蔵 経 洞発見 と東洋 美術 史研 究 唐代 史研 究会秋期 シンポジ ウム1敦 煤 文献 の封蔵 をめ ぐって 一敦 煤『発

見』100年 に寄せ て一」00.11.18

(6)(発 表)元 末 ・明の水陸画 毘盧 寺と宝寧 ・箏0)画 題 美術部 ・情報 資料 部研 究会01.3.14

中 村 茂 子NAKAMURAShigeko(芸 能部)

(2)(報 告書)『 新史料翻刻による花祭 りの芸能史的位概づけ 大神楽から花祭 りへ 』(文 部省科学研究費補助

金 ・基盤研究(cX2)1998年 度～2000年 度)01.3

(4)(報 告)紀 伊半島民俗芸能祭2000子 どもたちへの伝承 『民俗芸能 研究』31pp.808700.9

(4)(コ ラム)な ら民俗通信83「 紀伊半島民俗芸能祭2000fど もたちへの伝承1r奈 良新聞』OO。IO.6

(4)(解 説)第24回 「茨城県郷土芸能の集い」 茨城県庁用地OO.10

(6)(発 表)第4回 「紀伊半島民俗芸能祭2000fど もたちへの伝承 」シンポジウム 和歌山県かつらぎ総合文化

会館00.8

(6)(発 表)鬼 の芸能 ・鬼の行事が示唆するもの一一九州 を中心に 一 昭和女子大学芸能史懇話会oO.9

(6)(講 演)民 俗芸能に伝承する翁猿楽の特色 第31回 東京国立文化財研究所芸能部公開学術講座 「『翁』の技法

一舞 う翁 ・語 る翁一」 矢来能楽堂00 .10.31

(6)(講 演)伝 統文化の保存 と活用一民俗芸能の催 し物 を中心に一 千葉県東葛飾郡関宿町公民館00.12
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西 浦 忠 輝NISHIURATadateru(国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー)

(2)(編 集)CcroservationofMonumentsin'Thailand(1);ProceedingsoftheFirstSeminaronThai-Japanese

CooperationinConservationofMonumentsin"Thailand,TheFincArtsDepartment,Thailandandthe

'T
okyoNationalResearchInstituteofCulturalProperties,Japanp.14500.ti

(3)(論 文)C(mservaticm"1'rcatmentfortheGiantHuddhacifWatSriChuminSukh()thai,Thailand(Nishiura,

Ishizaki,ChirapornandKitcha),ConservationofMonumentsin'Thailand(1)pp.43-5300.8

(3)(論 文)Saltweatheringofthebrickm(》numentsinAyutthaya,Thailand(Kuchitsu,IshizakiandNishiura),

ConservationofMonumentsin"Thailand(1)pp.54-7100.8

(3)(論 文)NumcricalAllalysisoftheWatcrRe躍imeofHistoricBrickBし1ildingsalldMonumentsinThailand

(lshizaki,KuchitsuandNishiura),ConservationofMonumentsinThailand(1)pp.92-8900.8

(3)(論 文)ConservationofExcavatedMonumentinSyria;ConservationProjectofAinDaraTemple〈BC10>

(Nishiura,Ebisawa,Inoue,Yamazaki,HamadeandKhayata),ConservationofMonumentsinThailand(1)

pp.124-13300.8

(3)(論 文)我 が 国 に よ る 文 化 遺 産 保 存 国 際 協 力 事 業 の 現 状 と 問 題 点 〔2〕(二 神 、 西 浦)『 保 存 科 学 』40pp.

128-13501.3

(4)(論 説)木 造 文 化 財 の 保 存 と修 復(西 浦 、 今 津)『 木 材'll業 技 術 短 信 』18-1pp.1-1100.5

(4)(論 説)21世 紀 の 考 古 学 は 保 存 と 一 体 で あ る 『生 き る 』 別 冊pp.43-4701.2

(4)(解 説)シ リ ア の ア イ ン ダ ー ラ神 殿 遺 跡 の 保 存 修 復 「JAPANICOMOSINFORMATION」4-11pp.20-22

00.6

(5)(発 表)古 建 築 の 保 存 を 目 的 と し た 古 瓦 の 強 化 防 水 処 理 一屋 外 曝 露20年 後 の 処 理 瓦 の 物 性 一(西 浦 、 高 品)第22

回 文 化 財 保 存 修 復 学 会 大 会00.6.10

(5)(発 表)磨 崖 仏 こ れ か ら の 千 年(パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン)第22回 文 化 財 保 存 修 復 学 会 大 会00.6.10

(5)(発 表)NewConservationMethodforStoneRemainsApPlyingTraditionalMudWallTechnique

‐ConservationTreatmentofRemainsatRanigatSite
,Gandhara,Pakistan(Nishiura,MasuiandEbisawa),

TraditionandInnovation;AdvancesinConservation,IICMelbourneCongressOO.10.10-14

(6)(発 表)PreservationandMaintenanceofMonumentsAfterRestoration,AComparativeStudy:Thailand,

PakistanandSyria,FifthBayonSynposiuminSiemReap,CambodiaOO.12.12

(6)(発 表)タ イ ・ス コ ー タ イ 遺 跡 の 大 仏 の 保 存 修 復 第15回 「大 学 と科 学 」 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム:世 界 の 文 化 遺 産 を

護 る01.1.28

(6)(発 表)文 化 遺 産 の 保 護 と 国 際 協 力 ～ よ り よ い 保 存 修 復 協 力 に 向 け て 一(パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン)第15回 「大

学 と 科 学 」 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム:世 界 の 文 化 遺 産 を 護 る01.1.28

野 川 蔓穂子NOGAWAMihoko(芸 能 部)

(3)(論 文)江 戸音 曲の平曲受容 軍 記文学研 究叢害第12『 軍記語 りと芸能』pp.243-271汲 古 書院00.11

(4)(解 説)歌 詞 になった浦島伝説 一《蓬莱 》《寿 くらべ》 『山田流箏 曲協会会 報』2300.5

(4)(解 説)r日 本 歴 史大事典』 小学 館OO.

(5)(学 会 発表)楽 器 史への試み 一春 日大社和琴 を め ぐって 一第436回 東 洋音 楽学 会定例 研究会01.2.10

(6)(発 表)三 味線組歌 《浮世組》 京都市立 芸術大学E_1本 伝 統音楽研 究 センター共同研究会00.12.901.1.8

早 川 典 子IIAYAKAWANoriko(修 復 技術 部)

(3)(論 文)臼 杵磨崖仏群 にお ける紫外線 を用 いた生物制御 の試み(川 野邊、朽 津、rif・川)『 保 存科学』40pp.64-68

01.3

(3)(論 文)事 例報告:臼 杵磨崖仏 にお ける表面樹 脂処理試験(早 川、川野邊)『 保存 科学」40pp.69-7401.3

(3)(論 文)文 化財 の保存 を目的 とした煉 瓦 の樹脂 処理効果 に関 す る研 究(朽 津、早 川)『 保 存 科学』40pp.35-46

01.3

(3)(報 告)ミ ネア ポ リス美術 館所蔵 阿弥 陀来迎図 表面除去物質分析 報告 『在外 日本 古美術品保存 修復 協力事業修
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理報告書 工芸品/絵 画』pp.269271、274平 成12年 度

(5)(発 表)古 糊の物1生と化学組成 に関する基礎的研究(早 川、川野邊、岡墨光堂)文 化財保存修復学会第22回 大会

00.6.10

(6)(講 演)漆 芸品クリーニングの際0)溶 剤選択 漆文化財修復技術講座 木曽地域産業振興センターOO .9.23

早 川 泰 弘HAYAKAWAYasuhiro(保 存 科学部)

(3)(論 文)江 戸 時 代 銀貨 の 色揚 げに 関 す る調査(早 川 、三 浦、大 貫)『 文化 財 保存 修 復 学会 誌 』45pp.44-60

01.3

(3)(論 文)ポ ー タブル蛍 光X線 分析 法 に よる木彫像 の彩色 材料 調査(早 川 、三 浦、津 田)『 保 存 科学』40pp .

75-8301.3

(4)(解 説)分 析化学 と特許問題 『ぶ んせ き』7p.42500.7

(4)(解 説)一 社 会生活 と分析化学 号占学 と分析 『ぶ んせ き』11pp.65265700.11

(4)(解 説)中 国二里 頭遺跡 出h'f銅 器 の化学組 成(早 川 、平尾 、金、鄭)『 古代東 アジア青銅 の流通 』pp.175-186

01.2

(5)(発 表)蛍 光X線 分析 法 に よ る江戸 期 銀貨 の化 学組 成 の測 定(Fi-f一川 、三浦 、大貫)第61回 分 析 化 学 討論 会

00.5.17

(5)(発 表)AnalysisofthePiKmelltsUsedintheScrollPaintings()fllaeTale()fGenji,NationalTreasure ,

byPortableX-rayFluorescellceSpectrometer(Sugihara,Tamura ,Satoh,Hayakawa,Hirao,Miura,

Yotsutsuji,Tokugawa)40thllnnualllenverX-rayConferenceOO .8.2

(5)(発 表)ア イヌ玉 の化 学組 成 と産 地(佐 々木 、斉藤 、中井 、早川、'1∠尾)日 本文 化財科学会第17回 大会00 .7.29

(5)(発 表)オ ージ ェ電子分 光法 による江戸期 銀貨表面 の元素分 布の測定(Fii一川 、三 浦、大貫)日 本 分析化学会 第

49年 会00.9.26

(5)(発 表)On-siteXRFAnalysisfortheMaterialsCharacterizati()nofCulturalProperties(Hayakawa ,

Hirao,Satoh,Sugihara,"1'arllura)`LOOIPittsburghConferenceO1 .3.6

(6)(講 演)ポ ータ ブル蛍光X線 分析装 置によ る文化財材料 の調 査 台湾大学講演 会 「材料 の元素分析 に関す る検

討会 」00.6.27

(6)(講 演)ポ ータ ブル蛍光X線 分析 装置 によ る文化財 の材 質調 査 中国祉会科学院 、溝演会 「文 化財の調査 ・保存

に関 する研 究会」OO.10.25

(6)(講 演)蛍 光X線 分析 による顔料 の同定1科 学の 目で 見 る国 宝源氏物 語絵 巻IIJシ ン ポジ ウム 五 島美術 館

00.11.11

(6)(講 演)ポ ー タ ブル蛍光X線 分析 装置の利 用 文化財保 存修 復研 究協議会 「光学的 方法 の明 日」 東京国立 文

化財研究所OO.12.15

平 尾 良 光HIRAOYoshimitsu(1呆 存 科学部)

(1)(編 著)平 尾 良光 編 『古代 東アジ ア青銅の 流通』 鶴 山堂(東 京)OI.2

(2)(報 告)有 田遺跡 群第177次 調 査STOO1・()02か ら出土 した弥 生時代llf銅 鏡 につ いての鉛 同位体 比(平 尾、鈴 木)

「福 岡市 有田 ・小 川部 第34集1『 福 岡ll∫埋 蔵 文化財 調 査報 告ll第651集 』pp.49540() .4

(2)(報 告)上 月隈遺 跡群第:3次 調 査sTOO7網 棺 墓か ら出 ヒしたi細 形銅剣 の鉛同位体比('}∠尾 、鈴木)「 ヒ月隈遺

跡群3」 『福 岡市埋蔵 文化財調 査報ii:Ittill第(i34t,1』pp.29:3:iOO.4

(2)(報 告)高 塚遺跡 出 ヒの銅鐸 ・貨泉 ・棒 状銅製ll占の鉛同位体比(馬 淵、'i∠尾 、榎本、 脚lDl高 塚 遺跡 話 遺

跡2」 『山陽 自動車道建 設に伴 う発掘調査18』 岡山 り,集埋 蔵 文化財 発掘 調 査報告150Pp.10631()7000.5

(2)(報 告)長 野 県須 坂 市の八 」°鎧塚24'一 墳 か ら出.iし た帯 金!1.の 自然 科学的研究(平 尾 、榎 本、小林)須 坂 市教

育委員会編 『長野 県史跡 『八 」'鎧塚 』』pp.374800.5

(2)(報 告)下 粟野方 台遺 跡か ら出土 した銅製品 の自然 科学的研究(FII・川 、榎本、平 尾)『 村史紀 要 千代川村 の生

活 第6号 』pp.21-3200.6

(2)(報 告)風 返稲荷 山古墳 出土 資料の鉛 同位体 比(平 尾 、榎本 、早 川)霞 ヶ浦町教 育委 員会編 『風 返稲 荷山古墳』
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PP・243-25200.6

(2)(報 告)ガ ラス材料 の鉛同位体 比 と化学 組成(平 尾、榎本 、早川)『 「北周 田弘墓」 原州 聯合考 古隊発掘調査 報

Lt.
[t2』pp。859700.6

(2)(報 告)福 岡県平原遺跡 か ら出土 した大型 内行花文八 葉鏡12号 鏡 の破 片 に関 する考察(早 川 、鈴木、平 尾)『 「平

原遺跡 」前原 市文化財調 査報告 再第70集 』pp.121-12400.6

(2)(報 告)埼 一K県立博物館 が所 蔵 する銅 鐸の 自然科学 的研 究(早 川、鈴木、平尾)『 埼 玉県立博物館 紀要』26pp.

131601.3

(3)(論 文)神 戸市 立博物館 が所 蔵す る桜 ヶ丘銅 鐸 ・銅 戎の鉛同位体比(平 尾、鈴木 、早川)神 戸市立 博物館編 『国

宝桜 ヶ丘銅鐸 ・銅 刻pp.839200.5

(3)(論 文)天 馬一曲村遺趾 西周墓地 背銅器的 鉛同位素比 値研究(金 、 チ ェイス、平尾 、馬 淵)郡 衛主 編 『天馬一 曲

村発掘 報告書」付 録5pp.ll74-ll7700.12

(3)(論 文)Analysisofpigmentsusedinscrollpaintingsofanationaltreasure"TaleofGenji"usingaportable

X-rayfluorescencespectrometer(Sugihara,Tamura,Sato,Hayakawa,Hirao,Miura,YotsusujiandTokug-

awa)"X-rayFluorescenceConferenceVolumein2000"01.2

(3)(論 文)古 代 中国青銅器 の 自然科学 的研究(平 尾、早川 、金、 チェイス)『 古代 東ア ジア青 銅 の流通』pp.93-140

鶴 山堂(東 京)01.2

(3)(論 文)中 国北 方系民族 の青 銅器(高 浜、早川 、平尾)『 古代 東 アジア青銅 の流通』pp.187-252鶴 山 堂(東 京)

01.2

(3)(論 文)古 代の銅 の科学 『古代東 アジア青銅 の流通』pp.308-325鶴 山 堂(東 京)01.2

(4)(解 説)大 仏の材料 の産地 はど こか 『週 刊朝 日百 科 日本 の国宝別 冊 国宝 と歴 史の旅 』7pp.32-3300.8

(4)(解 説)鉛 同位体比法 の可能 性 『考古学 ジャーナル』470pp.9-1301.2

(5)(発 表)ア イヌガ ラスの化 学組成(佐 々木、 齋藤 、 中井 、早川、平尾)第17回 日本文化 財科学会 佐倉市民 音

楽 ホール00.7.29

(5)(発 表)愛 媛 県朝 日谷古墳 出土銅鐵 の鉛 同位体比(平 尾 、榎 本、早川、管井 、渡辺 、梅木)第17回 日本文化財

科学会 佐倉市民音 楽ホ ール00.7.29

(6)(講 演)文 化財 資料の非破壊 的測定 韓 国湖巌 美術 館00.5.24

(6)(講 演)古 代 中国北方民族 の青銅器 の鉛 同位体比 中国文物局 文物研究所00.10.25

二 神 葉 子FUTAGAMIYoko(国 際文化財保存修復協力センター)

(3)(論 文)我 が国による文化遺産保存国際協力事業の現状 と問題点(II)一 国際文化財保存修復研究会からの知見(2)
一(二 神、西浦)『 保存科学』40pp.128…13501.3

(4)(翻 訳)戦 国古貨幣の鉛同位体比の研究一また、同時期の広東嶺南の鉛について(金 正耀 ほか著)『 古代東アジ

ア青銅の流通』pp.255-26401.2

(4)(翻 訳)江 西新干大洋洲商墓青銅器の鉛同位体比 の研究(金 正耀 ほか著)『 古代東アジア青銅 の流通』pp.

265-`L6901.2

(4)(翻 訳)広 漢三星堆遺物坑青銅器の鉛同位体比の値 に関する研究(金 正耀ほか著)『 古代東アジア青銅の流通』

pp.27027HO1.2

(4)(翻 訳)中 国両河UIL域青銅文明の間の関係 出上商代青銅器の鉛同位体比の研究結果を中心として(金 正耀 ほか

i)『 古代東アジア青銅の流通』pp.279-2H601。2

(4)(翻 訳)商TCi'銅 器中の高放射性成因鉛:三 星堆器物 とサ ックラー美術館収蔵品 との比較研究(金 正耀ほか著)

『占代東アジア青銅の流通』pp.287-29301.2

星 野 紘HOSHINOHiroshi(芸 能 部)

(1)(編 著)星 野紘 、野村伸一編著 『歌 ・踊 り ・祈 りの アジア』 勉誠 社00.11

(1)(著 轡)星 野紘 、チモ フェイ ・モル ダノ ブ共 著 『シベ リア ハ ンテ ィ族 の熊送 りと芸能 』勉誠 社01.2

(3)(論 文)神 歌 にみ る沖縄 と雲南 の類似 点 『沖 縄 と中国少数民族 の基 層文化の比較 研究』pp。37-48沖 縄 県立 芸
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術大学付属研究所01.3

(4)(解 説)綾 子舞 「第11回 全国地芝居 サ ミット」(新 潟 県松 之山町)㈹ 全 日本郷 土芸能協会、松之山町主催

00.8.27

(4)(解 説)中 国毛南族の師公舞 「平成12年 度国際民俗芸能フェステ ィバル 福井公演」 文化庁、福井県教育委員

会主催プログラム00.10.8

(4)(解 説)中 国毛南族の師公舞 「平成12年 度国際民俗芸能 フェスティバル尾道公演」 文化庁、広島県教育委員会

主催プログラム00.10.14

(4)(解 説)神 楽について 「平成12年 度国民文化祭・神楽の祭典」(広島県美土里町)文 化庁、広島県主催00.11.4

(4)(解 説)綾 子舞 「第50回 全国民俗芸能大会」文化庁企画㈱日本青年館主催プログラム00.11.25

(5)(学 会発表)中 国田間遊戯表現芸術1海 峡両岸昆倫文化考察与学術研討会」(中 国青海省西寧市)中 国青海省文

化庁、台湾伝統芸術中心主催00.8.13

(5)(学 会発表)民 俗音楽の継承 を考える一地域 ・学校 ・行政の役割一「日本民俗音楽学会 ・第2回 民俗音楽研究会」

(群馬県高山村)00.8.19

(6)(講 演)ア ジアの中の民俗芸能 「平成12年 度東京国 、γ文化財研究所芸能部夏期学術講座」00.7.17-19

(6)(講 演)民 俗芸能復活再生への方策 「'{j成12年度伊那民俗芸能団体連絡協議会総会」(長 野県喬木村)00.7.27

(6)(講 演)21世 紀へつな ぐ日本の民俗芸能 【民俗芸能指導者研修会」(国 立オ リンピック記念青少年総合センタ

ー)㈹ 全 日本郷土芸能協会主催01 .3.22

増 田 勝 彦MASUDAKatsuhiko(修 復 技術 部)

(5)(発 表)揉 みか ら紙の製作技 法 文化財保 存修復学 会大会OO.6.10-11

(5)(発 表)歴 史絵画 の補修 用資材 として放射 線劣 化絹 を利川 す る一放射線 劣化絹 を用 いた歴史的絵画 の補修技術 一

ConsultantMeetingon"TheUseofRadiationf()rConservationofArchaeologicalArtifacts"IAEA国 際 原

子力機関本 部00.6.12-18

(6)(講 演)材 料 と環境 一橋 大学社会科学 古典 資料 セ ンy-1催 第1回 西洋古典 資料保存 講習会00.7.5

(6)(講 演)さ わって考 え る一古 くて新 しい和紙 の話 長野 市 立博物 館特別展 「風土が はぐ くんだ信 濃 の和紙 」記

念講演会00.8.27

(6)(講 演)修 復概 論 東京国立文化財研 究所博物館 実習OO.9.1

(6)(講 演)材 料特 論 一紙 につ いて 文化財建造物i:1t:技 術 者講習会上級 コー スOO.9.14

(6)(講 演)史 料 の保 存環境 と劣化損傷 要因/劣 化損傷 史料 の保存修 復 国立史料 館史料管理学研 修00.9.18-19

(6)(講 演)阪 神淡路 大震 災 と文 化財保 存 官 と民の活 動iYes国 ヴ歴 史博物 館主催 地震 災後 文化資産 保存 維護国

際学術 研討 会00.10.15-18

(6)(講 演)日 本 にお ける種 々の表装技術 国際研修1紙 の保存修復 」00.11.27/12.21

(6)(講 演)絵 画 と古文rの 修 復 朝 日カルチ ャーセ ンタ公開講座01.1.6-20/2.3/2.17

(6)(講 演)和 紙 についてわか った こ と 東京国立文化 財研究所総 合研 究会01.3.13

松 原 藁 智子MATsUBARAMichiko(国 際 文化 財保 存修復協 力セ ンター)

(4)(翻 訳)OnthePublicationoftheRestorati()nRePort(WATANABEAkiyoshi)「 在 外 日本古 美術 品修 復

協 力事業修理報 告轡 工芸品/絵 画」 東京 国 、塗文化 財研 究所p.201.3

(4)(翻 訳)ConservationandExhibitionofaWorkofJapaneseArtinaForeignCo!1ection(KAWAHARA

Osamu)「 在 外 日本 古美術品修復協力事 業修理報 告轡1:芸 品/絵 画 」 東京国立 文化財研 究所pp.4-50L3

(4)(翻 訳)ColorCaptions「 在 外 口本 古美術品修 復協力 事業修理 報告轡 工芸 品/絵 画」 東京国立文 化財 研究所

pp.25-2801.3

(4)(翻 訳)OntheRestorationofthe"Dai-HannyakyuZushi"intheCollectioncifTheClevelandMuseumof

Art,Ohio,US.A.(KITAMURAShosai)「 在 外 口本古 美術 品修復協力事業修 理報告 轡 工芸品/絵 画 」 東京国

立文化財研 究所pp.55-6501.3

(4)(翻 訳)OntheRestorationof"Hoo-monMakieRadenQuiver"intheCollectionofTheMetropolitan
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MuseumofArt(KATSUMATASatoshi)(澤 川 美由紀 と共訳)「 在外 日本古 美術 品修復協 力事業修 理報告再

1二芸 品/絵 画 」 東京 国立文化財研 究所pp.93-11101。3

(4)(翻 訳)OnthcRestorati(mof``Kuro一 π肱 曲∫〃61耀!"intheCollectionof"1'heMetropolitanMuseumofArt,

NewYork(TAGUCHIYoshiaki)「 在 外 日本古美術 品修 復協力 事 業修理報告轡 工芸品/絵 画」 東 京国立文化

財研 究所pp.12212801.3

(4)(翻 訳)OntheKestorationof"Kikumon1面46ηSuddlc'　 intheCollectionofTheMetropolitanMuseum

ofArt,NewYork(YAMASIIITAYoshihiko)「 在 外 日本iii術 品 修復 協力 事業 修理報 告書 工芸 品/絵 画」

東京lK泣 文化財研 究所pp.14415501.3

(4)(翻 訳)OntheRestorationof"llyvlun〃 磁61Zyθ 〃2θη&〃1ピ"illthcCollectio!10fMuseumfαrOestasiatis-

cheKunst,Kiln(YAMASHITAYoshihiko)「 で1三外 口本古美術品 修復協力事業修 理報告書 工芸 品/絵 画」 東

京 国立文化財研 究所pp.171-18401.3

(4)(翻 訳)AnalysesofMaterialsforRestorationofExportedUrushiware(HAYAKAWANorikoand

KUCHITSUNobuaki)「 在 外 日本 古美術品修復 協力事業修 理報告書 工 芸品/絵 画」 東京国立文 化財研究 所p.

20201.3

(4)(翻 訳)lllustrations「 在 外 日本古 美術 品修 復協 力事業修 理報告書 工芸品/絵 画」 東京国立 文化財研究所pp.

204-`LO901.3

(4)(翻 訳)GlossaryofUrushiTerms「 在 外 日本古 美術 品修復 協力 事業修理報 告"}工 芸 品/絵 画」 東京国立文

化財研究所pp.215-22801.3

松 本 修 自MATsuMoToshuji(国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー)

(3)(論 文)遺 跡 建 造 物 の 保 存 修 復 、 そ の 理 念 と実 践 一 ギ リ シ ャ ・ア ク ロ ポ リ ス を 中 心 と し て 一(下)『 文 建 協 通 信 』

59pp.2-2900.7

(3)(論 文)ThePreservationofTraditionalCraftsmanshipandSkillsinJapaninRelationtoArchitectural

Restoration"DasKonzept'Reparatur',IdealundWirklichkeit"(ICOMOSHeftedesDeutschenNational-

komiteesXXXIIMunchen,2000)pp.52-5500.

(4)(解 説)Vent'annidiRestauro"11Giornaledell'Architettura"(llGiornaledell'ArteN.189Torino,Giugno

2000)pp.1700.6

三 浦 定 俊MIURASadatoshi(保 存 科学 部)

(3)(論 文)博 物館 ・美術館 の環境 づ くり一文 化財 に も人 に も優 しい施 設 を一 文化財保 存修復 学会編 『文化財 の

保存 と修 復2一 博物館 ・美術館 の果 たす役割』pp.27-36ク バ ・プ ロ刊00.6

(3)(論 文)保 存箱 の科 学 千宗室 監・堀 内國彦 編 『茶 の湯 と科学』茶道体 系第8巻pp.270-276淡 交 社刊00.9

(3)(論 文)今 後 の文化財の虫害対 策(木 川 、山野 、三浦)『 文化財 の虫菌害』40pp.3-1400.12

(3)(論 文)江 戸 時 代銀 貨 の色 揚 げに関 す る調 査(早 川、 三 浦、大 貫)『 文化 財 保存 修 復 学 会誌 』45pp.44-60

01.3

(3)(論 文)低 酸素濃度 お よび二酸化炭素 に よる殺虫 日本の文化財 害虫 についての実用処理 条件 の策定一(木 川、

宮澤、山野 、三浦 、後 出、木村、富 田)『 文化財保 存修復学会 誌』45pp.738601.3

(3)(論 文)東 大寺 法華堂 ・戒壇堂 におけ るアナ バチ類 の被害 とピレスロイ ド樹 脂蒸散剤 に よる防除対 策(山 野、木

川、三浦)r文 化財保 存修復学会誌』45PP・99-10501.3

(3)(論 文)ポ ー タブル 蛍光X線 分析 法 に よる木彫 像 の彩 色材 料 調 査(早 川、三 浦、津 川)『 保 存 科学 』40pp.

758.301.3

(3)(論 文)国 宝 「武蔵埼玉稲荷 山古墳出土 品」修復1一 銀 装馬具 について(大 森、 早川、三浦 、青木)『 保存科

学』40pp.93-10401.3

(3)(論 文)展 示 公 開施 設の館 内環境 調査 報 告 一平 成11年 度 一一(石崎 、佐 野、三 浦)『 保 存 科 学』40pp.136-140

01.3

(3)(論 文)MethylBromidePhase-out:ControversialPointsforFuturePestControl(Miura)IntegratedPest
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ManagementinAsiaforMeetingtheMontrealProtocol,Proceedingsofthe23rdInternationalSymposium

ontheConservationandRestorationofCulturalPropertypp.37-4601 .3

(4)(解 説)収 納 展 示 機 器 の 地 震 対 策 『文 化 財 保 存 修 復 学 会 誌 』45pp.128-14001.3

(4)(解 説)フ ゴ ッ ペ 洞 窟 発 見 か ら50年 ぐト)保 存 と 活 用 『北 海 道 新 聞 』(夕 刊)00.11。16

(5)(発 表)低 酸 素 濃 度 お よ び 二 酸 化 炭 素 に よ る 殺 虫 一 日 本 の 文 化 財 害 虫 に つ い て の 実 用 化(2)一(木 川 、 実 宝 、 宮 澤 、

山 野 、 三 浦 、 後 出 、 木 村A'田)文 化 財 保 存 修 復 学 会 第22回 大 会00.6.10-11

(5)(発 表)土 の 遺 構 保 存 一 樹 脂 散 布 に よ る 土 の 水 分 蒸 発 抑 制 の 研 究 一(三 石 、 青 木 、 三 浦)文 化 財 保 存 修 復 学 会 第

22回 大 会00.6.10-11

(5)(発 表)InGaAs赤 外 線CCDカ メ ラ の 文 化 財 調 査 へ の 応 用 文 化 財 保 存 修 復 学 会 第22回 大 会00 .6.10-11

(5)(発 表)DevelopmentofPreventiveMeasuresagainstEarthquakes:JapaneseExperiences,IICMelbourne

Congress‐TraditionandInnovation,AdvancesinConservation‐00 .10.10-14

(6)

(6)

(s)

(6)

(講演)文 化財 の保存 と計測技術 第61回 分析化学討論会(長 岡)00.5.17-18

(講演)文 化財 の保存環境 愛知県承要文化財所有者連絡協議会総会(名 古屋)00 .6.7

(講演)文 化財の保存 とデジタル情報化 地域文化情報セミナー(東 京)00.6.26

(講演)臭 化メチルの使用規制について 第22回 文化財(轡 籍・古文書等を含む)の 虫菌害保存対策研修会(東

京)00.6.30

(6)

(6)

(6)

(6)

(6)

(6)

(s)

(6)

(s)

(6)

(講 演)国 宝 日光 東照宮陽明 門彩色の秘密 文化財 の保 存 と修復 一伝統 に生 かすハ イテ ク技術 一(東 京)00 .10.7

(講 演)科 学的 分析の実際'i∠ 成12年 度 【耐 旨定文化 財(美 術工芸 品)修 理技術 者講習 会(東 京)OO.10.26

(講 演)梱 包 の科学 第2回 指定 文化財(X術 コ芸 品)企 画 ・展 示 セ ミナー(東 京)00.7.12(京 都)00.11.17

(講 演)古 美術 品 を科学す る 一何で で きて いるのだ ろう 一 朝 日カルチ ャーセ ンター(東 京)00 .11.18

(講 演)フ ゴ ッペ洞窟の保存 と活川 発見50周 年記 念 フゴ ッペ洞窟 シンポジ ウム(北 海 道)00 .11.19

(講演)文 化財 の非破壊 計測 日本分析化学 会関東 支部 山梨地 区講演 会(111梨)00.11 。22

(講演)古 美術 品を科 学す る一 どの よ うに作 られ ているのだ ろ う一 朝 ロカルチ ャー セ ンター(東 京)00 .12.2

(講演)博 物館 の保存環境 アジア ・太'i∠洋地 域 文化遺 産保護調査修復研 修(奈 良)oO.12.8

(講演)古 美術 品を科学 す る なぜ傷 んだのだ ろう 朝 日カル チ ャーセ ンター(東 京)00.12.16

(講演)国 宝源氏物語絵 巻の非破壊 調 査II本 学術 振興 会第36産 業計測委 員 会(東 京)Ol.2.23

山 梨 絵藁子YAMANASHIEmiko(X術 部)

(3)(論 文)明 治期 の洋 画界 にお け る林 忠IEの 位 置 づ けを め ぐって 『林 忠if:こ1レ クシ ョン』別冊 ゆ まに書 房

00.9

(3)(論 文)ふ たつの 『林忠正蒐 集 西洋絵 画図録』 につ いて 『林忠正 コレクシ ョン』別 冊 ゆ まに書 房00 .9

(3)(報 告)大 正後 期の洋画壇 に おける東洋的傾向 につ いての… 考察 『文 部省科学研 究費 ・基盤 研究(AX2)日 本 に

お け る美術 史学 の成立 と展開』報 告轡pp.32333401.3

(4)(書 評)吉 田和 正著 「アウ トロー と呼 ばれた画家」r週i二1」ポ ス ト』6月23日S'-OO .6

(4)(書 評)津 神 久三著 「画家 た ちのア メ リカ1『 週i:リポ ス ト』9月29日 号OO.9

(4)(解 説)そ れぞれの分野か らみた トヨタコレ クション 美術 史学 『国 立科学博物館 ニ ュース』38100 .12

(6)(発 表)黒 田清 輝 とラフ ァエル ・二7ランX術 部 ・情報資料 部研 究会OO.5.24

(6)(発 表)日 本最初 の写真 師の一・人横 山松三 郎画。1咋画か ら西洋 画ヘ シ ンポ ジウム1江 戸 時代 の モ ノづ くり

～ 日本 の科 学技術 の源 流」 国立科 学博物館01 .;3.6

1

山 野 勝 次YAMANOKatsuji(保 存 科学 部)

(1)(著 書)被 害 ・探知 ・予防 日本 しろあ り対策協会編 『シロア リと防除対 策」pp.12716600 .11

(2)(報 告)平 塚市 美術 館 にお け る生物被害 調査報告01.3.15

(2)(報 告)国 立歴 史民俗 博物館 にお ける生物 被害調査 報告01.3.19

(3)(論 文)今 後 の文化 財の虫害対策(木 川 、三浦)『 文化 財の虫菌害』40pp.3-1400.12

(3)(論 文)低 酸 素濃度 お よび二酸化炭素 に よる殺虫 法:日 本 の文化財 害虫 につ いての実用的処理 条件 の策定(木 川 、

:1



「
宮澤、三 浦、後 出、木村 、富田)r文 化財保 存修復学 会誌 」45pp.73-8601.3

(3)(論 文)東 大寺法華 堂・戒 壇堂 にお け るアナバ チ類 の被害 とピレス ロイ ド樹脂蒸 散剤 に よる防除 対策(木 川 、三

浦)r文 化財保 存修 復学会 誌」45pp.99-10501.3

(3)(論 文)LowOxygenAtmosphereandCarbonDioxideTreatmentsforEradicationofInsectPestsinJapan

(Kigawa,Yamano,Miura,Zippo,Miyazawa,Maekawa,Nochide,Kimura,andTomita)IntegratedPest

ManagementinAsiaforMeetingtheMontrealProtocol,Proceedingsofthe23rdInternationalSymposium

ontheConservationandRestorationofCulturalPropertyHeldbyTokyoNationalKesearchInstituteof

CulturalPropertiespp.H79701.3

(4)(解 説)文 化財防虫 防 菌用認 定薬剤 につ いて 『文化 財の虫菌害』39pp.22-2400.6

(4)(解 説)文 化財害 虫の防除対 策:虫 害 ゼ ロを目指 して独 自の総合的害虫 管理 システム の確 立 を 『文化財 の虫菌

害』40pp.51-5500.12

(4)(解 説)シ ロア リな らびにシ ロア リ被害 の探知 ・診断方 法 日本住宅 ・木材技術 セ ンター編 『森林資源有効 活

用促進 調査事 業報告書』(木 造住宅 の メンテナ ンスマニ ュアル作成 に関す る調査)pp.100-11001.3

(5)(学 会 発表)低 酸素 濃度 お よび二酸 化炭素 による殺 虫:日 本 の文化財害虫 につい ての実用化(2)(木 川 、実宝 、宮

澤 、三 浦)文 化財保 存修復学会 第22回 大 会00.6.10

(6)(講 演)シ ロア リ 日本家屋 害虫学会第3回 基 礎講座00.10.24

(6)(講 演)文 化財害 虫 と防除対 策 第20回 文化財 防虫防菌処理 実務講習会OO.10.26

(6)(講 演)昆 虫の基礎 的知 識 ・昆虫 に よる文 化財 の被 害 と防除 ・文化財 の殺 虫燃蒸 第22回 文化財 虫菌害防除作業

主任 者資格認定 試験 とその講習会01.2.6

吉 村 稔 子YOSHIMURANoriko(情 報資料部調査員)

(4)(解 説)仏 画解説10点 『寛永寺及 び子院所蔵文化財総合調査報告(第 二巻)絵 画編』 東京都教育庁生涯学習部

文化課01.3

米 倉 迫 夫YoNEKuRAMichio(情 報資料部)

(2)美 術史の場 『文部省科学研究費 ・基盤研究(A)(2)日 本 における美術史学の成立 と展開』報告書pp.214-221

01.3

(5)(発 表)描 かれた姿かたちの問題一伝源頼朝像 をめぐって:軍 記物語 り物研究会2000年 度大会 国学院大学栃

木短期大学00.8.22

(5)(発 表)私 たちは何 を知 りたいのか 「科学 の目で見 る国宝源氏物語絵巻II」 シンポジ ウム 五島美術館

00.11.11

(5)(発 表)神 護寺画像のゆ くえ 美術部 ・情報資料部研究会01.3.21

渡 邊 明 義WATANABEAkiyoshi(所 長)

(3)(論 文)掛 軸装 の技術 の合理性 と科 学性 『茶 の湯 と科学』 茶道 大系第8巻pp.246-265淡 交社00.12

(3)(論 文)文 化の 多様性 と文化遺産 一求め られ る対応カ ー 「月刊 文化財』449pp.4-501.2
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1.研 究集会 な ど

(1)国 際研 究集 会

文化財保護法50年 記念国際 シンポジウム 「文化の多様性 と文化遺産」

(第24回 文化財の保存および修復に関する国際研究集会)

開催趣旨

西暦2000年 は、20世 紀最後の年であると同時に、日本の文化財保護の歩みにとっても記念すべき年であった。すな

わち、文化財保護法の1950(昭 和25)年 制定から50周 年に当たったのである。 これを記念 して、文化庁 との共催のも

とに、12月18日 から21日 までの4日 間に亘 り、東京国立博物館大講堂において国際シンポジウムを開催 した。

「多様性」という概念をテーマとしたことには、いくつかの背景がある。すなわち、1994年 に奈良 で開催 された、文

化遺産のオーセ ンティシティについての国際会議の結論 として、「奈良 ドキュメン ト」が採択されたが、その全13項 目

のうち、「文化の多様性 と遺産の多様性」に4項 目が割かれ、ユネスコや国際社会がこのことを配慮 し、尊重すべきこ

とを強 くうたった。以降この主張 は世界の遺産保護の現代的指針 となった感がある。その反面、価値の多様性 を標榜

して、文化遺産についての身勝手な解釈や破壊が横行 した り、 また地球的規模の文化の均一化が急速に進んだ結果、

貴重な地域固有の文化が失われる、といったことが起 こってきた。

そこで、「地球化」が進む今、文化 と文化遺産の 「多様性」の真の意味を見直 し、それをさらに世界に発信するため

に、 この主題が企画 された。 これは、50年 を記念するわが国の文化財保護法にも大きなかかわ りを持つ。保護法は制

定当初から 「無形文化財」 という概念を持ち、また 「記念物」のなかには 「名勝」や 「天然記念物」 といった範疇を

織 り込んでいるが、 これは世界でも類のない先進的な独自性 であり、まさに日本の伝統や感性 によってはぐくまれた

「多様性」 を体現 したものである。国際社会が 「無形文化遺産」の重要性を意識 し、議論するようになったのは、っ

い最近のことにすぎない。

会議は、京都での二日間の事例視察の後、東京国立博物館大譜堂 を会場 として、以下の4つ のセ ッション、計16名

の講演 と討議が行われ、最終日の総合討議において、「文化の多様性 と文化遺産 に関する東京宣言」が採択 された。宣

言の原文(英 語)な らびに和訳は研究所のホームページに掲載 した。

12月18日

開会の辞 渡邊 明義(東 京国立文化財研究所)

挨拶 佐々木正峰(文 化庁長官)

趣 旨説明 斎藤 英俊(東 京国立文化財研究所)、 野口 英雄(同)

<基調講演1>

セナカ ・バンダラナイケ(イ ンド駐在スリランカ大使)

「文化の多様性 と文化遺産」

〈基調講演2>

石井 米雄(神 田外語大学長)

「民族のアイデンティティとしての文化遺産」

12月19日

〈セッション1:r多 様 な文化 と文化遺産」〉

議長:サ イー ド・ヅルフィカー(エ ジプ ト)、西浦忠輝(東 京国立文化財研究所)
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主題 解説 議長

報 告1ア ウグス ト ・ビラロ ン(フ ィリピン)

「フィ リピン山脈 とバ タ ネス群 島の棚 田:困 難 に直面 して いる伝統 」

報 告2本 中 眞(文 化庁)「 名勝:文 学 ・芸術 と景観」

報 告3シ ル ヴ ィ ・ギ シ ャール ・ア ウニス(フ ランス)

「日本の木 の小箱 か ら世 界の文化 の多様性 の概念 まで」

報 告4D.D.デ ィエ ン(ユ ネ スコ)「 文化 の 多様性 の意味」

〈セ ッシ ョン2:「 多様性 への理解 、尊 重、共 有」〉

議長:デ ィヌ ・ブ ンバル(カ ナ ダ)、 松本修 自(東 京 国立文化財研 究所)

主 題解 説 議長

報告1笹 村 二朗(北 海道 ウタ リ協 会理事長)

「アイヌ文化 の復興 と継承」

報 告2ガ イア ・スカル ソー プ(オ ース トラ リア)

「オ ース トラ リアのア ボ リジニー と非 ア ボ リジニーの 「場所 の価値」 の融和 」

報 告3オ マー ク ・アパ ング(イ ン ド)

「多民族 国家 イン ドの文化 と文化遺産 」

報 告4ア ゼデ ィン ・ベ シャウシ(チ ュニ ジア)

「多様 な信仰 と文 化遺 産」

〈パネル デ ィス カ ッシ ョン1:r文 化 の多様性 と文化遺産 の役割』〉

コーデ ィネー ター:ジ ョー ン ・ドミセ リ(オ ース トラ リア)

パ ネ リス ト1:セ ナカ ・バ ンダラナイケ(ス リランカ)

パ ネ リス ト2:ラ ム ・イ ウ ・トン(中 国)

パ ネ リス ト3:デ ィヌ ・ブ ンバ ル(カ ナ ダ)

パ ネ リス ト4:エ デ ィ ・セデ ィヤワテ ィ(イ ン ドネ シア)

12月20日

〈セ ッション3:『 多様性 を脅かす もの、 または豊かにするもの』〉

議長:ジ ョーン ・ドミセ リ(オ ース トラリア)、宗田好史(京 都府立大学)

主題解説 議長

報告1ラ ザール ・スマノブ(マ ケ ドニア)

「文化の多様性への橋 となる文化遺産、マケ ドニアの場合」

報告2石 森 秀三(国 立民族学博物館)

「文化遺産 と観光開発」

報告3ブ ルーノ ・ペ ドレッティ(イ タリア)

「現代性 と伝統の危機」

報告4ミ ハエル ・ヤンセン(ド イツ)

「グローバ リゼイションと文化的景観の変化」

〈セッション4:r文 化遺産の保護 と継承」〉

議長:エ ディ・セディヤワティ(イ ンドネシア)、大和 智(文 化庁)

主題解説 議長

報告1マ リ・ボイ(ユ ネスコ)

「有形無形遺産の維持 と継承 を守 る手段、方法、そして技術:土 地の独自性一キアカロの場合」

報告2サ イー ド・ヅルフィカー(エ ジプ ト)

「国境なき遺産」

報告3大 島暁雄(文 化庁)

「文化の多様性の継承一民俗文化財の試み一」
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報 告4ハ ー ブ ・ス トーベ ル(ICCROM)

「遺 産保存 の多様性 と世 界基準」

〈パ ネルデ ィスカ ッシ ョン2:『 文化遺産 の持 続可能 な保存』〉

コーデ ィネー ター:野 口 英雄(都 留文科 大学)

パ ネ リス ト1:渡 邊 明義(東 京国立文化財研 究所)

パ ネ リス ト2:シ ー クフ リー ト ・エ ンデルス(ド イツ)

パ ネ リス ト3:稲 葉 信子(ICCROM)

パ ネ リス ト4:D.D.デ ィエ ン(ユ ネス コ)

12月21日

総合討議 『文化遺産の多様性保持のための行動計画」

議長団:斎 藤 英俊(東 京国立文化財研究所)、 野口 英雄(都 留文科大学)、 ジョーン ・ドミセ リ(オ ース トラ リ

ア)、ハーブ ・ス トーベル(ICCROM)

『宣言』採択

閉会の辞 渡邊 明義(東 京国㍍文化財研究所)

(2)各 種の研究協議会

1)文 化財保存修復研究協議会

本協議会では、保存修復に関する研究成果を発表 し、関係の専門家 とともに協議することを目的として、毎年テー

マを定めて開催 している。2000年 度が第30回 にあたる。保存科学部、修復技術部、国際文化財保存修復協力センター

が交替で担当しているが、2000年 度は、保存科学部が担当した。

題

場

時

者加

主

会

日

参

光学的 方法の明 日

東京国 立文化財研究所 セ ミナ ー室

2000('1'-fk1'L)年12月15日(金)

80名

主 旨

X線 、赤外線な どを川いた文化財の画像計測}よ、「光学的方法 比 して呼び慣わされ、代表的な非破壊測定法 として

広 く利用されてきた。 この手法は1950年 代に、東京国立文化財研 究1')fが中心 とな り、日本美術へ応用 し画期的な成果

を上げた古 くからの調査方法である。光学的ノ∫法は肖1重な文化財 を移動することな く現場で手軽に調査できる手法 と

して、現在 もその価値を失っていない。本研究会では近年開発された新 しい手法をも含めて、「光学的方法」と歴史研

究との新たな結びつ きの発展の可能性 を探 ることを目的とする。

プ ログラム

10:00開 会 ・挨拶

10:15～11:00光 学 的方法の歴 史 と現在 三浦 定 俊

11:00～11:45ポ ー タブル蛍 光X線 分析装ltYLの利 川llり11泰 弘

11:45～13:15昼 食

13:15～14:00ポ リ ライ トを川 いた蛍光画像の 調査 城野 誠 治

14:00～14:45蛍 光 画像 と三次 元蛍光分析 佐野f絵

14:45～15:30美 術 史研 究 と光学 的方法 島尾 新

15:30～15:45休 憩

15:45～16:30総 合 討議(司 会 米 倉 迫夫)

.,



2)民 俗芸能研究協議会

第3回 芸能用具の保存 ・修復 ・新調 ・活用

目 的

民俗芸能に用い られ る用具について、使用不能 になった用具の再活用(保 存 ・修復 ・展示)を 考慮 した事例は少な

い。民俗芸能用具を文化財 として位置づけ、再活用するためには、伝承団体 ・地域社会 ・行政 ・技術者な どが、それ

ぞれの立場で協力 し、地域 に相応 しい再活用の方法を確立すぺきである。また、新調 について も各伝承地に適 した用

具の新調方法を確立すべきであろう。

第3回 目は 「芸能用具の保存 ・修復 ・新調 ・活用」をテーマに、4件 の事例報告 とア ドヴァイザーによる研究協議

を行 い、報告書を公刊 した。

開催 日時

日 時2000(平 成12)年11月28日(火)10:00～17:00

会 場 東京国立文化財研究所 セミナー室

事例報告

1用 具の修復 と行政的施策について 岩手県北上 市鬼の館館長 門屋 光昭

II伊 那谷人形芝居の場合 長野県伊那谷人形芝居研究家 伊藤 善夫

Ⅲ 森町舞楽の場合 静岡県周智郡森町役場 北嶋 恵介

Ⅳ 秋川歌舞伎発展維持のための努力 東京都あきる野市文化財保護審議委員 坂上 洋之

東京都 あきる野市教育委員会 関谷 学

総合討議 司会 星野 紘 ・中村 茂子

ア ドバイザー 京都府教育委員会 原田 三寿

宮崎県東臼杵郡椎葉村椎葉民俗芸能博物館学芸員 永松 敦

協議結果

① 補助金の使途については最後 までチェックする必要がある。

② 修復 ・復元 ・新調等 に関する細かいデータを残す。 これらのデータは資料的価値が高 く、関連 して多 くのこと

を解明するためにも役立つ。

③ 伝承芸能に適 した用具の新調 ・修復 ・復元 には、技術者養成の時間 と費用が必要である。

④ 伝承者 ・住民 ・行政担当者が役割分担をしてことに当たるべ きである。

⑤ 新調 ・修理等の経験 をもつ業者一覧を公表すべ きである。

ユネスコ 「無形の文化遺産の保存に関する国際 ワークショップ」

1開 催期間2001(平 成13)年2月19日(月)～23B(金)

2会 場 三田共用会議所

3主 催 ユネスコ、口本ユネスコ国内委員会、文化庁、東京国立文化財研究所

4開 催趣 旨 ・内容

世界各地に伝承されている音楽、舞踊、演劇、工芸技術などの無形の文化遺産 は、それぞれの国や民族、地域特有

の歴史や風土の中で育 まれ、そこに住 む人々の独特の生活感覚や芸術的感性を反映 して多種多様な様相 を呈 している。

これ らの文化遺産は、人々のアイデンティティの源泉 となるなど人類にとってかけがえのない存在である。

だがこれらは、その無形 という性格か ら社会や経済の変化による影響を受けやす く、今 日、現代文明が急速 に変化、

発展 し、情報化の進展や交通手段の発達 を背景 とした文化の世界的画一化が進行する中で、急激に消滅 ・変容する危

機に直面 している。

ユネスコでは、1989年 の第25回 総会において、各加盟国に対 して無形文化遺産 を保護するよう要請 した 「伝統的文

化及 び民間伝承の保護に関する勧告」を採択 し、1993年 には第142回 執行委員会において、日本、韓国が実施 している

無形文化財保護の制度を他の国々でも執 り行 うように求め韓国、イタ リアで無形の文化遺産 の保存に関す るワーク
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ショップ(人 間国宝制度 に関するワークショップ)を 開催 してきた。 また新たに 「人類の口承及 び無形遺産 の傑作の

宣言」プロジェクトを開始し、2001年5月 には第1回 の宣言が行われることになっている。

今回の趣 旨は、音楽、舞踊、演劇等の芸能を主たる対象に、調査や目録作成の方法 と無形文化遺産 の範囲、採択の

方法と基準、保護施策の三点を検討 し、今後の無形文化遺産保護に資することにある。

5参 加 者

(1)下 記世界15力 国の文化財保護を所管す る政府機関の専門研究家

ベニ ン、ブラジル、中国、チェコ、フィンラン ド、 フランス、ガーナ、イタリア、日本、メキシコ、フィリ

ピン、韓国、ロシア、タイ、ベ トナム

(2)ユ ネスコ代表

6協 議事項

(1)保 護されるべ き無形文化遺産の範囲 と国家が無形文化遺産目録を作成するための調査方法について

(2)無 形文化遺産の様々な保存方法 と評価 について

(3)そ れぞれの国の人間国宝制度 における選択方法 とその基準について

3)国 際文化財保存修復研究会

目 的

人類共通の遺産である文化財を守るためには、国家、民族 を越えて保存修復に当た らなければならず、国際協力は

不可欠である。世界、特 にアジア地域の文化遺産の保存修復のために日本が果たすべ き役割 は大 きく、海外の文化財

の調査研究、保存修復事業への協力が多 く行われている。 しかし、社会体制、経済状況等が異なる中で文化遺産の保

存修復を行 う際には、様々な問題に直面 しているのが現状である。

本研究会は、海外の文化財の調査研究、保存修復事業に携わるさまざまな分野の国内の専門家を招 き、文化財保存

修復の国際協力事業に関するさまざまな問題点 について議論 し、その解決に向けて方策を探 ることを目的 とする。ま

た、本研究会 は情報ネッ トワーク構築の一環 として も位置づけている。

なお、平成11年 度は第8回 、第9回 の研究会 を実施 した。

第8回 国際文化財保存修復研究会

日 時:2000(平 成12)年11月21日

会 場:東 京国立文化財研究所 セ ミナー室

出席者数:90名 あまり

「バ ングラデシュ ・パハルプール僧院遺跡およびバゲラー ト都市遺跡の保存修復」

都留文科大学/東 京国立文化財研究所 野口 英雄

「中国 ・大明宮含元殿 の保存修復」 ㈱文化財保存計画協会 矢野 和之、友田 正彦

「ルーマニア ・プロボタ修道院の保存修復」 慶癒義塾大学 三宅 理一一

第9回 国際文化財保存修復研究会

日 時:2001(平 成13)年2月26日

会 場:東 京国立文化財研究所 セミナー室

出席者数:60名 あまり

「シリア ・パル ミラ東南墓地F号 墓の保存修復」

奈良県立橿原考古学研究所 西藤 清秀、滋賀県立大学 濱崎 一志

「イタリア ・カッツァネッロ遺跡の発掘 と保存修復」 京都造形芸術大学 内田 俊秀

「東南アジアにおける埋蔵文化財の保存修復 と活用」 鹿児島大学 新田 栄治
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(3)研 究 会 ・講 演 会 な ど

1)総 合研究会

総合研究会では、各部 ・センターが順番に研究発表を行っている。

昊

窮,,.r 籍 、 臼 漸 属
_,… き鰍'

く"、
へ 蓑

00.5.16 龍門石窟遺跡の保存状況と研究協力事業

国際文化財保存修復協力センター 斎 藤 英 俊

国際文化財保存修復協力センター 西 浦 忠 輝

美術部 岡 田 健

00.6.13 南宋の浬繋変相図をめぐって 情報資料部 井 手 誠之輔

oo.io.io トヨ タ ・コ レクシ ョンへの視点 美術部
一 一 心

山 梨 絵美子

00.11.14
歌舞伎 と複製メディア
ー中村芝翫家所蔵フィルムを中心に一 芸能部 児 玉 竜 一

Ol.1.16
結露、カビ…東文研新館の一年
一環境調査のあらまし

保存科学部 石 崎 武 志

保存科学部 佐 野 千 絵

01.3.13 和紙 についてわかったこと 修復技術部 増 田 勝 彦

2)美 術部 ・情報資料部

〈美術部 ・情報資料部研究会>

2000年6月28日(水)

特殊撮影 による絵画の分析について一 「源氏物語絵巻」調査の中間報告を兼ねて一

島尾 新 ・城野 誠治

2001年2月14日(水)

福岡 ・本岳寺の釈迦誕生図 鄭 干澤

韓国の近代工芸における二元構造 崔 公鏑

2001年3月21日(水)

神護寺画像のゆ くえ 米倉 迫夫

〈「日本 における美術史学の成立 と展開」関係研究会>

2000年7月26日(水)ミ ニシンポジウム

明治期 における 〈文化財〉保護行政の展開一美術史から建築史そして考古学

広瀬 繁明

日本考古学の形成 内田 好昭

く「日本における外来美術の受容についての研究」関係研究会>

2000年4月26日(水)研 究会

「近代 日本美術史」研究における 「受容」の諸問題 田中 淳

2000年5月24日(水)

黒田清輝 とラファエル ・コラン 山梨絵美子

2000年6月21日(水)

二つの仏陀イメージー優填王像と阿育王像 岡田 健

情報資料部

韓国美術研究所

韓国馬事博物館

情報資料部

京都 ・木曜クラブ

京都市埋蔵文化財研究所

美術部

美術部

美術部
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2000年10月18日(水)研 究会

中央アジア探検隊 と敦煙学 勝木言一郎 情報資料部

2000年11月8日(水)研 究会

龍門石窟研究史

六朝書道の日本への受容について

岡田 健

松村 茂樹

美術部

大妻女子大学

2001年2月28日(水)研 究会

宋風受容に関する言説 をめぐって 井手誠之輔

美術家 とパ トロン 福島繁太郎 と薩摩治郎八一パ リで開かれたふたつの日本人展

江川 佳秀

情報資料部

徳島県立近代美術館

2001年3月14日(水)ミ ニシンポジウム 「水陸画の受容」

東銭湖の四時水陸道場 と大徳寺五百羅漢図

元末 ・明の水陸画 毘盧寺 と宝寧 寺の画題一一

愛知県下の水陸画 と考 えられる作例

日本に請来 された水陸画

井手誠之輔

中野 照男

山本 泰一

鷹巣 純

情報資料部

美術部

徳川美術館

愛知教育大学

3)芸 能部

記録作成 ・研究会

「ロシア ハ ンティ族の熊送 りの歌 と踊 り」

日 時:平 成12年10月19日(木)午 後1時 ～4時30分

場 所:東 京国立文化財研究所 実演記録室及びセ ミナー室

「上方落語」

日

場

演

出

時:平 成13年4月6日(金)午 後1時 ～午後4時

所:東 京国立文 化財 研究所実演 記録室

目:「 東の旅 発端 」「軽 業」「蛸 芝居」

演:桂 米t:11桂 吉 朝(下 座)桂 米 左、桂 あ さf:ll、大 川 貴子

4)保 存科学部

日 時:2000(平 成12)年7月7日(金)

「無公害な文化財生物劣化防除法の研究」'F成12年 度第

場 所:東 京国立文化財研究所 会議室

回研究会 一芋社 ・歴史的建造物における生物被害対策一一

プログラム

歴史的建造物 における虫害状況 とその修理 鳴海 祥博 ㈲和歌山県文化財センター

歴史的建造物 における日常管理 と害虫対策 日本民家園での事例 丸石 暢彦 ㈲文化財建造物保存技術協会

歴史的建造物、茅葺厘根の煙による燃蒸、スーパーケムラーについて 吉村 潤 ㈱茅葺屋根保存協会

歴史的建造物等の腐朽菌対策 五十嵐 玲 武田薬品工業株式会社

日 時:2000(平 成12)年12月15日(金)

「多孔質体中の水分、塩類移動解析 とその測定法」

場 所:東 京国立文化財研究所 会議室
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プログラム

文化財を構成する多孔質体材料の劣化事例

温度勾配のある多孔質中の水分移動の解析手法 ジョン ・グルネワル ド

実験家屋の壁中の水分移動の実測 と解析 ハイコ ・フェヒナー

TDR・SS(時 間領域誘導電率測定)法 を用 いた、含水率、塩分量の同時測定手法

ル ドルフ ・プラーグ

石崎 武志 保存科学部

ドィッ、 ドレスデン工科大学

ドィッ、 ドレスデン工科大学

ドィッ、 ドレスデン工科大学

口 時:2001(平 成13)年2月14日(水)

「無公害な文化財生物劣化防除法の研究」平成12年 度 第2回 研究会

一文化財展示収蔵施設 における害虫モニ タリングの実践 と応用一

場 所:東 京国立文化財研究所 会議室

プログラム

意味のあるモニタリングとはz一 イギリスの博物館等におけるモニタ リングの具体例 とその目的一

木川 りか 保存科学部

博物館の害虫モニタリング ー千葉県立中央博物館の事例紹介一 斉藤 明子 千葉県立中央博物館

国文学研究資料館における害虫のモニタリングの実践例 と今後の展望 青木 睦 国文学研究資料館 ・史料館

日 時:2001(平 成13)年3月28日(水)

「壁画および土壁の保存に関する研究会」

場 所:東 京国立文化財研究所 会議室

プログラム

研究会の趣旨説明

中国山西省の時間壁画調査概要

中国山西省寺院の土壁の構造と劣化

土壁の構造、工法の概要

漆喰の機能 と特性

土壁の凍結劣化に関する研究

特別講演 敦煙莫高窟保存のための電気探査の利用

石崎 武志 保存科学部

岡田 健 美術部

石崎 武志 保存科学部

増田千次郎 日本建築セミナー

高田 修一 田川産業㈱

石崎 武志 保存科学部、瀧野澤聡子 東京芸術大学大学院

谷本 親伯 大阪大学大学院工学研究科

5)修 復技術部

「近代の文化遺産」に関する研究会

修復技術部 では、平成lO年11月 に開催 した国際研修集会「近代の文化遺産の保存 と活用」(東 京国立文化財研究所主

催)を 受 けて、'r成11年 度は航空機、平成12年 度 は船舶に焦点を当てて研究調査を実施 した。

航空機 については、『未来につな ぐ人類の技 ・航空機の保存 と修復』を刊行、船舶については、以下のように研究会

を実施 した。

日 時:平 成12年11月7日(火)9:00～17:00

会 場:東 京国立文化財研究所 セ ミナー室

講 演 者

船舶保存の現状 と課題について 小堀 信幸 船の科学館 学芸部長

文化財 としての船舶の修復 ジョン ・ロビンソン 元イギ リス国立科学 ・産業博物館

ノルウェーにおける船舶保存 ヨハ ン ・クロスター ノルウェー海事博物館主任学芸員

「なにわの海の時空館」 と菱垣廻船の復元 中村 陽一 なにわの海の時空館 副館長

考古学 と教育の間で ベル リンドイツ技術博物館での海洋文化財修復2例
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北日本地方における漁船の収集 ・保存について

フォル カー ・キス リング ベルリン技術博物館 修復科学分析室

昆 政明 青森県立郷土館 学芸主幹

6)国 際文化財保存修復協力センター

センター保存計画研究会

建造物を中心に、文化財の保存修復への様々なアプローチを試みているこの研究会は、1999年 から随時開催 され、

これまでに 「建造物保存修復教育のカ リキュラム」、「英仏の保存修復理念の伝統 と実践」 といったテーマをとりあげ

てきた。今年度は、建造物保存修復の今日的課題について、2回 の開催を行なった。
y

第3回 センター保存計画研究会 「近代化遺産の保存 と活用」

明治時代から昭和戦前に作 られた産業 ・交通 ・土木に関する遺構は、産業構造の変化や技術革新による効率化、構

造物の老朽化な どにより急速に失われつつある。我が国の近代化の歴史を具体的に知ることがで きるこれ らの貴重な

文化財については、近年、文化庁においても重点施策の1つ として、その所在調査 と重要文化財、史跡、登録文化財

な どへの指定・登録が進められている。しか しながら、大規模な工場や鉱山施設、港湾施設、鉄道施設、発電所 といっ

た近代化遺産は、国や地方 自治体 による指定だけでは保存は困難であ り、それらの他の目的への転用 ・活用を探 る必

要がある。

この研究会では、近代化遺産の保存に関わっている研究者 ・地方自治体の担当者に参加を要請 し、各地 で進められ

ている保存活動や活用事例の報告 と、 これ を受けての全体討議を行った。

日 時:2000(平 成12)年11月20日(月)

会 場:東 京国立文化財研究所 セミナー室

出席者数:60名

基調報告:

報 告1:

報 告2:

報 告3:

報 告4:

報 告5:

報 告6:

報 告7:

報 告8:

全体討議:

「近代化遺産の全国調査 と指定 ・登録の現状」

「ひが し大雪コンクリー ト橋梁群の魅力 と保存活動」

角田 久和

「小坂鉱山近代化の足跡 と観光活用」

「企業所有の近代化遺産の活用」

「箱根町における近代化遺産の保存 と活用」

「赤煉瓦建造物の再生によるまちづくり」

「旧三井三池炭鉱関連施設の保存 と活用」

「旧三井三池炭鉱万田坑跡の保存 と活用」

「旧曽木水力発電所の保存と活用」

「近代化遺産の保存 と活用を考える」

堀 勇良 文化庁

北海道上士幌町 ・ひがし大雪アーチ橋友の会

亀沢

原

伊藤

平島 勇夫

勢田

修 秋田県小坂町教育委員会

国士 三菱マテリアル株式会社

潤 神奈川県箱根町教育委員会

矢谷 明也 京都府舞鶴市

福岡県大牟田市教育委員会

廣行 熊本県荒尾市教育委員会

御書 辰志 鹿児島県大口市

第4回 センター保存計画研究会 「歴史的建造物の保存 ・活用 と構造補強一 ドイツの事例」

東京国立文化財研究所では、文化財保存の分野における日独学術交流の一環 として平成11年 度か ら 「歴史的建造物

の保存 ・活用と構造補強に関する研究」を行っている。この研究に関 して ドイツか ら研究者 ・専門家 を招聰 し、歴史

的建造物の保存 ・活用と構造補強に関する ドイツの事例を紹介する研究会 を開催した。

日 時:2001(平 成13)年2月27日(火)

会 場:東 京国立文化財研究所 セミナー室

出席者数:34名

講 演1「 ケルン市の文化財建造物の保護 と活用」

ハンス ・ベルナー ・ツァヴィスラ
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講 演II「 炭素繊維による歴史的建造物の構造補強」オラフ ・インゴ ・ケンペ ドレスデン技術経済大学教授

討 議 「日独の文化財保存 ・活用の現状 と展望」

「大学 と科学」公開シンポジウム 「世界の文化遺産を護 る」

近年、外国の文化財保存修復 に関 して、日本の大学やその他の研究機関等が協力を行 う事例が多 くなってきている。

しか しなが ら、 日本 と異なる気候風土や社会体制、経済状況のなかでの協力は、時には大 きな困難に直面することも

しばしばである。

このような状況を考慮 して、東京国立文化財研究所国際文化財保存修復協力センターでは、「国際文化財保存修復研

究会」を開催 し、外国の文化財の保存修復に関わっている専門家 ・研究者による事例報告 と討議 を通 して、さまざま

な周題の解決に向けての方策を探る場 としてきた。

これらの研究会の成果 をシンポジウムとして公開 し、文化財保存修復の分野における国際協力の重要性 と日本が果

た している役割についての認識を一般 に広めた。

なお、この公開シンポジウムは、平成12年 度科学研究費補助金 「研究成果公開促進費」によって開催 された もので

ある。

日 時:2001(平 成13)年1月27日(土)、28日(日)

会 場:有 楽町朝 日ホール

出席 者数:延 べ約900名

第1日 目 〔1月27日(土)〕

【基調講演】

「世界の文化遺産を護 る一国際協力 と日本の役割一」 伊藤 延男 財団法人文化財建造物保存技術協会

【木造建築を護る】

「ベ トナム ・フエ王廟の保存修復」 重枝 豊 日本大学

「ベ トナムの民家調査 と修復協力」 友田 博通 昭和女子大学

「ブータンの建造物集落の保存技術協力」 江面 嗣人 文化庁

【土の建造物遺跡を護 る】

「中国 ・交河故城の保存修復」 矢野 和之 株式会社文化財保存計画協会

「チャルチュアパ遺跡の土製建造物の発掘 と修復 ・保存活用」 大井 邦明 京都外国語大学

【石造の建造物 と遺跡 を護 る】

「カンボジア ・アンコール遺跡バイヨン北経蔵の保存修復」

中川 武JSA日 本国政府アンコール遺跡救済チーム団長/早 稲田大学

「パキスタン ・ガンダーラ遺跡の保存修復」 増井 正哉 奈良女子大学

「チ リ・イースター島モアイ石像の保存修復」 沢田 正昭 奈良国立文化財研究所

第2日L1〔1∫128日(日)〕

【国際機関、国際条約 と日本の役割】

「ユネスコの役割 と日本の賞献」 野lI英 雄 都留文科大学

「ICCROM(文 化財保存修復研究国際センター)、ICOM(国 際博物館会議)の 役割 と日本の貢献」

三浦 定俊 東京国立文化財研究所

「イコモス(国 際記念物遺跡会議)の 役割 と日本の貢献」 宗川 好史 京都府立大学

「文化遺産に関する国際社会の動向」 斎藤 英俊 東京国立文化財研究所

【レンガ造の建造物 と遺跡を護る】

「ルーマニア ・プ ロボ タ修道院 の保存修 復事業」

「イラ ン ・チ ョガー ・ザ ン ビー ル遺跡 の保 存修復 」

「タイ ・スコー タイ遺 跡の大仏 の保存修 復」

91一

三宅 理一一 慶磨義塾大学

岡田 保良 国士舘大学

西浦 忠輝 東京国立文化財研究所



【パネルディスカッション】

「文化遺産の保護 と国際協カーよりよい保存修復協力に向けて一」

パネ リス ト:野 口 英雄(都 留文科大学)

石澤 良昭(上 智大学)

中川 武(JSA日 本国政府アンコール遺跡救済チーム団長/早 稲田大学)

西浦 忠輝(東 京国立文化財研究所)

友田 博通(昭 和女子大学)

宗田 好史(京 都府立大学)

司 会:斎 藤 英俊(東 京国立文化財研究所)

彩色彫刻保存修復研究会

彩色彫刻の保存修復 に関する国際協力事業を円滑かつ有効に進めるために、 ヨーロッパ を代表する専門家であるベ

ルギー王立文化財研究所 ・修復部長の ミリアム ・サー クドワイデ氏 を招へいし、技術的諸問題 についての講演 と討議

を行った。

日 時:平 成12年11月29日(水)14:00～16:30

会 場:東 京国立文化財研究所 セミナー室

出席者数:60名

共催機関:東 京芸術大学、文化財保存修復学会

講 演:ミ リアム ・サーク ドワイデ 「彩色彫刻の修復 について」

討 議:司 会 西浦 忠輝(東 京国立文化財研究所)

コメンテーター 牧野 隆夫(東 北芸術工科大学)

通訳およびコメンテーター 園田 直子(国 立民族学博物館)
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一
2.調 査 指 導 な ど

(1)所 外経 費 に よ る調査指導

公費 ・文部省科学研究費補助金 ・受託研究費などの所内の経費によらずに調査指導を行った事例は下記の通りであ

る。

写b'"

撒 .;.y:　't76、 障

木 繁

鷺 鞭 、灘 鰹 驚'蹴 ・1
A;L;;'

。 り

毛 簿 ヂ}鷹煎

・ ・'
,、.離 、 、り 顯雛

青

㌧p

夫

'1'駄 齢 襯4無 ・

大 阪 市 中 央 会 堂 外壁保存の方法等に関しての技術指導

く

青 木 繁 夫 金沢城 鉛汚染調査

青 木 繁 夫 京都府智恩寺 鉄湯船一口保存修復事業

青 木 繁 夫 群馬県お富士山古墳 お富士山古墳の石棺の保存処理指導

青 木 繁 夫 埼玉県立さきたま資料館 遺構保存管理指導

青 木 繁 夫 高松塚古墳 古墳壁画の保存点検作業

青 木 繁 夫 東大寺 国宝八角灯籠調査

青 木 繁 夫
鳥栖北部丘陵文化財調査研究
資料室

鳥栖北部丘陵文化財調査に伴う調査指導

青 木 繁 夫 奈良市法蓮町 流廃寺出土 「鉄剣」科学調査委員会

青 木 繁 夫 西都原古墳群 遺構保存管理指導

青 木 繁 夫 福井県佐賀市 国宝 「朝鮮鐘」の保存調査

石 崎 武 志 滋賀県長浜市曳山博物館 館内環境調査

石 崎 武 志 長浜市曳山博物館 環境調査

井 手 誠之輔 京都国立博物館 宋元仏画 に関する調査 ・研究

井 手 誠之輔 奈良国立文化財研究所 法華寺所蔵国宝阿弥陀三尊及び童子像の調査

臼 井 国 明 奈良国立文化財研究所 独立行政法人化に関する打合せ

大 森 信 宏 埼玉県立さきたま資料館 遺構保存管理指導

大 森 信 宏 高松塚古墳 古墳壁画の保存点検作業

岡 田 健 北京、洛陽 龍門石窟遺跡保存プロジェクト予備調査及び協議

岡 田 健 ベルン歴史博物館 日本美術品の調査

加 藤 寛 沖縄県立博物館 尚家関係総合調査

加 藤 寛 林原美術館 尚家関係資料調査

加 藤 寛 フィラデルフィア美術館 在外日本古美術品保存修復協力事業海外調査

加 藤 寛
ベルン歴史博物館 ・リヨン美

術館
日本美術品の調査

鎌 倉 恵 子 園田学園女子大学 近松研究所合同研究所

川野邊 渉 厳島神社 高舞台の修復材料の検討

川野邊 渉 大分県臼杵市 臼杵磨崖仏保存修理事業

川野邊 渉 京都国立博物館 「汚れ」の調査

川野邊 渉 京都市岡墨光堂 古糊のサ ンプ リングと新糊の仕込み環境測定
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川野邊 渉 国立民族博物館 共同研究会

川野邊 渉 日光社寺保存会 雨量計及び冬季用電源設置と動作確認

川野邊 渉 厳島神社 高舞台の修復手法の打合せ

河 原 脩 クリーヴランド美術館 在外日本古美術品保存修復協力事業海外調査

河 原 脩 フィラデルフィア美術館 在外日本古美術品保存修復協力事業海外調査

木 川 り か 大浦天主堂 保存修理工事に係わる技術指導

木 川 り か 国立民族学博物館 資料の保存、管理方法の助言

朽 津 信 明 大分県臼杵市 臼杵磨崖仏保存修理事業

朽 津 信 明 大分県臼杵市臼杵磨崖仏 薬剤調査、含水量調査等

朽 津 信 明 京都国立博物館 保存修理事業

朽 津 信 明 日光東照宮 建造物彩色顔料の成分解明調査

朽 津 信 明 北海道余市町 史跡フゴッペ洞窟保存調査委員会

小 関 仁 志 奈良国立文化財研究所 独立行政法人化に関する打合せ

小 関 仁 志 メルパルク仙台 平成12年度文部省共済組合地区別事務担当者打合せ会議

斎 藤 英 俊 島根県教育委員会 島根県近代化遺産総合調査委員会

斎 藤 英 俊 白川村教育委員会 伝統的建造物群保存審議会

斎 藤 英 俊 奈良国立文化財研究所 共同研究会

斎 藤 英 俊 北京、洛陽 龍門石窟保存修復調査 ・協議

坂 巻 信 宏 奈良国立文化財研究所 独立行政法人化に関する打合せ

佐 野 千 絵 MOA美 術館 環境調査

佐 野 千 絵 秋田市立千秋美術館 環境調査

佐 野 千 絵 大阪市すまいの博物館 研究打合せ、調査

佐 野 千 絵 大阪府立狭山池博物館 環境調査

佐 野 千 絵 春日市奴国の丘歴史資料館 環境調査

佐 野 千 絵 小松市立宮本三郎美術館 環境調査

佐 野 千 絵 筑波大学図書館貴重書庫 環境調査

佐 野 千 絵 平等院宝物館 環境調査

塩 谷 純 滋賀県立近代美術館 黒田清輝巡回展撤収

塩 谷 純 ベルン歴史博物館 日本美術品の調査

塩 谷 純 萬鉄五郎記念美術館 出品作品点検及び作品撤収立ち会い

島 尾 新 京都国立博物館 調査研究

島 尾 新 奈良国立博物館 法華寺所蔵国宝阿弥陀三尊及び童子像の調査

島 尾 新 山口県立美術館 雪舟研究会

庄 司 義 則 大阪教育大学 企業会計制度についての講演

庄 司 義 則 奈良国立博物館 独立行政法人化に関する打合せ

城 野 誠 治 京都国立博物館 宋元仏画の撮影にかかる技術指導

城 野 誠 治 京都国立博物館 写真撮影にかかる指導
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城 野 誠 治 高野山 中尊経撮影にかかる技術的指導

城 野 誠 治 奈良国立文化財研究所 法華寺所蔵国宝阿弥陀三尊及び童子像の調査

高 橋 千 恵 大分県臼杵市 臼杵磨崖仏保存環境調査の補助

田 中 淳 京都工芸繊維大学 講演会講師

田 中 淳 萬鉄五郎記念美術館 黒田清輝作品点検及び展示指導

津 田 徹 英 京都国立博物館 調査研究

津 田 徹 英 中尊寺 金色堂諸仏の調査

津 田 徹 英 奈良国立博物館 法華寺所蔵国宝阿弥陀三尊及び童子像の調査

津 田 徹 英 ロシア エル ミタージュ美術館所蔵 日本美術品に関する調査

中 野 照 男 四街道市役所 四街道市文化財審議会

中 野 照 男 中国
クム トラ千仏洞遺跡保存修復 プロジェク トに関する美術史学的調

査 と助言

中 村 茂 子 竜ヶ崎市民俗資料館 文化財保護審議会

西 浦 忠 輝 エ ジプ ト カ イロ 遺跡保存、修復調査

西 浦 忠 輝 パキスタン 遺跡保存、修復調査

早 川 典 子 大分県臼杵市 臼杵磨崖仏保存修理事業

早 川 泰 弘 名古屋城 障壁画の化学測定

早 川 泰 弘 那覇市歴史資料室 尚家関係資料調査事業、美術工芸品の理科学調査

平 尾 良 光 名古屋城 障壁画の化学測定

星 野 紘 沖縄県立芸術大学 沖縄と中国雲南省少数民族の基層文化の比較研究合同研究会

星 野 紘 熊本市民会館 舞台芸術参加事業の実施状況の調査

星 野 紘
しまなみ交流館テア トロシェ
ルネ

国際民俗芸能 フェスティバル

星 野 紘 上海 学術会議

星 野 紘 ハ ーモニー ホールふ くい 国際民俗芸能 フェスティバル

星 野 紘 北海道立総合体育センター 国際民俗芸能 フェスティバル

増 田 勝 彦 石川県立美術館 石川県文化財保存修復工房運営委員会

増 田 勝 彦 京都国立博物館 板絵著色神像の修復に関しての指導助言

増 田 勝 彦 京都国立博物館 文化財保存事業

増 田 勝 彦 クリーヴランド美術館 在外日本古美術品保存修復協力事業

増 田 勝 彦 ロシア エル ミタージュ美術館所蔵日本美術品に関する調査

松 本 修 自 富田林市役所 伝統的建造物群保存審議会

松 本 修 自 松山市 史跡来往廃寺跡調査検討委員会

松 本 修 自
ユ ネ ス コ ・ア ジア 文 化 セ ン

ター
文化遺産保護協力事業委員会

三 浦 定 俊 京都国立博物館 指定文化財企画 ・展示セミナー講師

三 浦 定 俊 国際 日本文化研究センター シンポジウム討議参加

三 浦 定 俊 国立民族学博物館 資料の保存、管理方法の助言
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三 浦 定 俊 高松塚古墳 古墳壁画の保存点検作業

三 浦 定 俊 奈良県薬師寺 薬師寺玄焚三蔵院保存会議出席

三 浦 定 俊 奈良市唐招提寺 「国宝 鑑真和上展」展示環境打合せ

三 浦 定 俊 北海道余市町 史跡フゴッペ洞窟保存調査委員会

三 浦 定 俊 北海道余市町 フゴッペ洞窟 シンポジウム講師

三 浦 定 俊
ユ ネ ス コ ・ア ジア 文 化 セ ン

ター
アジア ・太平洋地域文化遺産保護調査修復研修講師

三 浦 定 俊 ロ ー マ イクロム諮問委員会議出席

森 田 健 一 奈良国立文化財研究所 独立行政法人化に関する打合せ

山 梨 絵美子 滋賀県立近代美術館 黒田清輝巡回展展示

山 梨 絵美子 ロシア エル ミタージュ美術館所蔵 日本美術品に関する調査

米 倉 迫 夫 京都国立博物館 中世絵画資料の調査

米 倉 迫 夫 京都国立博物館 調査研究

米 倉 迫 夫 奈良国立文化財研究所 法華寺所蔵国宝阿弥陀三尊及び童子像の調査

米 倉 迫 夫 毛利博物館 中世絵画資料の調査

渡 邊 明 義 京都国立博物館 寂光院木造地蔵菩薩立像の調査

渡 邊 明 義 敦焼 協議及び調査等

渡 邊 明 義 奈良県経済倶楽部 シルクロー ド学研究センター研究評議員及び企画運営委員会

渡 邊 明 義 奈良国立文化財研究所 アンコール文化遺産保護共同研究に関する検討委員会

渡 邊 明 義 奈良国立文化財研究所 文化財保護審議会第一専門調査会

渡 邊 明 義 萬鉄五郎記念美術館 「黒田清輝 と萬鉄五郎」展オープンセレモニー
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② その他の調査指導

1)文 化財の材買に関する調在

金属製文化財 を中心に、その材質やさび ・付着物等 に関する化学組成および構造解析の測定、さらには材料の産地

推定等に関する調査を行った。

総依頼件数50件432試 料(2000.04～2001.03)

分析 内容内訳(1資 料あた り複数箇所の分析あ り)

蛍光X線 分析(XRF):約300測 定

ポータブル蛍光X線 分析(P・XRF):約350測 定

鉛同位体比測定(PBIR):約300測 定

X線 回折分析(XRD):約40測 定

ICP・発光分光分析/質 量分析(ICP):約40測 定

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

cs)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

(27)

(28)

(29)

(30)

(31)

(32)

(33)

2000.04

2000.04

2000.04

2000.04

2000.05

2000.06

2000.06

2000.06

2000.06

2000.06

2000.06

2000.06

2000.06

2000.07

2000.07

2000.07

2000.07

2000.08

2000.08

2000.08

2000.08

2000.09

2000.09

2000.09

2000.09

2000.09

2000.09

2000.10

2000.10

2000.10

2000.10

2000.11

2000.11

文化庁

東京大学

徳川美術館

四日市市立博物館

さきたま資料館

元興寺文化財研究所

元興寺文化財研究所

元興寺文化財研究所

元興寺文化財研究所

岩手県立博物館

奈良国立博物館

東京芸術大学

情報資料部

名古屋市

元興寺文化財研究所

修復技術部

兵庫県立博物館

西本願寺

筑波大学

東京国立博物館

修復技術部

東京芸術大学

韓国湖厳美術館

静岡県埋文調査研究所

東京国立博物館

早稲田大学

千葉県金鈴塚資料館

東京国立博物館

東京国立博物館

称名寺

情報資料部

川崎市能満寺

愛媛県立博物館

銅製品他

ベ トナム出土金属器

水銀軽粉

銅造仏ほか

鉄剣

銅鏡

銅鏡破片

銅鐸片

耳環ほか青銅製品

出土金属器

漆製手箱ほか

木彫像

金銅仏

障壁画 ・天井画

銅鐸片

漆製品

銅鏡

銅製品

ガラス玉

銅鐸

金属腐食溶液

中国青銅器

ガラス製品

銅鐸

銅剣他

銅鏡

出土銅製品

青銅製品

青銅製品

木彫像ほか

木彫像

木彫像

絵画
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6試 料

3試 料

9試 料

6試 料

1試 料

1試 料

2試 料

1試 料

11試料

5試 料

2試 料

1試 料

1試 料

13試料

1試 料

2試 料

1試 料

1試 料

10試料

1試 料

16試料

3試 料

18試料

1試 料

4試 料

1試 料

10試料

1試 料

4試 料

2試 料

1試 料

1試 料

2試 料

XRF,PBIR

..

XRF,XRD

P-XRF

P-XRF

XRF,PBIR

PBIR

XRF,PBIR

XRF,PBIR

..

P-XRF

P-XRF

P-XRF

P-XRF

..

P-XRF

XRF,PBIR

XRF,PBIR

XRF,PBIR

XRF,XRD,PBIR

ICP

..

PBIR

..

XRF,P-XRF,PBIR

..

PBIR

XRF,XRD

XRF,XRD

P-XRF

P-XRF,XRF,XRD

P-XRF

P-XRF



(34)

(35)

(36)

(37)

(38)

(39)

(40)

(41)

(42)

(43)

(44)

(45)

(46)

(47)

(48)

(49)

(50)

2000.11

2000.11

2000.11

2000.11

2000.12

2000.12

2000.12

2000.12

2000.12

2000.12

2001.01

2001.01

2001.02

2001.02

2001.03

2001.03

2001.03

東京国立博物館

東京国立博物館

埼玉大学

東京家政学院大学

辰馬考古資料館

鎌倉市教育委員会

中近東文化センター

東京国立博物館

京都 ・大将軍八神社

那覇市歴史資料館

修復技術部

青森県埋蔵文化財センター

文化庁

沖縄県浦添市美術館

東京国立博物館

文化庁

文化庁

銅鏡

銅鏡

ペルー出土金製品

シリア出土銅製品

銅鐸

出土銅器

トルコ出土金属製品

銅鏡

木彫像

所蔵品

出土銅製品

銅鏡片

金銅仏

朱漆絵皿

北魏仏

金製品

青銅製品

1試 料

1試 料

50試 料

3試 料

27試 料

5試 料

123試 料

22試 料

9試 料

11試料

10試料

1試 料

1試 料

5試 料

8試 料

12試料

11試料

XRF,PBIR

XRF,PBIR

XRF

XRF,XRD

XRD,PBIR

XRF,PBIR

XRF,PBIR

XRF,XRD,PBIR

P-XRF

P-XRF

XRF

PBIR

XRF,PBIR

XRF

XRF,PBIR

XRF

XRF

2)美 術館 ・博物館等館内の環境調査

国宝・重要文化財などの指定品および東京国立博物館収蔵資料の借用に関 して館内環境調査を行い、報告書を作成 ・

提出した。

岩手

福島

茨城

栃木

東京

神奈川

新潟

長野

愛知

三重

中尊寺讃衡蔵

郡山市立美術館

側)水府明徳会彰考館徳川博物館

馬頭町広重美術館

㈲東京都教育文化財団東京都現代X術 館

(賜東京都文化歴史財団江戸東京たてもσ)園

府中市美術館

㈲凸版印刷印刷博物館

平塚市美術館

相模原市立博物館

新潟県立歴史博物館

茅野市尖石縄文考古館

知多市歴史資料館

田原町博物館

朝日町歴史博物館

賀

都

滋

京

大阪

兵庫

島根

福岡

大分

鹿児島

沖縄

㈱長浜曳山文化協会曳山博物館

平等院宝物館

働細見美術財団細 見美術館

大阪府 ヴ狭山池博物館

大阪市 、t1Iiまいの ミュージアム

和泉市いずみの国歴史館

人阪狭山市立郷土資料館

芦屋市美術博物館

島根県㍍美術館

春日市奴国の丘歴史資料館

ふるさと館ちくしの

大分県、γ先哲史料館

鹿児島県歴史資料センター黎明館

(財)尚占集成館

沖縄県、°f埋蔵文化財センター

現地調査は秋田県立近代美術館、秋川ll泣r秋 美術館、筑波大学附属図轡館貴重轡陣、参議院、国立西洋美術館、

三の丸尚蔵館、東京都美術館、東京都現代 美術館、府中市美術館、印刷博物館、小松rl∫立宮本三郎美術館、MOA美 術

館、曳山博物館、平等院宝物館、宇治市源氏物語 ミュー ジアム、大阪府立狭山池博物館、大阪市立住 まいの ミュージ

アム、大阪歴史博物館、大阪狭山市立郷土資料館、浜田市世界子 ども美術館、春日市奴国の丘歴史資料館の21館 。

また 青森県立美術館(仮)な ど、全国147館 の新設既設美術館・博物館等文化財展示収蔵施設に対 して環境改善に

関する相談を受け、助言を行った。これらの館については各館ごとに環境調査ファイルを作成 して調査 を行っている。
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森

手

青

岩

宮城

秋田

山形

福島

茨城

木

馬

栃

群

玉

葉

埼

千

東京

神奈川

新潟

山
川

富

石

福井

青森県立美術館(仮)

岩手県立美術館

花巻市博物館(仮)
中尊寺讃衡蔵

東北歴史博物館

村田町歴史みらい館
雄勝硯伝統産業会館

秋田県立近代美術館

秋田市立千秋美術館
赤レンガ郷土館

米沢市博物館

山寺芭蕉記念館
福島県文化財センター白河館

郡山市立美術館

国土地理院地図と測量の科学館
筑波大学附属図書館貴重書庫

茨城県陶芸美術館

霞ヶ浦町郷土資料館
㈲水府明徳会彰考館徳川博物館

馬頭町広重美術館
かみつけの里博物館

草津ベルツ記念館
川越市美術館(仮)

船橋市郷土資料館
城西国際大学水田美術館

参議院管理部御休息室

宮内庁三の丸尚蔵館
宮内庁書陵部

日本銀行金融研究所貨幣博物館

国立西洋美術館
㈲東京都現代美術館

㈲東京都美術館

㈲江戸東京たてもの園
府中市美術館

墨田区文化振興財団

文化学園服飾博物館
日本刀装具美術館

松岡美術館

泉屋博古館東京分館(仮)

㈱凸版印刷印刷博物館
平塚市美術館

鏑木清方記念美術館

横須賀市博物館(仮)
相模原市立博物館

箱根神社収蔵庫
八劔神社収蔵庫
ポーラ美術振興財団

新潟県立歴史博物館

新潟県立近代美術館
新潟県立万代島美術館
上越市立総合博物館

富山県水墨美術館
小松市宮本三郎美術館

真脇縄文館

薬師寺収蔵庫
福井県立朝倉氏遺跡資料館

福井市郷土資料館
三方町縄文博物館

福井
山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

島根

岡山

織田町文化歴史館
山梨県立美術館

茅野市八つ岳総合博物館

茅野市尖石縄文考古館
御代田町博物館(仮)
おぶせミュージアム

八つ岳シルクロードミュージアム

岐阜県立博物館
セラミックパークMINO

美濃加茂市市民ミュージアム

飛騨世界生活文化センター

焼津市教育委員会
MOA美 術館

名古屋市立博物館
西尾市岩瀬文庫

知多市歴史民俗博物館
田原町博物館
三重県立美術館

松阪市文化財資料館

朝日町歴史博物館
東明寺収蔵庫

伊勢神宮神宮文庫
滋賀大学経済学部附属資料館

滋賀県立琵琶湖博物館

㈲長浜曳山文化協会曳山博物館
能登川町立博物館

京都国立近代美術館

宇治市源氏物語 ミュージアム
みやつ歴史の館歴史資料館

八幡市松花堂交流施設博物館(仮)

大谷大学総合施設博物館(仮)
平等院宝物館

㈲細見美術館

大阪府立狭山池博物館
大阪市住まいのミュージアム

大阪市歴史博物館

大阪城天守閣

和泉市いずみの国歴史館
大阪狭山市郷土資料館
三原町人 ・夢 ・創造の交流館

高槻市歴史遺物展示館(仮)
大阪青山短期大学博物館

兵庫県立美術館芸術の館(仮)

芦屋市立美術博物館
小野市好古館

奈良国立博物館

奈良県立美術館
万葉文化館

和歌山県立近代美術館

島根県立博物館
島根県立美術館

島根県古代文化センター
浜田市世界こども美術館

浜田市郷土資料館
三隅町立石正美術館

岡山県立博物館
尾道市立美術館

井原市田中美術館
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]

山
島
岡
広

山口

愛媛

高知

福岡

福岡

成羽町美術館

蘭島閣美術館
王舎城美術宝物館

山口県立萩美術館 ・浦上記念館

下関市立考古博物館
萩市郷土資料館

愛媛県美術館

愛媛県立歴史文化博物館
風の博物館歌麿館

高知県立美術館

高知市立自由民権記念館
九州国立博物館(仮)

福岡市埋蔵文化財センター

北九州市立美術館
北九州市自然史歴史博物館
ふるさと館ちくしの

春日市奴国の丘歴史資料館

岡
賀

福

佐

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

伊都歴史資料館
佐賀県立名護屋城博物館

中富記念くすり博物館

熊本県伝統工芸館
熊本県立美術館

大分県立先哲史料館
大分市美術館
三浦梅園資料館

西都原考古博物館

都城市立美術館
高鍋町美術館

鹿児島県歴史資料センター黎明館
奄美パーク・田中一村記念館

上野原縄文の森展示施設(仮)

尚古集成館

沖縄県立埋蔵文化財センター

3)文 化財の虫害等被害に対する劇査指導

文化財の虫 ・カビ等の被害について問い合わせを受け、指導 ・助 言を行った。

(木川 りか ・山野勝次 ・佐野千絵 ・三浦定俊)

(1)文 化財の虫菌害に対する調査指導5件

(2)相 談受け付 け件数36件

4)文 化財の修復および整備に関する調査指導

(1)富 山県高岡市重要文化財勝興 孝の修理指導(青 木繁夫)

鉛屋根瓦の汚染調査 を行い、庄きかえに関 して指導を行った。

(2)史 跡 ・千葉市加曽利貝塚住居跡保存脇備指導(青 木繁夫)

発掘された住居跡を展示保存するために土壌水分 を調蟹する保存処理方法の指導を行った。

(3)史 跡 ・宮崎県西都市西都原占墳保存脇備指導(青 木繁夫)

横穴古墳 を展示保存するための覆屋および土壌処理方法について指導 した。

(4)重 文 ・京都府智恩寺鉄湯船の保存指導(青 木繁夫)

電気防食法について指導を行った。

(5)伊 勢崎市富士塚古墳石棺の保存修復指導(青 木繁夫)

砂岩製石棺が劣化 したために、その樹脂強化処理方法 について指導 した。

(6)史 跡 ・埼玉県将軍塚古墳主体部の保存指導(青 木繁夫)

古墳の主体部 を覆屋内で展示公開 しているが、土壌の乾燥崩壊が激 しい、親水性 シリコーンによる保存処置に

ついて指導 を行 った。

(7)大 阪市中央公会堂に外壁 クリーニングについて指導を行った。(青 木繁夫)

外壁石材に表面に付着した汚れにレーザークリーニングについて指導を行った。

(8)佐 賀県吉野 ヶ里出土遺物の保存について指導を行 った。(青 木繁夫)

銅製品、織物の保存環境脇備について指導を行った。

(9)高 松塚古墳の保存状態点検(宵 木繁夫)

(1① 重要文化財地蔵菩薩立像(京 都寂光院)の 保存処1置に関して指導助rciを行い、処置条件 を決定するための種々

の実験を行 った。(川 野邊渉)

(ID大 浦天主堂の漆喰壁の生じた黒変の原因追及 と対策に関する指導助riを 行った。(川 野邊渉)

(12)重 要文化財称名寺壁画弥勒浄土図、弥勒来迎図の修復に関して、劣化の状態か ら処置方法の検討をし、助言指

導を行った。(早 川典子)

(13)重 要文化財山口県会議事堂の修復作業に際 して、複数箇所での塗装調査および分析 を行 った。(早 川典子)
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3.研 修

(1)国 際研修 第7回 「紙の保存修復」

趣 旨

和紙が多 くの点で修復材料 として優れた性質を有することが、世界中の博物館、美術館、文書館、図書館などで次

第に認識されてきている。 さらに、材料 としての和紙に とどまらず、和紙を使いこなす表具技術にも感心が寄せられ

ている。

この20年 ほどの問、 ヨーロッパの美術館、博物館、文書館、図書館 を中心 として、紙 を素材 とした文化財、即ち、

版画、素描、水彩画、文書、設計図、ポスターな どの保存に対する関心が高まり、高い安定性、適度な強度、経済的

な価格 、安易な取扱い、処置対象 との相性などの性質 を備えた保存処理素材が求められ、結果としての和紙が取 り上

げられている。

このため、文化庁、東京国立文化財研究所では、平成4年 度から関係機関と協力 し、和紙 を中心 とした紙文化財の

保存修復の理論及び修復技術 の基本について諸外国の文化財関係者を対象とする研修 を実施 している。 また、平成10

年度 にはそれまでの研修 を振 り返 るセ ミナーを開催 し、研修内容の再検討 と研修成果の相互発表 を行った。今年度 は、

セ ミナーの検討を踏 まえ内容の変更を行 った。

この研修 を通じ、 日本 と世界各国の文化財保護の相互理解が深められるとともに、今後の国際協力の発展への一助

ともなっている。

主 催 文化庁 東京国立文化財研究所

国際交流基金ICCROM

研修期間 平成12年11月28日 ～平成12年12月15日18日 間

(招聰期間)平 成12年11月27日 ～平成12年12月17日21日 間

会 場11月28日 ～12月7日 東京国立文化財研究所

12月8日 ～12月10日 京都国立博物館 吉野紙漉工房地

受 講 者12力 国12人(一 覧表参照)

研修用語 英語及び日本語

事 務 局 東京国立文化財研究所 修復技術部

国際文化財保存修復協力センター企画室

日 程

11月27日

28口

29日

30口

12月1口

2日

3日

4日

5U

6日

7日

8日

9日

10日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

参加者来日

開講式 講議1、 講議2、 講議3、 レセプション

解説:材 料と道具、実技実習、参加者発表

実技実習、参加者発表

実技実習

休 日

休 日

実技実習

実技実習

実技実習

実技実習

研修旅行 京都国立博物館修理所 ほか文化財施設

研修旅行 吉野紙漉工房見学

社寺など歴史的建造物見学
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11日(月)

12日(火)

13日(水)

14日(木)

15日(金)

16日(土)

17日(日)

参加者 リス ト

氏

1

2

3

4

5

6

7

8

9

実技実習

実技実習、特別講演及び実習

実技実習、特別講演及び実習

実技実習

実技実習、閉会式

都内文化施設見学

参加者帰国

名

Ms.MURPHYMary

Ms.NATALECIaudia

Ms.UKKONENPaivi

Ms.BROWNJean

Ms.KOLLAROUSophia

Mr.BRATChandrasa

Ms.CAMPBELLLyne

Ms.LANDROGry

Ms.REISBETTENCOURTKatia

10.Ms.KRIAKINALubov

11.Ms.CHANGMinli

12.Ms.SEIBERTAnn

マ ー フ ィ ー ・マ リ ー

ナ タ ー レ ・ク ラ ウ ヂ ア

ウ ッ コ ネ ン ・パ イ ヴ ィ

ブ ラ ウ ン ・ジ ャ ン

コ ラ ル ・ ソ フ ィ ア

ハ ッ ト ・チ ャ ン ド ラ ハ サ

キ ャ ン ベ ル ・ リ ン

ラ ン ドロ ・グ レ イ

レ イ ス ベ タ ン コ ー ・カ チ ア

ク リ ア キ ー ナ ・ル ド フ

チ ア ン ・ ミ ン リ

サ イ バ ー ト ・ア ン

国 籍

カナダ

コロン ビア

フィンラ ン ド

イギ リス

ギ リシャ

イン ド

ニ ュー ジー ラン ド

ノル ウェー

ポル トガル

ロシア

シ ンガポ ール

アメ リカ

(2)博 物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修

近年博物館 ・美術館の数が増加すると共にその施設が近代化 し、煉蒸室、保存 ・修理などの保存に関する設備が整

備されて保存部門 を担当する職員が配置されつつある。 しかし、これらの職員が保存科学の知識や技術を修符しよう

としても適当な学習の場がないのが現状である。 そのために博物館、美術館などの学芸員の保存担 当者を対象に、文

化財の科学的保存 に関する基本的な知識及び技術 について研修 を行い、その資質の向上を持 って文化財の保護に資す

ることを目的 とし、第17回 研修会 を開催 した。

期 間2000(平 成12)年7月17日(月)～28日(金)

参加者数31名

プログラム

7月17日(月)

開校式 ・オ リエンテーション

保存環境 総論

保存環境 各論 一光 と劣化 ・照度基準 一

保存環境 各論 一温湿度一

保存環境 〈実習〉一温湿度測定機器の取扱い一

7月18日(火)

保存環境 各論 一大気汚染とその影響一

保存環境 各論 一室内汚染一

保存環境 各論 一展示 ・梱包ケースの温湿度調節一

保存環境 〈実習〉一湿度の制御法一

俊

絵

志

志

定

千

武

武

浦

野

崎

崎

三

佐

石

石

光

絵

幸

志

良

千

信

武

尾

野

庭

崎

平

佐

神

石

館物博立咽弼
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7月19日(水)

生物被害 概論 木 川 り か ・山 野 勝

生物被害 く実習〉 文化財害虫同定一 山 野 勝 次 ・木 川 り

生物被害 各論 一生物防除法1一 木 川 り

生物被害 〈実習〉一殺虫処置1一 木 川 り か ・石 崎 武

7月21日(金)

生物被害 各論 一生物防除法2一 木 川 り

生物被害 〈実習〉一殺虫処置2一 木 川 り

生物被害 〈実習〉一殺虫処置3(温 湿度計測を含む)一 木 川 り か ・石 崎 武

7月24日(月)

調査手法 各論 一画像計測一 三 浦 定

調査手法 各論 一材質調査一 早 川 泰

劣化 と保存 各論 一日本画一 増 田 勝

劣化 と保存 各論 一紙一 増 田 勝

劣化 と保存 各論 一油彩画一 東京芸術大学 歌 田 眞

7月25日(火)

劣化 と保存 各論 一漆工品一 加 藤

劣化 と保存 各論 一木造品一 西 浦 忠

劣化 と保存 各論 一繊維一 佐 野 千

保存環境 〈実習〉一調査1一 石 崎 武 志 ・佐 野 千 絵 ・木 川 り

7月26日(水)

ケーススタディ ー博物館 ・美術館における収蔵 ・展示の問題 とその対策一

石 崎 武 志 ・佐 野 千 絵 ・木 川 り

7月27日(木)

劣化 と保存 各論 一修復材料一 川野邊

劣化 と保存 各論 一考古資料(無 機)一 青 木 繁

劣化 と保存 各論 一考古資料(有 機)一 青 木 繁

保存環境 く実習〉一調査2一 石 崎 武 志 ・佐 野 千

7月28日(金)

博物館の設計と防災計画 石 崎 武 志 ・佐 野 千

閉校式

研修参加者名及び所属

香

子

き

み

郎

郎

二

子

理

明

郎

里

彦

と

太

理

笑

ゆ

ひ

治

慎

共

淳

真

弘

一
杏

和

澤

山

田

岡

田

原

井

山

崎

橋

村

木

見

々

秋

秋

生

石

石

伊

岩

内

梅

大

奥

佐

里

AntiqueMuseum江 戸民具街道

千葉県立大利根博物館

三重県立美術館

愛媛県立歴史文化博物館

㈲三渓園保勝会

山口県立山口博物館

山口県立美術館

横浜市美術振興財団横浜市民ギャラリー

広島平和記念資料館

側凍 京富士美術館

和歌山県立近代美術館

働手銭記念館

高知県立牧野植物園
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か

か

志

か

か

志

俊

弘

彦

彦

介

寛

輝

絵

か

か

渉

夫

夫

絵

絵



宏

二

覚

子

子

子

司

彦

史

二

浩

孝

江

夫

朗

子

保

博

枝

二

元

昌

裕

明

利

洋

史

建

礼

幸

泰

雪

励

健

綾

美

智

村

野

橋

屋

島

田

舟

村

田

崎

芳

江

田

田

坂

川

上

村

嶋

高

高

土

永

中

長

中

新

浜

平

廣

福

藤

保

松

村

吉

神奈川県立歴史博物館

山形県立博物館

国立歴史民俗博物館

東京国立博物館

京都国立博物館

岡山県立博物館

京都府京都文化博物館

側)日本相撲協会相撲博物館

静岡県立美術館

宇都宮美術館

国立国際美術館

岐阜県美術館

鳥取県立博物館

滋賀県教育委員会事務局文化財保護課

東京国立近代美術館

奈良県立美術館

愛媛県美術館

大阪人権博物館

(3)資 料保存地域研修

博物館 ・美術館などの文化財公開施設における資料の保存は、保存 を担当する学芸員の努力によっていることは も

ちろんであるが、学芸員以外の館長、事務官や警備員、監視員、空調機器の管理 ・保守作業員など、博物館の様々な

業務 にたずさわる多くの人々の理解がなければ、「lj滑に進 まない。特に2004年 末の臭化メチルの全廃に向け、IPM(総

合的害虫管理)を 実施するためには、できるだけ多くの館関係者に文化財の保存 に関する基礎的な知識 を理解 して も

らう必要がある。本研修は文化財保護に関する基礎的な知識を、文化財公開施設 に勤務するできるだけ多 くの職員 に

短い日数で学んで もらうため、各地の博物館協議会などの協力を得て1998年 度 より開催するものである。

[第3回]平 成12年11月30日(木)・12)11日(金)

会 場 「いわみ一る」研修室

共催機関 島根県文化施設連絡協議会、島根県歴史民俗資料館等連絡協議会

参加者数 約35名

プログラム ・講師

保存環境調査の概要 三浦 定俊

温湿度の制御 と管理71u武 志

照明の制御 と管理 三浦 定俊

空気汚染物質の制御 と管理 佐野 千絵

生物劣化の制御 と管理 佐野t一 絵

[第4回]平 成12年12月12日(火)

会 場 沖縄県立埋蔵文化財センター

共催機関 沖縄県立埋蔵文化財センター ・沖縄県立博物館 ・那珊市歴史資料室

参加者数 約40名

プログラム ・講師

保存環境調査の概要 三浦 定俊

温湿度の制御 と管理 三浦 定俊
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照明の制御と管理

空気汚染物質の制御と管理

生物劣化の制御と管理

三浦 定俊

佐野 千絵

佐野 千絵

(4)海 外学術調査員および研究者のための保存修復講座

日本人研究者による海外学術調査が多 くなっている。 それ らの調査現場では保存の知識が必要不可欠である。欧米

の調査隊では、保存の専門家が同行することが常識になっているが、日本の調査隊にはそのような専門家が同行する

事が困難である。調査現場では、保存 に関わる問題が多 くあるが、前述 したような事情から調査に参加 している保存

知識のない調査員によってこれらの問題が解決されなければならない。しかし、専門家でないためにかえって問題 を

大き くしてしまうことがよくある。 このような状況を改善することを目的に、学術調査に参加 している調査員、研究

者に対して文化財の保存修復に関する基礎的な知識が得 られるための講習会を行っている。

期 間2000(平 成12)年5月8日 ～2001(平 成13)年2月19日

場 所 会議室

担 当 青木繁夫(修 復技術部)

講義内容

第一期

第二期

第三期

保存修復とはP

保存計画

資料の調査方法

資料の保存方法と保存環境整備

遺跡における応急的保存処理

金属製品の保存処理

土製品の保存処理

石製品の保存処理

木製品の保存処理

染織品 ・皮革 ・そのほかの保存処理

遺跡の保存整備

参加者12名

参加者および所属

石 田

平 野

山 口

佐 々木

月'町

大 饗

子

子

介

孝

建

輝

恵

祐

大

昌

一

(古代オ リエン ト博物館)

(上智大学大学院博士課程)

(筑波大学大学院)

(早稲田大学大学院修士課程)

(日本大学大学院博士課程)

(日本大学大学院博士課程)

子

子

三

美

子

彦

信

祐

健

和

正

治

尾

西

崎

田

川

矢

妹

小

川

池

香

磯

(共立女子大学大学院修士課程)

(早稲田大学大学院修士課程)

(創価大学国際仏教高等研究所)

(早稲田大学大学院修士課程)

(日本大学大学院博士課程)

(國學院大學)

(5)博 物館 学実習

毎年、美術部 と情報資料部は、近代美術 を主な内容とする博物館学実習を行 っている。

日 時:2000年(平 成12年)8月28日 ～9月2日

会 場:東 京国立文化財研究所

参加者数:10名
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プログ ラム 〈日本 近代 美術 資料 を中心 とした実習〉

第1日8月28日(月)

10:00～10:30オ リエ ンテー シ ョン

10:30～12:00展 示 について

11:30～10:30東 京 国立文 化財 研究所所蔵 の美術資料

13:00～17:00近 ・現代 美術 資料の収集 ・作 成の意 義 と現状

第2日8月29日(火)

全 日 近 ・現代 美術 資料 の収 集 ・作成

第3日8月30日(水)

全 日 近 ・現代 美術 資料 の収 集 ・作成

第4日8月31日(木)

10:00～12:00近 ・現代 美術 資料 の収 集 ・作成

13:00～15:00近 ・現代 美術資料 の収 築 ・作成

15:20～17:00美 術 品 の調査 について

第5日9月1日(金)

10:00～12:00近 ・現 代美術資料 の収 集 ・作成

13:00～14:00文 化 財保存 につ いて

14:00～15:00文 化 財 の修 復 について

15:20～17:00近 ・現 代美術資料 の収 集 ・作成

第6日9月2日(土)

全 日 展覧会 見学 とま とめ

美術部 山 梨 絵美子

美術部第二研究室 塩 谷 純

美術部 山 梨 絵美子

美術部第二研究室

美術部第二研究室

美術部第二研究室

美術部第二研究室

美術部第二研究室

美術部第一研究室

美術部第二研究室

保存科学部長 三 浦 定 俊

修復技術部長 増 田 勝 彦

美術部第二研究室
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4.文 化財修復協力

(1)在 外 日本古蔓術晶修復協力事業

海外の美術館、博物館が所蔵する評価の高い作品の修復に協力 し、併せて対象作品を所蔵している博物館等 と協力

して、保存修復 に関連する研究 を行 う事業である。1991(平 成3)年 度から絵画を対象に事業 を進めてきたが、1997(平

成9)年 度か ら工芸品など欧米の修復技術で修理の困難な分野にも協力対象を拡げた。

この事業により修復 した作品の公開によってわが国の修復技術に対する理解が深まり、修復技術の交流が促進 され

ている。本事業の立案のために、欧米に出張 し、作品調査のほかに修復技術について所蔵博物館 と討議 し、併せて輸

送の手続 きについて も協議 を行っている。当研究所は修理内容の検討、修理作品の写真記録の作成および整理、保存

し、輸送手続 きに責任を持 って当たっている。

この修復協力事業によって修理 された作品の公開が増すことは当然であるが、修復協力事業が契機 となって所蔵の

日本古美術品に対する関心が新たに高まりつつあ り、欧米諸国では日本古美術品を所蔵す る博物館の間で協力関係を

結ぶネッ トワークが構築 されつつある。さらに、文化財保存の専門家の交流 も促進 され、わが国の文化財修復技術の

普及 と理解に対 し、大 きな役割を果たしている。

平成12年 度、修復 した絵画、工芸品の修理状況 をまとめて 「在外 日本古美術品保存修復協力事業」の報告書を文化

庁、外務省、国際交流基金、東京国立文化財研究所の4者 協力の もとに刊行 した。 また、 この事業の企画と庶務を国

際文化財保存修復協力センター と庶務課が、 また修復に関する調査および修復業務 を修復技術部が、写真記録の作成

および整理業務を情報資料部がそれぞれ担当した。

この事業では、近世輸出工芸品を対象に関連調査を行った。調査研究会は、静岡県三島市の佐野美術館で開催中の

特別展 「寄木細工 海 を渡った静岡の木工芸」に出品中の寄木作品約100点 を対象に調査を行った。漆工品以外の近世

輸出工芸品に関する歴史お よび美術的所見をまとめ特別展カタログとした。

第3回 在外日本古美術品修復技術研究会関連調査会

調査 日程

調査場所

調査対象

調査メンバー

平成12年6月8日(木)10:00～15:00

静岡県三島市 佐野美術館

近世輸出の木画家具および調度(金 子 コレクション)

博

子

子

彦

美

志

彦

明

弥

繁

子

也

隆

敦

典

皓

和

智

好

善

達

明

拓

橋

石

盛

子

瀬

又

下

口

本

村

島

杉

高

赤

勝

金

室

勝

山

田

松

北

永

小

関西大学文学部教授

足立美術館学芸員

神戸市立博物館学芸員

東京女学館大学教授

京都国立博物館学芸員
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平成12年度修復候補作品の調査(絵 画)

調 査 国 調 査 地 調査作品の点数

アメリカ合衆国
バージニア美術館

ク リーブランド美術館

絵画15点

絵画10点

チェコ共和国

ナープルステイク博物館

プラハ国立博物館(ア ジア館)

プラハ国立博物館(別 館)

絵画1点

絵画5点

絵画8点

ドイツ連邦共和国

一一

バイエル ン民俗博物館 絵画7点

平成12年 度修復候補作品の調査(工 芸品)

調 査 国 調 査 地 調査作品の点数

ブイラデル フイア美術館 漆工品12点

ウォルターズ美術館 漆工品13点
アメリカ合衆国

エール大学美術館 漆工品10点

メ トロポ リタン美術館 刀剣品73点

キンズバル ト博物館 漆工品8点 、具足2点

ナープルステイク博物館 漆工品7点 、具足ほか4点
チェコ共和国

プラハ国立博物館(ア ジア館) 漆工点7点

ナープルステイク博物館(別 館) 兜、具足21点

漆工品13点
ドイツ連邦共和国 バイエル ン民俗博物館

具足ほか12点

【協力機関】 文化庁、外務省文化交流部文化第一一・課、外務省現地公館、国際交流基金、芸術研究振興財団
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5.講 座 な ど

(1)公 開学 術講座

庭術 部 と情 報資料1!III、そ して芸能部 は、それ ぞれ、 美術 史研究 と芸能研 究の成 果 を 般 に公 開す るこ とを目的 に、

毎年1回 公開学1'1{∫講 座 を開い ている、,美術 部 ・情 報資米こ1部の講座 では スソ イ}ごを、 また,'一能部 の場 合 に は演者の実技

を通 じて、 へ1ノ:門性 の高 い学{ボ∫研究 をわ か りや 」く解説 してい る、,1966年 度(昭 和41年 度)に 始 まった美術 部 ・情報資

料部 の講座 は本{1・度 で第341・iを 数 ズ.、また1967{卜 度(昭 和42年 度)に 始lbた 芸能 部の。酵座 は本 年度 で第31回 を数 え

る,,

第34回 美術部 ・情報資料舩 開学繍 座
,,.〉,擢 》

日 時2000('賊12)年10月25日(・k)13:30～16:00吻 譲

1∴∵1ぎ 蜜 捌
1)津 田 徹英(情 報資料部写真資料研究室研究lD美 術部 ・情報資料部

公開学術講座風景1吋11珪0)r責1'):多と子申」

わが国の占代 ・中世において、老人 とともにr供Gii子)が 神 に近い存在であったという認識は早 くから文化史や

国文学の方面か ら指摘されている。 しかし、実際の造形(美 術作品)に おいてこれが どのように関わって造形表現 と

して昇華 をみたかはあまり明確でない。本講演では、中世の彫刻 ・絵画作例から聖性をもつ童子を集め、そこに認 め

られる共通する特徴 を指摘 しながら、童子形像が聖性 と関わる場合の暗黙の了解事項を分析 した。

2)中 野 照男(美 術部第一一研究室長)

1中国新頒キジル石窟壁画の仏伝図の諸問題1

西域は、仏教説話に関わる美術の宝庫である、,西域北道最大の石窟群

である1:ジル石窟に も多くの仏伝図があるが、時代によって仏伝図の内

容 と表現形式が変化 している。簡単には、釈尊の事跡への関心、釈尊の

追慕から、釈尊の説いた法への関心、その法の不滅性の強調へ と変化し

たと、1えよう。その変化のありさまを、宗派、民族、石窟造営の担い手、

典拠 となった経典などの視点から分析 した,,

第31回 芸能部公開 学術講座

日 時2000('i冗 成12)年10月31日(火)

場 所 矢 来能 楽堂

入場 者数250名

発 表 者 ・発表要旨

1)中 村 茂r(芸 能IYIII≦民 俗 研究室長)民 俗1請llに 伝 承 」'る翁猿 楽の特色

民俗 芸能 には、各時代 に猿 楽の翁か ら取 り人れた翁の 芸能 が 全国各地 で 、さまざ まに変容 した芸態 で伝承 され てい

る、、その中の ・つ、語 る1翁1を 伝承 するのが、i庫 県のL鴨 月!住 占神社翁舞 と 牙、1遠(:'i'f知・長野 ・静岡)地 方に

分布 するお こないの1翁1で あ る,,白 色 尉が語 る内容1、丈く宝 数え〉を中心 とした もの で、各伝承地 に共通 してい るが、

一
.lll:;川住 、量デ以外 には、冠 者 ・父の尉 という名称 はみ られ ない、,濡 遠地域 に伝承 す る 「翁1の 〈松 か げ〉 は、 その詞

';r.i内容 か ら父の尉 の変容 と推 定 され るが、松 かげ とい う名称 は、 白色尉 の宝数 えに引 きつけた く神仏数 え〉の唯子 詞

に由来す る,,妬1遠 地域 や ト鴨川住 占神審i二翁舞 に は モ番翌が 見られないが、語 る ―翁」 においては こ番聖が軽視 され
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て いた と考 えられ る。

2)高 桑 いつみ(芸 能部主任研究官)能 の翁:舞 の異式演出

能の演 目の中で、もっとも古 くから ヒ演 されているのが 「翁」である。天下泰平をii祝 ぎ、祝福の舞を舞うという

内容のため古来から神聖視されてきたが、演出は流動的で、 さまざまなバ リエーションが考案されてきた。興福 孝の

神事 と関係 して演 じられた替 えの1翁 】が 「弓矢1二合1と ―十二月往来」である。複数の大夫が舞台で同一・の演技を

することを立合 というが、「弓矢立合1は 世阿弓づ1{時代から演 じられていたし、翁

が三人登場 し、十二月の風物 を掛 け合いで謡う1卜:11往 来」には、民俗 芸能

の「語 る翁」との関連性が うかがえる、,こうしたさまざまな演出を紹介し、「翁」 く

の舞には能の 「道成寺」で舞 う 「乱拍 列 に似た部分があるが、それは能以前 磁 ・

の古い舞の特徴だったこと、小鼓三調で・鰍 のは姶 で演 じたことと鯛 係で ㍉)一 、

はないこと、なども指摘 した。

蓬
実 演

1)〈 兵庫県上鴨川神社翁舞より 「冠 者 ・父の尉1>

上鴨川住吉神社保存会

2)〈 能 「翁 十二月往来」〉金春安明他
い1、

② 夏期学術講座

第25回 夏期学術講座

伝統芸能研究の発展 と文化財保護 に役立てるため、当研究所芸能部の研究員が人学院生 を対象に、その分野に関す

る無形文化財の調査の成果を講義する。

テ マ アジアの中の民俗芸能

期 間2000('r成12)年7月17日(ID…1g日(水)

lO:30～12:00、13:15～ レ1:45、 且5:00～16:30

場 所 東 京国 立文化財研究所 セ ミハ 室

参 加 者70名

担 当講 師 星 野 紘(東 京国立 文化財{ひ1究所 芸能 部長)

野 村 伸 一(慶 慮 幾塾 大学教授)

細 井 尚 子(立 教人学助 教授)

趣 旨

かつて伎楽、雅楽の伝播の経緯や{ン ゴル ・Jベ ットと日本民謡 との類似性が研究されたことがあったが、国際化

の進展 を背景に日本の伝統芸能 をアジアの中で位置づけようとする調 査研究が、民俗 芸1能分野においても展開 しよう

としている。

従来、民俗芸能の成立展開は日本国内だりのll:j題と」ーまされて来た、,ところが中ll〈1、韓lk1などには、訪れ神、神,1`

舞踊田遊び、人形劇(戯)な ど日本の民俗芸能に近い伝承が存在することが報告 されている、,これは日本、中国、韓

国に共通する東アジア的性格 に起因づるものであろう。そこには当然歴史風土や民族性の違 いによる差異も認められ、

芸能の成立や伝播受容に関わ る時代蕉 も反映しているが、その差異に注目することで日本の民俗芸能の特色 を明瞭に

しよう、 という視点に立った比較研究の 一端 を紹介する。
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プ ログラム

7月17日

7月18日

7月19日

総説 ・中国 と日本の輪踊 りを例に

中国少数民族の訪れ神

日本 と中国の神事舞踊の足運 び

中国の田遊び風芸能

神様 としての中国の糸繰 り人形

朝鮮の葬 と芸能

朝鮮の葬 と芸能 続 シッキムクッ

朝鮮の葬 と芸能 まとめ

質疑
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6.大 学院教 育

一東京芸術大学大学院美術研究科文化財保存学専攻システム保存学教室一

1995年(平 成7年)4月 より東京芸術大学大学院 と連携して大学院教育に従事 し、 これか らの文化財保存を担う人

材 を育成 してい る。 システム保存学は、文化財の保存環境 を研究する保存環境学講座 と保存修復に用いる材料 にっい

て研究する修復材料学講座に分かれている。各講座3名 ずつ、所員が併任教官として指導に当たっている。

受入学生の定員は修士・博士課程 ともに各学年2名 である。2000年(平 成12年)は 修士課程 に4名 が在籍している。

(1)併 任教官および担当授業

保存環境学講座

併任教授 三浦 定俊(保 存科学部長)

併任教授 石崎 武志(保 存科学部物理研究室長)

併任助教授 佐野 千絵(保 存科学部主任研究官)

修復材料学講座

併任教授 増田 勝彦(修 復技術部長)

併任教授 青木 繁夫(修 復技術部第三修復技術研究室長)

併任助教授 川野邊 渉(修 復技術部第二修復技術研究室長)

客員教授 渡邉 明義

助 手 谷口 陽子

保存環境計画論(前 期)

保存環境学特論1(後 期)

保存環境学特論II(前 期)

修復材料学特論1(前 期)

修復計画論(後 期)

修復材料学特論II(後 期)

(2)文 化財保存学演習

第1回2001年(平 成13年)1月16日(火)

「修復材料の評価 に関する実験」(実 習)都 立産業技術研究所にて

さまざまな塗装材料、合成樹脂、天然材料の強度測定

第2回2001年(平 成13年)1月23日(火)

「文化財のX線 撮影実習」(実 習)東 京国立文化財研究所 にて

X線 撮影の原理 に関する講義およびさまざまな材質 によって構成 される資料の撮影

と画像解釈 に関する実習

青木 繁夫 併任教授

三浦 定俊 併任教授
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7.出 版

当研究所は、毎年、学術雑誌 ・年鑑 ・国際研究集会プロシーディングス ・研究会報告書 ・東文研ニュースなど、多

種多様な出版物 を発行 している。これ らに掲載 された研究論文や発表などは文化財の分野において最新の情報を伝 え

るものである。

(1)定 期刊 行物

1)美 術研究

昭和7年 創刊の機関誌 「美術研究」には、 日本 ・東洋の古美術ならびに日本の近代 ・現代美術 とこれらに関連する

西洋美術 について、研究論文 ・解説 ・資料等を掲載 している。

r美術研究』第374号(編 集)

朝鮮王朝時代 肖像画の類型及び社会的機能

後期印象派 ・考 一1912年 前後を中心に(中 の三)

趙 善 美

田 中 淳

2)芸 能の科学

古典芸能や民俗芸能に関する研究論文 ・調査報告 ・資料翻刻等を掲載 している。

3)保 存科学

所属研究員による文化財の保存と修復に関する科学的調査、研究、受託研究報告等の論文報告及び修復処置概報等

を掲載している。

r保存科学」第40号

電子線劣化など各種劣化促進処理された補修用絹の劣化機構に関する考察

佐 野 千 絵 ・米 山 めぐ美 ・川野邊 渉 ・増 田 勝 彦 ・三 浦 定 俊 ・馬 淵 久 夫

変色試験紙上に捕捉された化学種(II)一 室内空気汚染物質量の暴露時間依存性一 佐 野 千 絵

土の凍上性評価手法に関する研究 石 崎 武 志

文化財の保存を目的とした煉瓦の樹脂処理効果に関する研究 朽 津 信 明 ・早 川 典 子

焼損文化財の保存処置に関する研究一焼損木材の現状維持に関する研究一 沓 名 貴 彦 ・川野邊 渉

臼杵磨崖仏で観察される彩色表現について 朽 津 信 明

臼杵磨崖仏群における紫外線を用いた生物制御の試み 川野邊 渉 ・朽 津 信 明 ・早 川 典 子

臼杵磨崖仏における表面樹脂処理試験 早 川 典 子 ・川野邊 渉

ポータブル蛍光X線 分析法による木彫像の彩色材料調査 早 川 泰 弘 ・三 浦 定 俊 ・津 田 徹 英

輸出漆器の技法的復元研究(1)田 口 義 明 ・加 藤 寛 ・高 橋 千 恵

国宝 「武蔵埼玉稲荷山古墳出土品」修復1一 銀装馬具について一

大 森 信 宏 ・早 川 泰 弘 ・三 浦 定 俊 ・青 木 繁 夫
一橋徳川家伝来紫白椴威胴丸具足に於ける錺金具緑青除去の研究(受 託研究報告第71号)

小 杉 拓 也 ・加 藤 寛 ・高 橋 千 恵

東京国立文化財研究所新営庁舎収蔵施設の空気環境一移転前調査結果一 佐 野 千 絵

東京国立文化財研究所新営収蔵庫の環境調査 石 崎 武 志

我が国による文化遺産保存国際協力事業の現状 と問題点(II)一 国際文化財保存修復研究会からの知見(2)一

二 神 葉 子 ・西 浦 忠 輝

展示公開施設の館内環境調査報告一平成11年度一 石 崎 武 志 ・佐 野 千 絵 ・三 浦 定 俊

平成12年度 修復処置概報 修復技術部
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4)日 本美術年鑑

日本美術年鑑 は各年の美術活動 と美術研究 ・批評の状況を記録す る刊行物である。美術部では、当研究所の前身で

ある帝国美術院附属美術研究所が昭和11年 から始めた 「日本美術年鑑」の編集 を引継ぎ、刊行を継続 してきた。平成

12年度版の内容 は、下記の とおりであるが、近年の情報量の増大にともない、編集作業が限界に近づきつっあ り、そ

のため編集作業 と並行 して、より精選 した情報の収録につとめるべ く、改編の検討 にはいり、そのため今年度 は発行

が次年度に繰 り延べになった。

平成11年 度美術界年史

平成11年 度主要美術展覧会(企 画展、作家展、団体展)

美術文献 目録(平 成11年)

定期刊行物所載文献

美術展覧会図録所載文献(企 画展、作家展、団体展)

物故者(平 成11年)

② シンポジウム等の報告書

1)国 際研究集会プロシーディングス

本書は毎年行われる 「文化財の保存および修復に関する国際研究集会」の基調講演や発表内容 をまとめた報告書で

あ り、本年度 は1999年(平 成11年)9月 に行われた 「第23回 文化財の保存および修復 に関する国際研究集会一アジ

アの文化財生物被害防除対策の今後:2005年 臭化メチル全廃 を控え一」の内容をまとめた英文報告書を発行するもの

である。

《」嘘69鰯 θ4PestManagement勿AsiafoyMeetingtheMontreal、Protocol》

・PrefaceAkiyoshiWATANABE

・AddressbytheDirector-GeneraloftheTokyoNationalResearchInstituteofCulturalProperties

AkiyoshiWATANABE

・AddressbytheCounciloronCulturalPropertiesoftheAgencyforCulturalAffairs

Jin'ichiMURAKAMI

・ApproachestotheResearchonBiodeteriorationofCulturalPropertyHideoARAI

・PestControllingMethodsinThailand:ChemicalMethodsandNon-chemicalMethods

ChirapornARANYANARK

・HistoryofInsectControllingMethodsinJapan:ChemicalMethodsandNon-chemicalMethods

ToshioISHIKAWA

・MethylBromidePhase-out:ControversialPointsforFuturePestControlSadatoshiMIURA

・IntegratedPestManagement:Practical
,SafeandCostEffectiveControlofInsectPestsinMuseum

CollectionsandBuildingsDavidPINNIGER

・OverviewofOxygen-freeMethodsandThermalMethodsforInsectControlinMuseums

ShinMAEKAWA

・ApplicationofCarbonDioxideforPestControlofBuildingsandLargeObjectsGerhardBINKER

・LowOxygenAtmosphereandCarbonDioxideTreatmentsforEradicationofInsectPestsinJapan

RikaKIGAWA

・EvaluationofPhysicalEffectsofThermalMethodsonMaterialsofArtifactsTakeshiISHIZAKI

・ChemicalEffectsofVariousInsecticidesandFungicidesonMuseumMaterials:ReviewsandCaseStudies

toJapaneseAntiquesChieSANG
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・AHistoricalSurveyofApproachestoPestManagementintheNationalMuseumofSingapore

LOIIHengNoi

・ControloftheIiiodeteriorationofCulturalPropertiesinKoreaOh-lieeLEE ,Sung-HeeHAN

・ControlofPestProblemsatIchikawaPrefecturalMuseumofhistory'1'akanoriHASEGAWA

・PestProblemControlinAichiPrefecturalMuseumofArtNatsukoNAGAYA

・SupportofIPMProgramsbyCompanies:PresentSituationofMethodsofMonitoringandUseofInsect

RepellentsforPreventiveConservationKazushiKAWIIGUE,KoichiroKIKUCHI

・OverallDiscussion

AppendixI.ListofOrganizingC()mmitteeMembers

II.ListofDemonstrationduring;thesymposium

2)在 外 日本 占美術品保 存修 復協 力事業(r芸 品/絵 画)

ProjectforConservationofWorkofJapaneseArtinForeignCollection

平成12年 度、在外 日本古美術品保存修復協力事業の修復作品の修復に関する報告書。

平成13年3月31日 発行。

目 次

報告書の刊行にあたって

在外日本古美術品の保存修復 と展示

【工芸品】

カラー図版解説

大般若経厨子

鳳鳳蒔絵螺鋼矢筒

黒漆兜(雑 賀鉢)

菊文螺iii鞍

蒔絵平文鞍

樹下鳥獣蒔絵螺・III洋櫃

IllustrationsandGlossary

以上 英 訳

【絵画】

作品解説

日吉山王祭礼図屏風

屏風について

阿弥陀来迎図

釈迦十六善神像

掛軸について

白描源氏物語絵巻

弁財天図

霊照女図

用語解説

以上 英 訳

B5版 、336頁 、カラー図版26頁

英文翻訳 松 原 美智子、編集制作 至文堂

渡 邊 明 義

河 原 脩
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増 田 勝 彦

遠藤得水軒

光影堂

宇佐美松鶴堂

半田九清堂

岡墨光堂

山内墨申堂

増 田 勝 彦 ・松 原 美智子

231～232頁

248～249頁

256～266頁

268～272頁

276～281頁

284～293頁

298～300頁

303～306頁

309～312頁

317～335頁
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3)SPIDERWEBSANI)WALLPAPERS:internationalapplicationsoftheJapanesetraditionin

paperconservation,ProceedingsoftheInternationalSeminaronJapanesePaperConservation

14-20December1998.2㎜.12印 刷

4)『 未来につな ぐ人類の技(1)航空機の保存 と修復』

はじめに 渡 邊 明 義(東 京国立文化財研究所所長)

刊行にあたって 川野邊 渉(修 復技術部)

目 次

「二式大艇」保存の記録 小 堀 信 幸(船 の科学館学芸部)

スミソニアン航空宇宙博物館の航空機修復 ロバー ト・C・ ミケシュ(ア ビシエーション ・ライター)

ポール ・E・ ガーバー施設 と航空機、宇宙船の保存修復 アン ・マッコム(ス ミソニアン国立航空宇宙博物館/

ポール ・E・ ガーバー保存修復施設修復担当官)

「晴嵐」の保存 と修復 ロバー ト・マクレーン(ス ミソニアン国立航空宇宙博物館/

ポール ・E・ ガーバー保存修復施設修復担当官)

オランダ空軍博物館のコレクションと国際協力

ドイツの歴史的航空機の保存復元 と展示

グラーデ式単葉機のレプリカ製作

国立科学博物館の航空機保存

文化財 としての航空機一日本の航空機の技術的特徴

旧日本軍機 を保存する施設

編集後記

セバ スチ ャン ・ク リュガー(オ ランダ空軍博物 館学芸 員)

ホル ガー ・スタイ ンレ(ド イツ技 術博物館 航空部 長)

早 川 博 康(「 グラー デ復 元の会 」)

鈴 木 一 義(国 立 科学博物 館研究 員)

ロバー ト・C・ ミケ シュ(ア ビシエー シ ョン ・ライター)

5)国 際文化財保存修復研究会報告.'f

国際文化財保存修復研究会で行われた、日本の専門家が海外で行った文化財保存修復国際協力事業に関する事例報

告、質疑応答、および総合討議の内容をまとめたものである。平成12年 度 は第7回 、第8回 研究会についてそれぞれ

作成 した。

第7回 国際文化財保存修復研究会報告書

「エジプ ト、アブ ・シール南丘陵頂部遺跡の保存修復」

、ヤ 村 作 治、中 川

柏 木 裕 之、齋 藤 正

「エジプ ト博物館王家の ミイラ ・コレクションの保存」

「ギリシアにおける古代遺跡の保存修復」

「レバノンの文化財 とその現状」 松 本

「総合討議」

「参加者名簿」

武(以 上、早稲田大学)、

憲(以 上、日本学術振興会特別研究員)…1

前 川 信(ゲ ティ保存研究所)…15

伊 藤 煎 剛(熊 本大学)…25

健(国 士舘大学イラク古代文化研究所)…43

))

69

第8回 国際文化財保存修復研究会綴告書

「バングラデシュの文化財保存 と国際協力」 野 口 英

「中国大明宮含元殿の保存修復」 矢 野 和 之、友

「総合討議」

「参加者名簿」

雄(都 留文 科人学/東s,;国 立 文化財研 究所)…1

田if:彦(以f-、 ㈱ 文化財保 存計画 協会)…19

31

45

6)文 化財建造物耐震補強研究会記録

平成11年11月26日 に東京国立博物館資料館セ ミナー室で開催 した、標記研究会の記録報告書である。内容 は、林良
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彦文化庁主任調査官の概況報告に引き続 き、4例 の重要文化財建造物修理工事およびその際の構造補強の報告、さら

に 「歴史的建造物の構造補強の考え方」 と題するパネルディスカッションか らなる。なお、当日は研究所の近隣にあ

る国立図齊館支部 ヒ野図書館改修工事(免 震 レトロフィット)の 見学 をも併せて行ない、参加者が70名 を超 える盛況

であった。

7)民 俗芸能研究協議会報告、璽}

第3回 民俗芸能研究協議会報告轡 テーマ 「芸能用具の保存 ・修復 ・新調 ・活用」

日 次

1.序 にかえて

2.事 例報告

1「 用具の修復 と行政的施策について」

岩手県北上市立鬼の館館長 門 屋 光 昭

II「 伊那谷人形芝居の場合」

1

11

長野県伊那谷人形芝居研究家 伊 藤 善 夫

Ⅲ 「森町舞楽の場合」

静岡県周智郡森町役場勤務 北 嶋 恵 介

IV「 秋川歌舞伎発展維持のための努力」

21

29

東京都あきる野市文化財保護審議委員 坂 上 洋 之

東京都あきる野市教育委員会 関 谷 学

り
0

4

rO

2
U

総合討議

参考資料

あとがき

報告 者 ・ア ドバ イザー一 覧

37

63

92

93
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8.公 開 ・出 品

(1)公 開

1)黒 田記念室

黒田記念室 は当研究所の創設者であ り、帝国美術院長子爵黒田清輝の功績 を記念するために設けられた陳列室であ

り、黒田清輝の油絵 ・素描 ・写生帖等を収蔵公開している。

創立当時、主 として黒田家から寄贈 されたものは、油絵125点 、素描170点 、写生帖等であるが、その後黒田照子夫

人、樺山愛輔、田中良氏等か らの寄贈が加わ った。収蔵品の主な ものは、「湖畔」「智 ・感 ・情」「花野」「赤髭の少女」

「もるる日影」「温室花壇」などである。なお、1湖畔 」('}%成ll年度)に つづ き、平成12年 度 には 「智 ・感 ・情」が国

の重要文化財 に指定 された。

一般公開(無 料)毎 週木曜 日 午後1時 ～4時

特別公 開2000(平 成12)年10月30日(月)～11115

年 間 入場 者数3,439人

(な お、 黒田記念館 改修工事の ため2001('r成13)年

1(日)(上 野 の山文化 ゾー ンフ ェステ ィバル)

月 か ら3月 まで休 室 とした。)

2)資 料閲覧室

当研究所所蔵資料のなかで、情報資料部が管理する各種図轡資料 ・写真資料等は、文化財研究者 ・大学院生を対象

に、原則 として祝 日 ・年末年始(12/25～1/7)を 除 く、毎週月 ・水 ・金(10:00～16:30)に 閲覧に供 してきた。閲

覧業務は、平成11年11月 以来、新営建物への移転 と準備のため、長期にわたって中ILを 余儀な くされていたが、本年

度9月 より、新館2階 の資料閲覧室にて再開 した,,

(2)黒 田清輝 巡 回展

黒田清輝の遺作 を多 く所蔵 している当研究所 は、黒川清輝の功績を記念 し、あわせて地方文化の振興に資するため

に、昭和52年 か らの事業 として 「近代洋画の巨匠 黒【畳1清輝」展を年lI"1地 ノJにおいて開催 してきた。

平成12年 度は下記のように開催 されたU

会 場

会 期

主 催

開館日数

入場者数

陳列点数

図 録

滋賀県立近代美術館

2001(平 成13)年1月13日(D～2月18日(日)

東京国立文化財研究所 滋賀県、γ近代X三術館

32日 間

13,450名

油彩 ・パステル61点

木炭デッサン50点

写生帖17冊

書簡3点

日記5冊

参考資料6点

A4版 変形、159頁 、原色図版62頁 、単色図版77頁

一軽
鯉

・鞭 軸 津 轍 ・.喪 部

,騨 羅

(3)所 蔵作晶等の貸与

巡回農ポスター

本年度の所蔵作品等の貸与は下記の通 りであった。
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「明治、大正、ふた りの変革者 黒田清輝 と萬鉄五郎展」

会 場 萬鉄五郎記念美術館

会 期2000年7月20日 ～9月3日

貸与作品

「田舎家」「祈祷」「裸体 ・女(後 半身)」 「裸体 ・女(全 身)」 「裸体 ・男(半 身)」 「自画像(ト ルコ帽)」 「画室の一

隅」「少女の顔」「パ リー風景」「ブレハの海岸」「昼寝」「横浜本牧海岸」「昔語 り下絵(構 図II)」 「昔語 りの下図」

「昔語り下絵(清 閑寺景)」 「昔語 り下絵(清 閑寺門)」 「昔語 り下絵(僧)」 「昔語 り ド絵(舞 妓)」 「ff-11語り下絵(仲 居)」

「昔語 り下絵(男 と舞妓)」 「昔語 り下絵(男)」 「昔語 り下絵(舞 妓)」 「昔語 り下絵(草 刈 り娘)」 「湖畔」「智 ・感 ・

情」「少女・雪子十一歳」「花野下絵」「花野」「桂公肖像(画 稿)」 「婦人 肖像」「自画像」「栗拾い」「温室花壇」「嵐」

「案山子」「山つつち」「雪」「掲芳園」以上油彩画38点

「裸婦習作」「裸体習作」「裸婦習作」「裸体習作」「昔語 り画稿(構 図)」 「昔語 り画稿(僧 半身像)」 「昔語 り画稿(僧

の手)」 「昔語 り画稿(舞 妓半身像)」 「昔語 り画稿(舞 妓全身像)」 「昔語 り画稿(仲 居半身像)」 「昔語 り画稿(仲 居

全身像)」 「昔語 り画稿(男 着衣半身像)」 「昔語 り画稿(男 裸体半身像)」 「昔語 り画稿(舞 妓半身像)」 「昔語 り画稿

(草刈 り娘の顔)」 以上素描15点 計53点

「グレー村の画家たち」展

会 場 ・会 期

山梨県立美術館2000年10月21日 ～11月26日

府中市美術館12月2日 ～2001年1月21日

西宮市大谷記念美術館1月27日 ～3月4日

成羽町美術館3月10日 ～4月15日

佐倉市立美術館4月28日 ～6月3日

貸与作品

「楊樹」「原」「編物」「赤髪の少女」「七面鳥」「枯れ野原(グ レー)」 「風景(グ レー)」 「残雪」「野原の木立」「庭」

「豚屋」「台所」写生帖3冊 以上15点
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9.年 度内主要事業一覧

期 臼

2000.5.15

2000.7.17^-7.19

2000.7.17^-7.28

2000.8.28^-9.2

2000.10.25

2000.10.31

2000.11.7

2000.11.20

2000.11.21

2000.11.28

2000.11.28^-12.15

2000.12.13

2000.12.15

2000.12.18^-12.21

2001.1.13^-2.18

2001.1.27^-1.28

2001.2.19^-2.24

2001.3.27

事 業 名

芸能部舞台紹介

第22回芸能部夏期学術講座

保存担当学芸員研修

博物館学実習

第34回美術部 ・情報資料部公開学術講座

第31回芸能部公開学術講座(矢 来能楽堂)

近代の文化遺産保存修復に関する講演会の研究会(船 舶の保存 ・修復について)

保存計画研究会

平成12年度国際文化財保存修復研究会

第3回 芸能部民俗芸能研究協議会

国際研修 「紙の保存修復」

研究評価委員会

平成12年度文化財保存修復研究協議会

国際研究集会 「文化の多様性と文化遺産」

黒田清輝巡回展(滋 賀県立近代美術館)

大学と科学 国際シンポジウム 「世界の文化遺産を護る」

無形文化財国際ワークショップ(三 田共用会議所)

平成12年度運営諮問委員会
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●
5 研 究 交 流

1.職 員の海外渡航

琶

氏 名 渡 航 先 期 聞
葺

目 的

青木 繁夫 台湾 00.04.23^-04.29 台湾地震における危機管理講習会講師

青木 繁夫 中国 00.08.05^-08.13 敦煙莫高窟及び西安近郊遺跡の調査

青木 繁夫 中国 00.09.04^-09.13 敦煙研究院保護研究所との第三期共同研究に関する調査研究

石崎 武志 インドネシア 00.07.08^-07.14
建造物の耐久性に関する第2回 アジア太平洋会議での研究発

表、討論

石崎 武志
ノル ウェー、ベル

ギー、 ドイ ツ
00.09.07^-09.22 石造文化財の劣化とその保存に関する研究

石崎 武志 中国 00.09.24^-09.30 龍門石窟保存修復調査と協議

石崎 武志 韓 国、 タイ 00.12.04^-12.10 国際会議、 日 ・タイ共同研究、日 ・タイ協議

石崎 武志 中国 01.03.01^-03.09 中国山西省の寺院壁画の調査

井手誠之輔 イギ リス 00.07.07～07.18

ロンドン大学東洋アフリカ学院等主催「韓国美術 における美術

とパ トロン」ワークショップに発表出席

井手誠之輔 ア メ リカ 01.03.17^-03.27
アジア学会大会における研究発表及びサンフランシスコ東洋

美術館における仏画調査

臼井 国明 タイ 00.12.03^-12.10 日 ・タイ共同研究に関する関係機関 との協議等

岡田 健 中国 00.08.05^-08.13 中国仏教美術の調査

岡田 健 中国 00.09.24^-09.30 龍門石窟遺跡保存プロジェクト予備調査及び協議

岡田 健 中国 00.10.11^-10.17 龍門石窟調査及び関係機関との協議

岡田 健 スイス 00.11.12^-11.26 ベルン歴史博物館所蔵美術品に関する調査

岡田 健 中国 01.02.13^-02.16 中国の寺院壁画、古墳壁画の保存に関する研究

岡田 健 中国 01.03.01^-03.09 中国山西省の寺院壁画の調査

勝木言一郎 中国 00.07.25^-08.03
「敦燈文物保護研究特殊貢献奨」授与式出席及び河北省毘盧寺

壁画保護等国際共同研究に関する協議

勝木言一郎 中国 00.09.04^-09.13 敦燈研究院保護研究所との第三期共同研究に関する調査研究

加藤 寛 アメ リカ 00.10.12～10.21
在外日本古美術品保存修復協力事業に関する事前協議及び調

査

加藤 寛 スイス、 フラ ンス 00.11.12^-11.30
ベル ン歴史博物館所蔵美術品に関する調査・リヨン美術館所蔵

日本美術品に関する調査

加藤 寛 チ ェ コ 、 ド イ ツ 01.03.17^-03.25 在外日本美術品保存修復協力事業に関する事前調査 ・協議

鎌倉 恵子 中国 00.10.07^-10.12 中国を中心としたアジア地域の人形劇伝承に関する調査

川野邊 渉 韓国 00.11.15^-11.17 日韓共同研究及び今後の研究交流に関する協議

川野邊 渉 中国 01.02.13^-02.16 中国の寺院壁画、古墳壁画の保存に関する研究

河原 脩 アメ リカ 00.10.12～10.21 在外日本古美術品保存修復協力事業に関する協議及び調査
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河原 脩 ア メ リカ 00.10.31^-11.09
在外日本古美術品保存修復協力事業に関する事前協議及び調

査

河原 脩 タイ、 カ ンボ ジア 01.03.05^-03.14
遺跡保存日タイ共同研究及びアンコール遺跡保存に関する関

係機関との協議等

朽津 信明 タイ 00.09.06^-09.13 日 ・タイ共同研究

朽津 信明 韓国 00.11.15^-11.17 日韓共同研究及び今後の研究交流に関する協議

朽津 信明 タイ 00.12.03^-12.07 遺跡保存修復調査な らびに日 ・タイ共同研究

朽津 信明 タイ 01.U3.11^-03.14 遺跡保存修復日 ・タイ共同研究、日 ・タイ協議

二神 葉子 タイ 00.09.06^-09.13 日 ・タイ共同研究

二神 葉子 タイ 00.12.03^-12.10 遺跡保存修復 日 ・タイ共同研究、日 ・タイ協議

二神 葉子 タイ、 カンボジア 01.03.05^-03.14 遺跡保存修復調査ならびに日 ・タイ共同研究

二神 葉子
イタ リア、 フラ ン

ス
01.03.18^-03.25 文化財保護制度に関する情報収集、協議

斎藤 英俊 ドイ ツ 00.08.26^-09.07 産業遺産保存活用事例の調査及び情報収集

斎藤 英俊 中国 00.09.24^-09.30 龍門石窟遺跡保存プロジェクト予備調査及び協議

斎藤 英俊 中国 01.02.13^-02.16 中国の寺院壁画、古墳壁画の保存に関する研究

斎藤 英俊 タイ、カ ンボジア 01.03.05^-03.14 遺跡保存修復調査ならびに日 ・タイ共同研究

佐野 千絵 オース トリア 00.06.12.06.18

"Z'heUseofRadiationforConservati
onofArchaeological

Artifacts"会 議 出 席 ・発 表

佐野 千絵 タイ 00.12.03^-12.07 遺跡保存修復、日 ・タイ共同研究、日 ・タイ協議

塩谷 純 アメ リカ 00.10.11^-10.16 菊池容斎についての基礎的研究

塩谷 純 スイス 00.11.12^-11.26 ベルン歴史博物館所蔵美術館に関する調査

島尾 新 中国 00.11.19^-11.22 西湖周辺寺院の調査

田中 淳
フラ ンス、ア メ リ

カ
00.10.01^-12.30

　

00.os.is-一 一〇s.zs

明治期渡欧画家の実地調査及び日本美術史研究者との研究協

議

津田 徹英 ドイツ
一 一_一 一

彩色文化財の材料と技法に関する調査

中野 照男 中国 01.02.13^-02.16 中国の寺院壁画、古墳壁画の保存 に関する研究

西浦 忠輝 エ ジプ ト 00.08.16^-08.24 遺跡保存修復調査

西浦 忠輝 タイ 00.09.06^-09.13 日 ・タイ共同研究

西浦 忠輝 中国 00.09.24^-09.30 龍門石窟保存修復調査と協議

西浦 忠輝 オー ス トラ リア 00.10.08^-10.17 文化財保存修復国際動向調査と研究討議

西浦 忠輝 パ キスタ ン 00.10.20^-10.30
-一__-

00.12.03--12.14

ガンダーラ仏教遺跡 と出土石彫の保存に関する調査研究

西浦 忠輝 タイ、 カ ンボ ジア 遺跡保存修復日タイ共同研究、日タイ協議、国際会議

西浦 忠輝 パナ マ、 ア メ リカ 01.01.10^-01.20
カスコ・アンティゴ(パ ナマ市)の 保存に関する研究協力事業

計画策定のための事前調査

西浦 忠輝 タ イ、 カ ンボ ジア 01.03.05--03.14 遺跡保存修復調査ならびにU・ タイ共同研究

早川 泰弘 台湾 00.06.25^-06.29

台北大学において当研究所が中心となって開発 した可搬型蛍

光X線 分析装置による文化財の調査手法に関する研究発表及

び討論並びに故宮博物院における金属文化財の材質調査

早川 泰弘 ア メ リカ 00.07.29^-08.04 X線 を用いた文化財分析技術の調査および学術発表
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早川 泰弘 中国 00.10.17^-10.26 早期中国青銅器の原料産地に関する研究

早川 泰弘 ア メ リカ 01.03.01^-03.09 彩色日本美術の調査、文化財の新 しい分析手法の調査等

平尾 良光 韓国 00.05.22^-05.26 金属文化財の自然科学的研究に関する共同研究

平尾 良光 中国 00.10.17^-10.26 早期中国青銅器の原料産地に関する研究

星野 紘
ロ シア、ペ ラルー

シ
00.07.01^-07.09 ロシアの仮面芸能の調査

星野 紘 中国 00.08.07^-08.16
中国雲南省・四川省蔵族 における工芸 と芸能の記録保存 と文化

伝承をめぐる国際共同研究

増田 勝彦 オース トリア 00.06.12^-06.18

国際原子力機 関で開催 され る「文化 財保存 と放射線 利用("The

UseofRadiationforConservationofArchaeologicalArti-

facts")専 門 家会議 に出席 ・発表

増田 勝彦 中国 00.07.25^-08.03
「敦燈文物保護研究特殊貢献奨」授与式出席及び河北省毘盧寺

壁画保護等国際共同研究に関する協議

増田 勝彦 中国 00.09.04^-09.13 敦煙研究院保護研究所との第三期共同研究に関する調査研究

増田 勝彦 台湾 00.10.15^-10.18 地震災後文化資産保存維持国際学術検討会に出席、発表

増田 勝彦 アメ リカ 00.10.31^-11.09
在外日本古美術品保存修復協力事業に関する事前協議及び調

査

松本 修自 ドイ ツ 00.08.26^-09.07 産業遺産保存活用事例の調査及び情報収集

松本 修自 パ ナマ、 アメ リカ 01.01.10^-01.20
カスコ・アンティゴ(パ ナマ市)の 保存に関する研究協力事業

計画策定のための事前調査

三浦 定俊 中国 00.07.25^-08.03
「敦煙文物保護研究特殊貢献奨」授与式出席及び河北省毘盧寺

壁画保護等国際共同研究に関する協議

三浦 定俊 ドイツ 00.08.19^-08.29 文化財保存に関する調査 ・研究打合せ

三浦 定俊 オース トラ リア 00.10.08^-10.16 彩色文化財の保存に関する調査 ・研究発表

三浦 定俊 イタ リア 00.11.05^-11.10 イクロム諮問委員会出席

三浦 定俊 イタ リア 01.03.11^-03.18 イクロム諮問委員会、理事会出席

山岸 智幸 タイ 00.12.03^-12.10 日 ・タイ共同研究に関する関係機関 との協議等

渡邊 明義 中国 00.07.25^-08.03
「敦燈文物保護研究特殊貢献奨」授与式出席及び河北省毘盧寺

壁画保護等国際共同研究に関する協議

渡邊 明義 中国 00.10.11^-10.17 龍門石窟調査及び関係機関との協議

渡邊 明義 韓国 00.11.15^-11.17 日韓共同研究及び今後の研究交流に関する協議
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2.招 へ い 研 究 員 等

(1)海 外

今年度における海外からの招へいは下記のとおりである。

撫蟻潮聞 氏 名 国 籍 所 篇 紹 へ い 趨 由

00.06.08^-06.14
金 思 恵

(KimSaDug)
韓 国 韓国国立文化財研究所研究員

文化財における環境汚染の影

響と修復技術の研究協力

00.06.08^-06.14
李 奄 植

(LeeKyuShik)
韓 国 韓国国立文化財研究所研究員

文化財における環境汚染の影

響と修復技術の研究協力

00.10.17^-10.28 MartinHess ド イ ツ
バイエルン州文化財研究所修

復部研究員

彩色文化財の材料と技法に関

する研究調査

00.10.17^-11.06 MarkRichter ド イ ツ 絵画・彫刻修復技術者
彩色文化財の材料と技法に関

する研究調査

00.10.26^-12.26
王 旭 東

(WandXuDonK)
中 国 敦燈研究院保護研究所副所長

敦燵莫高窟壁画保存修復共同

研究

00.10.26^-12.26
孫 毅 華

(SunYiHua)
中 国 敦煙研究院保護研究所研究員

敦煙莫高窟壁画保存修復共同

研究

00.10.27^-11.06
Michael

Kuhlenthal
ド イ ツ

前バイエルン州文化財研究所

修復部長

彩色文化財の材料と技法に関

する研究調査

00.10.27^-11.06 EvaKuhlenthal ド イ ツ 工芸品修復技術者
彩色文化財の材料と技法に関

する研究調査

00.11.05^-11.15 JohnRobinson イ ギ リ ス 海事文化財 コンサルタン ト
近代の文化遺産の修復技術の

研究交流

00.11.05^-11.17 VolkerKoeslinK ド イ ツ
ベ ルリン交通 ・技術博物館修

復科学分析室

近代の文化遺産の修復技術の

研究交流

00.11.05^-11.17 JohanH.Kloster ノ ル ウ ェ ー

一_

ノルウェー海事博物館主任学

1::tl

近代の文化遺産の修復技術の

研究交流

00.11.08^-11.19
DorotaRos

Mielecka
ポ ー ラ ンド

一_

ナ ロ ドエ国 、.j博物館 学芸 員
近世輸出工芸品の保存と修復

に関する共同研究

00.11.08^-12.06
KlausJoachim

Brandt
ド イ ツ

リンデンX術 館東洋美術部主

任

日本美術 ・工芸品の保存及び

修復方法の調査

00.11.13^-11.23

一 一一_一 一

JohnGrunewald ド イ ツ ドレスデン1二科大学研究員

一

石造文化財の劣化機構と保存

対策手法の研究

00.11.13^-11.23

　一 　-

RudolfPlagge

　

ド イ ツ

一 一一_一__

ドレスデン1二科大学研究員

　 一一 　 ―

ドレスデンis科大学研究員

一

石造文化財の劣化機構と保存

対策手法の研究

00.11.13^-11.23

一 一 一_-

HeikoFechner ド イ ツ
石造文化財の劣化機構と保存

対策手法の研究
一

00.11.27^-12.17 NataleClaudia コロ ンビア

一 一 一

紙保存専門家
第7回 国際研修 「紙の保存修

復」

00.11.27^-12.17 UkkonenYaivei
フィ ンラ ン

ド
国立美術館紙保存専門家

第7回 国際研修 「紙の保存修

復」
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招へい期聞 氏 名 縮 鶯 ・ 癒 ・ 鍵 簾 ・難
、ド 醗濾畷嚇曝 鶴

00.11.27^-1`L.17 BrounJean イ ギ リ ス
ノースウンブ リア大学紙保存

主任

第7回 国際研修 「紙の保存修

復」

00.11.27^-12.17 KollarouSophia ギ リ シ ャ ベナキ博物館紙保存専門家
第7回 国際研修 「紙の保存修

復」

00.11.27^-12.17 BhatChandrahasa

一一一 一 一 一

CampbellLynn

イ ン ド

ー1　 　 一 　 　

ニ ュ ー ジ ー

ラ ン ド

INTACH美 術保存セ ンター

紙保存専門家

第7回 国際研修 「紙の保存修

復」
　　 　―

00.11.27^-12.17
ロバー ト・マクドガル美術館

紙保存専門家

第7回 国際研修 「紙の保存修

復」

00.11.27^-12.17 LandroGry ノ ル ウ ェ ー 国立美術館紙保存専門家
第7回 国際研修 「紙の保存修

復」

00.11.27^-12.17
ReisBettencourt

Katia
ポル トガル

リスボン国立図書館紙保存専

門家

第7回 国際研修 「紙の保存修

復」

00.11.27^-12.17 KriakinaLubov ロ シ ア
国立東洋学研究所美術品修復

室長

第7回 国際研修 「紙の保存修

復」

00.11.27^-12.17 ChangMinli
シ ンガ ポー

ル
国立文書館保存専門家

第7回 国際研修 「紙の保存修

復」

00.11.27^-12.17 SeibertAnn ア メ リ カ 国立国会図書館紙保存専門家
第7回 国際研修 「紙の保存修

復」

00.11.28^-02.17 MurphyMary カ ナ ダ 国立文書館紙保存専門家
第7回 国際研修 「紙の保存修

復」

00.12.05^-12.22 FillipSuchomel チ ェ コ プラハ国立美術館工芸部長
日本輸出工芸品の修復方法の

比較研究

00.12.10^-12.15 MarkSandiford イ ギ リ ス 紙保存専門家
第7回 国際研修 「紙の保存修

復」

00.12.14^-12.22
Sylvie

Guichard-Anguis
フ ラ ン ス ソルボンヌ大学教授

文化財保護法50年 記念国際シ

ンポジウム

00.12.14^-12.22 DoudouDien セ ネ ガ ル
ユネスコ 「知的対話及び平和

文化の多元性」部局部長

文化財保護法50年 記念国際シ

ンポジウム

00.12.14^-12.22 GayeSculthorpe
オ ース トラ

リア

ヴィク トリア博物館民族文化

部長

文化財保護法50年 記念国際シ

ンポジウム

00.12.14^-12.22 LazarSumanov マ ケ ドニア
イコモスマケドニア国内委員

会委員長

文化財保護法50年 記念国際シ

ンポジウム

00.12.14^-12.22 BrunoYedretti イ タ リ ア トリノ工科大学教授
文化財保護法50年 記念国際シ

ンポジウム

00.12.14^-12.22 MariVoi サ モ ア
ユネスコ太平洋地域文化ア ド

バイザー

文化財保護法50年 記念国際シ

ンポジウム

00.12.14^-12.22 SaidZulficar エ ジ プ ト
NGO「 国境なき遺産」事務局

長

文化財保護法50年 記念国際シ

ンポジウム

00.12.14^-12.22 LamYiu-tong 香 港 香港政庁民政事務局次官
文化財保護法50年 記念国際シ

ンポジウム

00.12.14^-12.22 EdiSedyawati
イ ン ドネ シ

ア
インドネシア大学講師

文化財保護法50年 記念国際シ

ンポジウム
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轟難 懇 撫_灘 、灘灘 難灘雛叢 鱗 難 鞭1襲 鱈 醗鞭

00.12.14^-12.22 DinuBumbaru カ ナ ダ
ヘ リテッジモ ン トリオール プ

ロ グラム デ ィレクター

文化財保護法50年 記念国際 シ

ンポジウム

00.12.14^-12.22 JoanDomicelj
オース トラ

リア
ドミセ リコ ンサル タ ンツ代表

文化財保護法50年 記念国際 シ

ンポジウム

00.12.17^-12.21 HerbStovel イ タ リ ア イクロム都市保存 コース主任
文化財保護法50年 記念国際 シ

ンポジウム

00.12.17^-12.22 AugustoVillaron フ ィ リピン
ユネスコ国内委員会文化遺産

委員会理事

文化財保護法50年 記念国際 シ

ンポジウム

00.12.17^-12.22 MichaelJansen ド イ ツ アーヘン工科大学教授
文化財保護法50年 記念国際 シ

ンポジウム

00.12.17^-12.22
Senake

Bandaranayake
ス リランカ

駐イ ンド ス リランカ国特命

全権大使

文化財保護法50年 記念国際 シ

ンポジウム

00.12.17^-12.22 SiegfriedEnders ド イ ツ ヘ ッセン州文化財保護局
文化財保護法50年 記念国際 シ

ンポジウム

00.12.18^-12.21
Azedine

Beschaouch
チュニ ジア

前ユネスコ文化遺産部特別プ

ログラム主任

文化財保護法50年 記念国際 シ

ンポジウム

01.01.22^-01.31 CynthiaVialle オ ラ ン ダ ライデン国立大学助教授 日蘭交易文書の共同研究

01.01.25^-03.06
王 克微

(KeweiWang)
ア メ リ カ

ミシガン大学付属美術館保存

専門家

在外日本古美術品の修復技術

に関する研究

01.02.01^-02.07
呉 加 安

(WuJia'an)
中 国 中国文物研究所所長

中国文物局との文化財保存共

同研究に関する協議

01.02.01^-02.07
徐銃 明

(XuYuing)
中 国 中国文物研究所副所長

中国文物局との文化財保存共

同研究に関する協議

01.02.01^-02.07
謝 方 開

(XieFangkai)
中 国

中国文物研究所保護修復セン

ター主任

中国文物局との文化財保存共

同研究に関する協議

01.02.05^-02.14
Tharapong

Srisuchat
タ イ

スコータイ地区文化財保存事

務所長

日タイ共同研究に関する調査

研究

01.02.05^-02.14
Banchong

Wongwichean
タ イ

アユタヤ地区文化財保存事務

所長

日タイ共同研究に関する調査

研究

01.02.05^-02.14 SomsakTangpan タ イ 芸術局保存部遺跡保存課長
日タイ共同研究に関する調査

研究

01.02.05^-02.14
Pongtohorn

Hiengkaew
タ イ

芸術局保存部遺跡保存課建築

技師

日タイ共同研究に関する調査

研究

01.02.11^-02.17
鄭 干 澤(Choung

WooThak)
韓 国 韓国美術研究所研究員

日韓 美術 にお ける交 流 ・影

響 ・需要に関する研究

01.02.11^-02.17
崔 公 鏑

(ChoiGongHo)
韓 国 馬事博物館館長

日韓 美術 にお ける交 流 ・影

響 ・需要に関する研究

01.02.18^-02.24 YuriSheykin ロ シ ア 文化芸術北極研究所芸術主任
無形文化遺産 に関す る国際

ワークショップ

01.02.18^-02.24 TomasGross チ ェ コ パ レスケ自然博物館
無形文化遺産 に関す る国際

ワークショップ

01.02.18^-02.24 LauriHarvilahti
フ ィンラン

ド

文化調査研究所民俗研究部教

授

無形文化遺産 に関す る国際

ワークショップ
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01.02.18^-02.24 ChristianeHavel フ ラ ン ス
文化情報省芸術専門委員会

塑形芸術代表

無形文化遺産 に関 する国際

ワークショップ

01.02.18^-02.24 IreneOdotei ガ ー ナ
ACCRAレ ゴン大学アフリカ

研究所部長

無形文化遺産 に関 する国際

ワークショップ

01.02.18^-02.24 MarcoGuadagni イ タ リ ア トリエス ト大学教授
無形文化遺産 に関 する国際

ワークショップ

01.02.18^-02.24 AntonioMachuca メ キ シ コ
国立人類学歴史研究所 社会

人類学民族部部長

無形文化遺産 に関 する国際

ワークショップ

01.02.18^-02.24
Florentino

Hornedo
フ ィリピン

アテネオ ・デ ・マニラ大学芸

術科学単科大学教授

無形文化遺産 に関 する国際

ワークショップ

01.02.18^-02.24 OlabiyiYai ベ ニ ン
ベニン共和国ユネスコ大使兼

常駐代表

無形文化遺 産 に関 する国際

ワークショップ

01.02.18^-02.24
GoncalvesRicardo

Piquet
ブ ラ ジ ル

ロベル ト マリニ ョ財団文化

遺産環境普及振興代表

無 形文化遺 産 に関 する国際

ワークショップ

01.02.18^-02.23
梁鐘承

(YangJongsung)
韓 国 国立民族学博物館学芸研究官

無 形文 化遺産 に関す る国際

ワークショップ

01.02.18^-02.23
察良玉

(CaiLiangYu)
中 国

中国芸術院音楽研究所外国音

楽研究部長

無 形文 化遺産 に関す る国際

ワークショップ

01.02.18^-02.23
Sunantha

Mit-Ngam
タ イ

教育省常任委員事務所対外関

係部タイユネスコ委員会

無 形文化遺産 に関す る国際

ワークショップ

01.02.18^-02.23 UguenQuocHung ベ トナ ム
文化情報省保存博物館部副部

長

無 形文化遺産 に関す る国際

ワークショップ

01.02.24^-02.28
Christoph

Henrichsen
ド イ ツ

ヘッセン州文化財保護局調査

員

歴史的建造物の保存手法に関

する調査研究

01.02.24^-02.28
Hans

WernerZawisla
ド イ ツ

ケルン市文化財建造物保護部

副部長

歴史的建造物の保存手法に関

する調査研究

01.02.24^-02.28 OlafIngoKempe ド イ ツ ドレスデン技術経済大学教授
歴史的建造物の保存手法に関

する調査研究

01.03.07^-03.13 KhanhTrinh ド イ ツ ベルリン東洋美術館学芸員
海外美術館での日本美術品の

保存と修復に関する研究

(2)国 内

今年度における国内からの招へいは下記の とお りである。

期 間 氏 名 所 鷹 招 へ い 理 曲

00.04.14^-04.15 湯山 賢一 京都国立博物館学芸課長 在外日本美術品修復指導委員会

00.05.10^-05.11 千葉 秀夫 奈良国立文化財研究所庶務部長 独立行政法人化に関する打合せ

00.05.1? 湯山 賢一 京都国立博物館学芸課長 在外日本美術品修復指導委員会

00.05.29^-05.30 溝口 勝 東京大学助教授 石造、レンガ建造物の劣化調査

00.05.29^-05.31 瀧野沢聡子 東京芸術大学大学院生 石造、レンガ建造物 の劣化調査

00.05.29^-06.01 武田 一夫 鴻池組技術研究所研究員 石造、レンガ建造物の劣化調査

00.06.07～06.08 室瀬 和美 漆芸修復家 近世輸出工芸品の実践的研究のための調査
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麟 議嚢 .。, 難 難、講ウ 雪 、

癒 灘 信
騨 繍
、翻 鞭 謎 七
贈・灘 ・購 灘

00.06.07^-06.08 高橋 隆博 関西大学文学部教授 近世輸出工芸品の実践的研究のための調査

00.06.07^-06.08 小杉 拓也 漆芸修復家 近世輸出工芸品の実践的研究のための調査

00.06.07^-06.08 田口 喜明 漆芸修復家 近世輸出工芸品の実践的研究のための調査

00.06.07^-06.08 山下 好彦 漆芸修復家
一__一_一 一一 一

近世輸出工芸品の実践的研究のための調査

00.06.07^-06.08 松本 達弥 漆芸修復家
一

近世輸出工芸品の実践的研究のための調査

00.06.07^-06.08 北村 繁 漆芸修復家 近世輸出工芸品の実践的研究のための調査

00.06.07^-06.08 勝又 智志

一 一

目白漆芸文化財研究所主任研究

官
一 一

近世輸出工芸品の実践的研究のための調査

00.06.07^-06.08 赤石 敦子 足立美術館学芸員 近世輸出工芸品の実践的研究のための調査

00.06.07^-06.08 金子 皓彦 東京女学館大学教授 近世輸出工芸品の実践的研究のための調査

00.06.07^-06.08 永島 明子 京都国立博物館学芸員 近世輸出工芸品の実践的研究のための調査

00.06.07^-06.08 勝盛 典子 神戸市立博物館学芸員 近世輸出工芸品の実践的研究のための調査

00.06.19^-06.21 桜井 弘人 飯田市美術博物館学芸員 花祭 り会館所蔵の花祭 り関係資料調査

00.06.19^-06.21 竹井 正弘 宗教芸能史研究家 花祭 り会館所蔵の花祭 り関係資料調査

00.06.27^-06.30 勝又 智志
目白漆芸文化財研究所主任研究

官
在外日本美術品修復協力事業に関する関連調査

00.06.30^-07.01 多 昭彦 奈良国立文化財研究所庶務課長 独立行政法人化に関する打合せ

00.07.04^-07.05 下山 進
デンマテリアル㈱色彩科学研究

所所長
顔料の非破壊調査

00.07.07^-07.08 根立 研介 京都大学助教授 無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

00.07.07～07.08 石川登志雄
京都府教育庁指導部文化財保護

課主査
無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

00.07.07～07.08 岡部 央

一一 一

群馬県教育委員会文化財保護課

課長補佐
無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

00.07.07～07.08 鳴海 祥博

一 一一 ～

和歌山県文化財保護センター文

化財建造物課課長
一 一一一 一 一

元興寺文化財研究所保存科学セ

ンター研究員

無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

00.07.07～07.08 日高 真吾

一 一

無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

00.070707.os 吉村 潤 芽葦麗根保存協会代表取締役 無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

00.07.07～07.08 五十嵐 玲
武田薬品株式会社研究開発部主

席研究員
無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

00.07.11^-07.12 中川 正 奈良国立文化財研究所庶務係長 独立行政法人化に関する打合せ

00.07.12^-07.13 尾立 和則 京都造形大学助教授 国際研修 「紙の保存」に関する打合せ

00.07.13^-07.16 島谷 弘幸 東京国 、γ博物館 在外口本美術品修復協力事業に関する関連調査

00.07.23^-07.29 内田 好昭 京都市埋蔵文化財研究所
明治期における文化財研究成立史資料の共有化

に関する研究協議

00.07.23^-07.29 広瀬 繁明 真陽社
明治期における文化財研究成立史資料の共有化

に関する研究協議

00.07.26^-07.27 中川 正 奈良国立文化財研究所庶務係長 独立行政法人化に関する打合せ

00.07.26^-07.27 長岡 龍作 東北大学助教授 明治初期の仏像評価に関する文献調査

00.07.28^-07.31 登尾 浩助 岩手大学講師 研究打合せ
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期 聞 氏 名 斎 篇 憎 難 嚇 獅 激 欝'

00.08.01^-08.04
____一 一一一 　一一

〇〇.08.15

武田 一夫 鴻池組技術研究所研究員 研究打合せ

藤村 貞夫 帝京平成大学教授 研究協議
一一 一　

00.08.15 喜安f弥
　 一

明珍 基也
一一 ― 一 一 一

木村 勉

帝京平成大学講師 研究協議
一_-

00.08.19^-0.29
-

00.08.26^-09.07

-一 一一一

〇〇.09.07～09.08

一一一　 一一一

彫刻修復家 彩色文化財の材料と技法に関する調査

奈良国立文化財研究所建造物研

究室長
調査打合せ

山下 登 奈良国立文化財研究所会計課長 独立行政法人化に関する打合せ

00.09.12^-09.13 中川 正

__一 一

奈良国立文化財研究所庶務係長 独立行政法人化に関する打合せ

00.09.13 多 昭彦 奈良国立文化財研究所庶務課長 独立行政法人化に関する打合せ

00.09.22 小杉 秀男 小杉建築研究室 黒田記念館の利用に関する懇談会

00.09.26 多 昭彦 奈良国立文化財研究所庶務課長 独立行政法人化に関する打合せ

00.09.26^-09.27 千葉 秀夫 奈良国立文化財研究所庶務部長 独立行政法人化に関する打合せ

00.10.01^-10.02 下山 進
㈱デンマテリアル色材科学研究

所所長
顔料の非破壊調査

00.10.04 関口 正之 ㈲遠山記念館館長 黒田記念館の利用に関する懇談会

00.10.04 小杉 秀男 小杉建築研究室 黒田記念館の利用に関する懇談会

00.10.05^-10.06 中川 正 奈良国立文化財研究所庶務係長 独立行政法人化に関する打合せ

00.10.11^-10.12 板垣 義郎 明和産業部長 臼杵磨崖仏の修復に関する調査

00.10.16^-10.17 多 昭彦 奈良国立文化財研究所庶務課長 独立行政法人化に関する打合せ

00.10.17^-10.26 森 純一 研究協力

00.10.17^-10.26 三輪 嘉六 日本大学教授 研究協力

00.10.22^-10.23 中村 康 京都国立博物館室長 彩色文化財の材料と技法に関する調査

00.10.23^-10.28 武田 一夫 鴻池組技術研究所研究員 現場調査

00.10.24^-10.25 中久保隆雄 奈良国立文化財研究所 独法移行後の会計事務講習会参加

00.10.24^-10.25 車井 俊也 奈良国立文化財研究所 独法移行後の会計事務講習会参加

00.10.24^-10.25 江川 正 奈良国立文化財研究所 独法移行後の会計事務講習会参加

00.10.28^-10.31 長澤 市郎 東京芸術大学教授 彩色文化財の材料と技法に関する調査

00.10.30^-11.01 大畑 秀市
上鴨川住吉神社保存会民俗芸能

伝承者
第31回芸能部公開学術講座

00.10.30^-11.01 大畑 康洋
上鴨川住吉神社保存会民俗芸能

伝承者
第31回芸能部公開学術講座

00.10.30^-11.01 大畑 悦夫
上鴨川住吉神社保存会民俗芸能

伝承者
第31回芸能部公開学術講座

00.10.30^-11.01 東谷 保
上鴨川住吉神社保存会民俗芸能

伝承者
第31回芸能部公開学術講座

00.10.30^-11.01 大畑 光正
上鴨川住吉神社保存会民俗芸能

伝承者
第31回芸能部公開学術講座

00.10.30^-11.01 西川 和明
上鴨川住吉神社保存会民俗芸能

伝承者
第31回芸能部公開学術講座
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00.10.30^-11.01 小藪 久男
上鴨川住吉神社保存会民俗芸能

伝承者
第31回芸能部公開学術講座

00.10.30^-11.01 宗田 好史 京都府立大学助教授 国際シンポジウム

00.11.06^-11.07 中村 陽一 なにわの海の時空館副館長 船舶の保存修復の研究会

00.11.06～11.07 横山晋太郎
各務原市総合教育メディアセン

ター館長
船舶の保存修復の研究会

00.11.06^-11.07 昆 正明 青森県立郷土館学芸主幹 船舶の保存修復の研究会

00.11.06^-11.07 平賀 大蔵 海の博物館資料室長 船舶の保存修復の研究会

00.11.09^-11.10 小堀 信幸 船の科学館学芸部長 船舶の保存修復の研究会

00.11.11^-11.15 竹内奈美子 東京国立博物館研究員 輪島塗の調査

00.11.19^-11.20 小西 純一
信州大学工学部社会開発工学科

助教授
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 角田 久和
ひが し大雪アーチ橋友の会事務

局長
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 伊藤 潤
箱根町教育委員会生涯学習課副

主幹
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 矢谷 明也
舞鶴市役所建設部建築住宅課主

任
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 平島 勇夫
大牟田市教育委員会生涯学習課

主査
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 勢田 廣行
荒尾市教育委員会社会教育課文

化係係長
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 東條 寛
四日市市教育委員会文化課文化

係係長
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 松島 吉伸
富山県教育委員会文化財文化財

係
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 久村 貞男

一 一

佐世保市教育委員会社会教育課

主幹
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 杉山 影梧
静岡市教育委員会社会教育課主

幹
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 柿森 和年 長崎市教育委員会文化財課 研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 木村 勉
奈良国立文化財研究所建造物研

究室室長
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 村 田 健一・
奈良国立文化財研究所建造物研

究室主任研究官
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 中尾 正治
京都府教育庁指導部文化財保護

課文化財専門技術員
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 植田 哲司
奈良県教育委員会文化財保存課

建造物係長
研究会 「近代遺産の保存 と活用」

00.11.19^-11.20 寺本 就一
和歌山県文化財保護センター文

化財建造物課副主査
研究会 「近代遺産の保存 と活用」
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00.11.19^-11.20 御書 辰志
大口市企画財政課企画調整室企

画政策係主事
研究会 「近代遺産の保存と活用」

00.11.19^-11.20 林 義久 大阪府教育委員会文化財課主査 研究会 「近代化遺産の保存と活用」

00.11.19^-11.20 村田 信夫
滋賀県教育委員会事務局文化財

保護課主幹
研究会 「近代化遺産の保存と活用」

00.11.19^-11.20 亀沢 修
秋田県小坂町教育委員会 生涯

学習 ・社会教育課主任
研究会 「近代化遺産の保存と活用」

00.11.21 内田 俊秀 京都造形芸術大学教授 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 森本 晋

奈良国立文化財研究所埋蔵文化

財センター情報資料室主任研究

官

第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 森田 恒之
国立民族学博物館民族学研究開

発センター教授
第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 増田千次郎 「日本建築」セ ミナー 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 増澤 文武
元興寺文化財研究所保存科学セ

ンター センター長
第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 濱崎 一志
滋賀県立大学人間文化学部助教

授
第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 中尾 芳治 帝塚山学院大学教授 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 鈴木 稔
帝京大学山梨文化財研究所保存

科学研究室室長
第8回 国際文化財保存修復研究会

oo.li.2i 坂井 隆 群馬県埋蔵文化財調査事業団 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 西藤 清秀 奈良県立橿原考古学研究所 第8回 国際文化財保存修復研究会

00・11・2學 川崎 了 大阪大学大学院工学研究科助手 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 上野 邦一 奈良女子大学教授 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 泉田 英雄 豊橋技術科学大学助教授 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 浅野 和生 愛知教育大学教育学部助教授 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 工楽 善通
ユネスコ ・アジア文化センター

研修事業部長
第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 海老澤孝雄 ㈱ざ ・エ トス 代表取締役 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 常木 晃 筑波大学助教授 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 増井 正哉 奈良女子大学助教授 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.21 宮川 朝一 東洋大学教授 第8回 国際文化財保存修復研究会

00.11.23^-11.24 尾立 和則 京都造形芸術大学助教授 国際研修 「紙の保存修復」

00.11.24^-11.25 千葉 秀夫 奈良国立文化財研究所庶務部長 独立行政法人化に関する打合せ

00.11.27^-11.29 伊藤 善夫 伊那谷の人形研究家 第3回 民俗芸能研究協議会事例報告

00.11.27^-11.29 北嶋 恵介
静岡県森町教育委員会国民体育

大会推進係
第3回 民俗芸能研究協議会事例報告

00.11.27^-11.29 原田 三壽
京都府教育庁指導部文化財保護

課選定保存技術係
第3回 民俗芸能研究協議会事例報告
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00.11.27^-11.29 門屋 光昭 盛岡大学教授 第3回 民俗芸能研究協議会事例報告

00.11.27^-11.29 永松 敦 椎葉民俗芸能博物館学芸員 第3回 民俗芸能研究協議会

00.11.27^-12.15 尾立 和則 京都造形芸術大学助教授 国際研修 「紙の保存修復」

oo.i1.2s 関谷 学
あきる野市教育委員会文化財主

任
第3回 民俗芸能研究協議会事例報告

00.11.28 坂上 洋之
秋川歌舞伎保存会あきる野市文

化財専門審議委員
第3回 民俗芸能研究協議会事例報告

00.11.28^-12.06 原田 一敏
東京国立博物館学芸部工芸課金

工室長
在外日本古美術品に係る調査協力

00.11.29 園田 直子 国立民族学博物館助教授 研究会出席

00.11.29 牧野 隆雄 東北芸術工科大学教授 研究会出席

00.11.29^-12.01 榎本 淳子 資料採取

00.11.29^-12.01 鈴木 浩子 資料採取

00.12.08^-12.09 山下 登 奈良国立文化財研究所会計課長 独立行政法人化に関する打合せ

00.12.08^-12.09 寺澤 邦裕 奈良国立文化財研究所経理係長 独立行政法人化に関する打合せ

00.12.13 日高健一郎 筑波大学教授 研究評価委員会

00.12.13 坂本 満 聖徳大学 研究評価委員会

00.12.13 表 章 法政大学名誉教授 研究評価委員会

00.12.13^-12.14 有賀 祥隆 東北大学大学院文学研究科教授 研究評価委員会

00.12.13^-12.14 増澤 文武
元興寺文化財研究所保 存セ ン

ターセンター長
研究評価委員会

00.12.13^-12.14 馬淵 久夫 くらしき作陽大学食文化学部長 研究評価委員会

00.12.14^-12.15 百橋 明穂

　 一 一　 一

神戸大学文学部 彩色文化財に関する調査研究

00.12.14^-12.15 淺漱 毅

一 一

京都国立博物館学芸課 彩色文化財に関する調査研究

00.12.14^-12.22 野口 英雄

一 一一 一 　 _一

都留文化大学教授

一_

文化財保護法50年 記念シンポジウム

00.12.15^-12.17 加用 祐子 通訳 文化財保護法50年 記念シンポジウム

00.12.15^-12.17 桜田 方子 通訳 文化財保護法50年 記念シンポジウム

00.12.16^-12.17 斉藤 祐嗣
文化庁文化財保護部伝統文化課

主任調査官
文化財保護法50年 記念シンポジウム

00.12.17^-12.21 宗田 好史 京都府立大学助教授 文化財保護法50年 記念 シンポジウム

00.12.18^-12.19 石井 米雄 神田外語大学 文化財保護法50年 記念 シンポジウム

00.12.18^-12.21 笹村 二朗 北海道ウタリ協会理事長 文化財保護法50年 記念シンポジウム

00.12.25^-12.26 千葉 秀夫 奈良国立文化財研究所庶務部長 独立行政法人化に関する打合せ

00.12.25^-12.27 藤巻 晴行 筑波大学講師 研究会及び調査

00.12.25^-12.27 登尾 浩助 岩手大学講師 研究会及び調査

00.12.25^-12.27 土谷富士夫
　 一

帯広畜産大学教授 研究会及び調査

00.12.25^-12.27 伊藤 譲 摂南大学助教授 研究会及び調査

00.12.25^-12.27 武田 一夫 鴻池組技術研究所研究員 研究会及び調査

00.12.25^-12.27 多 昭彦 奈良国立文化財研究所庶務課長 独立行政法人化に関する打合せ
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期 簡
一 氏 名 薪 庸1 摂 、、,鷲 ・購 饗 総 慧 驚

01.01.10.01.20 苅谷 勇雅
文化庁文化財保護部建造物課主

任文化財調査官
カスコ・アンディゴ調査及び打合せ

01.01.16^-01.17 野口 英雄 都留文科大学教授
国際協力事業推進に関する助言及び専門知識の

提供

01.01.20^-01.22 板倉 聖哲 東京大学助教授 調査

01.01.21^-01.22 中川 正 奈良国立文化財研究所庶務係長 独立行政法人化に関する打合せ

01.01.22 下山 進
デンマテ リアル㈱色彩科学研究

所所長
顔料の現地非破壊分析

01.01.22^-01.24 野口 英雄 都留文科大学教授
国際協力事業推進に関する助言及び専門知識の

提供

01.01.24^-01.26 宮下佐江子 古代オリエン ト博物館研究員 研究打合せと現地調査

01.01.29^-01.31 野口 英雄 都留文科大学教授
国際協力事業推進に関する助言及び専門知識の

提供

01.02.01^-02.02 下山 進
デンマテリアル㈱色彩科学研究

所所長
顔料の現地非破壊分析

01.02.05^-02.07 野口 英雄 都留文科大学教授
国際協力事業推進に関する助言及び専門知識の

提供

01.02.11^-02.17 田邊三郎助 町田市立博物館 黒田記念館の利用に関する懇談会

01.02.13^-02.14 多 昭彦 奈良国立文化財研究所庶務課長 独立行政法人化に関する打合せ

01.02.13^-02.16 清水 真一 文化庁文化財部建造物課 研究打合せ及び現地調査

01.02.14 斉藤 明子 千葉県立中央博物館学芸研究員 無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

01.02.14^-02.15 宇治谷 恵 国立民族学博物館 無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

01.02.14^-02.15 長屋菜津子
愛知県芸術文化センター愛知県

美術館
無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

01.02.14^-02.15 松田 隆嗣 福島県立博物館 無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

01.02.14^-02.15 廣田いずみ 小松市立宮本三郎美術館 無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

01.02.14^-02.15 日高 真吾
元興寺文化財研究所保存科学セ

ンター研究員
無公害な文化財生物劣化防除法の研究会

01.02.14^-02.15 中川 正 奈良国立文化財研究所庶務係長 独立行政法人化に関する打合せ

01.02.19 河竹登志夫 早稲田大学名誉教授 無形文化遺産 に関す る国際ワークショップ

01.02.19^-02.23 植木 行宣 京都学園大学教授 無形文化遺産 に関す る国際ワークショップ

01.02.21^-02.23 山口 修 大阪大学教授 無形文化遺産 に関する国際ワークショップ

01.02.22 浅枝 隆 埼玉大学教授 東京国立文化財研究所研究職員選考審査会

01.02.22^-02.24 菊屋 吉生 山口大学助教授 研究協議会出席

01.02.22^-02.24 三木 哲夫 国立国際美術館 研究協議会出席

01.02.22^-02.24 島田 康寛 京都国立近代美術館 研究協議会出席

01.02.22^-02.24 島谷 弘幸
東京国立博物館学芸部美術課書

跡室長
在外日本美術品修復事業に関する文書調査

01.02.25^-02.27 山田 拓伸 大分県立歴史博物館主幹研究員
第9回 国際文化財保存修復研究会 ・第4回 セン

ター保存計画研究会

oi.02.as 宮川 朝一 東洋大学教授 第9回 国際文化財保存修復研究会

一133一



01.02.26 森田 恒之
国立民族学博物館民族学研究開

発センター教授
第9回 国際文化財保存修復研究会

01.02.26 森本 晋
奈良国立文化財研究所埋蔵文化

財センター主任研究官
第9回 国際文化財保存修復研究会

01.02.26 工藤父母道
プ ロ ジェ ク ト ワー ル トヘ リ

テ ィジ
第9回 国際文化財保存修復研究会

01.02.26 海老澤孝雄 ㈱ざ ・エ トス 代表取締役 第9回 国際文化財保存修復研究会

01.02.26^-02.27 内田 昭人
奈良国立文化財研究所埋蔵文化

財センター主任研究員

第9回 国際文化財保存修復研究会 ・第4回 セン

ター保存計画研究会

01.02.26^-02.27 内田 俊秀
京都造形芸術大学文化財研究セ

ンター教授
第9回 国際文化財保存修復研究会 ・第4回 セン

ター保存計画研究会

01.02.26^-02.27 西藤 清秀
奈良県立橿原考古学研究所総括

研究員

第9回 国際文化財保存修復研究会 ・第4回 セン

ター保存計画研究会

01.02.26^-02.27 坂井 隆
㈲群馬県埋蔵文化財調査事情団

主幹専門員
第9回 国際文化財保存修復研究会

01.02.26^-02.27 佐々木花江
金沢大学埋蔵文化財調査セン

ター助教授

第9回 国際文化財保存修復研究会 ・第4回 セン

ター保存計画研究会

01.02.26^-02.27 鈴木 稔
帝京大学山梨文化財研究所保存

科学研究室室長

第9回 国際文化財保存修復研究会 ・第4回 セン

ター保存計画研究会

01.02.26^-02.27 谷本 親伯 大阪大学教授 第9回 国際文化財保存修復研究会

01.02.26^-02.27 西山 要一 奈良大学教授
第9回 国際文化財保存修復研究会 ・第4回 セン

ター保存計画研究会

01.02.26^-02.2? 新田 栄治 鹿児島大学教授 第9回 国際文化財保存修復研究会

01.02.26^-02.27 濱崎 一志 滋賀県立大学 第9回 国際文化財保存修復研究会

01.02.27 浅野 和生 愛知教育大学教育学部助教授 第4回 センター保存計画研究会

01.02.27 木村 勉
奈良国立文化財研究所建造物研

究室長
第4回 センター保存計画研究会

01.02.27 清水 重敦 奈良国立文化財研究所研究員 第4回 センター保存計画研究会

01.02.27 長尾 充 奈良国立文化財研究所研究官 第4回 センター保存計画研究会

01.02.27 佐々木達夫 金沢大学教授 第4回 センター保存計画研究会

01.02.27 平井 俊行 京都府教育庁文化財保護課技師 第4回 センター保存計画研究会

01.02.27 豊城 浩行 滋賀県教育委員会文化財保護課 第4回 センター保存計画研究会

oi.02.27 長谷川哲也
日本診断設計株式会社代表取締

役
第4回 センター保存計画研究会

01.02.27 青木 浩治
文化財建造物保存技術協会浄興

寺本堂修理事務所所長
第4回 センター保存計画研究会

01.02.27 安田 一男
文化財建造物保存技術協会大阪

事務所副所長
第4回 センター保存計画研究会

01.02.27 鳴海 祥博
和歌山県文化財保護センター文

化財建造物課課長
第4回 センター保存計画研究会

01.02.27^-03.01 江川 佳秀 徳島県立近代美術館主任学芸員 美術部、情報資料部研究会
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01.02.28^-03.02 内田 好昭 京都市埋蔵文北財研究所

驚、矯1.t環 綴'蕪鎌 灘 謙 灘 羅灘 灘講灘 難 購難灘1懸 欝

満州 ・朝鮮関係文化財研究資料の共有化に関す

る協議

01.02.28^-03.02 広瀬 繁明 有限会社 真陽社
満州 ・朝鮮関係文化財研究資料の共有化に関す

る協議

01.03.01^-03.02 藤巻 晴行 筑波大学講師 道観壁画の調査

01.03.01^-03.03 中谷 礼仁 大阪市立大学講師
満州 ・朝鮮関係文化財研究資料の共有化に関す

る協議

01.03.01^-03.03 青井 哲人
満州 ・朝鮮関係文化財研究資料の共有化に関す

る協議

01.03.06^-03.08 宗田 好史 京都府立大学助教授 文化的景観に関する研究打合せ

01.03.07^-03.08 西澤 泰彦 名古屋大学助教授
満州 ・朝鮮関係文化財研究資料の共有化に関す

る協議

01.03.07^-03.09 飯野 正仁 山梨県立文学館資料情報課長 わが国の近代美術の発達に関する調査研究

01.03.07^-03.09 木下 悦子 笠岡市立竹喬美術館学芸員
大正～昭和前期の日本画に関する協議、共同調

査

01.03.12^-03.13 野口 英雄 都留文科大学教授
国際協力事業推進に関する助言及び専門知識の

提供

01.03.13^-03.15 鷹巣 純 愛知教育大学教育学部助教授 日本における外来の美術の受容についての研究

01.03.13^-03.15 山本 泰一 徳川黎明会徳川美術館 日本における外来の美術の受容についての研究

01.03.16^-03.17 野口 英雄 都留文科大学教授
国際協力事業推進に関する助言及び専門知識の

提供

01.03.16^-03.17 平澤 広 萬鉄五郎記念美術館学芸員 研究協議会出席

01.03.18^-03.20 伊藤 実 広島県立歴史民俗資料館 保存担当学芸員研修将来検討会

01.03.19 椿坂 信弥 国立歴史民俗博物館展示課係長 保存担当学芸員研修将来検討会

01.03.19 中山 文人 松戸市立博物館 保存担当学芸員研修将来検討会

01.03.19^-03.20 伊藤 羊子 長野県立歴史館学芸員 保存担当学芸員研修将来検討会

01.03.19^-03.20 小林 宇壱 須坂市立博物館 保存担当学芸員研修将来検討会

01.03.19^-03.20 高木 叙子
滋賀県立安土城考古博物館学芸

員
保存担当学芸員研修将来検討会

01.03.19^03.20 市村 高規 瀧野市立歴史文化資料館学芸員 保存担当学芸員研修将来検討会

01.03.19^-03.20 伊藤 仁美
元興寺文化財研究所保存科学セ

ンター室長
保存担当学芸員研修将来検討会

01.03.19^-03.20 山田 拓伸 大分県立歴史博物館主幹研究員 保存担当学芸員研修将来検討会

01.03.21^-03.22 野口 英雄 都留文科大学教授
国際協力事業推進に関する助言及び専門知識の

提供

01.03.22 田中 恵 岩手大学教授 彩色文化財の調査、研究打合せ

01.03.26^-03.28 植野 健造 石橋美術館学芸員 無形 ワークシップの事後協議

01.03.27 関口 正之 ㈲遠山記念館館長 東京国立文化財研究所運営諮問委員会

01.03.27 田邊三郎助 武蔵野美術大学教授 東京国立文化財研究所運営諮問委員会

01.03.27^-03.28 町田 章 奈良国立文化財研究所所長 東京国立文化財研究所運営諮問委員会

01.03.27^-03.29 小杉 拓也 漆芸修復家 受託研究のための打合せ及び調査
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願

01.03.27^-03.30 四辻 秀紀

灘騰 灘灘 懸 灘鞭 灘蝶 灘,灘 鐡難 欝灘 織 幽騨灘 欝 灘 釜

徳川美術館学芸課長 国宝源氏物語絵巻の調査資料の検討意見交換

01.03.27^-03.30 吉川 美穂 徳川美術館学芸員 国宝源氏物語絵巻の調査資料の検討意見交換

01.03.28 増田千次郎 増田千次郎建築事務所事務所長 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28 谷本 親伯 大阪大学教授 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 高田 修一 田川産業㈱研究員 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 小林 幸雄 北海道開拓記念館普及課長 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 中島 宏一 北海道開拓の村学芸員 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 似内 啓邦 盛岡市教育委員会文化財主査 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 津嶋 知宏 盛岡市教育委員会文化財主事 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 松田 隆嗣 福島県立博物館専門学芸員 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 武田 一夫 鴻池組技術研究所研究員 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 高田 忠彦 ㈱シ リックス 副社長 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 秦光 次郎 青森県教育庁文化課 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 平塚 幸人 仙台市富沢遺跡保存館 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 石井 克己 子持村教育委員会 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 駒形 敏郎 長岡市科学博物館 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 白沢 勝彦 長野県立歴史館 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 西尾太加二 ㈲静岡県埋蔵文化財調査事務所 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 比佐陽一郎 福岡市埋蔵文化財 センター 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 池崎 譲二 福岡市教育委員会 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 細川 金也 佐賀県教育庁文化課 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.29 重山 郁子 宮崎県教育庁文化課 壁画および土壁の保存に関する研究会

01.03.28^-03.30 松本 法子 漆芸修復協議会

01.03.28^-03.30 松本 達也 漆芸修復協議会

01.03.29^-03.30 宗田 好史 京都府立大学助教授 国際協力事業への指導と助言
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3.海 外研究者等の来肪

(1)来 肪研 究 員

RaymondLeeuwenburg

yI'r膿 撫 醸
,鑛 譲、蟻..羅 。,簸購 灘 畿 轟爵灘 盤

オ ラ ン ダ

灘
家具修復専門家

SilviaCravero イ タ リ ア 修復建築家

AnneJacqin フ ラ ン ス IFROA研 究員

SandraEOrdway ア メ リ カ 南カロライナ大学

金鐘吾 韓 国 慶州博物館学芸研究士

姜昌求(KangChangGu) 韓 国 湖巌美術館文化財保存研究所研究員

劉景龍(LiuJingLong) 中 国 龍門石窟研究所所長

馬朝龍(MaChaoLong) 中 国 龍門石窟研究所研究員

萢宇権(FanYuQuan) 中 国 敦煙研究院保護研究所研究員

PaolaFaliniDiRocco イ タ リ ア ローマ大学建築学部教授

(2)表 敬 肪問

馨 灘 難 難, 懸懸鍵藩難難灘雛懸灘灘 購難 難
2000年4月 劉 景龍 中 国 龍門石窟研究所所長 研究交流に関する意見交換

2000年4月
JuanCarlosLaRotta

他1名

コロ ンビ

ア

コロンビア大使館外交

官
文化財保護に関する意見交換

2000年6月 LamYiu-tong 香 港
香港特別区内政第一事

務次官補
文化財保護に関する意見交換

2000年6月
KarmaWangchuk

他7名

ブータ ン

他
文化委員会課長他 JICA「 文化財修復コース」研修員

2000年7月 胡 偉 中 国 中央美術学院教授 研究交流に関する意見交換

2000年8月
陳 木杉

他10名
中 国

雲林科技大学文化資産

維護研究所長他
事業説明及び施設見学

2000年9月 KoenraadVanBalen ベル ギー
ル ーバ ン ・カ トリック

大学教授
文化財保護に関する意見交換

2000年10月
趙 喜明

他7名
中 国

中国人民政治協商会議

訪日団
事業説明及び施設見学

2000年10月 謝 飛 中 国 河北省文物局副局長 文化財保護に関する意見交換

2000年10月 KouzmenkoLarissa ロ シ ア
ロシア国立東洋美術館

修復部副部長
文化財保護に関する意見交換

2000年11月
IG.M.Anom

他1名

イン ドネ

シア

インドネシア教育文化

省文化総局長他
文化財保護に関する意見交換

2001年3月
YuryPiotrovsky

他1名

ロ シ ア
エル ミタージュ美術館

考古学部副部長他
修復に関する意見交換及び施設見学
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細

6.霊 襟所蔵資料
義_,,鰍 灘 鶴繕購難搬照連醜纈 麟難 賜融騨 陥 勘、 、剛 櫛_漁.。 、、、〉,,、

'喚w納 駅w聯 《郷 璽躍

彗

、、調

1.図 書 資 料

(1)美 術関係図書

日本 ・東洋 ・欧米の美術 に関する書籍を中心に、各地方公共団体編集の文化財関係調査報告書、展覧会の図録 ・目

録類、売立 目録、美術関係雑誌(和 文2,039種 、韓文38種 、中文108種 、欧文399種)等 を所蔵 している。

特色 としては、江戸期の写本版本や明治大正期刊行の大型図書 ・明治期開催博覧会関係資料 ・明治から昭和初期に

かけて発行 された和文美術雑誌など、多 くの貴重書を所蔵している。

(2)芸 能関係図書

雅楽 ・寺後 と能 ・歌舞伎 ・文学 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸、その他わが国の伝統芸能の研究 に必要な図書11,628

冊を所蔵す る。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・

芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝説などの雑誌、 また声明本 ・謡本 ・嘱子手付本 ・丸本などの台本 ・謡本 も収集している。

(3)保 存科学 ・修復技術関係図書

伝統的生産および工芸技術書、技術史またはそれ らの科学的究明を試みた もの、修理工事報告書および化学 ・物理

学 ・生物学部門の保存科学の関連和洋書、合わせて3,760冊 を所蔵 している。

本年度における収集数 と総計は次表の通 りである。

図書資料:1,556冊

区分(2000年 度) 爽術関係 芸能関係 保存科掌 ・修復技術関係 翫

和漢書 1,047冊 207冊 20冊 1,274冊

洋 書 258冊 1冊 23冊 282冊

合 欝
応

1,305冊 208冊 43冊 1,556冊

カタログ類

雑 誌 類

601冊(古 美術 関係:216冊 、 近 現代 美術 関係:385冊)

1,329冊(和 文1,111冊 、 輯文17冊 、 中文95冊 、欧文106冊)

平成12年 度末 における図書資料の累計

美術関係図書:61,385冊

芸能関係図書:10,568冊

保存修復関係図書:3,696冊

合 計75,649冊(但 し図書資料に限る)

(4)外 国文化財関係図書

国際資料室では、外国の文化財および文化財保存に関する図書資料を約1,000冊 所蔵している。また、国内外の文化

財保護関連法規の収集を行ってお り、現在、100ヶ 国余 りについて資料が収集 されている。
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2.そ の 他

(1)美 術関係資料

美術関係の資料は多岐 にわた るが、写真撮影は、絵画 ・彫刻 ・工芸 ・建築等の台紙貼写真、売立目録カー ドなど、

総数約26万 点 を所蔵 している。写真原版 は、モノクロ4×5フ ィルム約48,500点 、カラー4×5フ ィルム約8,300点 、

四切ガラス乾板約7,800点 をはじめとして、各種サイズのモノクロフィルム、X線 フィルム・赤外線 フィルムなどを多

数所蔵している。本年度は、新規に約3,600カ ットを撮影 し、約1,600カ ットを登録した。その他、拓本、作家伝記資

料、落款印章資料、近現代作家 ・団体・作品資料、資料スクラップ等 と図版カー ド、各種索引類などを所蔵 している。

(2)芸 能関係資料

シネフィルム、 ビデオテープ、レコー ド、写真等による芸能資料 を数多 く備えている。 レコー ドには、毎年各社か

ら発売される伝統芸能関係 レコー ドのほか、1960(昭 和35)年 度文部省機関研究費によって購入 した安原コレクショ

ンは、明治 ・大正 ・昭和3代 にわたって発売された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので、近代における邦楽の実態と

変遷 を知 る上で貴重な資料である。 ビデオテープおよび写真等は、雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・寺院行事 ・民俗芸能そ

の他の伝統芸能を対象に記録 してきた もので、奏演法の解析を中心 とした、写真、テープ、あるいは各種文書の記録

写真等 も含んでいる。資料別の所蔵数は、次の通 りである。

丁

区 分

激

録驚欝議鍍
㌔ い 西

㌢ネフイ鱒ム
許 、N

ビヂ零騨 一撚

アナ鷲馨 灘鑓勲 シ
冗 虹 婆 、螂 賢 、 ㌧

8礁 鶉陰
冗、 ひ'

叢鎌 糠
献 、n乱 乱

磯続嚢
野 蓋蝋}謝 剛

mm 臓(議 籔 甦
巾、出

12年度 * * 0 0 32 0 0 5

合 計 * * 198 4 954 151 34 83

計1,222本(テ ープ番号1835ま で)

区 分

§

膏 盤

SP・LP・EP CD VHI)・LD

12年度 2 80 0

合 計 7,311 990 16

(3)保 存科学 ・修復技術関係資料

考古遺物は美術工芸品など、諸部門の文化財を撮影 したX線 フィルムを多数所蔵する。X線 透視撮影 は昭和20年 代

から力を注いで行ってお り、近年それらのデータをデジタル化 し、整理する作業 を進めている。
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聯
7 研究所関係資料

1.設 立 の経 緯

東京国立文化財研究所 は、昭和27年4月1日 に発足したが、その前身であり母体 となったものは、昭和5年 に創設

された政府機関の帝国美術院附属美術研究所である。

この美術研究所は、大正13年7月 、帝国美術院長子爵故黒田清輝の遺言により美術奨励事業のために寄附出掲 した

資金で遺言執行人が選択決定した事業である。すなわち遺言執行人代表伯爵樺山愛輔 は、故子爵の遺志にしたがって

この資金で行 うべき事業の選択を伯爵牧野伸顕に一任した。牧野伯爵 は帝国美術院長福原錬二郎及び東京美術学校長

正木直彦 とはかって諸方面の意見を徴 し、またわが国美術研究の必要 に照 らして次の事業を行 うこととした。

(1)美 術に関する基礎的調査研究機関として美術研究所を設 けること。

(2)黒 田子爵の作品を陳列して同子爵の功績を記念すること。

(3)前 二項の目的を達するために適当な建物を造営すること。

(4)事 業成立の上は一切これを政府に寄附すること。

2.年 代別重要事項

期 臼

昭和元年12月

昭和2年2月

同 年10月

昭和3年9月

昭和4年5月

昭和5年6月28日

同 年10月17日

昭和7年1月

同 年4月18日

同 年5月26日

昭和9年10月18日

昭和10年1月28日

購 項

前記の事業を遂行するため委員会が組織 され、東京美術学校長正木直彦が委員長に就任 し、美

術研究所事業 については東京美術学校教授矢代幸雄、黒田子爵作品陳列については東京美術学

校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和 田英作 ・同藤島武二及び大給近清、建物造営 について

は東京美術学校教授岡田信一郎、会計事務については遺言執行人打田伝吉を各委員 として事務

を分掌進行させた。

美術研究所準備事業を開始 した。

東京市上野公園内に鉄筋 コンクリー ト造、半地階2階 建、延面積1,192m2の 建物1棟 を起工した

(本館)。

前記の建物が竣工したので、黒田記念館 と名付け、美術研究所開設のため必要な備品 ・図書 ・

写真等の研究資料を設備 し、また館内に黒田子爵記念室を設け、黒田清輝の作品 を陳列 した。

遺言執行人代表者樺山愛輔は、建物 ・設備 ・研究資料等一切の外に金15万 円 をそえて帝国美術

院長に寄附を願い出た。

勅令第125号 により帝国美術院に附属美術研究所が置かれ、東京美術学校長正木直彦が同研究所

の主事に補せられた。

美術研究所開所式を挙行 した。

美術研究所の研究成果発表機関誌 として、定期刊行物 「美術研究」 を創刊 した。

株式会社朝 口新聞社より明治大正美術史編纂費 として本年か ら向う5か 年間毎年5千 円、合計

2万5千 円を帝国美術院に寄附 したいとの申出があった。

帝国美術院はこの申出を受理 した。

明治大正美術史編纂委員会規程 を設 け、美術研究所は明治大正美術史の編纂に関する事務を行

うことになった。

毎年10月18日 を開所記念 日と定めた。

鉄筋コンクリー ト造、2階 建、延面積129m2の 書庫が竣工 した。
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期 日

昭和10年4月

同 年6月1日

昭和12年6月24日

同 年11月29口

昭 和13年2月12日

昭 和19年8月10日

昭 和20年5月28日

同 年7～8月

昭和21年3月29日

同 年4月4日

同 年4月16日

昭和22年5月1日

昭和25年8月29日

同 年8月29日

昭和26年1月31日

昭和27年4月1日

同 年7月1日

昭和28年4月26日

昭和29年7月1日

昭和32年3月22日

同 年ll月30U

昭 和34年4月30日

日召不[136i手こ91116口

昭 和37年3月31日

r【瑠{響 こ7ノ]1「1

同 年7月20日

昭 和43年6月15日

昭 和44年8月23日

昭 和45年3月25日

同 年3月25日

事 鱒 欝・

r日本美術年鑑」の編纂事務 を開始 した。

勅令第148号 によ り美術研究所官制が公布された。

研究資料閲覧規定を制定 し、閲覧事務 を開始 した。

勅令第281号 により美術研究所官制中改正の件が公布 され、従来、帝国美術院に附置されていた

のを文部大臣の直轄に改められた。

美術研究所 長職務規程、美術研究所事務分掌規程が制定 された。

木造、平屋建、延面積97m2の 写真室1棟 が竣工 した。

黒田清輝の作品、並びに写真原版 を東京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫に疎開 した。

美術研究所 の図書 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本間家倉庫3棟 に疎開した。

酒田市本間家倉庫に疎開した図書資料 を爆撃の危険を避けるため、さらに酒田市外牧 曽根村松

沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村上家倉庫 ・大沢村後藤作之丞家倉庫にそれぞれ分散疎開した。

酒田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。

酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着 し、引揚げを完了した。

東京都西多摩郡に疎開中の黒田清輝作品並びに写真原版 の引揚げを完了した。

美術研究所官制が廃止 され、国立博物館官制が制定 された。美術研究所は同館の附属美術研究

所 となった。

国立博物館 に保存修理課発足。同課内に保存技術研究室を置いた(保 存科学部の前身)。 昭和23

年度 より専任の職員を配置 し、研究を開始した。研究室は国立博物館本館地下の修理室の一室

(66m2)に 設けた。

文化財保護法の制定にともない、美術研究所は文化財保護委員会の附属機関となった。

文化財保護委員会事務局設置にともない、保存科学研究室は国立博物館保存修理課から文化財

保護委員会事務局保存部建造物課に所属換 えとなった。

美術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。

文化財保護法の一部が改正、東京文化財研究所組織規程が定められ、美術部 ・芸能部 ・保存科

学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ、美術研究所組織規程が廃止された。

また文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室 も廃止された。

芸能部研究室 として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学か ら借用 し、研究 を開始 し

た。

保存科学部研究室 として、東京国立博物館構内の倉庫132m2を 改造のうえ移転 した。

東京文化財研究所組織規程の一部が改正 され、東京国立文化財研究所 となった。

東京国立博物館構内に木造、外部鉄網モルタル塗、平屋建、8m2の 保存科学部の薬品庫が竣工

した。

従来の2階 建魯庫の上にさらに1階 を増築3階 建 とし、増築分延面積71m2が 竣工 した。

東京国立文化財研究所研究受託規程が定められ、この年度か ら受託研究が開始 された。

東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正 され、従来の庶務室は庶務課 となった。

東京国立博物館内に保存科学部庁舎(保 存科学部実験室)と して、鉄筋ユンクリー ト造、2階

建、延面積663m2の 建物1棟 が竣工 した。

東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され、新たに保存科学部 に修理技術研究室が置か

れた。

芸能部研究室は、保存科学部庁舎の竣工にともない、旧保存科学部庁舎に移転 した。

文部省設置法の一部が改正 され、本研究所は文化庁附属機関 となった。

保存科学部庁舎に隣接 して新営 される別館庁舎(延1,950.41m2)の 起工式が行われた。

前記の別館が竣工 したので、同年5月26日 竣工式が行われた。

芸能部は、別館3階 に移転 した。
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日

日

日

8

9

2

　

月

月

月

5

6

ーユ

年

年

年

45和

同

同

昭

昭和46年4月1日

昭和48年4月12日

昭和52年4月18日

昭和53年3月20日

昭和53年4月5日

昭和59年6月28日

平成2年10月1日

平成5年4月1日

平成7年4月1日

平成7年4月1日

平成9年10月1日

平成12年2月4日

平成12年2月21日

平成12年3月6日

平成12年3月22日

平成13年3月29日

保存科学部は別館の地階～2階 に実験用機械類 の移転据付 を完了した。

保存科学部庁舎の1階 の模様替工事に着手 し、同年10月15日 工事が完了 した。

所長及び庶務課は、本館から保存科学部庁舎の1階 に移転 した(本 館は、美術部庁舎 となる)。

これにより研究所の所在地表示は 「12番53号」が 「13番27号」に変更された。

保存科学部庁舎及び別館の敷地2,658m2を 東京国立博物館から所管換 された。

文部省設置法施行規則の一部が改正 され、新たに修復技術部が設 けられ4部1課 とな り、修復

技術部に第一修復技術研究室及び第二修復技術研究室が置かれ、保存科学部修理技術研究室は

廃止された。

文部省設置法施行規則の一部が改正 され、情報資料部の新設によ り5部1課 とな り、情報資料

部 に文献資料研究室及び写真資料研究室が置かれ、美術部資料室は廃止された。

本館構内の写場等(木 造、平屋建、延面積144m2)を 取 りこわ し、情報資料部研究棟 として、鉄

筋 コンクリー ト造、地下1階 、地上3階 、延面積569.95m2の 建物が竣工 した。

文部省設置法施行規則の一部が改正 され、新たに修復技術部に第三修復技術研究室が置かれた。

文部省組織令が改正 され、本研究所は文化庁施設等機関 となった。

文部省設置法施行規則の一部が改正 されて、新たにアジア文化財保存研究室が置かれ、5部1

室1課 となった。

文部省設置法施行規則の一部が改正 されて、アジア文化財保存研究室 は、国際文化財保存修復

協力室 となった。

文部省設置法施行規則の一部が改正 されて、国際文化財保存修復協力室が廃止 され、新たに国

際文化財保存修復協力セ ンターが設置された。同センターには、企画室及び環境解析研究指導

室が置かれ、1セ ンター5部1課 となった。

東京芸術大学 と 「東京芸術大学大学院美術研究科文化財保存学専攻の教育研究に対する連携 ・

協力に関する協定書」が交わされ、連携併任分野 として独立専攻大学院文化財保存学専攻(シ

ステム保存学)が 設置された。

文部省設置法施行規則の一部が改正されて、国際文化財保存修復協力センターに保存計画研究

指導室が置かれた。

新営庁舎 として、鉄筋 コンクリー ト造、地上4階 地下1階 、延面積10,557.99m2(建 築面積

2,258.48m2)が 竣工 した。

新営庁舎の竣工にともない、別館(庶 務課 ・芸能部 ・保存科学部 ・修復技術部 ・国際文化財保

存修復協力センター)部 分の移転が開始 された。

新営庁舎の竣工 にともない、本館(美 術部 ・情報資料部)の 移転が開始された。

建設省関東地方建設局営繕部 より、新営庁舎の外構工事、植栽等の引き渡 しを受 け、新営庁舎

関係の工事が完了した。

黒田記念館改修工事が竣工し、展示スペースが黒田記念室及び展示室の2室 になった。
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3.歴 代所長(昭 和5年 ～平成12年)

"もL騙
役 職 氏 罪～

幽
期 臨

幽 ▲ 幽

主事 正 木 直 彦 昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.24

主事 矢 代 幸 雄 昭 和6.11.25～ 昭 和10.5.31

所長事務取扱 和 田 英 作 昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21

所長 矢 代 幸 雄 昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.28

所長事務取扱 田 中 豊 蔵 昭 和17.6.29～ 昭 和22.8.15

所長 田 中 豊 蔵 昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10

所長代理 福 山 敏 男 昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30

所長 松 本 栄 一 昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31

所長事務代理 矢 代 幸 雄 昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31

所長 田 中 一 松 昭 和28.11.1～ 昭 和40.3.31

所長 関 野 克 昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1

所長 伊 藤 延 男 昭 和53.4.1～ 昭 和62.3.31

所長 濱 田 隆 昭 和62.4.1～ 平 成3.3.31

所長 西 川 杏太郎 平 成3.4.1～ 平 成8.3.31

所長 渡 邊 明 義 平成8.4.1～ 現 在
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4.名 誉研 究員

,蕊N、

氏 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間

胃

名誉研究員

齢 年月濤
z

白 畑 よ し 昭 和5.6.30～ 昭 和27.8.1 昭 和53.10.18

高 田 修 美術部長 昭 和27.12.1～ 昭 和44.3.31 昭 和53.10,18

登 石 健 三 保存科学部長 昭 和27.10.1～ 昭 和50.4.1 昭 和53.10.18

岡 畏 三 郎 美術部長 昭 和20.5.15～ 昭 和51.4.1 昭 和53.10.18

関 野 克 所長 昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1 昭 和53.10.18

秋 山 光 和 美術部第一研究室長 昭 和16.10.1～ 昭 和42.2.1 昭 和54.10.18

久 野 健 情報資料部長 昭 和20.5.31～ 昭 和57.4.1 昭 和57.10.18

川 上 浬 美術部長 昭 和21.2.28～ 昭 和57.4.1 昭 和57.10.18

関 千 代 美術部第二研究室長 昭 和18.12.15～ 昭 和58.4.1 昭 和58.10.18

横 道 萬里雄 芸能部長 昭 和28.3.16～ 昭 和51.4.1 昭 和59.10.18

上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭 和17.11.3～ 昭 和59.41 昭 和59.10.18

江 上 繧 情報資料部主任研究官 昭 和38.5.18～ 昭 和59.3.31 昭 和59.10.18

田 村 悦 子 美術部主任研究官 昭 和22.6.16～ 昭 和60.3.31 昭 和60.10.18

猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭 和22.6.27～ 昭 和60.3.31 昭 和60.10.18

伊 藤 延 男 所長 昭 和53.4.1～ 昭 和62.3.31 昭 和62.10.18

柳 澤 孝 美術部長 昭 和21.9.30～ 昭 和62.3.31 昭 和62.10.18

三 隅 治 雄 芸能部長 昭 和27.10.1～ 昭 和63.3.31 昭 和63.10.18

樋 口 清 治 修復技術部長 昭 和37.11.1～ 昭 和63.3.31 昭 和63.10.18

田 實 榮 子 美術部主任研究官 昭 和23.3.31～ 平 成 元.3.31 平成元.10.18

見 城 敏 子 保存科学部物理研究室長 昭 和34.4.1～ 平 成 元.3.31 平成元.10.18

濱 田 隆 所長 昭 和62.4.1～ 平 成3.3.31 平 成3.10.18

関 口 正 之 美術部長 昭 和42.2.1～ 平 成3.3.31 平 成3.10.18

佐 藤 道 子 芸能部長 昭 和34.4.1～ 平 成4.3.31 平 成4.10.18

馬 淵 久 夫 保存科学部長 昭 和50.10.1～ 平 成4.3.31 平 成4.10.18

新 井 英 夫 保存科学部長 昭 和45.9.1～ 平 成5.3.31 平 成5.4.1

西 川 杏太郎 所長 平 成3.4.1～ 平 成8.3.31 平 成8.4.1

門 倉 武 夫 保存科学部生物研究室長 昭 和32.4.1～ 平 成8.3.31 平 成8.4.1

三 輪 英 夫 美術部第二研究室長 昭 和53.8.1～ 平 成8.3.31 平 成8.4.1

蒲 生 郷 昭 芸能部長 昭 和56.4.1～ 平 成10.3.31 平 成10.4.1

中 里 壽 克 修復技術部第一修復技術研究室長 昭 和39.4.1～ 平 成10.3.31 平 成10.4.1

宮 本 長二郎 国際文化財保存修復協力センター長 平 成6.4.1～ 平 成11.3.31 平 成11.4.1

羽 田 艇 芸能部音楽舞踊研究室長 昭 和51.4.1～ 平 成12.3.31 平 成12.4.1

※関野 克名誉研究員は、平成13年1月25日 逝去。
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5.2000(平 成12)年 度 予 算 等

(1)予 算

(単位:千 円)
「

事 項 予
"

算 額 糊
弐

1 人件費 569,227

2. 運営費 152,433

管理運営経費 152,433

3. 研究事業費 402,208

一般研究 70,843

受託研究 2,417

事業経費 149,041

国際研究協力経費 80,799

調査研究等特別推進経費 99,108

4 文化財情報総合システムの整備 41,085

合 計 1,164,953

(2)調 査研究等特別推進経費一覧

(単位:千 円)

箏 項 .

、サ'

〉::冗 彙 博網 鞍
‡}

!R・磁 鞘 難、灘 灘 ・難

日本における外来美術の受容についての研究

日本近代美術の発展に関する研究

近世芸能の近代化と伝承に関する研究

文化財施設の保存環境の研究

文化財の保存を目的とした国際協力調査

無公害な文化財生物劣化防除法の研究

近代文化遺産の修復に関する調査研究

合 計 99,108
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(3)科 学研究費補助金交付一覧

(単位:千 円)

に"翁 欝 照'}移 ・

基 盤 研 究(A) 日本における美術史学の成立と展開 米倉 迫夫 2,800

〃 世界の文化財の保存
一わが国による国際協力体制構築のための調査 ・研究一 西浦 忠輝 5,200

17 彩色文化財の材料と技法に関する科学的研究 渡邊 明義 6,300

II 早期中国青銅器の原料産地に関する研究 平尾 良光 4,200

II 文化財の新たな総合的虫菌害防除対策(IPM)の システム構築に
関する研究

三浦 定俊 6,300

11 中国の寺院壁画、古墳壁画の保存に関する研究 川野邊 渉 15,800

基 盤 研 究(B) タイ国 ・アユタヤ遺跡の保存修復 に関する研究 西浦 忠輝 2,900

II 古代日本の動物遺体のDNA解 析および免疫学的分析 木川 りか 3,300

11 石造文化財の劣化機構と保存対策手法の研究 石崎 武志 2,200

11 屋外環境下での遺跡、石造文化財の保存対策手法の開発 石崎 武志 2,200

基 盤 研 究(C)
極楽浄土を表象するモチーフとしての迦陵頻伽の諸相 とその文化
的特質一鳥 と人からなる動物を通してみた東西文化の交流とその
中国的受容一

勝木言一郎 700

II 宋元時代の江南仏教世界と舶載仏画 井手誠之輔 1,200

II 新史料翻刻による花祭りの芸能史的位置づけ
一大神楽から花祭 りへ一 中村 茂子 800

ii 石造、レンガ建造物の劣化にかかわる材料物性の研究 石崎 武志 1,500

11 壁画顔料の現地非破壊分析法に関する研究 朽津 信明 3,300

奨 励 研 究(A) 菊池容斎についての基礎的研究 塩谷 純 700

17 可搬型分析機器を用いた未調査文化財の材料調査に関する研究 早川 泰弘 900

合 計 60,300

(4)受 託 研 究一覧

(単位:千 円)

暖 、,、

武者塚古墳出土遺物の保存修復研究

嬉 急. 黙藁 1,
、

く 読

♪

飼夢 `、'

耐 妻,: 、職 ∫

399

漆塗り皮革製品に関する調査研究 1,297

琉球漆器における保存と修復技法開発に関する調査研究 152

銅板への焼き付け漆塗装の研究 228

装漬材料の物性研究 341

合 計 2,417
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6.関 係 法 規

◎文 部省組織 令(抄)(昭59.6.28政 令 第227号)

(最終 改正 平9.8.22)

第2章 文化庁

第3章 施設等機関

(施設等機関)

第108条 文化庁長官の所轄の下 に、文化庁 に国語研究所を置 く。

2前 項 に定めるもののほか、文化庁に次の施設等機関を置 く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第144条 国立文化財研究所 は、文化財 に関する調査研究、資料の作成及びその公表を行 う機関とする。

2国 立文化財研究所には、支所 を置 くことがで きる。

3国 立文化財研究所及びその支所の名称、位置及び内部組織は、文部省令で定める。

(研究施設の指定)

第115条 国立国語研究所及び国立文化財研究所は、法第5条 第37条 に規定する政令で定める研究施設 とする。

◎文部省設置法施行規則(抄)(昭28.1.13文 部省令第2号)

(最終改正 平9.10.1)

第5章 文化庁の施設等機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 名称及び位置

(名称及び位置)

第116条 の9国 立文化財研究所の名称及び位置 は、次の表 に掲げるとおりとする。

名 称 位 置

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市
一_1 　 一 一

第1款 の2東 京国立文化財研究所

(所 長)

第117条 東京国立文化財研究所に、所長を置 く。

2所 長は、所務 を掌理する。

(内部組織)

第118条 東京国立文化財研究所に、庶務課次の5部 を贋 く。

一・ 美術部

二 芸能部

三 保存科学部

四 修復技術部
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五 情報資料部

2前 項に定めるもののほか、東京国立文化財研究所に、国際文化財保存修復協力セ ンターを置 く。

(庶務課の事務)

第119条 庶務課 においては、次の事務 をつかさどる。

一 職員の人事に関する事務を処理すること。

二 職員の福利厚生に関する事務を処理すること。

三 公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関すること。

四 経費及び収入の予算、決籏その他会計 に関する事務を処理すること。

五 行政財産及び物品の管理に関する事務 を処理すること。

六 庁内の取締 まりに関すること。

七 前各号に掲 げるもののほか、他の所掌 に属さない事務を処理すること。

(美術部の二室及び事務)

第120条 美術部に、第一研究室及び第二研究室 を置 く。

2第 一研究室 においては、わが国の上代、中世及び近世の美術並びに東洋美術に関する調査を行 い、及びその結果

の公表を行 う。

3第 二研究室 においては、わが国近代及び現代の美術並びに西洋美術に関する調査研究を行い、及びその結果の公

表を行 うとともに黒田記念室に関する事務をつかさどる。

(芸能部の三室及び事務)

第121条 芸能部 に、演劇研究室、音楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置 く。

2演 劇研究室においては、演劇及びその保存に関する調査研究を行い、並びにその結果の公表 を行 う。

3音 楽舞踊研究室においては、音楽及び舞踊並びにこれらの保存に関する調査研究 を行い、並 びにその結果の公表

を行 う。

4民 俗芸能研究室 においては、民俗芸能及び保存に関する調査研究 を行い、並びにその結果の公表 を行 う。

(保存科学部の三室及び事務)

第122条 保存科学部に、化学研究室、物理研究室及び生物研究室を置 く。

2化 学研究室においては、文化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析化学的調査研究 を含む。)を行い、並

びにその結果の公表を行 う。

3物 理研究室においては、文化財及びその保存に関する物理学的調査研究を行い、並びにその結果の公表を行 う。

4生 物研究室においては、文化財及びその保存に関する生物学的調査研究を行い、並びにその結果の公表を行 う。

(修復技術部の三室及び事務)

第122条 の2修 復技術部に、第一修復技術研究室、第.:修 復技術研究室及び第三修復技術研 究室 を置 く。

2第 一修復技術研究室においては、木、漆その他次項及び第4項 の材料以外のものを材料 とする文化財の修復に関

する科学的、技術的調査研究を行い、及びその結界の公表を行 う。

3第 二修復技術研究室 においては、紙、布又は草 を材料 とする文化財の修復 に関する科学的、技術的調査研究を行

い、及びその結界の公表を行 う。

4第 三修復技術研究室においては、石、土又は金属を材料 とする文化財の修復に関する科学的、技術的調査研究を

行い、及びその結果の公表を行 う。

(情報資料部の二室及び事務)

第122条 の3情 報資料部に、文献資料研究室及び写真資料研究室 を置 く。

2文 献資料研究室 においては、第118条 第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌に係る文献資料その他の資料(写

真資料 を除 く)の 作成、収集、整理、保管、公表、閲覧及び調査研究を行う。

3写 真資料室においては、第118条 第1号 か ら第4号 までに掲げる各部の所掌に係る写真資料その他の資料の作成、

収集、整理、保管、公表、閲覧及び調査研究を行 う。

(国際文化財保存修復協力センター)

第122条 の4国 際文化財保存修復協力センターにおいては、文化財の分野における国際的な貢献 に資するため、世界

の文化財の保存修復に関する国際協力、資料収集、調査研究及びその結果の公表並びに専門的、技術的な研修 を行
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一 一 一 　 一 一 　一 一 一 …

う。

(国際文化財保存修復協力センターの長)

第122条 の5国 際文化財保存修復協力センターに長を置 く。

2前 項の長は、国際文化財保存修復協力センターの事務 を掌理する。

(国際文化財保存修復協力センターの三室及び事務)

第122条 の6国 際文化財保存修復協力センターに、企画室、環境解析研究指導室及び保存計画研究指導室を置 く。

2企 画室においては、世界の文化財の保存修復 に関する国際協力及び研修について、企画及び実施 に係 る事務 を処

理 する。

3環 境解析研究指導室においては、世界の文化財の保存環境の解析に関する資料収集、調査研究及びその結果の公

表並びに専門的、技術的な研修を行 う。

4保 存計画研究指導室においては、世界の文化財の保存計画に関する資料収集、調査研究及びその結果の公表並び

に専門的及び技術的な研修を行う。

(客員研究員)

第122条 の7東 京国立文化財研究所に客員研究員を置 くことがで きる。

2客 員研究員は、所長の命を受け、東京国立文化財研究所において行 う調査研究 に参画する。

3客 員研究員は、非常勤 とする。
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